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はじめに 
0. 本章の概要 
	 この章では、本論に入る前に、本稿全体に共通している、いくつかの前提事項につ
いて確認する。 
	 まず、第 1 節で、本稿で扱う研究の必要性、本研究で用いた分析の方法、そして本
研究が持っていると考えられる意義について、理論的側面と実用的側面の双方から述
べる。 
	 第 2 節では、本研究で対象とする「現代ロシア語」について確認する。 
	 第 3 節では、本稿の全体の構成について述べる。 
	 第 4 節では、本稿の書式上の留意事項について確認する。 
 
1. 本研究について：その必要性、方法と意義 
1.1. 本研究の必要性 
	 下でも確認する通り、本研究の主たる対象は、モダリティの述語と不定詞からなる
語結合をめぐる問題である。この対象は、体の用法などを扱う研究においては、以前
からしばしば言及がされている対象である。しかし、そこでの記述に関して言えば、
体系的なものが目指されているとは言えないものであった。 
	 体のカテゴリーについては、実際にどのような動詞が、どちらの体の形式で用いら
れているのかが十分に明らかになっているとは言えず、他方、モダリティのカテゴリ
ーをめぐっては、そのモダリティの分類がごく大まかになされたままで性急な定式化
が試みられているという状況があった。また、動詞の意味的側面に関して言えば、不
定詞の語彙的意味に関する考察が不十分であるなどの問題があった。 
	 そのため、非母語話者が、現実の発話に接する（言語使用の実例に触れる）際に、
その意味を適切に理解できない、あるいは実際に自身が発話を生成する（言語形式を
選択する）場面に遭遇した際に、不適切な形式を選択してしまうという状況がしばし
ば生じる。 
	 本研究では、こうした従来の研究には不足していた視点を補った上で、対象に改め
て考察を加えることを目指している。 
 
1.2. 本研究で用いた方法 
	 上記のような問題意識の下に、本研究では、まず第一に言語使用の実態を把握する
という必要性から、言語資料をコーパスから収集し分析するという方法を採った。そ
うして得られた多数のデータの数量的分布を調査することで、それを足掛かりとして
対象となる言語単位の文法的行動の把握を試みた。 
	 こうした方法は、従来のロシア語アスペクト研究においては試みられていないもの
だが、この方法を採用することにより、これまでは明らかになっていなかった、言語
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単位の文法的行動を明らかにすることができた。 
	 その一方で、言語単位の記述に際しては、母語話者への聴き取りによる調査も実施
し、その結果も記述に含め一層の充実を図った。これは主に、当該言語形式の交換の
可能性を探るために行なったものだが、コーパスから得られた言語資料に対する観察
という方法だけでは、当該言語形式の選択可能性に関する記述という点から見て、不
足が生じてしまうため、それを解消するべく行なったものである。 
 
1.3. 本研究の意義 
	 本研究は、理論的側面、実用的側面の双方において一定の意義を有すると考えられ
る。 
	 まず、理論的側面からの意義としては、上でも述べた通り、体のカテゴリーを扱う
研究において、実際の言語使用に対する観察から始めるべく、コーパスからサンプル
を収集した上で、言語使用の実態についてのデータを、その数量的分布の情報と共に
示し、新たな視点から対象に考察を加えたという点が挙げられるだろう。 
	 また、本研究を進めるにあたっては、ペテルブルク機能文法学派（後述）によって
提案されている、機能・意味論的な理論的構築物を援用している。したがって、本稿
で試みるような、言語使用の実態に関するデータを利用した分析というのは、これら
の理論的構築物の具体的な振る舞いを、計量言語学的な情報を足掛かりにしてどのよ
うに記述することができるかという試みであると位置付けることもできるだろう。 
	 また、伝統的なロシア語学において提案されてきた、体の意味の理論を、一般言語
学におけるアスペクトの観点から、Плунгян（2011, 2012）における論を援用しつつ見
直すことで、問題点を炙り出し、改めて整理を行なったという点も貢献の一つである
と考える。 
	 また、従来記述されてきた、モダリティの述語と不定詞という語結合における、体
の形態選択を行なう動機付けについても、従来とは異なる視点から再検討を試みたこ
とも、本研究の持つ意義の一つと言える。 
	 また、非過去時制（非過去形）、あるいは非直説法における、体のカテゴリーの見せ
る文法的行動は、未だ明らかになっていない部分が多い。本研究で対象としている、
不定詞はまさにそうした形態の一つであり、その文法的行動の一端を明らかにしよう
と試みているという点でも一定の意義を有している。 
	 一方、本研究の持つ、実用的側面からの意義としては、モダリティの述語と不定詞
という語結合において、どのような統語構造で、どのような述語と不定詞が結合する
際に、どちらの体が、母語話者によってどの程度用いられているかという点について、
データの数量と共に示し、明らかにしたという点が挙げられるだろう。これは、非母
語話者にとっては貴重な資料となるものである。 
 
2. 本研究で対象とする「ロシア語」 
2.1. 伝統的な「現代ロシア標準文語」の理解と言語研究における問題点 
	 この節では、ロシア語学における「現代ロシア語」の伝統的な規定とその問題点に
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ついて確認していこう。 
	 ロシア語学の研究対象である、「現代ロシア標準文語（современный литературный 
русский язык）」の成立の過程では、まず、Кантемир（Антиох Дмитриевич; 1708-1744）、
Ломоносов（Михаил Васильевич; 1711-1765）、Тредиаковский（Василий Кириллович; 
1703-1769）、Сумароков（Александр Петрович; 1717-1777）、Фонвизин（Денис Иванович; 
1745-1792）、Державин（Гавриил [Гаврила] Романович; 1743-1816）、Новиков（Николай 
Иванович; 1744-1818）、Карамзин（Николай Михайлович; 1766-1826）、Грибоедов
（Александр Сергеевич; 1795-1829）、Пушкин（Александр Сергеевич; 1799-1837）、
Крылов（Иван Андреевич; 1769-1844）らによる作品において、ロシア語の完成度と安
定度が高まって行った。その時点では、まだスラヴィニズム（славянизмы）1、民衆の
口語体、西欧語の要素という三つが秩序なく混在していたが、最終的には Пушкинが、
これらの要素を有機的に融合したとされ、この時代の言語が今日のロシア語の礎とも
なっている。その後、Лермонтов（Михаил Юрьевич; 1814-1841）、Гоголь（Николай 
Васильевич; 1809-1852）、Достоевский（Федор Михайлович; 1821-1881）、Тургенев（Иван 
Сергеевич; 1818-1883）、Салтыков-Щедрин（Михаил Евграфович; 1826-1889）、Чехов
（Антон Павлович; 1860-1904）、Толстой（Лев Николаевич; 1828-1910）、Горький
（Максим; 1868-1936）、Бунин（Иван Алексеевич; 1870-1953）らの作家たちの手にな
る作品が、現代ロシア語の規範の形成に大きく寄与したとされる（cf. Энциклопедия 
1998: 441-442）。 
	 こうした理解の下、ロシア語学の対象となる「現代ロシア標準文語」も、その規定
に沿うものとなっている。これはすなわち、Пушкинの活動年を基準にすれば 19 世紀
から現在までを「現代ロシア語」と捉えているということになる。 
	 しかしながら、Пушкин の活躍した 1800 年前後から、2000 年代の現在までには、
間 200 年もの年月が流れており、その間様々な語の流入、消失、あるいは個々の語の
形態や意味・用法の変化などといった、言語体系内の多方面にわたる変化を経ている
であろうことは想像に難くないし、またそうした側面を記述した研究も多く成されて
きている2。したがって、この伝統的な立場に立って「現代ロシア語」を規定し、共時
的な言語研究を行なうには、この「現代ロシア語」は、余りにも通時的な変化を被り
過ぎており、それによって生じてくる、研究上の弊害の方がむしろ大きくなってしま
うのではないかとの危惧が生じる。したがって、こうした通時的な変化の可能性を無
視して、ひとまとまりに「現代標準語」として分析対象とするのはいささか無理があ
ると考えられる。 
 
2.2. 本研究で対象とする「現代ロシア語」 
	 こうした状況を踏まえた上で、本研究では、対象とするロシア語を、少なくとも 20
世紀初頭〜中庸以降のロシア語に限り、これを「現代ロシア語」として捉えることと
する。これは、本研究で対象とするべきロシア語は、現在用いられているロシア語で
                                                
1 古代スラヴ語、あるいはより後の時代（11 世紀以降）の教会スラヴ語からロシア語に入ってきてい
た語や慣用的言い回しなどを指して言う（cf. Энциклопедия 1998: 487-489）。 
2 このような側面を扱った研究として、代表的なものとしては Воронцова и др.（1996）などがある。 
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あるという観点に立っているためである。 
	 なお、このような「現代ロシア語」の捉え方は、既に 80 年代に、同様の立場を
Милославский（ Игорь Григорьевич; 1938- ）が自著において言及している。
Милославскийは、「現代ロシア語」の「こうした理解は広く受け容れられているもの
ではない」と断りを入れつつも、『「現代」という語は、「20 世紀中頃に属する」と理
解する必要がある。』と述べている（Милославский 2011: 5）。また、「標準語
（литературный язык）」という語の理解についても、『文学で用いられている言語及び
一般社会の教養のある人々の用いている言語（язык литературы и образованных членов 
общества）』であるとしている。本研究においても、「現代ロシア語」及び「標準語」
については、基本的にはこの立場に沿った理解をしている。 
	 また、以下でも述べる通り（第三章を参照）、分析のためのデータを収集する際にも、
まず、この「現代ロシア語」を対象とするという基準を満たすという観点から、ウプ
サラ・コーパス（第三章にて後述）を採用し、サンプルを採集している。 
	 また、原則として韻文も対象には含めず、取り扱うのは散文である。特殊な言語活
動の産物である韻文は、「実際に用いられている言語を記述する」という目的を持った
分析には必ずしもそぐわないと考えるからである。 
	 以下、本稿では、「現代ロシア語」という表現すら用いず、単に「ロシア語」という
表現で代える。これを用いている場合には、特に断りがない限り、上述の「20 世紀以
降の標準ロシア語」を念頭に置いて論を進めている。 
 
3. 本稿の全体の構成 
	 以降の本稿全体の構成について確認しよう。 
	 まず、第一章（「問題提起、先行研究の問題点、分析の対象とその目的」）では、本
論に先んじて、問題提起と、先行研究における記述の確認を行なう。そこで、先行研
究の抱える不備な点などを検討する。その上で、より具体的な形で、本稿において解
決を試みる課題を明確に定める。 
	 続く第二章（「理論的前提となる諸概念」）では、本稿における分析を行なうための
理論的前提としての諸概念について確認する。 
	 まず第 1 節（「状況と述語、その分類：状況の性質（акциональность）について」）
では、人間が概念化する「状況」とその性質について概観する。 
	 続いて、本研究における主たる対象となる、二つのカテゴリーについて概観する。
すなわち、アスペクトのカテゴリー（同章第 2 節）とモダリティのカテゴリー（同第
3 節）である。 
	 第 2 節（「動詞：アスペクトと体のカテゴリー」）では、まず一般言語学的な視点か
らアスペクトのカテゴリーについて概観した後、アスペクトのカテゴリーの表現をロ
シア語において担っている文法的カテゴリーである、体のカテゴリーについて、その
意味と機能について確認する。 
	 第 3 節（「モダリティのカテゴリー」）では、モダリティのカテゴリーについて概観
する。まず一般言語学的な視点からモダリティのカテゴリーの概要を把握し、その後
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ロシア語のモダリティのカテゴリーについて概観する。そして、本稿の対象である「可
能性」のモダリティの意味について確認する。ここまでで、本研究の対象の、ロシア
語の言語体系全体での位置付けを明らかにすることができる。 
	 第 4 節（「ロシア語の不定詞の備える諸特徴」）では、ロシア語の動詞の一形態であ
る、不定詞の持つ、形態論的、統語論的特徴について確認する。そして、不定詞の体
のカテゴリーの意味と用法について概観する。 
	 第 5 節（「可能性の意味を含む述語を持つ文の意味・統語構造の分類の試み」）では、
「可能性」のモダリティの意味を含む文の、意味・統語構造に応じた分類を試みる。 
	 第三章（「本研究のデータ：サンプルの収集、取捨選択及び分類」）は、本研究で分
析対象となるデータに関する章である。まず、ロシア語を対象とする、既存のコーパ
スについて概観する。次に、本稿で採用したコーパスからサンプルを収集する際の手
順について確認し、更にその中から最終的に利用するデータを取り出すための基準に
ついて確認する。そして、最終的なデータの数量についてみる。 
	 第四章（「言語現象の実態の検証、考察と解釈」）では、前の章で確認したデータか
ら、本研究の分析対象が見せる、実際のテクストにおける文法的な振る舞いの実態を
明らかにした上で、こうした振る舞いが、一体どのような要因によって生じてきてい
るのか、あるいは従来とは異なる解釈が可能なのかどうかについて考察する。 
	 続く第五章（「補足的考察：述語派生抽象名詞と不定詞の語結合のケース」）では、
前章までで対象としてきた一連の述語から派生した抽象名詞と、不定詞が語結合を形
成するケースを取り上げ、述語との語結合のケースとの比較を試みる。 
	 第六章（「本稿における結論」）において、本稿で行なった一連の作業と分析につい
て確認し、本稿での結論に代える。 
	 第七章（「おわりに：今後の課題」）では、最後に、本稿では十分に考察を加えられ
なかった点、あるいは扱いきれなかった点などについてまとめ、今後の課題として設
定する。 
 
4. その他書式上の留意事項など 
4.1. 本節の概要 
	 ここでは、本稿で採用している書式面に関する、以下の留意事項についてまとめる。 
 
① 本文で使用する文字体系について 
② 本文で採用する文法情報の略号について 
③ 例文番号、図表番号について 
④ 種々の括弧の用い方 
⑤ 研究者の生没年について 
⑥ ウェブ上の各種リソースについて 
⑦ 各種術語の採用について 
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4.2. 本文で使用する文字体系について 
	 本稿では、例文あるいは本文でロシア語を表記する必要のある場合、キリル文字（ロ
シア文字）をそのまま採用することにした。ラテン文字に翻字することは、より広汎
な読者の便宜に適うものではあろうが、本稿では、キリル文字で表記されていれば、
それがロシア語の語あるいは文であるということが一目で確認できるという視認性の
高さという利便性に、より重きを置くことにした。 
	 なお、キリル文字の各字母とラテン文字の対応は以下の表のようになっている。キ
リル文字のラテン文字への翻字方式に関しては、複数の方式がある3が、下表では米国
議会図書館（Library of Congress; LC）方式の翻字法を採用している4。 
	 下表では、キリル文字の全 33 文字（大文字、小文字）がそれぞれどのラテン文字に
対応しているかを示している。各字母の左側には便宜上通し番号を振ってある。 
 
表 1: 翻字一覧（米国議会図書館方式）  
 キリル文字	 ラテン文字	 	 キリル文字	 ラテン文字	 
1 А  а A  a 18 Р  р R  r 
2 Б  б B  b 19 С  с S  s 
3 В  в V  v 20 Т  т T  t 
4 Г  г G  g 21 У  у U  u 
5 Д  д D  d 22 Ф  ф F  f 
6 Е  е E  e 23 Х  х Kh  kh 
7 Ё  ё Ë  ë 24 Ц  ц T͡S  t͡ s 
8 Ж  ж Zh  zh 25 Ч  ч Ch  ch 
9 З  з Z  z 26 Ш  ш Sh  sh 
10 И  и I  i 27 Щ  щ Shch  shch 
11 Й  й Ĭ  ĭ 28 ы y 
12 К  к K  k 29 ъ ʺ 
13 Л  л L  l 30 ь ʹ 
14 М  м M  m 31 Э  э Ė  ė 
15 Н  н N  n 32 Ю  ю I͡U  i͡u 
16 О  о O  o 33 Я  я I͡A  i͡a 
17 П  п P  p - - - 
 キリル文字	 ラテン文字	 	 キリル文字	 ラテン文字	 
 
                                                
3 キリル文字のラテン文字への翻字（古くは「転写」とも）法の概要については、以下の Wikipedia の
項目を参照されたい： 
 
http://en.wikipedia.org/wiki/Romanization_of_Russian 
 
4 キリル文字の LC 方式による翻字法については、以下のドキュメントを参照： 
 
http://www.loc.gov/catdir/cpso/romanization/russian.pdf 
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4.3. 本研究で採用する文法情報の略号について 
	 本稿では、例文内の語に文法情報を付している場合がある。原則として、本論に直
接関係すると思われる、動詞に関わる部分に限っている。 
	 また、それぞれの文法的カテゴリーを示すための略号は、Leipzig Glossing Rules で
採用されているものに依っている5。本稿で用いている具体的な略号は下表の通り： 
 
表 2：本稿で採用している略号  
文法的カテゴリー	 略号	 
人称	 1：１人称、2：２人称、3：３人称 
性	 M：男性、F：女性、N：中性 
数	 SG：単数、PL：複数 
時制	 PST：過去形、PRS：現在形、FUT：未来形 
	 
その他の動詞の諸形	 
PTCP：分詞（形動詞） 
INF：不定詞 
IMP：命令形 
体	 PFV：完了体、IPFV：不完了体 
 
	 これらの略語を、問題となっている動詞（下線を施してある）の後の角括弧の中に、
スモールキャピタルで表示する。以下の例で確認されたい： 
 
(3-25) Кто их поймет [PFV-FUT-3-SG] ? 
      誰が彼らのことを理解できようか？ 
 
4.4. 例文番号、図表番号について 
	 本稿では、例文と図表に以下のような形式で番号を付している。 
 
（章番号 — その章内での例文の通し番号） 
 
	 すなわち、前節で挙げた例のように、例文の頭に「 (3-25) 」と付してあれば、そ
の例文は、第三章全体を通して 25 個目の例文であることを示す。 
	 図表についても、数字の付け方に関する規則は同様である。「表 4-5」とあれば、第
4 章の 5 番目の表であることを示す。 
 
4.5. 種々の括弧の用い方について 
	 原則として、重要な概念（あるいは術語）の初出時には、二重鍵括弧（例：『重要な
概念』）を用いて提示することを原則とする。それ以降は、他の語と区別して強調する
必要などがあれば、一重鉤括弧（例：「重要な概念」）に入れて表す。 
                                                
5 Leipzig Glossing Rules については以下の URL を参照されたい（2013 年 8 月現在）： 
 
http://www.eva.mpg.de/lingua/resources/glossing-rules.php 
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 概念あるいは術語の言い換えを行なう際には、丸括弧に入れて表す（例：「重要な概
念（術語）」）。また、丸括弧は、原語を示す際にも用いている（例：『言語学（языкознание; 
linguistics）』）。 
 
4.6. 研究者の氏名と生没年について 
	 本研究では、ある研究者の研究を紹介、引用する際には、その研究者の氏名と生年
（あるいは生没年）を、調査の及ぶ限り付することとしている。 
	 生年（生没年）の情報については、ある研究者が過ごしている（あるいは過ごした）
時代というものは、その研究者の言語観、言語理論の形成、発展、あるいは修正等に、
多かれ少なかれ影響を与えるものであるという認識に筆者が立っており、こうした情
報を付記しておくことは、少なからず有効であると判断したため、付記してある。 
	 なお、氏名及び生年（生没年）に関する情報は、ロシア人の研究者に関しては、
Энциклопедия（1979, 1998）、及び Wikipedia ロシア語版6に主に依拠している。その他
の欧米諸国の研究者については、Wikipedia 英語版7や米国議会図書館典拠データベー
ス8の情報に基づいている。調べのつかなかった人物に関しては、氏名はイニシャルの
みを付記し、生年（生没年）については記載していない。 
 
4.7. ウェブ上の各種リソースについて 
	 ここ 20 年余りでウェブは進化を続け、膨張し続けている。万物に関する情報の保管
庫としてのその価値の高さは、既存の（紙媒体の）百科事典などを、質、量、情報の
反映のスピードなどの面で、遥かに凌駕するものと既になりつつあることは異論の無
いところであろう。 
	 このような、ウェブの持つ、情報の保管庫としての有用性は、言語研究にとっても
同様であり、本稿の執筆時、またその準備段階においても、適宜ウェブ上の情報は参
照、利用している。具体的には、主に参照したものとして、Wikipedia（英語版、ロシ
ア語版）がある9が、以下の本文においても必要に応じて、参照した電子資料の URL
                                                
6 URL は以下の通り： 
 
http://ru.wikipedia.org/wiki/Заглавная_страница 
 
7 URL は以下の通り： 
 
http://en.wikipedia.org/wiki/Main_Page 
8 米国議会図書館に収められている書物類の、主に著者に関するデータベースで、随時更新されている。
議会図書館所蔵の書物の書誌情報は、この典拠データに基づいて記述が成されている。この典拠デー
タには、全てではないが、著者の生年、生没年に関する情報が付されている場合があり、本稿ではそ
の情報を利用している場合がある。以下の URL を参照： 
 
http://authorities.loc.gov 
 
	 利用の方法などについては以下の URL を参照： 
 
http://authorities.loc.gov/help/contents.htm 
 
9 Wikipedia における情報の信頼性については、各種の研究が成されているが、いずれの研究も全体と
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（URI）10を示している場合がある。 
	 本文内に掲載した各種リンク先の内容については、本稿執筆時点（2013 年 9 月）で
確認している。また、以前は有効だったリンク先が執筆時点で無効となっているよう
な場合があれば、その旨注記を付してある。 
	 なお、参照したウェブページについては、具体的には末尾に付した文献一覧内の、
「ウェブ上の各種リソース」の項に掲載してあるので、必要に応じて参照されたい。 
 
4.8. 各種術語の採用について 
	 本稿では、言語学上の各種概念を指す術語を使用する際には、一般言語学、ロシア
語学双方で広く受け入れられていると思われるものを用いている。一般言語学におけ
る術語と、ロシア語学における術語において大きく異なっているような場合には、原
則として双方について示すことにしている11。また、必要に応じて脚注を設け、より
詳細な説明を加えている場合がある。 
	 本稿において最も重要な対象となる、以下の二組の術語については、先んじてここ
で触れておくことにしよう： 
 
① 「アスペクト」と「体」 
② 「不定詞」と「不定形」 
 
	 まず、「アスペクト」と「体（たい）」という術語については、一般言語学における
概念としての意味・文法的カテゴリーを指す場合には、「アスペクト」という術語を用
いることとし、ロシア語をはじめとするスラヴ諸語における文法的（形態論的）カテ
ゴリーについて述べる場合には、「体」という術語を用いることとする。 
	 一般言語学の範囲では、「アスペクト」の他に、「相」という術語が用いられること
もあるが、本稿では、この文法的カテゴリー全体を表す場合には、「アスペクト」の術
語を採用する。その下位概念である、個々のアスペクトの種類をさす場合には「相」
                                                                                                                                                       
して Wikipedia に記載されている情報の信頼性を否定するものとはなっていない。また Wikipedia 自体
に以下の項目（「Reliability of Wikipedia」）が立てられており、複数の研究にリンクが張られている： 
 
http://en.wikipedia.org/wiki/Reliability_of_Wikipedia 
 
	 なお、日本語版 Wikipedia についての同種の研究は、ウェブ上では見つけることができなかったため、
こうした研究が事実上試みられていないものと考えられる。 
10 「URL」は「Uniform Resource Locator」を略したもの。より上位の概念として「URI（Uniform Resource 
Identifier）」があるが、これらはほぼ同義で用いられる。 
11 ここで述べるような、一般言語学における術語と、日本のロシア語学界において伝統的に用いられ
てきた術語との間にある、異同も含めた関係については、何らかの形で整理を行なう必要性があるよ
うに思われる。術語それ自体は、説明の便宜のためのものに過ぎず、その意味では本質的なものでは
ないが、その一方で、ある術語をもってその概念の理解にどう適切に導くかという観点も必要とされ
るだろうし、その術語が提案されてきた歴史的な背景などにも一定の配慮をする必要があろう。そう
した複数の視点を保ちつつ、排すべきものは排し、残すべきものは残すという作業は求められてくる
だろう。 
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の術語を原則として用いている（例えば、「完了相」など）12。 
	 それに対して、「体」という術語について、この名称自体は、ロシア語及びそれと系
統を同一とするスラヴ諸語の研究においては、一般的に受け入れられている名称であ
る。また、「体」のカテゴリーは、一般言語学の範囲で規定されている「アスペクト」
のカテゴリーを表すという機能ばかりではなく、（文法的カテゴリーであるという性質
故に）より多様な用いられ方をすることがあるという意味においても、ロシア語の文
法的カテゴリーを指す場合には、「体」の名称を用いるのが適切であろうと考える。 
	 次に、もう一方の重要な対象である「不定詞」という術語（上記②）に関しては、
一般言語学寄りのこの術語を用いることにする。 
	 従来日本のロシア語学においては（また、ロシア語教育の分野においても）、「不定
詞」を指す場合に、「不定形」という述語が用いられてきた。ロシア語の術語としては
「инфинитив」あるいは「неопределенная форма глагола」である13が、この術語を日
本語に訳出する際に「不定形」という訳語が充てられたのは、動詞の「定形
（определенная форма глагола）」に対する語として提案されたものであるからと考え
られる。この経緯を考えれば、「不定形」という術語を採用するのにも、それ相応の正
当性があると筆者自身は考えている。しかしながら、本稿では、英語学などでも採用
されており、一般により広く用いられ、より理解されやすいであろう「不定詞」とい
う術語の便宜性をより重んじ、こちらの術語を採用することにしている。 
 
                                                
12 ただ、「相」という術語自体も、「開始相」、「中間相」、「終了相」といったいわゆる「位相（phase）」
の概念（後述）との混同を招きかねないものであるので、その点では全てを解決してくれる術語では
ない。 
13 Энциклопедия（1998）における「不定詞（Инфинитив）」の項目など参照されたい（cf. Энциклопедия 
1998: 158-159）。 
第一章 
問題提起、先行研究の問題点、分析の対象とその目的 
0. 本章の概要 
	 本章は、本論に入る前段階の、導入としての位置付けにある。 
	 以下まず、第 1 節で、問題提起として、ロシア語における、モダリティの意味を持
つ述語と不定詞が語結合を成す場合の、不定詞の体のカテゴリーの選択をめぐるいく
つかの問題について概観する。 
	 そこでの議論を踏まえて、第 2 節では、本研究で行なう分析の対象を定め、また分
析の目的について確認する。 
	 第 3 節で、本研究の対象を取り扱った先行研究における記述を、主に Рассудова（1982）
と Forsyth（1970）の研究から概観する。 
	 第 4 節では、これらの先行研究が抱えている問題点についてまとめ、不備な点、あ
るいは補われるべきであろう点について指摘する。 
	 そして、第 5 節では、ここまでの議論を踏まえて、本稿で解決を試みる、個々の具
体的な課題を設定して、本章の内容のまとめと代える。 
 
1. 問題提起として 
	 ロシア語の動詞には、主にアスペクトの意味を表わすカテゴリーとして、『体（вид）』
という文法的（形態論的）カテゴリーが備わっている1。ほぼ全ての動詞が、『完了体
（совершенный вид）』か、『不完了体（несовершенный вид）』かに属するとされる2。 
	 このような言語的特徴を有するため、ロシア語においては、「アスペクト」のカテゴ
リーと、他の文法的カテゴリーとの相互の関係性が、形態論的特徴を伴うため顕在化
しやすいということになる。事実、体のカテゴリーを扱った過去の研究でも、他の、
意味的、あるいは文法的カテゴリーとの相関関係についてはしばしば取り上げられ、
議論の対象となっている。 
	 そのような例のうちの一つとして、以下本稿でこれから取り上げる、モダリティの
意味と体のカテゴリーとの関係に関するものが挙げられるだろう。 
	 ロシア語においては、モダリティの意味を含む語と動詞が語結合を成す場合には、
その動詞の形態は不定詞という形態を取る（下例参照）： 
 
                                                
1 「アスペクト」及び「体」という、それぞれの術語によって念頭に置かれている概念については、第
二章の該当部分（cf. 第二章、2.5.1.）も参照されたい。 
2 「быть」は、動詞としても連辞としても用いられるため、その扱いには慎重さが求められる。動詞
として考える場合、「存在」などの意味を表すため不完了体動詞と意味的に共通する部分が多いが、そ
の一方で人称変化を行なうと未来の意味を表すため、その点では完了体動詞と特徴を共通にしている
と言える。 
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(1-1) Я не могу научить [PFV-INF]3 тебя вежливости.  [UC]4 
あんたに礼儀を教えることはできないんだ。 
 
	 ロシア語の動詞の諸形態のうち、不定詞という形態は、他の諸言語の場合と同様、
このように他の語の従属的成分としての機能を有する一方で、不定詞単独で用いて文
を形成することも可能である5。そのため、動詞の諸形態のうち、この形態は、実際の
発話において頻度の高い部類に入る形態のひとつであると言える。 
	 そして、ロシア語の体のカテゴリーが持つ、大きな言語的特徴のうちのひとつは、
動詞が不定詞という形態であっても、（例えば、時制のカテゴリーとは異なり）体のカ
テゴリーが保持されるという点にある。したがって、ロシア語話者は、不定詞を用い
る際にも、文法的カテゴリーである（そのため義務的である）体のカテゴリーの形式
選択の必要性に、常に迫られているということになる。 
	 さて、上で述べた、モダリティの意味とアスペクトの意味の間にある相関関係の例
に立ち返ることにしよう。 
	 モダリティのカテゴリーと体（≒アスペクト）のカテゴリーという、二つのカテゴ
リーの間の関係については、過去に多くの記述が成されている。複数の研究において
指摘されていることとして、一般に、あるモダリティの意味と、それらの意味を含む
文において用いられる不定詞の体の形態選択との間には、一定の相関関係が見られる
というものがある6。そのうち、最も典型的なものとしては、モダリティの意味を含む
述語とそこに結合する不定詞の体の形態選択に関する例である。 
	 例えば次のような文を例にとってみよう： 
 
(1-2) В этом месте улицу нельзя перейти [PFV-INF]. 
ここでは通りを渡ることはできません。 
 
	 述語 нельзяは、不可能性の意味を表す一般的な述語だが、この「不可能性」の意味
を文が含んでいる場合には、不定詞は完了体が用いられるとされる。同様の選択傾向
については、以下のような不定法文の場合にもしばしば指摘される： 
 
(1-3) Тебе этого не понять [PFV-INF]! 
あんたなんかに分かりっこないのよ！ 
 
	 しかしながら、こうした相関関係を「定式化」しようと試みると、次のような例は
「例外的」として扱われることになる（例は Рассудова 1982: 125）： 
 
                                                
3 以下例文中、モダリティの意味を含む語をボールドの斜字体で示し、不定詞には下線を施し、後続す
る括弧内に文法情報を付する。なお、文法情報の略号については前章第 4.3.節を参照。 
4 ウプサラ・コーパス（後述）からの例文であることを示す。ウプサラ・コーパス及びここで用いてい
る略号などについては、第三章第 1. 3.節を参照。 
5 ロシア語における不定詞の用法についての概要は、第二章第 4.4.節を参照されたい。 
6 本稿以下第二章、第 2.4.節でも見るが、Рассудова（1968, 1982）や Forsyth（1970）などを参照。 
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(1-4) В этом кинотеатре нельзя показывать [IPFV-INF] широкоэкранные фильмы. 
この映画館ではワイドスクリーンの映画は上映することができません。 
 
	 上の例では、「不可能性」の意味が表されている（したがって「定式」に従うとすれ
ば完了体が選択されるはずのケース）にも関わらず、不定詞は不完了体が用いられて
いる。 
	 このいくつかの例を見るだけでも、「不可能の意味の場合には、不定詞は完了体を用
いる」という「定式化」を試みても、限られたケースしかカバーできないものになる
だろうことが伺える。 
	 その一方で、こうした「定式」は、しばしば外国人向けのロシア語学習用教材など
でも取り扱われているという状況があり7、それを考慮すると、一定の有効性を持つも
のであるとも考えられる。したがって、「定式」を提案するのであれば、何らかの形で
「修正」あるいは「精密化」を行なう必要が生じてくるということになるだろう。 
	 このように、モダリティの意味と体の形態の間の相関関係をめぐる諸問題は、未だ
解決されないまま残されているのである。 
 
2. 本研究の分析対象、本研究で行なう分析の目的 
2.1. 本研究で行なう分析の目的と対象 
	 ここまで、モダリティの意味を表す語と不定詞の語結合を例に、モダリティのカテ
ゴリーと、体のカテゴリーの間にあると思しき相関関係について概観した。 
	 本研究の主たる目的は、先に見たような、モダリティという意味カテゴリーと、ア
スペクトという意味カテゴリーの間にある何らかの相関関係の詳細を明らかにすると
いうことにある。 
	 まず、モダリティの意味カテゴリーについては、本研究では、『可能性（возможность）』
のモダリティの意味を対象として取り上げることにする。 
	 ここで、「可能性」の意味を特に取り上げる意図について述べておく必要があるだろ
う。いくつかあるモダリティの意味のうち、「可能性」のモダリティは、『必要性
（необходимость）』と並んで、最も基本的（根源的）なものであり、事実、実際の発
話での使用頻度も高いと思われる。したがって、このモダリティの意味と、体（アス
ペクト）の形式選択との関係について整理し、記述をまず試みた上で、そこで一定の
成果が得られれば、他のモダリティの意味の記述を行なう際にも、何らかの形で資す
るであろうことが予想される。 
	 ロシア語において、この「可能性」の意味を表す述語は、後述するように（cf. 第
二章、第 3.5.節）、いくつか用意されているが、本稿では мочь, уметь; способен, в 
состоянии, в силах; можно, нельзя, возможно, невозможно といった述語を取り扱う8。 
                                                
7 例えば、Гуревич（2008）、Караванов（2003）、Скворцова（2003）、Соколовская（2003, 2008）、とい
った、外国人向けの教科書や問題集などでも取り上げられている。 
8 本稿では、一般に мочь の体のペア（第二章、第 2.6.節参照）であるとされる смочь と、同様に уметь
のペアであるとされる суметь は、ひとまず対象として取り上げていない。これは、このそれぞれのペ
アが、他の動詞の場合のペアと本質的に異なっており、別途検証が必要であると考えているからであ
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 アスペクトのカテゴリーについては、上で見たように、ロシア語においてアスペク
トの意味カテゴリーの表現を担っている主たる言語形式は、動詞（ここでの述語と結
合する場合には不定詞）の体のカテゴリーである。 
	 したがって、本研究の観察の対象は、「可能性」の意味を含む語（述語及びそれらか
ら派生した抽象名詞）と不定詞から成る語結合と、その不定詞の体のカテゴリーとい
うことになる。 
 
2.2. 本研究の目指す最終的な目的 
	 本稿で行なう分析は、最終的にロシア語という文法体系に関する何を、ひいては人
間が用いる言語という体系に関する何を明らかにすることにつながるものとなりうる
のかについて考えてみることにしよう。 
	 ロシア語の動詞の諸形態のうち、不定詞という形態は、時制のカテゴリーを持たな
い。したがって、不定詞という形態は、言語化（あるいは概念化）されてはいるもの
の、時間軸にはまだ位置付けられていない「状況（あるいは動作）」の様相を反映する
形式であると考えられる。この時間軸上に位置付けられていない「状況（あるいは動
作）」というのは、取りも直さず、話者の意識の中において、言語外現実と紐付けられ
るよりも前の段階にある、抽象的なレベルで、「状況（あるいは動作）」の様相を表し
ているということになるだろう。 
	 更にロシア語の場合には、先に述べたように、動詞が不定詞という形態を取ってい
てもなお、体のカテゴリーは保持される。これは、極めて抽象的、原初的なレベルに
ある「状況（あるいは動作）」でさえも、「完了体」的か「不完了体」的かの、どちら
かの捉えられ方がされており、且つその捉え方のどちらかの言語的表現を強いられる
ということを物語っている。 
	 本研究によって、不定詞の見せる文法的な振る舞いを明らかにすることで、抽象的
なレベルにおいて、話者がどのように「状況（あるいは動作）」を認識・把握している
かという点に関する、何らかの示唆が得られると期待される。 
 
3. 先行研究とそれらの問題点 
3.1. 本節の概要 
	 前節で述べた通り、本研究の対象は、「可能性」のモダリティの意味を持つ語と、不
定詞から成る語結合、そしてその不定詞の体のカテゴリーである。 
	 本節では、これらを対象とした先行研究について概観し、そこで解消されていない
いくつかの問題点について確認することにしよう。 
	 ここでは、代表的な研究として、Рассудова（Ольга Петровна）によるもの（1968, 1982）
と、Forsyth による研究（1970）を中心的に取り上げ、概観していくことにする。 
	 ここで、それぞれの研究について、その性格や体の研究史における位置付けなどに
ついてごく簡単に確認しておこう。 
                                                                                                                                                       
る。смочь や суметь といった動詞が、мочь や уметь に対する純然たるペアとして見なせるかについて
は、機会を改めて議論が必要だろう。 
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 Рассудова（1968）は、ロシア語教育の分野における、ロシア語の体のカテゴリーの
意味・用法に関する解説書として執筆されたものである。Рассудова（1982）は、これ
に改訂・増補が施された新版という位置付けになる（版を改めるにあたり題名も変更
されている）。理論的な基盤としては、Маслов（Юрий Сергеевич; 1914-1990）あるい
は Бондарко（Александр Владимирович; 1930-）などに主に立脚していると考えてよい。
ただ、全体として母語話者の視点からの意味・用法についての説明に、より重きが置
かれているという印象を受ける。また、理論的な説明に際しては、Бондаркоらの理論
に拠っており、著者独自の、客観的且つ厳密な科学的記述、あるいは理論的体系の構
築を目指すという性格のものではない。それよりもむしろ、実用面を重視しており、
どのような発話の場面で、どのような体の形態が選択されると、どのような意味ある
いはニュアンスが発生するのか、という観点からの記述が多くを占めている。その意
味で、氏による意味・用法の説明は、母語話者の言語的直観を反映しているとも見る
ことができる。まさにそれこそが、この著作の強みでもあり、一方で弱みともなって
いると言えるだろう。しかし、そうした直観が適切に記録されているという意味で、
価値の高い著作のうちの一つでもある。 
	 もう一方の Forsyth（1970）は、英国人である Forsyth（James; 1928-）9による著作で
ある。非母語話者による、ロシア語の体のカテゴリーに関するモノグラフとしては最
も大部なもののうちの一つと言ってよい。理論的な枠組みとしては、本著作以前に発
表されている、上の Рассудова（1968）の枠組みから大きく外れるものではないと言
ってよいだろう（したがって、理論上 Масловや Бондаркоの系譜に連なっていると言
える）。 
	 いずれの著作も、ロシア語の体のカテゴリーの表す意味・用法を包括的に扱ってお
り、80 年代以降に入ると、このような規模で体のカテゴリーを正面から扱った著作自
体が少なくなっているという状況10を踏まえると、その価値は未だに衰えていないと
言っていいだろう。 
	 以下では、「可能性」の意味とその変種に関する、それぞれの研究における記述を以
下で確認していくことにしよう。Рассудова の著作（1968, 1982）からは、「可能性」
と「不可能性」に関する記述を取り上げる。Рассудова（1982）は、モダリティの意味
と体の選択の相関関係について、不定詞の体の用法に関する章（1982: 91-127）の中で
言及している11。この箇所に関しては、初版（1968）と改訂新版（1982）とでは大き
な違いは見られない。以下では主に改訂新版（1982）に基づき記述を確認していくこ
とにする。 
	 Forsyth の著作（1970）からは、「可能性」、「不可能性」と「不可避性」（後述）に関
する記述を取り上げる。Forsyth（1970）においては、モダリティの表現を扱っている
章において（cf. 1970: 227-298）、不定詞の体の用法について触れられている。 
                                                
9 国籍、生年についての情報は Энциклопедия（1996）によっている。 
10 こうした状況が生まれている背景としては、ロシア語アスペクト論における学問的な動向も大きく
影響していると思われる。その学問的動向については、以下の第二章第 2.5.2.3.節〜第 2.5.2.4.節などの
記述も参照されたい。 
11 Рассудова（1982）におけるこの章の内容（不定詞の体の用法）については、後の、第二章、第 4.3.
節でも確認する。ここでは、「可能性／不可能性」についての記述だけを確認するに留める。 
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3.2. 可能性 
	 まず、Forsyth（1970）における「可能性（ability, capability）」に関する記述につい
て見ていこう。 
	 Forsyth（1970）では、мочь, смочь, можно, быть в состоянии, удаваться, удаться, успеть, 
суметь などの述語と共に用いる不定詞は、多くの場合（”predominantly”）完了体であ
るとし、以下の例などが挙げられている（Forsyth 1970: 236-237）： 
 
(1-5) С этим можно поздравить [PFV-INF] друг друга. 
このことではお互いに祝福し合っていいだろう。 
 
(1-6) Я думаю, можно начать [PFV-INF]. 
始められると思います。 
 
	 Рассудова（1982）は、「モダリティの意味を含む語が表す意味は、おそらく完了体
の意味とより呼応している（”Семантика модальных слов, по-видимому, в большей 
степени соответствует значению СВ12”）」と述べている（1982: 96）。 
	 しかし、以下の例を対比して、体のカテゴリーの違いによる意味の違いにも言及し
ている（Рассудова 1982: 98）： 
 
(1-7) Можете усложнять [IPFV-INF] задания. 
(1-8) Можете усложнить [PFV-INF] задания. 
課題を難しくすることもできますよ。 
 
	 不完了体が用いられている前者（1-7）では、「徐々に複雑にしていく」という漸次
的な変化が念頭に置かれているのに対して、後者（1-8）では、完了体が用いられてい
るため、そうした意味は表されない。 
	 Forsyth（1970）は、不完了体の不定詞が用いられるのは、「その文が、不定詞によ
って表された動作を行なう、（ある特定の状況下のものではなく）通常の能力を表して
いる場合13」であるとしている（Forsyth 1970: 237）： 
 
(1-9) Проводы... как могут люди переносить [IPFV-INF] такое? Как можно за пять 
минут до разлуки рассказывать [IPFV-INF] анекдот и смеяться [IPFV-INF]? 
                                                
12 ロシア語アスペクト論に関する文献の多くで、慣習的に「СВ」は、「完了体（совершенный вид）」
を表す。同様に、「不完了体（несовершенный вид）」は、「НСВ」で表す。 
13 原文は以下の通り（Forsyth 1970: 237）： 
 
The imperfective is used with such predicators where the sentence expresses capability in general to perform the 
type of action denoted (not ability to perform it on a specific occasion). 
 
なお、Forsyth（1970）では、能力の意味と共に、『成功（success）』の意味も同じ節で扱っているが、
本研究の対象からはずれるので、ここではその意味については省略する。 
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(Аксенов) 
見送ること、それをどうして人は耐えられようか？どうやって別れる五分前ま
でに冗談を言って笑ったりできるだろうか？ 
 
	 同様に、述語 уметь（及び успевать）は、通常一般的な能力を表すので、不定詞は
不完了体が多いと指摘している。しかし、一般的な能力を表す場合でも、完了体が用
いられることもあるとしている（Forsyth 1970: 239）： 
 
(1-10) Она умела прикинуть [PFV-INF], что выгоднее, умела приободрить [PFV-INF] 
людей, а когда нужно ― накричать [PFV-INF]. 
彼女は、何がより得かの見当を付けることができ、人々を少し元気づけるこ
とができ、必要な場合には、怒鳴りつけることもできた。 
 
	 また、この可能性の意味には、次のような変種がある。不定詞が否定辞を伴う場合
である： 
 
(1-11) Можно не раздеваться [IPFV-INF]. 
上着は脱がなくていいです。 
 
(1-12) Боюсь, что весь урожай может не сохраниться [PFV-INF]. 
穫れた物全部は残らないんじゃないか。 
 
	 これらは、それぞれ不定詞が不完了体の場合には、「許可（разрешение）」の意味が
表され、完了体の場合には「推測（допущение）」や「予測（предположение）」の意味
の場合であるという（Рассудова 1982: 127）。 
	 このように、可能性の意味の場合には、不定詞の選択は完了体が多いという記述が
ある一方で、不完了体の使用についても記述がされている。 
 
3.3. 不可能性 
	 上の、「可能性」の意味の場合には、完了体の使用が多いという指摘とともに、双方
の体の形態が用いられうることも指摘されていた。 
	 それに対して、この、「可能性の意味の場合には完了体が用いられる」という傾向が
一層強まるのが、否定とともに用いられる場合、すなわち「不可能性」が表される場
合である。 
	 まず、Forsyth（1970）による「不可能性（inability）」の記述を確認しよう。そこで
は、не мочь, не смочь, не удаваться, не удаться, не успеть, нельзя, не в состоянии, не в 
силах といった語と用いられる場合、具体的な状況における一回の動作であれば、不
定詞は完了体で用いるのが通常であるとされている（Forsyth 1970: 241）。 
	 このことは、Рассудова（1982）においても、動作の「不可能性（невозможность）」
の意味は完了体に充てがわれていると指摘されている（1982: 123-126）。 
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 最も端的にこの傾向をはっきりと感じられるのが、上でも見た述語 нельзяを用いる
場合である（例文は Рассудова 1982）： 
 
(1-13) Здесь строят подземный переход, в этом месте улицу нельзя перейти [PFV-INF]. 
ここでは地下道の建設が行なわれているので、この場所から通りを渡ること
はできません。 
(1-14) При красном свете нельзя переходить [IPFV-INF] улицу. 
赤信号では通りを渡ってはいけません。 
 
	 この述語の場合には、上例（1-13）のように、完了体が用いられていれば、「不可能」
の意味が表され、（1-14）のように不完了体が用いられていれば、「禁止」や「不必要」
の意味が表される。 
	 あるいは、下のような不定法文の場合にも、こうした対立を見ることができる。
Рассудова（1982）では、以下のような例とともにこの意味的な対立を指摘している
（1982: 124）： 
 
(1-15) Вам не пройти [PFV-INF] эту дистанцию. 
この距離を行くのはあなたには無理だ。 
(1-16) Вам не проходить [IPFV-INF] эту дистанцию. 
この距離を行くことはない。 
 
	 これらは、完了体が用いられている前者は、当該動作が遂行できないことを表し（「こ
の距離は無理だ」）、不完了体が用いられている後者は、当該動作を行なう必要がない
ことを表している（「この距離を行くことはない。」）。 
	 このように、Рассудова（1982）では、特に「不可能性」の意味に関して、体の形態
との強い相関関係が指摘されている。 
	 しかし、Рассудова（1982）では、その一方で、この「不可能性」の意味は完了体だ
けにあてがわれているものではないとも言っており、不完了体が用いられる場合とし
て以下のような場合を挙げている（Рассудова 1982: 123-126）： 
 
① 動作の完遂への過程（процесс）を表わしている場合 
② 動作の反復性（повторяемость）の意味が前面に押し出される場合 
③ 動作の持続性（длительность）が前面に押し出される場合 
④ 動詞が不完了体の形態しかそもそも持っていないような場合 
 
(1-17) Мы не можем оставаться [IPFV-INF] равнодушным к несчастью близкого нам 
человека. 
我々は身近な人の不幸に冷淡なままでいることはできないのです。 
 
	 この例では、持続性が念頭に置かれているとしている。 
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 また、Forsyth（1970）は、これらの述語と結合する不定詞が、不完了体で用いられ
るケースとして、「動作それ自体を行なうことが主体の力を超えている時（ ... 【省略
―筆者による】 ... when performance of the action as such is beyond the subject's powers）」
であるとし、下の例を挙げている（Forsyth 1970: 242）： 
 
(1-18) И часу оставаться [IPFV-INF] там не мог, в этот же день уехал обратно в 
дивизию. 
ひとときもそこに留まることはできず、その日のうちに師団に戻って行って
しまった。 
 
	 もっとも、Forsyth（1970）の同じ箇所では、上の例文と合わせて、житьと вестиが
用いられている例文が二文挙げられているが、これらはどちらも不完了体しかない動
詞14なので、形式選択の義務性という観点からすれば、ここでの例としては適当では
ないように思われる。 
	 このように、「不可能性」の場合には、不定詞の体は完了体が選択される傾向が強い
ことが、どちらの研究でも指摘されている。 
 
3.4. 不可避性 
	 「可能性」の意味のもうひとつの変種として、状況（動作）の「不可避性15」につ
いても考えてみよう。 
	 状況（動作）の「不可避性」とは、「当該状況（動作）が生じてしまうのを避けよう
がない」という意味を表す。典型的には、二重否定の構文（не мочь не ..., нельзя не ...
など）で表され、生じてしまう状況（動作）はやはり不定詞によって示される。「〜せ
ざるをえない」、「〜しないではいられない」、「〜しないわけにはいかない」など、文
脈に応じて様々な日本語の訳が考えうる。 
	 この「不可避性」の表現と、そこでの不定詞の体の選択について言及している研究
は少ない。ほぼ唯一、Forsyth（1970）において、この構文における不定詞について言
及されている。 
	 そこでは、「不可避の現象というのは、非常にしばしば、一回の動作なので、完了体
の動詞が不完了体の動詞よりも普通である（ ”Very frequently the unavoidable 
phenomenon is a single action, so that perfective verbs are more common than imperfective 
verbs, …【後略―筆者】”）」と指摘されている。以下の例を参照： 
 
(1-19) Мы не могли не рассмеяться [PFV-INF] на его слова. 
私たちは彼の言葉に笑い出さざるをえなかった。 
(1-20) Это случилось...Нет, это не могло не случиться [PFV-INF]. 
それは起きてしまった・・・いや、それは起きざるをえなかったのだ。 
 
                                                
14 いわゆる「単体動詞」と呼ばれるもの。第二章、第 2.6.節にて後述。 
15 ここで「不可避性」という術語を用いているが、これは筆者による試験的な術語である。 
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 しかし、それは常にではなく、「持続する状態や反復動作の場合には，不完了体動詞
不定形も用いられる（”In the case of continuous states or repeated actions the imperfective 
infinitive is used”）」とされている（Forsyth 1970: 262）。 
 
(1-21) Но и не думать [IPFV-INF] об этом Даша не могла. 
しかしダーシャはそのことを考えないわけにはいかないのであった。 
 
4. 先行研究の抱える問題点と本稿の課題 
4.1. 本節の概要 
	 ここまでで、先行研究における記述、具体的には、Рассудова（1968, 1982）と Forsyth
（1970）の両研究を見てきた。双方の研究ともに、「可能性」のモダリティの意味を含
む文において用いられる不定詞の体の選択について、その特徴的な傾向と、その傾向
から外れる例について指摘している。 
	 先行研究で指摘された、体の形態選択の傾向についてまとめると下の表のようにま
とめることができるだろう。下表では、それぞれ「◎（＝非常によく用いられる）」、
「○（＝ある程度用いられる）」、「△（＝余り用いられないが用いられうる）」の記号
を付してある： 
 
表 1-1：モダリティの意味と体の形態選択（先行研究での記述）  
	 完了体	 不完了体	 
可能性	 ◎ ○ 
不可能性	 ◎ △ 
不可避性	 ◎ △ 
 
	 下で詳しく見るように、管見によれば、それぞれの研究が抱えている問題点は、主
に以下のような観点からそれぞれ指摘することができる： 
 
① 言語使用の実態の記述 
② 「可能性」の意味の明確化と分類 
③ モダリティの意味を含む語と結合する不定詞の語彙的意味という要素 
 
	 以下では、上記のそれぞれについて確認し、本稿で具体的に解決を試みる課題を設
定していこう。 
 
4.2. 言語使用の実態の記述 
	 まず、「言語使用の実態の記述」（前節の①）について考えてみよう。 
	 Рассудова（1982）では、「不可能性の意味の場合には、主に（в основном）完了体
である」としている（1982: 127）。しかしながら、完了体が実際にどれくらいの割合
で用いられるのか、あるいは不完了体が現れてくるケースはどれくらいあるのか、と
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いった点については言及していない。 
	 一方、この点に関して Forsyth（1970）では、いくつかの述語については、自身の収
集したデータの範囲内で形式選択の実際数を示している部分があり、その点は非常に
興味深い。例えば、上で（cf. 第 3.2.節）見た「可能性」の述語も含め、мочь/смочь16, 
можно, в состоянии, удаваться/удаться, успевать/успеть といった述語とともに用いる
不定詞について、以下のような数字を挙げている（Forsyth 1970: 237）： 
 
表 1-2：Forsyth（1970）による可能性の述語と結合する不定詞の体の形態に関する調査  
述語 不完了体	 完了体	 完了体の割合（％）	 
мочь/смочь 23 40 63.5 
можно 14 48 77.3 
в состоянии など 1 3 75 
удаваться/удаться - 6 100 
успевать/успеть - 14 100 
 
	 また、「不可能性」（cf. 第 3.3.節）に関する記述内でも、「не мочь / не смочьの場合
には、85 パーセントの不定詞が完了体である（64:1117）」といった指摘がされている
（1970: 241）。 
	 上で述べた「不可避性」の意味（cf. 第 3.4.節）と体の選択についても、Forsyth で
は、上に述べた通り、この意味が表される場合には完了体が多いとしている。しかし、
ここで挙げられている例文は、人称文、無人称文18合計で全７例であり、そこで用い
られている不定詞は、рассмеяться, осудить, случиться, оглянуться, думать, думать о 
чем, влюблятьсяの７つである（本文での提示順）。これらの動詞に限っては、この説
明は有効であると思われるが、より多くのデータを収集した場合に、どのような様相
を呈するかについてはなお検証の余地があるだろう。 
	 このように、Forsyth（1970）での試みは、それ自体としては興味深いが、一方で、
いずれの場合にも、データの数量という観点からすると、少ないと言わざるを得ない。
また、用いている資料体についても、その詳細が明らかにされていない。筆者の観察
では、用いられている言語資料は、文学作品からの引用が多いという印象があり、そ
の点で文体的な偏りがあるのではないかという疑念が生じてしまう余地を残すものと
なっている。 
	 したがって、１）より多くのサンプルからデータを取り、２）資料体として一般に
公開されているものを選択するといった点については、改善の余地があるだろう。 
	 このような視点を加えた上で、述語の意味と、それに結合する不定詞の体の選択と
                                                
16 ここで、スラッシュで区切られている二つの語は、それぞれ動詞に準じる述語で、体のペア（cf. 第
二章、第 2.6.1.節）と見なされているものである。それぞれスラッシュの左側の語が不完了体、右側の
語が完了体となっている。 
17 この数字は完了体と不完了体の比率を示している。 
18 「人称文（личное предложение）」及び「無人称文（безличное предложение）」とは、ロシア語統語
論における、「文」の伝統的な分類である。名詞・代名詞類の主格によって表される「主語」を有する
文は「人称文」に分類され、それ以外の文は「無人称文」とされる。 
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の間にある相関関係について、具体的なデータの数量と共に示すことは、本稿での第
一の課題としていいだろう。 
	 もちろん、一般にある事象間に何らかの相関関係が数値上観察された場合に、その
両者の間に何らかの因果関係があるかどうかという点については別途検証が求められ
るので、そうした分布の記述を行なうことそれ自体によって、そうした相関関係を生
じさせている要因（恐らくは意味的なもの）に関する定式化に即座に結び付けられる
というわけではないが、その種のデータを具体的に示している研究は、上述の通り少
ないため、まず第一にそれを示すことそれ自体、一定の価値を有していると考えられ
る。 
 
4.3. 可能性の意味の明確化とその分類 
	 次に、「可能性」の意味の明確化と分類について考えてみる（第 4.1.節の②）。 
	 どの先行研究でも「可能性」の意味について言及し、それと不定詞の体の形態選択
の相関関係について指摘してはいるものの、その「可能性」の意味それ自体について
十分掘り下げられているとは言いがたい。 
	 この点に関しては、Forsyth（1970）は、「能力」や「可能性」などへの分類を行な
った上で記述を行なっているが、Рассудова（1982）においてはそこまでの考察は試み
られていない。 
	 上で先行研究の記述を見た際には、その研究の著者がそれぞれ用いている術語に従
って分類したものだが、そこで念頭に置かれている「可能性」、「不可能性」などの意
味が、どのような体系の中に位置を占めているものなのかは不透明である。 
	 また、「可能性」の意味の「変種」の扱いも異なっている。例えば、先の節で（cf. 第
3.4.節）既に見たように、Forsyth（1970）では「不可避性」の意味について扱われて
いる一方で、Рассудова（1982）では全く言及されていないといった事実はその例とな
ろう。 
	 この、「可能性」の意味分類の不明瞭さという問題と関連して、それらの述語同士の
意味の違いについても、十分に考慮されていないと言える。「可能性」の意味を表す述
語は複数あるが、それらがロシア語の語彙体系内でどのように棲み分けが成されてい
るのかという点には十分応えるものとはなっておらず、また他方、それらの述語と結
合して用いられる不定詞の体の形態に、そうした意味の違いが何らかの影響を持つの
か（あるいは持たないのか）という点にまで注意が払われている研究は、筆者の知る
限り存在していない。 
 
4.4. 不定詞の語彙的意味という要素 
	 述語と語結合を成す、不定詞に関する問題点について考えてみよう（第 4.1.節の③）。 
	 先行研究では、不定詞が結合する相手となる語（すなわち述語などのモダリティの
意味を含む語）の意味についての考慮、言及はされているが、不定詞それ自体の語彙
的意味については、ほとんど考慮されていない。 
	 後述するように（cf. 第二章、第 2.6.節参照）、ロシア語の動詞には、その語彙的意
味（あるいは「状況の性質」；後述）に応じて、どちらか一方の体しか持ち得ないもの
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（いわゆる「単体動詞」；後述）などが存在する。もし述語と結合する不定詞が、単体
動詞であるならば、そこに体の形態選択の必要性は発生しない。それは、不定詞がそ
の形態しか持っていないということであり、その場合には、モダリティの意味による
影響の有無については、少なくとも形態面からは判断できない。従来の研究では、そ
うしたことにも着目されていない。また、実用的な観点に重きを置くならば、形態的
対立が想定され得ないケースを検討する優先順位は低くてよいだろう。 
	 不定詞の語彙的意味を考慮し、何らかの基準を用意して、分析対象を観察し直すこ
とが必要だろう。 
 
5. 第一章のまとめ：本稿で解決を試みる課題 
	 前節までで、本研究で取り扱う対象と、それが扱われている先行研究での記述、そ
してそれらの研究において不足していると思われる点などについて見てきた。 
	 ここでは、これらを踏まえた上で、本稿で解決を試みる課題を設定し、本章のまと
めとしたい。 
	 本稿で解決を試みる課題は、その性質により、二つに大きく分けることができる。 
	 まず一つ目の性質は、先行研究における記述の検証、及びその補足という性質であ
る。すなわち、先行研究にどのような不備が存在しているかを認識した上で、それら
をデータに基づいて検証し、記述に不備があれば実態に即して修正し、また不足して
いると思われる部分があれば、それを補うことである。 
	 そして二つ目の性質は、先行研究では従来試みられてこなかった視点からの課題の
設定とその検証という性質である。過去の研究では見られなかった角度から対象を見
直した上で、新たな課題を設定し、従来は考慮されてこなかった領域にまで踏み込ん
で考察を加え、新たな基準を設けた上で、眼前の言語現象を再解釈する可能性がない
かを探ることである。 
	 以下では、この二つの性質に応じて設定された、それぞれの課題について確認する。 
	 先に、Рассудова（1982）や Forsyth（1970）らによる先行研究での記述と、それら
が共通して抱えている問題点について確認した（cf. 本章、第 4 節）。そこでは、以下
の三点が共通の問題点として指摘されていた： 
 
① 言語使用の実態の記述 
② 「可能性」の意味の明確化とその分類 
③ モダリティの意味を含む語と結合する不定詞の語彙的意味 
 
	 本稿では、まずこの三点に基づいて課題を設定する。 
	 第一に、言語使用の実態の調査という観点から、「可能性」のモダリティと、不定詞
の体の形態選択の実態がどのようになっているのか、どの程度相関関係があるのか（あ
るいはないのか）について、データから確認できるように、改めて調査を行なうこと
が必要だろう。 
	 しかし、上で見た通り、Forsyth（1970）の研究では、体の選択の傾向に関するデー
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タが提供されているものも部分的にはあるので、そこで見られる弱点は克服しなけれ
ばならない。したがって、一定数以上のサンプルを収集することができ、且つ文体的
にも偏りの少ないものを言語資料とする必要があるだろう。 
	 この実態把握を行なった上で、モダリティの意味を含む語と、体の形態選択との間
にある相関関係を、データの数量的分布に関する情報をもって特徴付けることができ
る。このことはまた、Forsyth（1970）において示されている数値を、改めて検証する
という、追試的な役割も担うことになるだろう。 
	 第二に、「可能性」の意味の明確化と分類という観点からの課題を考えてみよう。従
来の研究、特に Рассудова（1982）の研究では、「可能性」の意味それ自体に関する記
述が不十分だった。したがって、「可能性」というモダリティの意味を、モダリティの
意味の体系内に適切に位置付けた上で、改めて体のカテゴリーとの関係を捉え直すこ
とが必要である。 
	 そして、三番目の課題として、モダリティの意味を含む語と結合する不定詞の語彙
的意味に注目し、その上で改めてモダリティの意味と体の形態選択の関係について考
察を加える。 
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=΋0\ 
 ɛǡB} dEǼő`ŏRȾ`5EǼő¨̫΄˥ɹνBǭ07đЄ`ͽQ
΋ˎ˥BŁ͉Aţ;EǼő¨̫΄˥ɹνE|e`Ȭɳ1\Й̐ 5̖К 
 
1. 状況と述語、その分類：状況の性質（акциональность）について 
1.1. 本節の概要 
 ɥ̖>FP2Ϳ̾BY:=ɸǮĨ-]7ˇʜ5]͍ÙP75]$ô!
\Ǽő˥AˆǨ>\ˇʜEǱΚЙакциональностьК? ɸǮB;=ͩ\Йcf. 
̐ 1.2.̖К 
 5/=Ͳ΄B"=ˇʜ`͡ˍ1\7SE·7\Ͳ΄ǛǑEI?;`ɹȄ1
\γ΄EȜ;Ǽő΋˥ǱΚBǭ07đЄB;=VendlerЙ1967КBY\đЄ?
Ý3=̽ơ`Ġ!\Йcf. ̐ 1.3.̖К 
1.2. 状況の性質（акциональность） 
 ƁP#BͲ!G\Ͳ΄žˍƚЙ\F5EɁ˂К`Ͳ΄BY:=͡ˍ/Y 
?1\ϩBF5EͲ΄žˍƚЙ\F5EɁ˂КFP2Ϳ̾BY\ɸǮĨ1E
£xv`̩=Ͳ΄Ĩ-]\5Eϩ5EɸǮĨ¨Ͳ΄Ĩ-]7Ͳ΄žˍƚ>\ˇ
ʜFſ'EͲ΄B"=γ΄`µǩ?1\γϐBY:=͡-]\ 
 ɥ̖>Ȏ ˇʜEǱΚ2Йакциональность; actionalityК?FͲ΄Ĩ-]7ˇʜ
                                                
1 ++> ПлунгянЙ2011К$˒=\͟΄Fконцептуализоваться>\Йcf. Плунгян 2011: 113К 
2 акциональность\Factionality? ͟΄BƢ/=Fͩ̕BY]GƘ͸FȬɳ-]=
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EȜ;Ǽő˥AˆǨÉ)E+?`ȝ/=\Йcf. Татевосов 2010: 3КP7Ⱦ͊BY
:=FªƘEǼő˥Aűʰ>γ΄`đЄ1\+?5]͍ÙЙP75]BY:=ǤZ
]\đЄ5]͍ÙК`Tȝ1+?E>%\͟΄>\3 
 ++>FP2ıě?/= ПлунгянЙ2011К>E͵γBʛ Ǜ>űɥ˥AđЄB
;=ͩ="+  
 ɸǮĨE£xv`̩7\ˇʜЙситуацияК4F5EϲǿǱĵJĤ
ǿǱBǭ0=ϲ˥AˇʜЙ стативная ситуация, стативК?Ĥ˥Aˇʜ
Йдинамическая ситуацияК?BÁđ/=̽!\+?$>%\ 
 P2ϲǿǱEˆǨ`ɝ1\ˇʜ>\ϲ˥AˇʜЙстативная ситуацияК
Й\FϲǿЙстативККB;=˹΃/Y +]F5EˇʜE@Eƭ
ϴ`Ē[Đ/=TŉªETE#ZȄ:=\ˇʜ>\ 
 +Eϲ˥AˇʜЙϲǿКFɘBǳǃ˥ϲǿЙпостоянная стативная ситуацияК
?ªɑ˥ϲǿЙвре́менная стативная ситуацияК?BđЄ1\+?TŁ͉>\ 
 ǳǃ˥ϲǿFȜ̯ǱЙдлителностьК` ɝ/ɑϠ˥AϤ˘`Ȝ:="Z2
+]FǱΚЙсвойствоК?TͲȭ!\+?$Ł͉>\5 
 ªɃªɑ˥ϲǿFȜ̯ǱFɝ1\TEE5EƊP[?̧_[$˗Ƙ-
]=\6+9ZFˇǿЙсостояниеК?TͲȭ!Z]\7 
 ++>ϲ˥AˇʜЙϲǿКE®×đЄB;=P?S="+ ®͡>Fˇ
ʜEĤǿǱȜ̯ǱɑϠ˥Ϥ˘EˆǨEɝʻBǭ0=v?e
v>͡˼/=\Ц 
 
                                                                                                                                                       
AY >\++>EˇʜEǱΚ? ͸΄F̑̾BY\ͽ͸>\ĤÜǱ? 
͸΄T̽! \$Ǌ̻EĤÜ?ˉ̻EĤÜ?>Ͱϕ$˜A:='\+?$¾ǻ-]/
7$:=ʩŉ-]\Ł͉Ǳ$\7S++>FȦ˒/=A 
3 ПлунгянЙ2011КV ТатевосовЙ2010КBY:=Tȝȱ-]=\λ[ɥȾ>˒=\
акциональность? ͟΄EÈBTонтологическая классификацияЙɥÙ΋˥đЄК
таксономическая классификацияЙđЄƒ˥đЄКсемантические типы предикатаЙγ΄EǼő|
eКаспектуальный классЙcvnEnvКлексический аспектЙ΄ǚ˥cvnЧlexical 
aspectКаспектуальный характерЙcvnEǱΚКтип ситуацииЙˇʜE|eКсобытийные 
типЙeventuality typeЧĐɨÀE|eКA@E͟΄$˒Z]\+?T\онтологическая 
классификацияЙɥÙ΋˥đЄК? ͟΄FЗализняк и ШмелевЙ2000К$Ȧ˒/=\P7
ПадучеваFтаксономичекие категории предикатовЙγ΄Ejs ©đЄК? ͟΄`Ȧ˒/
=\ЙПадучева 1996, 2004Кɥ̆>FɸǮEʩŉ`-)\7SBˆĖAˎ˔$AϤ[ˇʜ
EǱΚ? ͟΄`˒\+??1\ 
4 ŉªEɸǮ`ȝ1͟΄?/=FÈBÀǿЙположения вещей; states of affairsКA@$\+E
͟΄`Ȧ˒/=\˵̈>·ATE?/=FБулыгинаЙ1980КV ШатуновскийЙ1996К$\$
ɥ̆>FÌ®ıě?/=Y[̙ɉA͟΄>\?ǯ_]\ˇʜ`Ȧ˒1\ 
5 +]FéĖ¢¡Eγ Й΄individual-level predicates; предикаты индивидного уровняК\Fƕ
Ƙ˥ǱΚ`˼1γ΄Йустойчивые предикатыК?ŒG]\+?T\ЙПлунгян 2011: 112К 
6 ŉɺB+9ZFv©u¢¡Eγ΄Йstage-level predicates; предикаты стадиального уровняК
\Fhz©˥γ΄Йэпизодические предикатыК?TŒG]\ЙПлунгян 2011: 112К 
7 Ɇɥ΄Eˇǿ? ΄͍ÙFǳǃ˥Aˇǿ?Tªʁ˥Aˇǿ?T@9Z?TͰϕ/ \E>
͸΄?/=FǪ2/TϊĒ>FA$++>F­>ͩ7ϲǿE®×EɸǮ`͡1TE?/=â
ƙ˥BȦ˒/=\ 
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͡ 2-1Цϲ˥AˇʜЙϲǿКE®×đЄ  
	 動態性	 持続性	 時間的限界	 
恒常的静態	 
（性質）	 
ЪĤǿǱЫ ЪЛȜ̯ǱЫ ЪϤ˘Ы 
一時的静態	 
（状態）	 
ЪĤǿǱЫ ЪЛȜ̯ǱЫ ЪЛϤ˘Ы 
 
 +]BƢ/=ĤǿǱEˆǨ`ɝ/=\ˇʜ$Ĥ˥AˇʜЙдинамическая 
ситуацияКЙ\FĤǿК>\+]FɺA̅ЄEżĨ`˼1TE
Й/7$:=Ǚ΀ˇʜEƭϴ`';#Ĺ[Đ/7ųň5]6]Eƭϴ$˜A:
=\? +?BA\К` ȝ18+EĤ˥AˇʜFP2ĐɨÀЙсобытиеК
?£xvЙпроцессК?BđЄƢ̸-]\ 
 ĐɨÀFǡγ1\ VendlerЙ1967КEđЄE 9ĘφЙachievementsКB
Ƣǭ1\TE>[®>γM\£xv?F˜A[\ˇǿ#ZĖEˇǿL
Ê͞$˱Ϡ˥
ННН
ATE`ȝ/=\ 
 +]BƢ/=£xvF\ˇǿ#ZĖEˇǿLÊ͞$ʳο˥
ННН
B͞_]
\TE`ȝ1 
 +E£xvFϤ˘E\£xvЙпредельный процессК?Ϥ˘EA
£xvЙнепредельный процессК?BđЄ1\+?$Ł͉>\ 
 Ϥ˘E\£xvFˇʜ$λǃEǛ>οƯ1\?5]͍ÙEȜ;Ϥ˘
ʸBĘφ/=̧½/=/P Y Aˇʜ`ȝ19 
 5]BƢ/=Ϥ˘EA£xv?F5 /7Ϥ˘ʸ`Ȝ725Eˇʜ
`̮̯-3\EBǪͧAh¡m©$ȑ®-]=\Ϥ[F̧½/AY A|e
Eˇʜ`ȝ110 
 +EϤ˘E\£xv?Ϥ˘EA£xvB;=͕΄Eß`ª;
ǒ=QY ß!G͕΄Esing a song? ĤͼľBY:=͡-]\ˇʜF
5Eʃ_]=\ʃȨ_[P>ɨ=/P!G5]Ì­F5Eˇʜ`Ȝ̯-3\+
?$ĐɨAªɃsing? ĤͼBY:=͡-]\ˇʜFЙĤÜ·$ȑ®1\
h¡m©$ƫ%AϤ[FКˇʜ5]͍ÙF'Z>TȜ̯1\+?$>%\/
7$:=Ĝ̾FϤ˘E\£xv>[ǡ̾FϤ˘EA£xv>
\? +?BA\11 
 ++>Ĥ˥AˇʜB;=P?S="+ ®͡>FĤǿǱʳο˥̂͞
                                                
8 \Fˇǿ>:=T5]`̰Ȝ1\7SBªƘEh¡m©`̮̯˥Bȑ®1\Ǫͧ$
\TE>]GĤ˥Aˇʜ?ͩA/ \ЙПлунгян 2011: 113К$++>FĹ[­*2ćŮ˥
Ap©vBϤ:=΋`οS\ 
9 ComrieЙ1976КF+EY Aˇʜ`ȝ1ųňBtelic? ͟΄`˒=\Й1976: 44К 
10 ComrieЙ1976К>F+ /7ˇʜ`atelic?Œa>\Й1976: 44К 
11 ++>EΒ΋F£tc΄ƒ>F_W\Ϥ˘ǱЙпредельностьК? ͟΄E®Ľ'#Z˴
Z]=\ǼőˆǨEɝʻBϡ1\TE?ŉª>\+EϤ˘ǱB;=FǡE̖>TĊǌ
˹΃1\$Йcf. ̐ 2.5.2.3.̖К#;=FÙEjs ©E¯ż˥ǼőЙe¥¦b c¥К?/=Ȭ
ɳ-]=7+?T\TE>\ 
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Ϥ˘ʸEɝʻBǭ0=5]6]v?ev>͡˼/=\Ц 
 
͡ 2-2ЦĤ˥AˇʜE®×đЄ  
動的な状況	 動態性	 漸進的移行	 限界点	 
出来事	 ЪЛĤǿǱЫ Ъʳο˥Ы ЪЛϤ˘Ы 
限界のあるプロセス	 ЪЛĤǿǱЫ ЪЛʳο˥Ы ЪЛϤ˘Ы 
限界のないプロセス	 ЪЛĤǿǱЫ ЪЛʳο˥Ы ЪϤ˘Ы 
 
 ++P>ˇʜEǱΚB;=ͩ=%7++P>EĈƝ`ŨBP?S\?Ì
®EY BA\®ŨFПлунгянЙ2011КB"=Ȭ˼-]=\TEЙПлунгян 2011: 
115К`űB/=̑̾$͔ǄEçʅ`Ġ!7­>Ü[˫/7TE>\Ц 
 
Ũ 2-1ЦˇʜEǱΚBǭ07đЄ  
 
 
1.3. Vendler（1967）による分類 
1.3.1. 概要 
 ++P>ͩ=%7ˇʜEǱΚ? ɸǮFûFͲ΄Řƒ̾>\ Vendler
ЙZeno; 1921-200412КE͘ÜЙ1967КB"=ɑϠEɸǮŨЙtime schemeК?/
                                                
12 ːʘǆEǸŲF Wikipedia͕΄˃`λ0=Ì®E URLEǸŲ`Ǥ7Ц 
 
http://www-senate.ucsd.edu/assembly/memorial_resolutions/vendlerzeno.pdf 
 
 P7Wikipedia͕΄˃EÌ®Eϼ˪ЙURLКTĴʾЦ 
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=Ȭɳ-]713TE>[5+>FÌ®Eţ;EđЄ$Ȭɳ-]=\Ц 
 
 ʢĤ14ЙactivitiesК 
 φȄЙaccomplishmentsК 
 ĘφЙachievementsК 
 ˇǿЙstatesК 
 
 +E̖>FVendlerЙ1967КB")\͵γBʛ:=P?Sɥ̖EɛǡЙcf. ̐ 1.4.
̖КBP?S?/=Ĝ̖P>>ͩ=%7ˇʜEǱΚEđЄ?EƢǭϡã`˹
΃1\ 
 P7++>F£tc΄EĤͼ?EʏάFƼ/Ǚ7[͞A_A5]B;=
FǡE̖B=̽ơ1\Йcf. ̐ 2.7.2.̖К 
 
1.3.2. 活動（activities） 
 ʢĤЙactivities; деятельностьКFɑEµB"=ο͞1\τ̄>[ξ
̯1\ˬЙphaseК#ZA:=\TE`ȝ1VendlerЙ1967К>Ȟ*Z]=\
ßBY]Grun, walk, swim, push a cart, drive a carA@$5]Z`͡_1Ĥͼľ>\
?-]\Й1967: 107К 
 P7ʁEφȄЙaccomplishmentК?F˜A[Ϥ˘ʸ15` Ȝ7A?-]\
1A_9­>Ȟ*7ĤͼBY:=͡-]\ˇʜF5]͍Ù?/=FϩϤA
'Μ[̯)\+?$>%\/ʇ%̯)\+?$>%\/ʡ&̯)\+
?$>%\/j©`Ȗ/̯)\+?$>%\/Φ`ςΩ/̯)\+?$
>%\? +?BA\ 
 +EʢĤF­>ͩ7ˇʜEǱΚEđЄB"=FĤ˥AˇʜE 9
EϤ˘EA£xvBƢǭ1\TE>\ 
 
1.3.3. 達成（accomplishments） 
 φȄЙaccomplishment; исполнениеКF5]͍Ù$Ϥ˘ʸ`Ȝ:=\T
E>\ 
 VendlerЙ1967КEȞ*=\ßBY]Gpaint a picture, make a chair, build a house, 
write a novel, read a novel, deliver a sermon, give a class, attend a class, play a game of chess, 
grow up, push a cart to the supermarket, recover from illness, get ready for somethingЙ1967: 
107КA@$+]B΀Ǚ1\ 
 5]͍Ù$Ϥ˘ʸ`Ȝ:=\E>ªɫE̬`ȫ%̯)7[ª͋Eɴ
                                                                                                                                                       
 
http://en.wikipedia.org/wiki/Zeno_Vendler 
 
13 ªɃ>ПлунгянЙ2011КTȝȱ/=\Y BЙ2011: 111КɅB 50ǆÊBϙ˓ªЙ1950КB"
=ЄÖEđЄ$Ȭɳ-]=7+?F͐őʨ 
14 ++>Ȧ˒/=\5]6]E͟΄BƢ1\Ɇɥ΄͸FǜƲЙ1996КBY:=\ŉəE Vendler
EđЄBϡ1\͵γTĴʾЙ1996: 41-42К 
15 Vendler͍ΥE˒=\͟΄F̧̪ʸЙterminal pointК>\ 
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Ə`Ü[̯)7[ªΧEƜ`Ǐ=̯)7[1\?:7+?Fλǃ¯Ł͉>
\ªɫE̬ª͋EɴƏªΧEƜ$ƖȄ/7ɑʸ>T 5Eŉ0ĤÜ`
̮̯1\+?F>%A#Z>\ 
 +EφȄF­>ͩ7ˇʜEǱΚEđЄB"=FĤ˥AˇʜE 9
EϤ˘E\£xvBƢǭ1\TE>\ 
 
1.3.4. 到達（achievements） 
 ĘφЙachievements; достижениеКFĤͼ5]͍ÙF5Eˇʜ$Ɩπ/7ų
ň`Ȭ˼/=\ 
 ͕΄EųňBFˍŬο͞ǛBY:=5EˇʜφȄLE£xv`Ȭ˼1\+?
$ĐɨAß!GHe is reaching a summit.? ȾFϻ­LEĘφ? Ĥ
ÜEφȄLEτ̄`͡1+?$>%A5/=ÚZ#EˇǿEżĨ`Ó TE>
\?-]\ 
 +EĘφF­>ͩ7ˇʜEǱΚEđЄB"=FĤ˥AˇʜE 9
EĐɨÀBƢǭ/=\ 
 
1.3.5. 状態（states） 
 ˇǿЙstates; состояниеКF­EʢĤ?ŉɺBϤ˘ʸFȜ7A 
 /#/͕΄EųňBFο͞Ǜ$Ü]A? ʸ>­EʢĤVφȄ?
FĩĖ-]Ϝ-VɡϠ`͡3\? ʸ>Ęφ?F˜A\Йcf. Vendler 1967: 104К 
 ʢĤ?ˇǿEϠB\Ƽ˜F­>ͩ7ĤǿǱEɝʻ>\1A_
9ˇǿ`̰Ȝ1\7SBFÚZEh¡m©TǪͧ?/AEBƢ/=ʢ
ĤEųňBF5EʢĤ`̰Ȝ1\7SBªƘEh¡m©`ͧ1\? ʸ
>ʖƘ˥B˜A:=\ 
 +EˇǿF­>ͩ7ˇʜEǱΚEđЄB"=FϲǿBƢǭ/=
\ 
 
1.4. まとめ：状況の性質 
 Ĝ̖P>>ˇʜEǱΚB;=ɘB5EªξEΒ΋Eû?A:7Vendler
Й1967КBY\đЄB;=˹΃/7 
 ˇʜFP2ĤǿǱEɝʻBY:=Ĥ˥AˇʜЙĤǿК?ϲ˥Aˇʜ
ЙϲǿК?BÁđ-]\ 
 ĤǿǱEˆǨ`Ȝ;Ĥ˥AˇʜЙĤǿКFɘBʳο˥̂͞? ˆǨ
EɝʻBY:=£xv?ĐɨÀBđЄ-]\ 
 Ĝ̾E£xvF\ˇǿ#ZĖEˇǿLÊ͞$ʳο˥>\? Ǽő
ˆǨ`Ȝ9ɘBǙ΀ˇʜEϤ˘ʸEɝʻBY[Ϥ˘EA£xv?Ϥ
˘E\£xv?BÁđ-]\ 
 +EĤ˥AˇʜE 9ĐɨÀFϤ˘ʸ? ˆǨFąɝ/=\$
\ˇǿ#ZĖEˇǿLÊ͞$˱Ϡ˥>\? ʸ>£xv?FĩĖ-]
\ 
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 Ƣ/=ĤǿǱ`Ȝ7Aϲ˥AˇʜЙϲǿКFǳǃ˥ATEЙǳǃ˥ϲ
ǿЙǱΚКК?ªʁ˥ATEЙªɑ˥ϲǿЙˇǿКК?Bđ)\+?$>%\ 
 P7+]ZªξEˇʜEǱΚEđЄ?VendlerЙ1967КBY:=Ȭɳ-]7
ɑϠEɸǮŨ?EƢǭϡãB;=T˹΃/75]6]EƢǭϡã`P?S\
?®͡EY BA\Ц 
 
͡ 2-3ЦVendlerЙ1967КEđЄ?ˇʜEǱΚEƢǭ  
Vendler の分類 状況の性質 
ʢĤ 
ЙactivitiesК 
Ϥ˘EA£xv  
 
Ĥ˥Aˇʜ 
ЙĤǿК 
φȄ 
ЙaccomplishmentsК 
Ϥ˘E\£xv 
Ęφ 
ЙachievementsК 
ĐɨÀ 
ˇǿ 
ЙstatesК 
ϲ˥Aˇʜ 
ЙϲǿК 
 
 +EƢǭϡã`þBͩ7γ΄EđЄEŨBÉĠ1\?Ì®EY BA\Ц 
 
Ũ 2-2ЦˇʜEǱΚEđЄ? VendlerЙ1967КEđЄ  
 
 
 ­BTγM7λ[+]ZEˇʜ$£tc΄B"=@EY Aγ Й΄ĤͼК
BY:=͡-]\#B;=Fǡ̖Й̐ 2.7.2.̖КB=˹΃1\ 
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2. 動詞：アスペクトと体のカテゴリー 
2.1. 本節の概要 
 Ĝ̖P>>Ͳ΄Ĩ-]7ˇʜEǱΚ?5EđЄB;=ͩ=%7ɥ̖>
F5Eˇʜ`Ȭ˼1\7SEͲ΄˥ȊʋE 9Eª;>\cvn
Йаспект; aspectКEjs ©B;=P2Fª͒Ͳ΄ƒ˥Aɭ̨Q#Z˹΃1\ 
 ª͒Ͳ΄ƒEđϗB")\cvn? js ©EƘǑĨB;=Eɥɲ
˥AͽQFComrieЙBernard; 1947-КBY\TE$ɛĔ?̽!=Y8^ Йcf. Comrie 
1976КComrieЙ1976КFɺAͲ΄BͩZ]\Ͳ΄ˍΓ`Ήɰ¨đɪ/v¦΍
΄B")\ÙE˵̈>Eƒ͟­E͚ Й̇·B Маслов, БондаркоZBY\ªξE͘Ü16К
`ű˩?/;;5+>EȄɬ`v¦΍΄ÌžEɺA̝̫EͲ΄Bϊ˒¨ɵʹ1
\? Ƀʝ>cvn? js ©`ª͒Ͳ΄ƒ˥BƘǑĨ/Y ?ͽQ
7 
 5+>EƘǑĨBY]Gcvn?F\ˇʜEɑϠ˥AĈϐɹνEɺ
AȠ!ɃЙdifferent ways of viewing the internal temporal constituency of a situationК`͡
1TE>[Йcf. Comrie 1976: 3КƖ½ ЙˬPerfectiveК?ɣƖ½ ЙˬImperfectiveК
BP2Ɓ%'Áđ-]\Ɩ½ˬF\ˇʜ`ɹȄ1\˜A\ĖéEˬBđĞ
1\+?A'5Eˇʜ`ª;EĂÙ?/=ͩ\Ƞ!ɃЙthe view of a situation as a 
single whole, without distinction of the various separate phases that make up that situationК
`͡/=\Йcf. Comrie 1976: 16К5]BƢ/=ɣƖ½ˬFˇʜEĈϐɹν
Bűɥ˥BʠǼ`ŋ)=\TE>[\ˇʜ`Ĉϐ#ZȠ!7­>ɑϠ˥A
Ĉϐɹν`ɉ˼˥B˼1TE>\Йcf. Comrie 1976: 16, 24К 
 Ì®>γM\ª͒Ͳ΄ƒ˥ɭ̨Q#ZEcvnBϡ1\͵γFĜ̖P>?
ŉɺПлунгянЙВладимир Александрович; 1960-КBY\ªξE͘ÜЙ2011, 2012КB
")\͵γBſ'Eʸ>Ț:=\++> ПлунгянE΋`ȯ˒1\·Aˎ˔F͘
̾>\ Плунгян$£tc΄cvn΋˵̈EƤϝƜ>FA? ʸBR/^
Ɓ%AǼ̻`ͩĐ/=\#Z>\ˍ ŬE£tc΄cvn΋B"=Fɺ
A͟΄`ɺA˵̈̾$5]6]͍˔B˒=\?TͲ!\Y AͲ:=Q]
GɸǮV͟΄$º̌/=\Y AˇʜB\5EªɃ>5 /7΍Eɸ
ǮV͟΄`Ƚˎ1\? ͽQ͍Ù$Ƣʾ˥BɶS=ƪA'ĂÙøEȐȮ$ɶS
=Ϯ/'A:=\? E$ˍˇ>\175 /7ƒŝ˥AˇʜB"=̾͘
$c j΍΄˵̈EƤϝƜ>\ ПлунгянЙ2011, 2012КB"=F5 /7΍
EɸǮV͟΄$5]6]EˬÂEϡãǱA@TŏS=̙ɉBȽˎȬ˼-]=
\ 
                                                
16 ĆÙ˥BFМасловЙ1959КВопросыЙ1962КРассудоваЙ1968КБондаркоЙ1971КA@$Ȟ*
Z]=\ 
17 T9^a5 /7ͽQF+]P>Ă'Ȅ-]=A#:7_)>FA'τĳBF МасловЙ1965К
$[+E͘Ü`Ċͻá1\ͽQEªˏ?/=ǡǆBA:=͞A_]7ПадучеваЙ1998КBY\
˵̈$\/#/2]T£tc΄`µǩ?1\v¦΄B")\ÙEjs ©Bϖ%$̸#
]=\+?FÀƚ>ɥȾ>ȯ˒/=\ ПлунгянЙ2011К$ͽQ=\Y Aª͒Ͳ΄ƒ˥A
ɭ̨Q#ZE̽ơV\F͟΄EƢʏA@B;=F¯īđ>\? įΓ`ĺ)\ 
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 ɥ̖>FP2+Eª͒Ͳ΄ƒ˥Aɭ̨Q#Zcvn? Ⱦʝjs ©`
è˲Йcf. ̐ 2.4.̖К/7ǡ£tc΄EÙEjs ©`5E·7\ƢΓ?1\c
vn΋ЙаспектологияКEÒ̫˥Aɭ̨QBű<=£tc΄EÙEjs 
©B;=˹΃1\Йcf. ̐ 2.5.̖К 
 5]Bþ̌9cvn? js ©$Ĉħ1\ǱΚE˜A\Á;EǼő
EƢ̌ΪB;=̽!=QY  
 
2.2. 導入：二つの意味の対立軸を想定する必要性 
 ͍ʼͲ΄Ecvn? js ©E·7\ɿ͉FͿ̾BY:=ɸǮĨ
-]7ˇʜ$@EY BɑB"=̩τ/=\?Ϳ̾$Ƞ!=\E#5
/=5E 9E@Eƭϴ`@EY BͲ΄Ĩ/=́%ȊBƢ/=Ȭ˼1\E#?
 ʸB\?Ͳ!\8^  
 /#/A$Z͍ʼͲ΄B")\cvnEjs ©EƚϩE˒ʝ`ͩ\ϩB
F78I?;Eűʰ>FȠ!%]Aųň$\ 
 ĆÙß`ͩ=QY ɥ˵̈EƢΓ>\£tc΄B"=cvnEǼő`
͡_1ɿ͉`Ș:=\·7\Ͳ΄ǛǑEI?;>\ÙEjs ©E˼1
Ǽő˥Ƣ̌B;=Ì®EÁȾ`Ƣʏ/=ͩ=QY 18Ц 
 
(2-1) Он открыл [PFV-PST-SG-M] окно. 
(2-2) Он открывал [IPFV-PST-SG-M] окно. 
 
 Ɩ½Ù$˒Z]=\Ĝ̾EßЙ2-1К>FτĳE\ªɑʸ>Ɩ½/7
ĤÜ$͡-]\ЙǞFЙ5EɑК̋`ϟ)7К5]BƢ/=¯Ɩ½Ù$˒Z
]=\ǡ̾EßЙ2-2К>FτĳE\ªɑʸ>EǙ΀ĤÜEƖ½L?͎\τ
̄`͡/=\ЙǞFЙ5EɑК̋`ϟ)Y ?/=7?+^8:7К 
 P7ǡ̾EȾFĜǡEȾ͊$˜A]GǙ΀ˇʜEĸǥǱЙǞFЙÚǌTК
5E̋`ϟ)7К-ZBF̼ȁǱЙǞFЙ%P:=К5E̋`ϟ)\E8:7К
A@EǼő`͡1+?$>%\ 
 ++BFˇʜEɝ[ɺ\F5EȬ˼EÇɃB;=˜ΚETE$ʩŬ/
=\+?$đ#\5]`Ƚˎ1\7SBÚZ#EűʰЙΪК`ͶƘ1\Ǫͧ$
\8^  
 +E+?FForsythЙ1970: 153КB"=T̎˥Bȝȱ-]=\£tc΄EÙ
Ejs ©E͡1Ƣ̌FϳǃBƁ%AȠ!Ƀ`1\?1]GÌ®EÁ;EǼő
˥Ƣ̌$Ɓ%AΪBA:=\?̽!Z]\Й®͡F Forsyth 1970B")\͵γ`T
?B̑̾$ÜȄ/7TEКЦ 
 
 
 
                                                
18 ɥ̖Ì®ĤͼBF®̳`Ʉ/ͯțǔĈBȾʝǸŲ`͡˼1\ȾʝǸŲE˚ŅB;=Fɥ̆
ċЀF0SB̐ 4.3.̖`Ĵʾ 
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͡ 2-4Ц£tc΄EÙEjs ©EǼő˥Ƣ̌Ϊ  
体の意味的対立軸	 完了体	 不完了体	 
Ａ	 Ǚ΀ĤÜЙˇʜКEƖ½ 
Йcf. ĤÜE̪ɬК 
Ǚ΀ĤÜЙˇʜКƖ½LEτ̄ 
Йcf. Ȝ̯ǱК 
Ｂ	 ªŤEĤÜЙˇʜК ĸǥ1\ĤÜЙˇʜК 
Йcf. ̼ȁǱК 
 
 ­͡E A? B? Ɓ%AÁ;EƢ̌Ϊ`ǻƘ/="'+?FcvnEǼ
ő`Ƞ!\ϩBFϖͧ>\19 
 +EÁ;EƢ̌Ϊ`ΤP!7­>­ßЙ2-1КĵJЙ2-2КB;=ȵS=̽!=
Q\?Ɩ½Ù$˒Z]=\Й2-1КFAEΪ`űʰB1\?τĳE\ªɑ
ʸ>Ɩ½/7ĤÜ`͡1? +?BA\/B ? Ϊ`űʰB1\?Ǚ΀
ĤÜ$ªŤː07? +?`͡1+?BA\ 
 5]BƢ/=¯ Ɩ½Ù$˒Z]=\ǡ Й̾2-2К>FAEΪBʛ:=ͩ]G
τĳE\ªɑʸ>EǙ΀ĤÜEƖ½L?͎\τ̄`͡_1? +?BA[
BEΪBʛ!GǙ΀ĤÜEĸǥǱ\F̼ȁǱEǼő`͡1? +?
BA\ 
 
2.3. 「状況の性質」の変化：一次的アスペクトと二次的アスペクト 
 ­>£tc΄EÙEjs ©E͡1Ǽő`ßBĹ:=ÙEǼő`̽!\ϩB
Á;EǼőEƢ̌Ϊ`̽Ȃ1\ǪͧǱB;=γM7 
 +]B;=Y[ˎ΋˥BȤ[®*7̽ơ`͞A:=\E$ПлунгянЙ2011К
>\5+>FDikЙ1989КV МельчукЙ1998КP7͍̾͘ΥE˵ Й̈Плунгян 2000К
`ΤP!7­>cvnEǼő`P2Ɓ%'Ì®EÁ;Bđ)=\Ц 
 
 ªʁ˥cvnЙпервичный аспектК 
 Áʁ˥cvnЙвторичный аспектК 
 
 +]ZF5]6]̳ˇ˥cvnЙлинейный аспектКȼϘ˥cvn
Йколичественный аспектК?TŒG]\ 
 ǡγ1\Y BЙcf. ̐ 2.4.2.̖Кªʁ˥cvnF5EˣːEτ̄B"
=ıĔ˥Acvn>\? +?#Zªʁ˥?ŊÉ)Z]=\+E
ªʁ˥cvnFˇʜ`ɹȄ/=\ϐđЙˇʜEɁ˂ЧǡγК`ȝ/
˼1TE>\ 
                                                
19 T9^aŉ0̔Ȉ> ForsythTȝȱ/=\Y BЙ1970: 153К++>˼1Ǽő˥Ƣ̌BY:=
£tc΄EÙEjs ©E˼1Ƣ̌EĂ=Ep©v`΅ɉ>%\_)>FA'P7ÙEjs 
©EǼő`++>˼/7̤ͧ>ͪƘ/Y ? ǼŨT͍̑̾ΥȜ:=A/#/A$Z+
]ZEƢ̌`ÙEjs ©$˼/ \? +?͍ÙB;=F˜΋FA8^ A"+E
Y BÚZ#EǼőˆǨBY[ÙEjs ©$Ȝ;Ⱦʝ˥Ǽő`ͪƘ/Y ? ͽQFǣɨǉ
ǌ?A'Β΋-]5Eϒǌε)Z]=%7? ̵̩$\+E_W\ÙE¯ż˥ǼőЙe
¥¦b c¥КEȧʔBϡ1\Β΋B;=EɸͧF®E̖Й̐ 2.5.2.3.̖К`Ĵʾ-]7 
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 5]BƢ/=\ˇʜ$Ȝ;ûEˇʜEǱΚЙß!G5EǱΚ`X?1\К
;P[ªʁ˥AˇʜEǱΚ$ĖE˜A\ˇʜEǱΚЙß!G YК`Ȝ:
7TE?/=΃Ώ-]\? +?$Ν%\+Eųň+Eɂ7AǱΚ Y FÁ
ʁ˥ATE? +?BA[5]Bǭ0=cvnEǼőTªʁ˥ATE#
ZÁʁ˥ATEL?żĨ1\+?BA\+EY AcvnEǼő`Áʁ˥c
vn?Œa>\Й®E̐ 2.4.3.̖B=ǡγКÁʁ˥cvn$ˍ]=
]GǙ΀ˇʜ$\ǱΚ#ZÈEǱΚL̂͞/=\+?`˼1TE>T\
? +?BA\ 
 
2.4. アスペクトというカテゴリー 
2.4.1. 状況の構造モデル 
 ++>FP2͍ʼͲ΄B"=ɸǮĨ-]7ˇʜ$@EY Aɹν`/=
\?ǻƘ-]=\#Й\F΃˴¨΃Ώ-]=\#КB;=˹΃/="+
  
 ПлунгянЙ2011КBY]G͍ʼͲ΄B")\ˇʜ`Ƞ!\ϩBFˇʜ`
ɹȄ1\Ì®EÃ;Eϐđ20$ɛTϖͧ>\? ЙПлунгян 2011: 384КЦ 
 
 ʰôEʋϨЙподготовительная стадияК 
 ϟƊʸЙначалоК 
 µϠЙсерединаК 
 ̧½ʸЙфиналК 
 ̪ɬEʋϨЙрезультативная стадияК 
 
 EʰôEʋϨ?F\ˇʜ$+]#Zː0\? ˆǨЙ¾ýК$ƑŬ/
=\ˇǿ`ȝ1 
 EϟƊʸ?F\ˇʜ$ː0=Aˇǿ#Zː0=\ˇǿL̂͞1
\˱Ϡ>\ 
 EµϠ?F­EϟƊʸ?®E̧½ʸ?EϠ`ȝ1 
 E̧½ʸ?FEϟƊʸ?FηB\ˇǿ$ː0=\ˇǿ#Z
ː0=AˇǿL̂͞1\˱Ϡ`ȝ1 
 E̪ɬEʋϨ?F\ˇʜ$̧½/7?Bː0\ˇǿ`ȝ1 
 P7­EFĈϐv©uЙвнутренние стадииК?-]?Fž
ϐv©uЙвнешние стадииК?-]\ 
 ˇʜEɹνF+]ZE̤ͧ#ZȄ:=\?ǻƘ-]\$+]Z`ɼǑ˥B
͡1?Ì®EY AŨB͡1+?$>%\ЙŨµE¶ȼƐ$­E5]6]?Ƣǭ/=
\К21Ц 
 
                                                
20 Плунгян͍ΥFˇʜEɁ Й˂фрагменты ситуацииК? ͡ˍ`/=\ЙПлунгян 2011: 384К 
21 ++>˳į`ƺ#ZńBŋ)=\EFɑϠEʤ]`e©u1\7S>\P7ÁɥE
˳į`ǒ=\EF˳įV¶ȼƐA@`Ġ!7ųňBʿϬBA\E`ό)\? âƙE7S>
\ 
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Ũ 2-3ЦˇʜEɹν¡  
 
 
 ­>γM7Y AEŇϐđЙ?ÌžFʋϨ?Ͳȭ!\+?T>
%\8^ К`Ă=Ȝ9ň_37Ͳ A]Gˎǻ˥Aˇʜ?F­>ͩ7ˇ
ʜEǱΚE 9Ϥ˘E\£xv>\Йcf. Плунгян 2011: 395К 
 /#/ƚϩBF+]ZEϐđE 9@]#$ʀ)=\Y Aˇʜ
TƑŬ1\22 
 2]B/=TͿ̾BY:=+EY B΃Ώ¨ȐȮ-]7ˇʜE­ŨE@
EϐđЙƭϴК`Ϳ̾E·ͮBű<=́%ȊЙˣͿEĺĹȊКB@EY B
Ȭ˼1\#? E$cvnE͡_1Ⱦʝ˥ɿ͉>\?Ͳ:=Y8^  
 +E¡`ΤP!7­>Ì®E̖>F+EɼǑŨE@Eϐđ$@EY Ac
vnBY:=͡-]=\#B;=ͩ='+?B1\ 
 A"Ì®ɥȾ>F+EˇʜEɹν¡`ĭBɹν¡?ŒK+
?$\ 
 
2.4.2. 一次的アスペクト 
2.4.2.1. ɸͧ  
 ­>TЙcf. ̐ 2.3.̖КγM7λ[ªʁ˥cvnЙпервичный аспектК?F
5EˣːEτ̄B"=ıĔ˥Acvn>\? +?#Zªʁ˥?ŊÉ
)Z]=\ 
 +Eªʁ˥cvnF®ŨˇʜEɹν¡B")\ˇʜ`ɹȄ
/=\ŇϐđЙК`͡_1TE>\ɑϠΪ`\ɃŋBÔJ='̳?
Ƞ!5]Bʛ:=ο͞Й\FοƯК/='ˇʜ`ƢΓ?/=\? Ǽő
>̳ˇ˥cvnЙлинейный аспектК?TŒG]=\?̽!Z]\$+E
ɑϠE̳ˇǱ5]͍ÙFȅEǾͬBʾZ/=Q=T5 Ɓ%A¸ϭFA8
^  
 ++>­E̖Йcf. ̐ 2.4.1.̖К>˹΃/7ˇʜEɹν¡`®BĊȪ/="
                                                
22 ß!G˱Ϡ˥AˇʜEųňBF­͵EEϐđ`Ȝ72?Eϐđ$ƖĂBª͏/=\
?̽!Z]\Йcf. Плунгян 2011: 384К+EY BĂ=Eˇʜ$­>˼/7У;EϐđĂ=#
ZɹȄ-]=\?FϤZA 
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+ Ц 
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 ­>TγM7λ[+]ZEĂ=Eϐđ`Ȝ9ň_3=\EFϤ˘E\£
xv>\++>F+Eˎǻ˥AˇʜEɹν¡?ʾZ/ň_3A
$Z5]6]EcvnEǼő`ͩ='+?B/Y  
 ªʁ˥cvnBFÌ®EY ATE$\Ц 
 
͡ 2-5ЦˇʜEɹν¡?ªʁ˥cvn  
アスペクト（大分類）	 アスペクト（下位分類）	 
外部ステージ A	 
に関わるアスペクト	 
 ¾ɡ¨¾ʮEcvnЙпроспективК 
	 
	 
内部ステージ	 
に関わるアスペクト	 
状況の開始点	 
に関わるアスペクト	 
 ΝĤˬЙинцептивК˼ʸˬЙпунктивК 
内部ステージ	  Ȝ̯ˬЙдуративК 
 ο͞ˬЙпрогрессивК 
状況の終結点	 
に関わるアスペクト	 
 ̧̪ˬЙкомплетивК˼ʸˬЙпунктивК 
外部ステージ B	 
に関わるアスペクト	 
 ̪ɬˬЙрезультативК 
 ©gnЙперфектК 
 
 Ì®>5]6]EcvnB;=ͩ='+?B/Y  
 
2.4.2.2. žϐv©u ABϡ_\cvn  
 ++>FP2žϐv©u AEϐđBϡ_\cvnB;=˹΃1\­γ
Eλ[žϐv©u AF®ŨEEϐđ`ȝ/=\Ц 
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Ũ 2-3ЦˇʜEɹν¡ĊȪ  
 
 
 +Eϐđ`͡1cvnF¾ɡ¨¾ʮEcvnЙпроспектив; prospective 
aspectК23>\+E¾ɡ¨¾ʮEcvnF\ˇʜ$ǡB̯'ˇǿ
`ȝ/˼1 
 ͕΄>FĤͼ go`˒7be going to (do)be about to (do)be on the point of 
(doing)A@EǛǑBY:=͡-]\cvn>\Йcf. Comrie 1976: 64К 
 +EY B+Ecvn`˼1ǛǑFλǃđɪ˥Aɹν>\ſ'Eųň
ɣɨɑę?ʩŉ-]\+?$ſ£¥v΍΄q¡¥΍΄A@EÈB~¡
n΍΄V¥f©΍΄A@BͩZ]\ЙПлунгян 2011: 386К 
 
2.4.2.3. Ĉϐv©uBϡ_\cvn  
 ʁBĈϐv©u`͡_1cvnB;=ͩ=+ Ĉϐv©u
F®ŨE$΀Ǚ1\Ц 
 
Ũ 2-3ЦˇʜEɹν¡ĊȪ  
 
 
 ­ŨEǙ΀ˇʜEϟƊʸ` ͡1cvnFΝĤ Йˬинцептив; inceptiveК
                                                
23 Ĝɟˬ? ͸΄$ü=Z]\+?T\Y 8$#BT͟΄ʼ?/="[5EǼő1
\?+^$đ#[B'7S++>FȦ˒/=AA"¾ɡ¨¾ʮEcvnF̑̾
BY\ͽ͸>\ 
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>\24 
 ­ŨEϐđBFλǃªƘEȜ̯ǱЙϜ-ЧдлительностьК$ǻƘ-]=
\+Eϐđ`͡1cvnBFȜ̯ˬЙдуратив; durativeК?ο͞ˬ
Йпрогрессив; progressiveК$\ 
 Ȝ̯ˬ? ͡ˍFǙ΀ˇʜ$ϲǿ˥AˇǿEųň>TĤǿ˥A
£xvEųň>T˒Z]\ 
 5]BƢ/=ο͞ˬFȜ̯ˬE 9Ϥ˘E\£xvB;=Ͳ
 ųňB˒Z]\1A_9Ĥ˥>±;Ȝ̯/=\ˇʜ`͡1EBϤ:=˒
Z]\cvn$ο͞ˬ>\ 
 ­ŨEǙ΀ˇʜE̧½ʸϐđ`γM\cvnF̧̪ ЙˬкомплетивК
>\Ϥ˘E\£xv$5E͍ZȨ̪ʸBĘφ/7+?`͡1ЙПлунгян 
2011: 396К 
 P7­>ͩ7˼ʸˬЙпунктивК? ͟΄$+E̧̪ˬ`͡17SB
˒Z]\+?T\Йcf. ̐ 2.4.2.5.̖К 
 
2.4.2.4. žϐv©u BBϡ_\cvn  
 ++>Fžϐv©u BEϐđЙ®ŨEϐđКBϡ_\cvnB;=˹΃
1\ 
 +Eϐđ`͡1·AcvnF̪ɬˬЙрезультатив; resultativeК?©
gnЙперфект; perfectК>\Ì®>5]6]EcvnB;=˹΃/=
+  
 
Ũ 2-3ЦˇʜEɹν¡ĊȪ  
 
 
 ̪ɬˬF­γЙcf. ̐ 1.2.̖КEϤ˘E\£xv$͍ʼBǂ̪1\
̪ɬ`͡1 
 5]BƢ/=©gnF+E̪ɬˬ$ǕSZ]7TE>\?
                                                
24 +EÈBT˼ʸˬЙпунктивК? ͟΄>͡-]\ųň$\+E˼ʸˬ? ͟΄E
ſɺA˒Z]ɃB;=FǡE̐ 2.4.2.5.̖`Ĵʾ 
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ПлунгянЙ2011К>F͡ˍ-]=\Й2011: 389К251A_9̪ɬˬFǙ΀
ˇʜЙĤÜК$ǂ̪/7̪ɬEˇǿ/#ȝ3AЙ;P[ˇʜ?5Eǂ̪?/=
Eˇǿ?EϠEǼő˥¨΋ˎ˥A̪JÉ%$ǗКEBƢ/=©gn
EųňBFǙ΀ˇʜЙĤÜК?Ǽő˥¨΋ˎ˥A̪JÉ%$˫ȨʻY Aˇ
ǿ>TȫČ1\+?$>%\#Z>\ЙПлунгян 2011: 389К 
 P7̪ɬˬ?©gnEϠB\Ƽ˜FʁEY BTP?SZ]\
8^ ЙПлунгян 2011: 388К1A_9̪ɬˬFǙ΀ˇʜЙĤÜК$ː07ǡ
EˇǿB;=γM=\8)AEBƢ/=©gnEųňBFǙ΀ˇʜ
ЙĤÜК$ː07ǡEˇǿ`γM\E>FA'ˣͿɑʸY[TĜEˇʜ`Ǽő/=
\? ʸ>̪ɬˬ?F˜A\ß!GJohn has heard about it.? Ⱦ
ЙˬF©gnК$͡1EFПК\τĳEªɑʸ>John$5]B;
=̀B1\? ˇʜ$ː07Й+]FJohn heard about it.? Ⱦ>͡-]\К
5/=РК5EǙ΀ˇʜ$ː07? Àƚ$Ϳ̾EˣͿɑʸ>E John B
ϡ1\ˆǨBÚZ#EǼő`Ȝ;? +?>\ЙПлунгян 2011: 389К 
 ComrieЙ1976КF+E©gnEǼőB;=ŤЅ˥ЙretrospectiveК
>\?/=\+]F+EǼő$\ɑʸEˇǿ?5]Y[Tþ͞/=ː
07ˇʜ?EϠBÚZ#EϡãǱ`Ȝ73\#Z>\ЙComrie 1976: 64К26 
 
2.4.2.5. 5EÈEcvn  
 ++>F++P>γM=%7TEÌžE5E×̸É)$͔ǄˆʉAcvn
B;=̙ʴB˹΃1\ 
 P2þBTͩ7Йcf. ̐ 2.4.2.3.̖К˼ʸ ЙˬпунктивК27B;=˹΃/Y 28 
 +]FÈEcvn?F˜A[Ì®B˼1Y AˇʜE\ϐđ\
F\ˇʜĂÙ`ȝ1ųňB˒Z]\ЙПлунгян 2011: 385К˼ʸˬ$͡
1EFÌ®EŇϐđ>\Ц 
 
e\ˇʜEϟƊʸЙШ­ŨК 
£\ˇʜȨ½ʸЙШ­ŨК 
ˇʜĂÙЙϟƊʸ?̧½ʸ$ª͏/=\ųňК 
 
 ­͵E 9eК?£КB;=F­E̖Йcf. ̐ 2.4.2.3.̖К>ͩ7λ[>\
                                                
25 ªɃ>+E©gnB;=F5T5T+]`cvnEǼő?/=ͩA1#@ 
#;=Β΋$\? +?Fȝȱ/="'M%8^ A"©gnB;=FComrie
Й1976КBY\ªξE͵γTĴʾЙcf. Comrie 1976: 52-65К 
26 A"+]?Ƣ̸-]\E$­>Йcf. ̐ 2.4.2.2.̖Кͩ7¾ɡ¨¾ʮEcvn>\
+]F\ɑʸ?5]Bǡ̯1\ˇʜ?EϠBϡãǱ`T7Z1TE>\?Ͳ!\ 
27 ++>Ȭɳ/=\͸΄F̑̾BY\ƚА˥Aͽ͸>\ 
28 ЄÖEɸǮ?/=инхоатив?инцептив$\ſ'EųňɆɥ΄>F@9ZBTΝĤ
ˬ? ͸΄$ü=Z]=\ĲƟBFĜ̾FĤÜEϟƊ`͡/ǡ̾FˇǿEϟƊ
`͡1ЙПлунгян 2011: 396КP7+]ZF@9ZT×ˬЙфаза; phaseКEƑŬ$Z#0Sǻ
Ƙ-]=\ª͒BǻƘ-]\¬;E×ˬЙǡγКE 9EϟƊˬЙначальная фазаК`͡1T
E>\×ˬEɸǮA@B;=FǡEɥ̍̐ 2.5.5.̖`Ĵʾ-]7 
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КEϟƊʸ?̧½ʸ$ª͏/=\ųň? EF_W\˱Ϡ˥AĤÜЙˇ
ʜК`ȝ/="[­>ͩ7Йcf. ̐ 1.3.̖КVendlerЙ1967КEđЄB")\Ę
φЙachievementsК`͡1TEA@$΀Ǚ1\ 
 +EY B+E˼ʸˬ? ͟΄F5E͡1ĈƝ$ɺ>\7SÌ®
ɥ̆>Fʩŉ`ό)\7SBıě?/=+E͟΄F˒=A 
 
2.4.3. 二次的アスペクト 
2.4.3.1. ˇʜEǱΚEżĨ?Áʁ˥cvn  
 ʁBÁʁ˥cvnЙвторичный аспектКB;=ͩ='+?B/Y  
 \ĤͼEˇʜEǱΚЙXК$ĖE˜A\ˇʜEǱΚЙYКBżĨ1\
\F˜A\ˇʜEǱΚEªϐЙX’К`͡1Y BżĨ1\+?>cvnEǛ
Ǒ$͡1ǼőBTżĨ$ː0\+?$\Йcf. Плунгян 2011: 395К 
 ûEˇʜEǱΚЙXК`ªʁ˥ATE?1\?5+#ZżĨ/7ˇ
ʜEǱΚЙYКFX ?F˜A\Áʁ˥ATE? +?BA\+E5]6
]Bǭ0=cvnEǼőTªʁ˥ATE#ZÁʁ˥ATEL?żĨ/ \?
 +?BA\ 
 þBͩ7ˇʜEǱΚEŨ`++>T ªǌ˹΃/="+ Ц 
 
Ũ 2-2ЦˇʜEǱΚEđЄ? VendlerЙ1967КEđЄĊȪ  
 
 
 ­>γM7ˇʜEǱΚEżĨ?Fß!Gϲǿ#ZĐɨÀBżĨ/7
[Ĥ˥Aˇʜ#ZϲǿBżĨ/7[1\?:7p©v>\ 
 ПлунгянЙ2011К>Áʁ˥cvn?/=Ȟ*Z]=\TE?/=F·
BÌ®EY ATE$\Ц 
 
 ĸǥˬЙитеративК 
 ̼ȁˬЙхабитуалисК 
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 ſŤˬЙмультипликативК 
 ĭªˬЙсемельфактивК 
 ϓđˬЙдистрибутивК 
 
 +EÁʁ˥cvnFȼϘ˥cvnЙколичественный аспектК?T
ŒG]\29 
 
2.4.3.2. Áʁ˥ЙȼϘ˥КcvnEɺAǼő  
 ++>F­>Ȟ*Z]7ȼϘ˥cvnЙколичественный аспектКE5]6
]B;=ɵʹ1\ 
 ĸǥˬЙитеративКF\ˇʜЙĤÜК$\ªƘEɡϠB"=ĸǥ1
\+?`͡1 
 Ƣ/=̼ȁˬЙхабитуалисКFƘɡ˥Bĸǥ-]\ˇʜЙĤÜК`͡/5]
$Ǚ΀ˇʜE·ÙEˆǨÉ)BA\+?T\ 
 ſŤˬЙмультипликативКFſȼŤB_7:=ĸǥ1\ˇʜЙĤÜК`͡1
5]BƢ/=5 /7ˇʜEĭªϘ`͡ˍ1\E$ĭªˬЙсемельфактивК>
\ 
 ϓđˬЙдистрибутивКFʁ?ξ̯/=ŉ̅EˇʜЙĤÜК$ː0\+?
`͡1TE>\ПлунгянЙ2011К>FʁEY AßȾ$Ȟ*Z]=\Й2011: 
221КЦ 
 
(2-3) Все поразъехались [PFV-PST-PL] кто куда. 
˦5]6]ǯǯEȈLĐ#)7 
(2-4) Он перечитал [PFV-PST-M] всё, что нашлось в библиотеке. 
ǞFŨəЊB:7TE`Ă=ΆQα/7 
 
2.4.4. まとめ 
 Ĝ̖P>>Ͳ΄B")\cvnEjs ©B;=ͩ=%7 
 ªʁ˥cvnЙ̳ˇ˥cvnКBFÌ®EY ATE$:7ɹν
¡?Ƣǭ-3\?®͡EY BP?S\+?$>%\8^ Ц 
 
 
 
 
 
 
                                                
29 +]ZEÈBTĸǥˬEż̅>ɓλY[TØЁǌ>Ƙɡ˥B̷[α1ˇʜ`͡1̃òˬ
ЙраритивК?Ǚ΀ĤÜĒǌ$Ǖ+?`͡1ǕĨ ЙˬаттенуативКTȞ*Z]=\Йcf. Плунгян 
2011: 221-222К$ɥȾ>FˆBĹ[­*2++>γM\B˙S\ 
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͡ 2-6Цɹν¡?ªʁ˥cvn  
アスペクト（大分類）	 アスペクト（下位分類）	 状況の性質に関する備考	 
外部ステージ A	 
に関わるアスペクト	 
¾ɡ¨¾ʮEcvn
ЙпроспективК 
 
	 
	 
内部ステージ	 
に関わるアスペクト	 
状況の開始点	 
に関わるアスペクト	 
ΝĤˬЙинцептивК 
˼ʸˬЙпунктивК 
ˇǿ\F 
£xvEϟƊ 
内部ステージ	 Ȝ̯ˬЙдуративК  
ο͞ˬЙпрогрессивК Ϥ˘E\£xv 
状況の終結点	 
に関わるアスペクト	 
̧̪ˬЙкомплетивК 
˼ʸˬЙпунктивК 
Ϥ˘E\£xv 
外部ステージ B	 
に関わるアスペクト	 
̪ɬˬЙрезультативК  
©gnЙперфектК  
 
 Áʁ˥cvnЙȼϘ˥cvnКBFÌ®EY ATE$:7Ц 
 
 ĸǥˬЙитеративК 
 ̼ȁˬЙхабитуалисК 
 ſŤˬЙмультипликативК 
 ĭªˬЙсемельфактивК 
 ϓđˬЙдистрибутивК 
 
 ͩ̕BY]Gªʁ˥cvn?Áʁ˥cvnFˇʜ`n£
˥Йǧͫ˥КBȠ!\E#\Fn£˥Йƻͫ˥КBȠ!\E#? ʸB
ɥΚ˥Aχ$\Y Bǯ_]\ 
ªʁ˥cvnЙ̳ˇ˥cvnКFˇ ʜ5]͍Ù`n£˥Bͩ=\
5E­>5EˇʜE2]#EϐđЙɁ˂К`́%ȊBȬ˼/=\ 
 5]BƢ/=Áʁ˥cvnЙȼϘ˥cvnКFˇʜ5]͍ÙF
n£˥Bͩ=\5E­>n£˥BȠ!7ˇʜЙſ'FͥȼК`́%ȊB
Ĥ˥\Fϲ˥Й̼ȁˬEųňКBȬ˼/=\?̽!=Y8^  
 +]ZEcvn$£tc΄? Ͳ΄Ù̝>F5]6]@EY B͡-]\
#B;=FǡE̖Йcf. ɥ̍̐ 2.7.3.̖К>˹΃1\ 
 
2.5. ロシア語動詞の体のカテゴリーの持つ文法的意味 
2.5.1. 概要 
 ­̖P>>ª͒Ͳ΄ƒ˥Aɭ̨Q>cvnEjs ©B;=˹΃/7
ɥ̖>F£tc΄EĤͼ$ô!\Ù? Ⱦʝ˥js ©B;=ͩ='
+?B/7 
 þBγM7λ[£tc΄EĤͼENOĂ=30BFÙEjs ©$ô_:=
                                                
30 ƑŬ`͡1΄>[ξή?/=Tɿ͉1\быть`@EY B×̸<)\#BY[̌ųF˜A
[ \быть`Ĥͼ>FA?ͩA1E>]GĂ=EĤͼ$ÙEjs ©`ɝ/=\ 
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"[5]ZEĤͼFƖ½ÙЙ совершенный видКT/'F¯Ɩ½Ù
Йнесовершенный видКE@9Z#Bư/=\+EÙEjs ©F·B­
>ͩ7̅EcvnEǼő`͡1·7\Ͳ΄ǛǑ?/=ɿ͉/=\ 
 ʁ̖>FP2Ͳ΄ǛǑEéĖ˥Ǽő?ª͒˥ǼőЙ¯ż˥ǼőК? ̽
!ɃB;=ͩ7­>ÙEjs ©`Ȅ1Ɩ½Ù¯Ɩ½Ù? Áϼ$Ȅ/
=\Ͳ΄ƒ˥Ƣ̌EǱΚB;=˹΃1\ 
 5]Z`ΤP!7­>ÙEjs ©E͡1ǼőЙéĖ˥ǼőКB;=ͩ=
'+?B1\++>F·BБондаркоЙ1971КРассудоваЙ1968, 1982КEÁ̾E
˵̈`űB΋`οS£tc΄EÙEǼőB;=ÙE˵̈EÒ̫˥Ǎų#Z#
ZP?S\ 
 ɛǡBéĖ˥ǼőE͵γB;=ǣɨ?F˜A\ͫʸ#ZEđɪ`ͽQ=\
ХраковскийE˵̈Й2002КB")\ÙEéĖ˥ǼőE͵γBϡ1\Ȭɳ`̦Æ1\ 
 A"þBγM7λ[Йcf. ɥ̆ċЀF0SB̐ 4.8.̖Кcvn?Ù
? ͟΄B;=Fª͒Ͳ΄ƒB")\ɸǮ?/=Ejs ©`ȝ1ųňBF
cvn? ͟΄`˒\+??/£tc΄`F0S?1\v¦΍΄B
")\Ⱦʝ˥ЙǛǿ΋˥Кjs ©B;=γM\ųňBFÙ? ͟΄`˒
\+??1\ 
 
2.5.2. 体のカテゴリーの文法的意味 
2.5.2.1. ȾʝǛǑEéĖ˥Ǽő?ª͒˥Ǽő  
 ÙEjs ©A@EȾʝǛǑ$͡1Ǽő`ª͒˥ǼőЙобщее значениеКЙ
\F¯ż˥ǼőЙинвариантное значениеК¯żÙЙe¥¦b c¥Ч
инвариантКК?éĖ˥ǼőЙчастное значениеК?BƁ%'đ)=̽!\ 
 éĖ˥Ǽő?FéEȾЙˣͿКB"=\ˆƘEɧÎB"=ˍ]=
'\Ǽő`ȝ15]BƢ/=ª͒˥Ǽő?F\ȾʝǛǑ$ZW\˒ʝ
B"=ąɝ/=Ȝ:=\?̽!Z]\ǼőE+?>\Йcf. Зализняк и Шмелев 
2000: 18К 
 ª͒˥ǼőF̫ ΄΋˥Ǽő΋˥Ⱦ͊A@EŁż˥̤ͧ`ȣϦ/7ǡBʊ\
Ǚ΀EȾʝǛǑЙ++>FÙEjs ©КBąɝ-]=\ȗΓǌEВǼő`
ȝ1E>Y[¥oEñBΰǼő>\?̽!Z]\5]BƢ/=éĖ
˥ǼőFY[£©¡EñBΰǼő>\?̽!=Y8^  
 éĖ˥Ǽő?ª͒˥Ǽő?EχFÌ®EY BˎͰ1\+?$>%\
8^ Ц 
 
͡ 2-7Цª͒˥Ǽő?éĖ˥Ǽő  
	 言語形式の意味の、発話時の文脈への依存度	 意味の抽象度	 
éĖ˥Ǽő В ØЧ£©¡˥ 
ª͒˥Ǽő Ø ВЧ¥o˥ 
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2.5.2.2. ÙEÁϼEƢ̌Цʀƈ˥Ƣ̌B;=  
 ÙEjs ©`ǛȄ1\Ɩ½Ù?¯Ɩ½ÙEÁϼ$@EY AƢ̌ϡãB\
#? +?B;=˹΃/="+  
 ª͒BͲ΄ƒB"=Á;EͲ΄ĭ×EϠB\ÚZ#EΚ˥AƼ˜`͵γ1
\ϩBǻƘ-]\Ƣ̌BF/G/G˒Z]\TE?/=̒áƢ̌
Йэквивалентная оппозиция; equivalent oppositionК$\+]FÁϼϠE˼Ƽ˥ˆ
Ǩ`Л?EǛBύû/=͡˼1\31 
 +]BƢ/=ʀƈ˥Ƣ̌Йпривативная оппозиция; privative oppositionКFƢ
̌ϡãB\ÁϼϠE˼Ƽ˥ˆǨ`ªɃ`ЛT ªɃ`? ǛBύû
/=͡˼1\TE>\+EƢ̌$ǻƘ-]=\ųňBFЛ>͡˼-]\ª
Ƀ`ɝɻϼЙмаркиро́ванный член; marked memberКE͡˼`Ȝ;ϼ`ʻ
ɻϼЙнемаркиро́ванный член; unmarked memberК?/=Ȏ 32ɝɻϼF5E
ǼőˆǨ`ɝ/=\+?`̇ɶ˥B͡˼1\EBƢ/=ʻɻϼF5]͍Ù
F5EǼőˆǨ`ɝ/=\?Tɝ/=A?TˆB͡˼/A 
 5]6]EƢ̌EĆÙß?/=/G/Gǒ#]\£tc΄EŊͼEȼEjs
 ©Eß`ͩ=Q\+?B/Y ++>FстудентЙƒː˖ƏƒːК?5Eͥȼ
Ǜ>\ студентыстуденткаЙƒːƆƏƒːК?5EͥȼǛ>\ студентки?
 ţ;E΄ЙĵJ΄ǛК?5]6]E͡1ǼőB;=̽!=Q\2]TВ
̒ȸ͇ɿϡEƒːƁƒː`Ǽő1\΄>\ 
 P2ĭȼEųň`̽!=QY 5]6]студент >]G˖Əƒːстудентка
>]GƆƏƒː`͡1/7$:=+EÁ̾FЙ͍ʼКǱ? ǼőˆǨ`
˼Ƽ˥ATE?/=Ƣ̌/=\ǼőˆǨE 9˖Ǳ?ƆǱE@9Z`Ĺ
[­*=űʰB1\#FÏǼ8$2]Eųň>T®ŨEY AǛ>Ƣ̌ϡã`͡
1+?$>%\+Eųň+E³̾ϠEƢ̌ϡãF­>ͩ7̒áƢ̌? 
+?BA\Ц 
 
͡ 2-8Ц̒áƢ̌BY\ǼőˆǨE͡˼  
語	 意味特徴の対立（１）	 意味特徴の対立（２）	 
студент Л˖Ǳ ƆǱ 
студентка ˖Ǳ ЛƆǱ 
 
 ?+^$ͥȼǛЙстуденты, студенткиКBA\?ˇʜF˜A:='\P2
                                                
31 ɘB³ɶ˥Ƣ̌Йэквиполентная оппозиция; equipollent oppositionК? Ƣ̌`ǻƘ1\ųňT
\+]FƢ̌1\ÁϼE5]6]$̇ɶ˥B͡˼1\ǼőˆǨ`Ĺ[­*Л>͡˼1\
/#/ÙEjs ©EˆǨÉ)Bϡ/=!G+EƢ̌E͡˼Ƀʝ>FɺAǼőˆǨ`ē
Ȟ1\EQB̧_:=/P Ł͉Ǳ$Вͩ̕BY]GǲZ'5E+?$ˎ˔>cvn΋
B"=ÙEÁϼEƢ̌`΋0\ϩBF+E³ɶ˥Ƣ̌Bű<=Β΋-]\+?FƪA+E
Ƣ̌Bű<=ÙEjs ©EˆǨÉ)`ͽQ7TE?/=FМучникBY\TE$\ЙМучник 
1971К 
32 5]6]ǗϼЙсильный членКǕϼЙслабый членК?1\ųňT\Йcf. Милославский 
2011К 
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студенткаEͥȼǛ>\ студенткиF5E΄BY:=͡-]\ϫňEȄŗFƆƏƒ
ːEQ>\5]BƢ/=студентEͥȼǛ>\ студентыEųňBF5 /
7ęϤFA'˖Əƒː?ƆƏƒː$ʩŬ/7ϫňT˖ƏƒːEQ#ZA\ϫňT
͡1+?$>%\;P[5EȄŗEǱĖBϡ1\ǸŲB;=Fстуденты?
 ǛǑ͍ÙF˫ȨͲĵ/=Aстудентки?F˜A[студенты? Й΄΄ǛК
F5EϫňEȄŗ$˖Ǳ\FƆǱ>\? +?`5E΄Ǜ͍Ù$̇ɶ˥B
͡˼1\+?FAE>\ 
 /7$:=ķɃ$ͥȼǛEųňBF³̾EϠB\Ƣ̌ϡãFстудентки `
ɝɻϼстуденты`ʻɻϼ?1\ʀƈ˥Ƣ̌? +?BA[Ì®EY 
B˼1+?$>%\33Ц 
 
͡ 2-9Цʀƈ˥Ƣ̌BY\ǼőˆǨE͡˼  
語	 意味特徴の対立	 
студенты ƆǱ 
студентки ЛƆǱ 
 
 ɥ̆E˪˥FÙEjs ©EƢ̌F@EƢ̌E|e#? E`˫Ȩ΋0\
+?BFA7S++>F+ /7Ƣ̌E̅Є$\+?`ȝȱ1\B?@S\ 
 ɥ̆>FПКÙEƢ̌Fʀƈ˥Ƣ̌>[РК5EϩɝɻϼFƖ½Ù>\?
1\ˍŬcvn΋B"=Ǌ'ĺ)Ɲ]Z]=\̌ųBıě?/=Fʛ +
?B1\ 
2.5.2.3. Ɩ½ÙEª͒˥ǼőЙ¯ż˥ǼőК`S(\Β΋  
 £tc΄EÙEjs ©$Ȝ:=\ª͒˥ǼőЙ¯ż˥Ǽőe¥¦b c
¥К$ªÙ@EY ATE>\#B;=F+]P>-P.PAǼő$Ȭɳ
-]=%="[5Eϒǌε)Z]\? +?$̷[α-]=\ 
 +Eʸ`ƹ\Β΋Eȩ̂B;=FГловинскаяЙМарина Яковлевна; 1936-КBY
\ªξE˵̈Й1982, 2001КB΁/E>++>Fűɥ˥B5+>E͵γBʛ Ǜ
>';#ͩ='+?B/Y  
 +E̖>FƼ/Ǚ7[ÙEjs ©EƢ̌FƖ½Ù`ɝɻϼ?1\ʀƈ˥Ƣ
̌Йcf. ̐ 2.5.2.2.̖К`Ȅ/=\? ̌ųB̌9Ì®E΋`οS\ʀƈ˥Ƣ
̌`Ȅ/=\?̽!]GɝɻϼЙ;P[+EųňBFƖ½ÙКEǼőˆǨ`ƘS
                                                
33 T9^a+EųňBTǼőˆǨE@9Z`űʰ?1\#BY[ß!GÌ®EY A͡˼EɃʝ
T̽! \8^ Ц 
 
語	 意味特徴の対立	 
студенты ˖Ǳ 
студентки ˖Ǳ 
 
 /#/A$Zλǃʀƈ˥Ƣ̌>FªɃ`\ǼőˆǨ`̇ɶ˥B͡˼1\ɝɻϼ?/ÈɃ`ʻ
ɻϼ?1\7S­EY A͡˼Fʩº`ș%#DA?  `ͤ BīđAN@EƁ
%AėʸFͩĐ/B'8^  
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\+?$ɛƁE˪˥?A\ 
 +]P>Ɩ½ÙE¯ż˥Ǽő?/=Ì®EY AǼő$Ȭɳ-]=%7Ц 
 
 ̧½ǱЙзаконченность действияК 
 Ϥ˘ǱЙпредельность действияК 
 ̪ɬǱЙрезультативность действияК 
 ʸˇǱЙточечность действияК 
 ĂªǱЙцелостность действияК 
 
 /#/­E2]EǼőˆǨBY:=TÙEǼőV˒ʝEĂ=`΅ɉ1\+?
$ĐɨA7Sɛ̧˥BFε)Z]=%=\Ì®>FГловинскаяЙ2001К>
E͵γЙГловинская 2001: 6-14КBàȚ/;;­͵E5]6]EǼőˆǨ`ĆÙ˥
Bͩ='+?B1\ 
 
 P2E̧½ǱЙзаконченность действияК#Zͩ=+ +EǼőˆǨ`
Ȭɳ/=7EFМиклошичЙФранц; Franz Xaver Ritter von Miklosich; 1813-1891К
V Богоро́дицкийЙВасилий Алексеевич; 1857-1941К>\ 
 +E̧½Ǳ?FǙ΀ˇʜЙĤÜК$̧½ʸBP>Ęφ/7? +?`͡
1 
 /#/+E̧½ǱF\ˇʜЙĤÜКEϟƊEǼő`͡1ĤͼЙß!
Gзасуетиться, побежать, запеть?:7TEКE΅ɉBFϊ-A7Sε)Z]
\+??A\ 
 
 ʁEEϤ˘ǱЙпредельность действияК`ͩ=QY +EǼőˆǨ`Ȭɳ/
=7EF ЯкобсонЙ Роман Осипович; 1896-1982КV ВиноградовЙ Виктор 
Владимирович; 1894-1969К>\5/=ǞZBδǣ/=\АвиловаЙНаталья 
Сергеевна; 1915-КЗемскаяЙЕлена Андреевна; 1926-2012КПановЙМихаил Викторович; 
1920-2001КТихоновЙАлександр Николаевич; 1931-2003К?:7˵̈̾TP7+
EǼőˆǨ`e¥¦b c¥?/=Ȭɳ/=7 
 +EϤ˘ǱB;=ГловинскаяЙ2001КF70 ǆȾʝ#ZEͪƘ`ɛT
­Ȋ':=\TE?/=ǒ˒/=\E>++>ȚÆ/="+ Ц 
 
ĤÜEϤ˘? ǼőEɛTȗΓ˥AǼőFĈ˥ǱΚEȜ;Ϥ˘EǼő>
\Ĉ˥ǱΚEϤ˘?F1A_95+BĘφ1\?5EĤÜ$ʦ̿/=/
Pʄa>/P Y A5 /7Ϥ˘\F͌˘ʸ>\ЙГрамматика 
1970: 337К34 
                                                
34 ıȾFÌ®Eλ[Ц 
 
Наиболее абстрактным значением предела действия является значение внутреннего качественного 
предела, т.е. такой границы или «критической точки», по достижении которой действие должно 
исчерпать себя и прекратиться. 
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 ГловинскаяЙ2001КF+EϤ˘Ǳ? ɸǮ$Á;E˒ʝ>˒Z]=
\?ȝȱ/=\ 
 ª;F­>ͩ7Ⱦʝ˥ɸǮ?/=EϤ˘Ǳ>\/#/+EϤ˘Ǳ
`Ȝ:=\EFÌ®>ͩ\Ϥ˘ĤͼЙпредельные глаголыКEQ>\ 
 T ª;FĤͼE΄ǚ˥ǼőEȜ;Ǽő̤ͧ?/=EϤ˘Ǳ>\+EǼ
ő̤ͧ?/=EϤ˘Ǳ`Ȝ:=\EF_W\Ϥ˘Ĥͼ?ŒG]\TE
>\ß!Gоткрывать-открыть окноЙ̋`ϟ)\К? ĤͼЙľКF5
]͍ÙϤ˘`Ȝ;TE8$+E΄ǚ˥Ǽő`Ȝ;ǛǑF¯Ɩ½ÙЙоткрыватьК
Ɩ½ÙЙоткрытьКEķɃ$[΄ǚ˥Ǽő?/=F@9ZTϤ˘ǱEǼőͧ
̤`ŏa>\+EųňϤ˘ǱFƖ½Ù8)BũɝETE>FA? +
?BA\ 
 P7Ϥ˘BĘφ/AƖ½Ù`͡1ªξEĤͼ̺T\Ì®EÁß`ͩ=Q
Y Ц 
 
(2-5) *35Он уж надел [PFV-PST-SG-M] пальто и продолжает его надевать [IMPF-INF]. 
*ǞFžƅ`T ˰ίa>7$5]`˰\ĤÜ`̯)=\ 
(2-6) Цены уже очень повысились [PFV-PST-PL] и продолжают повышаться [IMPF-INF]. 
˅áFɅBϳǃBВ'A:7$­$[̯)=\ 
 
 ­ßЙ2-5К$¯͍ʼAEFƝɊBˎͰ>%\/#/Й2-6КFɶS=͍ʼ>\
T/Й2-6К>˒Z]=\Ɩ½Ù$ÚZ#EϤ˘BĘφ/=\E>]G
Й2-5К?ŉɺB¯͍ʼBǾ0Z]\F2>\+]F_W\̭Ƣ˥Ϥ˘
Йабсолютный пределК?ˬƢ˥Ϥ Й˘относительный пределКEχ>\Й2-6К
EY AˬƢ˥Ϥ˘`͡1ĤͼFÈB возрастиЙŶƁ1\КповыситьЙВS
\ŶV1КповыситьсяЙВP\Ŷ!\КпонизитьсяЙ®$\Ø'A\Кудлинить
Йψ.)\КудлинитьсяЙψ.#\КуменьшитьЙʬZ1КуменьшитьсяЙʬ\
Ʃ-'A\КускоритьЙμǌ`­*\КускоритьсяЙμǌ$­$\КA@$\ 
 Ì­E+?#ZϤ˘Ǳ? ɸǮ$Ɩ½ÙE¯ż˥Ǽő?/=F¯ƖĂ>
\? +?$đ#\36 
 
 ­͵E̪ɬǱЙрезультативность действияК`ͩ=QY +EǼőˆǨ`Ȭ
ɳ/=7EFКарцевскийЙСергей Осипович; 1884-1955КМучникЙИ. П.К>
\ 
                                                
35 ++>ßȾEȾЀBÉ/=\ɌįЙ*КFǙ΀Ⱦ$ϳȾ>\+?`˼1 
36 Ϥ˘? ɸǮ5]͍ÙB;=FɥȾ>ͩ7̭Ƣ˥Ϥ˘?ˬƢ˥Ϥ˘EÈBĈ
˥Ϥ˘Йвнутренний пределК?ž˥Ϥ˘Йвнешний пределКˍƚ˥Ϥ˘Йреальный пределК
?ʵŬ˥Ϥ˘Йпотенциальный пределКɉ˼˥Ϥ˘ǱЙэксплицитный пределК?ϳɉ˼˥Ϥ
˘ǱЙимплицитный пределКA@$\+]ZªξEϤ˘ЙǱК? ɸǮ5]͍ÙB;=
E̽ơF̙ʴBP?SZ]7TE?/=ТФГЙ1989КB")\ БондаркоBY\΋`Ĵʾ-]7
Йcf. ТФГ 1989: 46-51К 
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 +E̪ɬǱFȾƐλ[ĤÜE̪ɬ`͡1TE>\Мучник F+]
`þEϤ˘Ǳ?NOŉªETE?ͩA/=7Y >\ 
 /#/A$ZГловинскаяBY]GЙ2001: 12К+E̪ɬǱFƖ½Ù$ɓσ
˥BȜ9ň_3=\ˆǨEY Bǯ_]\TEE¯Ɩ½Ù?E˼Ƽ˥AˆǨ
?FA:=A? ET̪ɬǱ`͡1+?E>%\¯Ɩ½ÙĤͼT\#Z
>\ß!Gвидеть, слышать, ощущать, чувствовать, лгать?:7Ĥͼ\
F увеличиваться, удлиняться ?:7Ϥ˘Й̭Ƣ˥Ϥ˘К`Ȝ7AˇʜЙĤÜК
`͡1ĤͼA@F̪ɬǱ`͡1+?$>%\ 
 \FÌ®EY AßȾ`ĴʾЦ 
 
(2-7) Я смотрел [IMPF-PST-SG-M] фильм «Летят журавли». 
Е$Їa>'? ɍ˗`ͮ7+?$[P1 
(2-8) Что же вы правило нарушаете [IMPF-PRS-2PL]? 
Ú8:=ͪě`˷:=\a>1Щ 
 
 +]ZEȾB")\5]6]E¯Ɩ½ÙĤͼFǙ΀ˇʜ$̪ɬBĘφ/=\
+?`͡/=\?Ͳ!\Ĝ̾F_W\¯Ɩ½ÙEéĖ˥ǼőE 9Eª͒˥
ÀƚEǼőЙͮ7+?$[P1КЙ®E̐ 2.5.3.3.̖B=ǡγК>[ǡ̾F
ͪě`ɅB˷:=\Й;P[ͪě`˷\? ˇʜ$Ɩ½/=̪ɬ$Đ=
\Кˇʜ®>˒Z]\ЙA4˷:=\E>1#ЩК 
 /7$:=+E̪ɬǱTP7Ɩ½ÙEe¥¦b c¥?/=FϊǙ>F
A?Ͳ_.\`ǤA 
 
 ­͵EʸˇǱЙточечность действияКEǼőˆǨ`Ȭɳ/=7EFБругман
ЙКарл; Karl Brugmann; 1849-1919КМейеЙАнтуанЧAntoine Meillet; c¥¤©¨
eh; 1866-1936КМазонЙАндре; André Mazon; 1881-1967КПешковскийЙАлександр 
Матвеевич; 1878-1933К>\ 
 +EʸˇǱЙϳǎϜǱЙнепротяженностьК\FϳȜ̯ǱЙнедлительностьК
? ͟΄$˒Z]\+?T\К?FǙ΀ˇʜEϟƊ?̧½$ʸEY Bª
͏/=\37+?`͡1?-]\ 
 +EǼőˆǨ$Ɩ½ÙEąɝ1\ǼőˆǨ>\?1]GƖ½ÙBY:=͡-
]\ˇʜFϟƊ1\?ŉɑB̧½1\? |eEˇʜ>\? +?BA\ 
 /#/A$ZƖ½ÙĤͼFǃB5 /7ˇʜ`͡1TEG#[? _)>FA
ß!Gпостепенно привыкЙǢBȁ]7Кмедленно подошелЙW:'[?
ΰÉ7К? Y AßV\Fпроспал два часаЙÁɑϠˮ:7Кпогулял 
с двух до четырехЙÁɑ#ZţɑP>KZKZ/7К? Y Aʸ? Ǿ
ͬ>FȠ!Z]5 TAß$\+?`̽!]GʸˇǱ? ǼőˆǨFƖ
½ÙEe¥¦b c¥?/=FϊĒ>FA? +?BA\ 
                                                
37 ГловинскаяЙ2001КF̧½?ϟƊ$͝)ň:=\Йконец сливается с началомК? ͡ˍ`
˒=\Й2001: 12К 
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 ­͵EĂªǱЙцелостностьКEǼőˆǨ`ȴȜ/=\EFРазмусенЙЛ. П.К
Ф. де СоссюрЙФердинанд де; Ferdinand de Saussure; g¡d¥¨¨zt©¡; 
1857-1913КДосталЙАнтонин; 1906-?КИсаченкоЙАлександр Васильевич; Aleksandr 
Issatschenko; 1910-1978КРужичкаЙРудольф; Rudolf Růžička; 1920-2011К5/=
МасловЙЮрий Сергеевич; 1914-1990К?5EǓƏB7\ БондаркоЙАлександр 
Владимирович; 1930-К>\P7þE̍>˹΃/7Y BЙcf. ̐ª̍̐ 3.1.
̖КРассудоваV ForsythTˎ΋˥BF Маслов? БондаркоE̝ΐBξA\?̽!
Z]\7S++BĠ!\+?T>%\8^  
 +EĂªǱ? ɸǮB;=FРазмусенBY\ĔɡEͪƘ?ǡǆBA:
=Ȭɳ-]7ͪƘ?>5]6]ˎͰ$˜A:=\+?$ȝȱ-]=\
ЙГловинская 2001: 13-14К 
 Размусен BY\ĔɡEͪƘBY]GĂªǱFǙ΀ˇʜEϟƊµ˩̧½
E5]6]$ªÙE˅Й̲ÙК?/=QA-]=\? +?`͡138 
 /#/A$Z+EͪƘF­E̧½ǱE̔Ȉ>TȞ*7ϟƊ`͡1Ĥͼ
Йзасуетиться, побежать, запетьA@КBϡ/=+EĂªǱ$Ǚ=FP\#@ 
#B;=Β΋EÛŭ$\8^ T:?TРазмусен E·ǖ/7Y Bˇʜ
EϟƊEϐđ`ɘB̥đĨ/=ˇʜEϟƊEϟƊˇʜEϟƊEµ˩ˇʜ
EϟƊȨ½E¬;`ªÙE˅?/=͡/=\?̽!\+?T>%\8^ 
/#/A$Z+]$ͷƝ-]\E>]GɘBˇʜEϟƊEϟƊEϟƊˇ
ʜEϟƊEϟƊEµ˩ˇʜEϟƊEϟƊȨ½`ªÙE˅?/=͡1ɘBF
T:?Ͳ!GˇʜEϟƊEϟƊEϟƊEϟƊˇʜEϟƊEϟƊEϟƊEµ˩
ˇʜEϟƊEϟƊEϟƊȨ½`ªÙE˅?/=͡1? Y BƘ̻$ϩ
Ϥʻ'Ǧˏ/=/P +??A[̪ɬ?/=+ /7ͪƘEɝģǱ͍Ù$˞_/
TE?A:=/P 8^  
 ΰǆBA:=ĂªǱ? ɸǮFϫ̞ǱЙкомплексностьКĤÜE¯Ł
đEĂªǱЙнеделимая целостность действияК\FЙϟƊˬ¨µϠˬ¨̧½
ˬ?:7КˬBđ)\Ǜ>ĤÜ`͡ˍ>%AǱΚЙнепредставимость действия в 
виде фазК?:7Y BʏŠ˥B˒Z]\Y BA:=\/#/+]Z
EͪƘ`Ȧ˒/7B/=TþE̪ɬǱ>ͩ7Й2-7КEßȾ$ĸß?A:=/
P 8^ 5+>E¯Ɩ½ÙBY:=͡-]=\ˇʜЙĤÜКFĂªǱ`T
:=͡-]=\?ͩA3\#Z>\ 
 
 ++P>τĳBɺA˵̈̾BY:=Ȭɳ-]=%7Ɩ½ÙE¯ż˥ǼőEì
ͤB;=5EÊ͡˥ATEЙ̧½ǱϤ˘Ǳ̪ɬǱʸˇǱĂªǱК
`ͩ=%7 
 ͩ̕>F5T5TEŝЂF\I?;EǼőˆǨBY:=ɺAˣͿEɧÎ
                                                
38 ++>EͪƘFþBͩ7Йcf. ̐ 2.1.̖КComrieЙ1976КBY\Ɩ½ˬEͪƘ?ϔÖ/=
\+E+?#ZComrieЙ1976К>F+E РазмусенBY\ĂªǱEͪƘ`ė˒/=Ɩ½ˬ
`ˆǨÉ)Y ?ͽQ=7+?$đ#\ 
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®>ÙEjs ©BY:=͡-]\ſɺAǼőĂ=`5+Bύû1\Ǜ>΅ɉ1
\? +?$ɬ7/=Ł͉#@ #? ϐđB\E8^ ?ǯ_]\Àƚ
+ /7c£©~>͞A_]=%7Β΋$ЙƪA'?T£tc΄EĤͼBϡ/=Ͳ
!GКɛ̧˥AͰ`Ȭ˼1\BˍŬP>͎:=AÌ­5Ec£©~͍Ù`ͩ
˫1ɑɡBɨ=\+?FϠχA>^ 5EǼő>ÙEjs ©E˼1
éĖ˥AǼőE͵γ`üƚ-3\?ŉɑB?[_)ÙEjs ©EȾʝ˥Ǽő
?ĤͼE΄ǚ˥Ǽő?EˬÂEϡãB;=T͵γ`ɘB͞A:='Ǫͧ$\
?ǯ_]\39 
 5 /7ƒŝ˥ˇʜEµ>80ǆÊBā[˜A\c£©~BY\ÙEǼőE
͵γBϡ1\ͽQ$Ȭɳ-]7ʁ̖>F5E˜A\c£©~B;=Ĺ[­*
=Q\ 
2.5.2.4. ÙEjs ©EǼő͵γE˜A\c£©~  
 Ĝ̖>F+]P>BȬɳ-]=%7Ɩ½ÙEe¥¦b c¥?5]BƢ1\
ĸ΋B;=ɵʹ/7 
 + /7ǣɨEÙEǼőEđɪȊʝBƢ/=80ǆÊBā:=˜A\c£©~`
Ȭɳ/7E$ Гловинская>\ 
 ͩ̕BY]G80ǆÊÌϣɥ̆EŰ̑ɑʸ>ÙEjs ©EȾʝ˥ǼőE͵
γEc£©~BFƁ%'đ)=Ì®EÁ;Ec£©~$\?̽!Z]\40Ц 
 
 ǼőˆǨàƑc£©~Йпризнаковый подходК 
 ǼőͰϕàƑc£©~Йсмысловой подходК41 
 
 Ĝ̖P>ͩ=%7Y AǼőˆǨàƑc£©~FͲ΄ƒʣEÒ̫`
ǒ%̮>"[̎˥BͲ!GϸϹ΋B")\ϸ̤E͵γʝ`Ͳ΄EǼőE͵γ
BTϊ˒/Y ? ͽQ>\1A_9';#EǼőˆǨĘQň_3BY
:=ÙEjs ©EƢ̌E͵γ\F¯ż˥ǼőE͵γBĹ[̨a>%7
/#/A$ZĜ̖>γM7Y B+Ec£©~Bű<7ȼEǼőˆǨF
Ȭɳ-]=Fε)Z]\? +?`̷[α/ʖƘ˥Aìͤ$ͩ;#ZAPP
͞%;P[`ͩ3=7 
 + /7ÙEǼő˵̈B")\\̅EϞŴǾ`Ȍϟ/Y ? ͽQ$82
ǆE͘ÜЙГловинская 1982КBƊP\ Гловинская EĹ[̨Q8:7?!\
Гловинская Fǣɨ͞A_]=%7+EY Ac£©~`Ľć˥ATE>
                                                
39 +EY BÙEjs ©E͡1ǼőFªɺ>FA$5 /7ſɺǱ`T:7js ©>
\+?`ˆǨÉ)\+?`Ł͉B1\E$ǡBγM\cvnEǼőEnv|©? 
ɸǮ>^ 5]B;=Fɥ̍EǡE̖Й̐ 2.7.6.̖К`Ĵʾ-]7 
40 ПетрухинаЙ2009К>F++>γM\Á;Ec£©~BĠ!=ПадучеваЙЕлена Викторовна; 1935-К
$Ĺ[̨a>\таксономический подходЙđЄc£©~К?ÙEjs ©$lvB"
=ɬ71ɿ͉Bʠ˪/7текстовый подходЙlvc£©~КEÁ̅Є$Ġ!Z]=\$
++>FɥȾBȞ*7Á̅ЄEc£©~`ɛT·ͧATE>\?ͩA/Ì®΋`οS\A
"+]Zţ;Ec£©~B;=ПетрухинаЙ2009К>Tɸ˚$γMZ]=\Йcf. 2009: 52-59К 
41 ПетрухинаЙ2009К>F+Ec£©~`ȝ1ϩтолковательный подход? ͟΄$˒Z
]=\Йcf. 2009: 55-57К 
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\?×̸É)+Ec£©~>FÙEjs ©EǼőEɥΚBFβ]A?/
˜A\Ǽő͵γEc£©~`Ȭɳ/75]$ǼőͰϕàƑc£©~>\ 
 5+>FƖ½Ù?¯Ɩ½ÙEÁϼB\Ǽő˥Ƣ̌Fªɺ>FA+?$ȝȱ-
]425EƢ̌E|e`ɉZ#B1\? c£©~$ͽQZ]=\ 
 Гловинская$ÙEƢ̌EǼő˥|e? TE`Ȭɳ1\B͎:7ˎ΋˥͈ɔ
BF5]P>Ecvn΋B"=͞A_]=7ǼőEȎ?Fɱɥ˥B˜A
:7Ǽő΋˥Ȋʝ$\+]FАпресянЙЮрий Дереникович; 1930-К`µǩ?1
\vn¤Ǽő΋ƒʣ43BY:=ˍŬT̛ğ˥Bˎ΋˥ˣƯ$οSZ]=\Ǽ
ő͵γEȊʝ>\+Eƒʣ͍ÙFĤͼEQAZ2΄EǼő͵γĂ͒BĹ[̨a
>\$ГловинскаяF+EƒʣEǼőđɪ¨͵γEȊʝ`ÙEjs ©EǼ
ő͵γBϊ˒1\+?BY[ÙEƢ̌E|e? ɸǮ`Ȭɳ1\B͎:7?̽
!Z]\ 
 ɥ̆>F5Evn¤Ǽő΋ƒʣEǼő͵γEˎ΋\F Гловинская$5E
͘ÜЙ1982, 1986, 1998, 2001, 2002К>͞A:7ĤͼEÙEǼő`µǩ?/7Ǽő͵
γB;=5E΁̥BP>ΤQίR+?F>%A$̙ʴB˹΃/="'ǪͧF
\8^ ЙÌ®E͵γF·B Гловинская 2001Bű<=\К 
+EǼő͵γEȊʝF_W\|Ͳ΄BY\΄E¢©wBY\Ǽő͵γ
EɃʝ>΄EǼő`';#Eɱʯ˥AǼő̤ͧBύû/='? Ƀʝ`Ĺ
\P2ͪƘ1\+?E>%AıĔ˥AɸǮЙисходные понятияК?/=
'МОМЕНТ РЕЧИ', 'МОМЕНТ НАБЛЮДЕНИЯ', 'ПРЕДШЕСТВУЮЩИЙ', 'ПОСЛЕДУЮЩИЙ', 'ПОСЛЕ', 
'ПОЗЖЕ', 'СУЩЕСТВЕННЫЙ', 'ПРИЗНАК', 'ЗНАЧЕНИЕ ПРИЗНАКА', 'ДЕЙСТВИЕ', 'СОСТОЯНИЕ', 
'РЕЗУЛЬТАТ', 'ЧАСТЬ', 'БЫТЬ', 'СУЩЕСТВОВАТЬ', 'НАХОДИТЬСЯ', 'ИМЕТЬ', 'МОЖЕТ', 'БОЛЬШЕ', 'НЕ', 
'КАЖДЫЙ', 'ЕСЛИ ... ТО'; 'ЦЕЛЬ', 'ДОЛЖНО', 'НЕПОСРЕДСТВЕННО', 'ПРЕКРАТИТЬСЯ', 'БЫТЬ 
БЛИЗКИМ К ЧЕМУ-Л.', 'ПОЛУЧИТЬ', 'СОЗДАТЬ'; 'ГОВОРЯЩИЙ', 'СЛУШАЮЩИЙ', 'СЧИТАТЬ'A@`
ͶƘ/=\Йcf. Гловинская 2001: 83-86К44 
                                                
42 T9^a5]ÌĜBTÙBÁϼEȄ1Ǽő˥AƢ̌$ªɺ>A+?`ȝȱ/7˵̈̾F\
ß!GɅB 1948ǆB МасловF5E͘ÜEµ>Ì®EÃ;E|e`ȝȱ/=\ЙМаслов 1948КЦ 
 
 £xv?/=EĤÜ?Ăª˥AĤÜ 
 ̪ɬφȄEͽQ?/=EĤÜ?̪ɬ$φȄ/7+?`˼1ĤÜ 
 ʻęϤEϜ-`Ȝ;ĤÜ?ęϤE\Й\F˱Ϡ˥AКĤÜ 
 ĸǥĤÜ?ĭªEĤÜ 
 ª͒˥AĤÜ?ĆÙ˥AĤÜ 
 
 P7+E˵̈B;=F̙ʴBP?SZ]7 МилославскийЙИгорь Григорьевич; 1938-КBY\͵
γЙcf. Милославский 2011: 158-159К\F ГловинскаяBY\͵γЙГловинская 2001: 24-25КA@
TĴʾ-]7 
 +EY BǼő˥AƢ̌Eſɺ-F΃Ώ-]=F7TEE+EſɺAƢ̌`Ȅ1Áϼ#Z¯
ż˥AǼő`Ĺ[Đ1+?P>FǼőˆǨàƑc£©~BY:=FȄ/π*Z]A#:7? 
+?BA\ 
43 vn¤Ǽő΋ƒʣЙМосковская семантическая школаК?5Eˎ΋B;=Eɸ΅?/=F
АпресянЙ2005К`Ĵʾ-]7 
44 ++>ŇɸǮ$v©¡l|¡>˼/=\EFЙ͍ʼͲ΄>\£tc΄?F˜A\К|
Ͳ΄>\+?`ɉ˼˥B1\7SB̑̾$͞A:7TE>\Й®EµϠ˥ɸǮB;=Tŉ
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 ʁBµϠ˥ɸǮЙпромежуточные понятияК?/= 'НАЧАТЬ' / 'НАЧИНАТЬ', 
'КОНЧИТЬ' / 'КОНЧАТЬ', 'СТАНОВИТЬСЯ' / 'СТАТЬ', 'ДЕЙСТВОВАТЬ', 'БЫТЬ (НАХОДИТЬСЯ) В 
КАКОМ-ТО СОСТОЯНИИ', 'ИМЕТЬ СВОЙСТВО', 'ПОСТЕПЕННО'?:7TE$Ȟ*Z]=\
Йcf. Гловинская 2001: 86-89К 
 +]ZEͲ΄F¢©wE7SEˆʉAͲ΄?/=ˎͰ-]\M%>+]
ZE΄?ǼőEΰ£tc΄? ͍ʼͲ΄Ù̝Ĉ>E΄?FǪ2/Tª͏/A
TE>\?-]\Йcf. Гловинская 2001: 86К 
 +]ZEͲ΄`˒=Ǽőđɪ`Ʉ1τ̄>ĤͼE΄ǚ˥Ǽő̒`ȣϦ/=:
7­>ɛ̧˥Bʊ\ąλEǼő̤ͧ`űB/=ÙEc`Ȅ1Á;EĤͼEϠB
\Ǽő˥AƢ̌EŮ`đЄȗĐ/='E>\ 
 ГловинскаяFÙEǼőEƢ̌E|e?/=Ì®Eţ;`űɥ˥AŮ?/=Ȭ
ɳ/=\45Ц 
 
͡ 2-10ЦГловинскаяЙ1982, 2001КBY\ÙEǼő˥Ƣ̌E|e  
対立の型	 メタ言語による表示	 
Ů НАЧИНАТЬ (-СЯ) М НАЧАТЬ (-СЯ) 
Ů СТАНОВИТЬСЯ М СТАТЬ 
	Ů ДЕЙСТВОВАТЬ С ЦЕЛЬЮ М ЦЕЛЬ РЕАЛИЗОВАНА 

Ů БЫТЬ В СОСТОЯНИИ М НАЧАТЬ БЫТЬ В СОСТОЯНИИ И БЫТЬ В НЕМ 
 
 Ì®E͡>5]6]EŮBư1\Ĥͼ`˹΃/="'Ц 
 
͡ 2-11Ц5]6]E|eB΀Ǚ1\Ĥͼ  
対立の型	 該当する動詞	 
 
 
 
 
 
Ů 
 
 
 
 
 
 
возникать / возникнуть, наставать / настать, наступать / наступить, начинать / начать, 
начинаться / начаться, появляться / появиться, исчезать / исчезнуть, переставать / 
перестать, прекращаться / прекратиться, выздоравливать / выздорветь, замерзать / 
замерзнуть (о воде), засыхать / засохнуть, согреваться / согреться, высыхать / высохнуть, 
заболевать / заболеть, забывать / забыть, загрязняться / загрязниться, заквашиваться / 
закваситься, закисать / закиснуть, затихать / затихнуть, насыщаться / насытиться, 
омрачаться / омрачиться, опошляться / опошлиться, оскудевать / оскудеть, ослабевать / 
ослабеть, отвердевать / отвердеть, отогреваться / отогреться, оттаивать / оттаять, 
превращаться / превратиться, проходить / пройти (о боли), размягчаться / размягчиться, 
спускать / спустить (шина спускает), угасать / угаснуть (чувства угасают), углубляться / 
углубиться (в занятие), бледнеть / побледнеть, глупеть / поглупеть, грустнеть / 
погрустнеть, дурнеть / подурнеть, краснеть / покраснеть, возвращаться / возвратиться, 
                                                                                                                                                       
ɺКıȾ>F͡͵Bϡ/=ˆʋĩĖF-]=A 
45 A"5]6]EŮFɄ-]\ǼőđɪBǭ0=5]6] IŮ$ I-aŮ? I-бŮIIIŮ$ III-a
Ů? III-бŮIVŮ$ IV-aŮIV-бŮĵJµϠ|eЙпромежуточный типК?B®×đЄ-]\$
++>FɛTűɥ˥ATE>\ţ;E|e`ɥȾBF˼1 
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Ů 
приближаться / приблизиться, снижаться / снизиться, входить / войти, всходить / взойти, 
выходить / выйти, заходить / зайти, отходить / отойти, подходить / подойти, расходиться / 
разойтись, сходить / сойти, проходить / пройти (мимо чего-либо), окрашивать / окрасить, 
увлажнять / увлажнить, смягчать / смягчить, успокаивать / успокоить; делать / сделать, 
вбивать / вбить, втаскивать / втащить, погружать / погрузить, читать / прочитать, шить / 
сшить, писать / написать, строить / построить, надевать / надеть, возвращаться / 
возвратиться, возвращать / возвратить, вставать / встать, забывать / забыть, загораживать 
/ загородить, исполнять / исполнить (пьесу Шопена), изготавливать / изготовить, 
ложиться / лечь, наклонять / наклонить, обрабатывать / обработать, окружать / окружить, 
окутывать / окутать, опрокидывать / опрокинуть, опускать / опустить, опускаться / 
опуститься, осматривать / осмотреть, останавливать / остановить, останавливаться / 
остановиться, отделять / отделить, отделяться / отделиться, открываться / открыться, 
открывать / открыть, откусывать / откусить, отламывать / отломить, перевозить / 
перевезти, переворачивать / перевернуть, передвигать / передвинуть, переезжать / 
переехать, переходить / перейти, переодевать / переодеть, переодеваться / переодеться, 
перечитывать / перечитать, переворачиваться / перевернуться, подбирать / подобрать, 
поднимать / поднять, подниматься / подняться, подтягивать / подтянуть, подтягиваться / 
подтянуться, появляться / появиться (о пятне), приближаться / приблизиться, прикреплять 
/ прикрепить, приобретать / приобрести (окраску), раздавать / раздать, разрезать / 
разрезать, раскрывать / раскрыть, раскрываться / раскрыться, рассказывать / рассказать, 
расспрашивать / расспросить, рассчитывать / рассчитать (конструкцию), садиться / сесть, 
свертывать / свернуть, свертываться / свернуться, связывать / связать, связываться / 
связаться, снижать / снизить (скорость), собирать / собрать, собираться / собраться, 
соединять / соединить, соединяться / соединитьсяĂ 123c 
 
 
 
Ů 
 
 
 
 
улучшаться / улучшиться, удаляться / удалиться, приближаться / приблизиться, падать / 
упасть (о температуре, ценах и т.п.), повышаться / повыситься, понижаться / понизиться, 
подскакивать / подскочить, продвигаться / продвинуться, разбухать / разбухнуть, 
раздуваться / раздуться, расти / вырасти, расширяться / расшириться, сокращаться / 
сократиться, сужаться / сузиться, толстеть / потолстеть, увеличиваться / увеличиться, 
удлиняться / удлиниться, уменьшаться / уменьшиться, утолщаться / утолститься, 
увеличивать / увеличить, уменьшать / уменьшить, удалять / удалить, приближать / 
приблизить, улучшать / улучшить, ухудшать / ухудшить, повышать / повысить, понижать 
/ понизить, расширять / расширить, сужать / сузить, поднимать / поднять (цены)Ă 30
c 
 
 
	Ů 
 
 
 
вколачивать / вколотить, выбивать / выбить (дурь из головы), выбивать / выбить (гвозди у 
завхоза), всучивать / всучить, выпытывать / выпытать, добиваться / добиться, зазывать / 
зазвать, отговаривать / отговорить, подбивать / подбить (вступить в драку), подговаривать 
/ подговорить, принуждать / принудить, склонять / склонить, соблазнять / соблазнить, 
провоцировать / спровоцировать, уговаривать / уговорить, умолять / умолить, упрашивать 
/ упросить, вдалбливать / вдолбить, внушать / внушить, втираться / втереться, 
 55 
 
 
 
 
 
 
	Ů 
втолковывать / втолковать, доказывать / доказать, обманывать / обмануть, убеждать / 
убедить, уверять / уверить, задабривать / задобрить, запугивать / запугать, успокаивать / 
успокоить, доказывать / доказать (теорему), отгадывать / отгадать, решать / решить 
(задачу), разгадывать / разгадать, сдавать / сдать (экзамен), дожидаться / дождаться, 
искать / найти46, ловить / поймать, отыскивать / отыскать, поступать / поступить (в 
институт); заставлять / заставить, настаивать / настоять (на своем), обращать / обратить (в 
мусульманство), объяснять / объяснить, растолковывать / растолковать, будить / 
разбудить, подбадривать / подбодрить, приохочивать / приохотить, успокаивать / 
успокоить, усыплять / усыпить, утешать / утешить, взвешивать / взвесить (аргументы), 
выбирать / выбрать, выяснять / выяснить, изучать / изучить, обдумывать / обдумать, 
осмыслять / осмыслить, придумывать / придумать (загадку), разузнавать / разузнать, 
узнавать / узнать, беречь / уберечь, возбуждать / возбудить (дело), выбиваться / выбиться 
(в люди), выводить / вывести (пятно), выслеживать / выследить, выслуживаться / 
выслужиться, защищать / защитить, менять / обменять (квартиру), основывать / основать 
(общество), отдыхать / отдохнуть, прятать / спрятать, предотвращать / предотвратить, 
приспосабливать / приспособить, разыскивать / разыскатьĂ 66c 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ů 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
беситься / взбеситься (Он бесится/ взбесился от ревности.), беспокоиться / обеспокоиться, 
волноваться / взволноваться, любить / полюбить, ненавидеть / возненавидеть, 
обожествлять / обожествить, сердиться / рассердиться, тревожиться / встревожиться, 
верить / поверить, увлекаться / увлечься, интересовать / заинтересовать, интересоваться / 
заинтересоваться, воображать / вообразить, выделять / выделить, понимать / понять, 
признавать / признать, возглавлять / возглавить, возноситься / вознестись, выбиваться / 
выбиться, загромождать / загромоздить, заполнять / заполнить, нависать / нависнуть, 
покрывать / покрыть, поворачивать / повернуть, кончаться / кончиться, начинаться / 
начаться, доходить / дойти, обрываться / оборваться, изменять / изменить (направление), 
подводить / подвести, приводить / привести, выводить / вывести, доводить / довести, 
заводить / завести, обходить / обойти, отходить / отойти, переходить / перейти, подходить 
/ подойти, проходить / пройти, опоясывать / опоясать, нависать / нависнуть, вдаваться / 
вдаться, открываться / открыться, подниматься / подняться, возноситься / вознестись, 
загораживать / зогородить, закрывать / закрыть, заслонять / зослонить, застилать / 
застлать, воплощать / воплотить, выделяться / выделиться, выступать / выступить, 
обнаруживать / обнаружить, сохранять / сохранить, обнимать / обнять, заниматься / 
заняться 47 , встречаться / встретиться, предъявлять / предъявить, скрывать / скрыть; 
наслаждаться / насладиться, гладить / погладить, трогать / тронуть, пытаться / 
попытаться, заботиться / позаботиться; глядеть / поглядеть, видеть / увидеть, слышать / 
услышать, казаться / показаться, чудиться / почудиться, мерещиться / померещиться, 
                                                
46 найтиBƢǭ1\¯Ɩ½Ù?/=Fλǃ находить$ǻƘ-]\+?$ſ$ГловинскаяF+E
Á;`c?FͩA/="Z2Ê_[B искать`Ȭɳ/=\7SЙГловинская 2001: 106-107К
++>F5]Bǣ  
47 ųňBY:=Fc`Ȅ/=A? ̽!ɃT^ $ГловинскаяFc>\?ͩA/=
\ 
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Ů 
ощущать / ощутить, чуять / почуять, чувствовать / почувствовать, нравиться / 
понравиться, огорчаться / огорчиться, восхищаться / восхититься, жалеть / пожалеть, 
веселить / развеселить, восхищать / восхитить, удивлять / удивить, льстить / польстить, 
возмущать / возмутить, обижать / обидеть, огорчать / огорчить, оскорблять / оскорбить, 
поддерживать / поддержать, потеть / вспотеть, думать / подумать (о чем), думать / 
подумать (что̖)Ă 89c 
 
 +]F_W\|Ͳ΄BY\ƛͮ˥AǼő͵γ`˪ȝ/7TE>\$
ͩ̕>Fcvn΋B")\+E˵̈EɛƁEƒ͟˥AΕˊF£tc΄EÙE
js ©EƢ̌$ª̻˥ATE>FA? ʲ?/7įΓ`ǣɨ?F˜A\Ǽ
ő΋˥ȳÜBY[ˎ΋˥AͣÉ)`Ó:=Ů? Ǜ>Ȭ˼/-ZBF5
]P>ɺATE$Ȭɳ-]=ɨ=7ÙEǼő˥¯żÙЙe¥¦b c¥К?
 TEEɂ7Aìͤ`Ȭɳ/7? +?B\8^  
 /#/A$Z|Ͳ΄BY\͵γ$@ĒǌǼő͵γEƛͮǱ`åͺ/=']
=\E#? ŝЂ48V\F+E ГловинскаяEˎ΋͍ÙBTŝЂʸFƑŬ/
="[495EǼő>FÙEjs ©EǼő`S(\΍ŝЂFɣ8Ăϴ˥AͰ
ʖFͩ=A?Ͳ!\ 
 
2.5.3. 個別的意味 
2.5.3.1. ɥ̖>Ĺ[­*\˵̈B;=  
 ++P>Ù? Ⱦʝ˥js ©E͡1ǼőE͵γB;=ͩ7ɥ̖>F
ÙEéĖ˥ǼőBϡ1\þ͞˵̈E͵γ`˹΃1\ 
 Ɩ½Ù¯Ɩ½ÙE5]6]EéĖ˥ǼőB;=FɺA˵̈̾$đЄ`͞A
 vEÜȄ`ͽQ=\ɥ̖>F·B БондаркоЙ1971КРассудоваЙ1968, 
1982К>E͵γ`µǩBͩ='+?B1\ 
 БондаркоЙАлександр Владимирович; 1930-КBY\˵̈Й1971КF˫ȨEǀB
7\ МасловЙЮрий Сергеевич; 1914-1990КE˵̈`ˣƯ-3\Ǜ>ÙEjs 
©E͡1ǼőEÙ̝˥A͵γ`˪ȝ1? ̾͘EªξE˵̈ʢĤE9X @µ
Ϡ7[B×̸1\TE>\+E͘ÜEĜǡ#ZʐE͘ÜE·7\©Fɿ
                                                
48 ª͒B|Ͳ΄BƢ1\ȏĕ?/=|Ͳ΄?F_W\©j©΄? ĭA\Ͳȭ
!Eª̅>[5]BȚ:=Ǽő͵γ`͞:=T;P\?+^£tc΄`ˎͰ1\̾B/#ˎͰ
>%A? ˇʜBϧZ.\`!2ɓσ˥AǼőE͵γɃʝ?FͲ!A? ȏĕ$\
T:?T+ /7ŝЂʸF++>EĤͼEǼő͵γBϤZ2Ͳ΄EǼő͵γĂÙB?:=EŝЂ
>T\?̽!Z]Йcf. ϏņÈ 2004: ix-xviiК++>E ГловинскаяEɃʝ΋B?:=8)>FA'
þBγM7£tc΄cvn΋B"=ǣɨ͞A_]=%7ǼőˆǨBY:=ÙEjs ©
EȾʝ˥Ǽő`ͪƘ/Y ?1\ǼőˆǨàƑc£©~B?:=TŉɺBǙ=FP\TE>\?
̽!Z]\ 
49 Гловинская͍ΥT5]6]EŮE®×|eBƢ1\çʅ`Ġ!=\Йcf. Гловинская 2002К
P7͔Ǆ˜A\ͫʸ#ZEȝȱ?/=ÙEƢ̌EǼő|eEǼő͵γ`͞ ϩBƢΓ?/=
Ĺ[­*Z]=\ĤͼEϋƘBï[$[̪ɬ?/=ЁǌȼEВĤͼEǼő͵γ$οa>
A? ʸ$Ȟ*Z]\+EʸBϡ1\ȝȱ?ŝЂʸEͰʦBŋ)7ȬɳB;=FϢĐƸ
Й2007К`Ĵʾ 
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͉ȾʝEˎ΋L?ɥɲ˥Bt/=\?̽!Z]\+?#Z+E Бондарко
Й1971К$ʐEªξE£tc΄cvn˵̈B"=\̅EĩĒ[?/=E
ǝĞ`ɬ7/=\?ͩ\+?T>%\8^ 5EǼő>F͵Ǯ˸˥A×̸É)B
7\˵̈>\ 
 РассудоваЙОльга ПетровнаКFþBTͩ7Y BЙcf. ̐ª̍̐ 3.1.̖К£t
c΄ȸ͇Eđϗ$Ƥϝ>\+?#ZÙEjs ©`@EY BžŪÄB̼Ǥ-
3\#? ͫʸ>5E͘əЙ1968, 1982К`P?S=\þBTγM7λ[
ˎ΋˥BF Бондарко BȚ:=\ϐđ$Ɓ%?Ͳ!\8^ $ɑęEjs 
©?Eϡ_[T̽Ȃ-]7ÙEjs ©EȜ;ſɺAǼő?˒ʝBϡ1\͵γF
ϳʍ΄Ϳ̾B?:=FɶS=Ηϖ>\ 
 Ì®ɥ̖>FP2ǣɨEɭ̨QBʛ:7Ò̫˥AéĖ˥ǼőEđЄB;=
­͵Eþ͞˵̈Bʛ:=͵γ`˹΃1\ 
 ÙEǼőEˆʉǱ#Z­>Йcf. ɥ̍̐ 2.4.̖К˹΃/7ª͒Ͳ΄ƒEͫʸ#
ZEcvnEǼőE͵γ?ʏά/7ųňȵŞ1M%?ǯ_]\ʸT\$5
 /7ŝЂB;=FǡE̖Йcf. ̐ 2.7.5.̖КB"=̽ơ`Ġ!\ɿÑ`ĖθͶ
)\+?B1\ 
2.5.3.2. Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő  
 P2Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő#Zͩ='+?B/Y  
 БондаркоЙ1971К>FÌ®`Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő?/=Ȟ*=\Й1971: 22-24КЦ 
 
 ĆÙ˥ÀƚEǼőЙконкретно-фактическое значениеК 
 ß˼˥ǼőЙнаглядно-примерное значениеК 
 ʵŬ˥ĤÜEǼőЙпотенциальное значениеК 
 ªțĨEǼőЙсуммарное значениеК 
 
 5]6]BƢǭ1\ßȾ`ͩA$Z+]ZEǼőB;=ͩ='+?B/Y 
50 
 P2ĆÙ˥ÀƚEǼő#Zͩ=͞+  
 
(2-9) Скоро вернется [PFV-PRS-3SG].  Пройдите [PFV-IMP-PL], подождите [PFV-IMP-PL]. 
1(Bȇ[P1E>@ 6"ā[BA:="ǟ9®- 
 
 +EǼőFĆÙ˥AĭªEÀƚЙконкретный единичный фактК` ͡1ЙБондарко 
1971: 22К 
 ʁBß˼˥ǼőB;=˹΃/Y  
 
(2-10) Иногда весной бывает так: налетит [PFV-PRS-3SG] буря, погуляет [PFV-PRS-3SG] 
часа два-три и так же неожиданно затихнет [PFV-PRS-3SG], как началась. 
                                                
50 ßȾF5]6]Ǚ΀Ⱦˊ#Zǒ˒/7TE>\5EϩßȾ$ͥȼ­*Z]=\ųňBF̑
̾EĕɁ>ĹȢϋȔ/=\ɥ̖B"=FÌ®ŉɺ 
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ɎBF+  +?$ɑȓ\TE8Ʒ$ƽ%Ν+[Á¬ɑϠB_7:=
5]FЎ)ƹ:7#?ǯ ?ƽ%Ν+:7ɑ?ŉ0Y B¯ǼBʄa>/
P:7[1\ 
 
 +EǼő>Fĸǥ1\ĤÜ$͡-]\5Eϩĸǥ1\ͥȼEĤÜE 9ª;
`5EĤÜEĆÙ˥Ae©u`°!\7SEß?/=Ĺ[­*\+?>͡ˍ
1\ЙБондарко 1971: 22К 
 ®EßBͩZ]\ʵŬ˥ĤÜEǼő>FʵŬ˥AŁ͉Ǳ$͡ˍ-]\
\ˆƘEªɑʸBư1\TE>FA'#A\ɑʸB"=Tː0 \Y AŁ
͉ǱǪͧǱA@B;=γMZ]=\Ⱦ͊B"=ˍ]\ 
 
(2-11) Женщины! Женщины! Кто их поймет [PFV-PRS-3SG]? 
ƆYИƆYИªÙ·$EÄ79`ˎͰ>%Y #Щ 
 
 ĤͼEǛǿFſ'Ɩ½ÙEɣɨǛЙϳτĳǛК\F¯ƘͼEǛǿ>ˍ]
ŎƘ`Ó +?Tſ+EǼőF­>ͩ7ß˼˥Ǽő?ΰǼő>\?-
]\ЙБондарко 1971: 23К 
 ªțĨEǼőB;=ͩ=QY  
 
(2-12) Равняясь с ними, Алексей мигнул [PFV-PST-M]раз пять подряд. 
ǞZBδ;%A$Zc¢nxeFÃǌN@̌=̯)B˱%/7 
 
 +EǼő$ˍ]\ųňBFдва разаЙÁŤКтриждыЙ¬ŤКнесколько раз
ЙÚǌ#К?:7Ťȼ`͡1ȝɻ`Ó ЙБондарко 1971: 24К 
 
 РассудоваЙ1982К>FÌ®`Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő?/=Ȟ*=\Й1982: 10КЦ 
 
 ĆÙ˥ÀƚEǼőЙконкретно-фактическое значениеК 
 ªțĨEǼőЙсуммарное значениеК 
 ß˼˥ǼőЙнаглядно-примерное значениеК 
 
 5]6]BƢǭ1\ßȾ?/=Ì®EY Aß`Ȟ*=\Ц 
 
(2-13) Он повторил [PFV-PST-M]мне свой вопрос. 
ǞF˿BΚŝ`̷[α/=ͲP/7 
(2-14) Он несколько раз повторил [PFV-PST-M]свой вопрос. 
ǞF̯)=Úǌ#Κŝ`̷[α/P/7 
(2-15) Если вы не поймете мое объяснение, я всегда могу повторить [PFV-INF] его вам 
(я всегда повторю [PFV-PRS-1SG] его вам). 
΅ɉ$đ#ZAY >/7Z;>T̷[α/=*P1Y 
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2.5.3.3. ¯Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő  
 ̯=¯Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő`˹΃/=' 
 БондаркоЙ1971К>FÌ®`¯Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő?/=Ȟ*=\Й1971: 
24-36КЦ 
 
 ĆÙ˥τ̄EǼőЙконкретно-процессное значениеК 
 ęϤEAſŤǱEǼőЙнеограниченно-кратное значениеК 
 ª͒˥ÀƚEǼőЙобобщенно-фактическое значениеК 
 ǳǃ˥¨¯ɁEĤÜEǼőЙпостоянно-непрерывное значениеК 
 ʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼőЙпотенциально-качественное значениеК 
 ęϤE\ſŤǱEǼőЙограниченно-кратное значениеК 
 
 Ĝ̖?ŉɺBƢǭ1\ßȾ`ͩA$Z5]6]EéĖ˥Ǽő`˹΃/=͞+  
 P2ĆÙ˥τ̄EǼő>\ 
 
(2-16) Ел [IPFV-PST-M] Мирон Лукич разборчиво, привередливо и скоро отодвинул 
тарелки. 
£©¥¨¡l©~Fϋ[ƇQ`/=ЈM=7$Ƈ%Ǝ`Ͳ:=1(B
˨`Ȗ/V:7 
 
 +]FĆÙ˥A;P[ɑϠΪBªƘE×̸`ĮS±;ĤÜ$5EƖπBŋ#
:=ο͞/=\τ̄B\TE?/=ĤÜ`Ȭ˼1\ЙБондарко 1971: 24К 
 ęϤEʻſŤǱEǼőFÌ®EY Aß>ͩ\+?$>%\+]Fʻę
ϤBĸǥ1\ĤÜ`͡1ЙБондарко 1971: 27КЦ 
 
(2-17) Зимой гостила [IPFV-PST-F] иногда в усадьбе странница Машенька... 
čBɑϿŭBƛ?/=ι˙/=7EF-1ZÄE©tgj>:
7 
 
 ®EßBͩZ]\ª͒˥ÀƚEǼőFǙ΀ĤÜ$\E#ʻE#Й:
7E#ʻ#:7E#К` ͡1? E$5Eűɥ˥AǼő>\ЙБондарко 1971: 29КЦ 
 
(2-18) Ко мне сам Никодим Палыч Кондаков обращался [IPFV-PST-M], и я его вылечил. 
r¨©¦£¦d~¨r¥}r$͍đ>˿E?+^B͹ơ`ĺ)Bɨ
7+?$:=ʚˢ/=*7a8 
 
 ǳǃ˥¨¯ɁEĤÜEǼőFƖπEθ­B\ĤÜ$θĒ]\+?A'
ǳǃ˥Bο͞/=\+?$͡-]\Ц 
 
(2-19) Говорят—жизнь быстро двигается [IPFV-PRS-3SG] вперед... 
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Äː? TEFΠɇB7878ĜBοa>'E8?  
 
 БондаркоЙ1971К>F+EǼő>Fĸǥ1\E>TA'θĒ]\_)>TA
'ϜɡϠ`ͨ Y BªɫEƴEY AĤÜ$͡-]\?/=\ЙБондарко 
1971: 30К 
 ʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼőB;=ͩ=QY Ц 
 
(2-20) А ты и на скрипке играешь [IPFV-PRS-2SG]? 
ei ¥T>%\Щ 
 
 +EǼő>F·ÙEȜ;ǱΚVˆǨ?/=EĤÜ`ʵŬ˥AŁ͉Ǳ?/=Ȭ˼1
\ЙБондарко 1971: 28К 
 ®EßBͩZ]\ęϤE\ſŤǱEǼőFþEƖ½ÙEªțĨEǼ
őEųň?ŉɺBдва разаЙÁŤКтриждыЙ¬ŤКнесколько разЙÚǌ#К
?:7Ťȼ`͡1ȝɻ`Ó:=ЙɝϤEŤȼКĸǥ1\ĤÜ$͡-]\ЙБондарко 
1971: 31К 
 
(2-21) Два раза выпадал [IPFV-PST-M] зазимок, насыпал сугробы. 
Áǌϰ$ϣ:=ϰEƲ`Ü:7 
 
 РассудоваЙ1982К>FÌ®`¯Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő?/=Ȟ*=\Й1982: 10К
51Ц 
 
 ĆÙ˥τ̄EĤÜЙконкретно-процессное действиеК 
 ʻęϤEſŤĤÜЙнеограниченно-кратное действиеК 
 ª͒˥ÀƚEǼőЙобщефактическое значениеК 
 
 5]6]BƢǭ1\ßȾ?/=FÌ®EY Aß$Ȟ*Z]=\Ц 
 
(2-22) Молодая женщина сидела [IPFV-PST-F] у окна вагона и читала [IPFV-PST-F]. 
͔ƆǱ$Φ³E̋ϩBǍ[ΆQ˅`/=7 
(2-23) Иногда я перечитывал [IPFV-PST-M] писателей, которых особенно любил. 
ɑ˿F?[_)ʒBā:=\ÜƜEÜŖ`ΆQα/=7 
(2-24) Вы читали [IPFV-PST-PL] эту повесть?  В каком журнале вы ее читали 
[IPFV-PST-PL]? 
+EƩ΅`"ΆQBA[P/7#Щ@EϬ΂>ΆP]P/7#Щ 
 
                                                
51 +E͘ÜEĔ˃?A\ РассудоваЙ1968КB"=F˒Z]=\͟΄$͔Ǆ˜A:=\+?
Tȝȱ/="'M%>^ 5]6]$ĤÜEτ̄EǼőЙзначение процесса действияК
$ĸǥǱEǼőЙзначение повторяемостиК?A:=\+]F68ǆEĔ˃EĐ˃ǡBБондарко
Й1971К$Đ˃-]77S5+>EȄɬ`ΤP!±;Ĺ[ίT ?/77S?ǯ_]\ 
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2.5.3.4. P?SЦéĖ˥ǼőEđЄ  
 ++P>ǣɨE˵̈>Ȭɳ-]=\éĖ˥ǼőE v`˹΃/=ɨ7 
 5]6]E˵̈̾$Ȟ*=\Ɩ½ÙEéĖ˥ǼőFÌ®ETE>\®͡>F
5]6]EƢǭϡã$đ#\Y BĈƝ˥BΰTEŉŹ$Ϫ[ň Y B´Mɚ
!=\ 
 
͡ 2-12Ц5]6]E˵̈̾$Ȟ*=\Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő  
Бондарко（1971） Рассудова（1982） 
ĆÙ˥ÀƚEǼő ĆÙ˥ÀƚEǼő 
ªțĨEǼő ªțĨEǼő 
ß˼˥Ǽő ß˼˥Ǽő 
ʵŬ˥ĤÜEǼő  
 
 ŉɺB¯Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő?/=FÌ®EY ATE$Ȟ*Z]=\ЙǼ
őEȬ˼EɃʝB;=T­͡?ŉɺКЦ 
 
͡ 2-13Ц5]6]E˵̈̾$Ȟ*=\¯Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő  
Бондарко（1971） Рассудова（1982） 
ĆÙ˥τ̄EǼő ĆÙ˥τ̄EĤÜ 
ǳǃ˥¨¯ɁEĤÜEǼő 
ęϤEAſŤǱEǼő ʻęϤEſŤĤÜ 
ęϤE\ſŤǱEǼő 
ʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼő  
ª͒˥ÀƚEǼő ª͒˥ÀƚEǼő 
 
 + /7éĖ˥ǼőE vcEɃʝ$ȕ!=\ˎ΋­EŝЂʸB;=F
Ì®E̖Йcf. ̐ 2.7.5.̖К>ȵS=΋0\+??/++>FŇ vE̦ÆB˙S
\ 
 
2.5.4. Храковский（2002）による体の意味の分類 
 ++P>>Ò̫˥Acvn΋B")\ÙEjs ©EéĖ˥ǼőE v
`ͩ=%7++>F5]Z?F͔Ǆ˜A\ͫʸ#ZEÙEǼőBϡ1\đɪ>
\ХраковскийЙ2002КBY\ÙEéĖ˥ǼőEđЄBϡ1\˵̈`Ĺ[­*="
+ ++P>ͩ=%7МасловV БондаркоBƊP\Ò̫˥Aɭ̨Q>EƘǑĨ?
F˜A\Ǜ>EȬɳ?/=ɝǼ̻>\?ǯ_]\ 
 ХраковскийЙ2002К>F®BγM\×ˬ? ɸǮ`ė˒/=ÙEǼő`
Ͳ_GɼǑŨ˥B͡˼>%\? ʸ>ɶS=͐őʨ 
2.5.4.1. ×ˬB;=  
 ++>×ˬЙфаза; phaseК? ɸǮB;=˹΃/="+ ×ˬ?F
ο͞/=\ɑϠB")\\ÏǼEɑʸEˇʜЙComrie 1976: 48К`ȝ1λ
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ǃϟƊ Йˬначальная фазаКµϠ Йˬсерединная фазаК̧½ Йˬконечная фазаК
E¬;$ǻƘ-]\ 
 ×ˬ`Ũ˼1\B7[@EY BȬ˼1\#F5]͍ÙɵʹEÛŭ$\
$++>FƼ/Ǚ7[®ŨEY Ae©u>Ƞ!="'ЙțǔĈE¶ȼƐFÌ®
E΅ɉEâƙE7Sʪ!=\К52Ц 
 
Ũ 2-4Ц¬;E×ˬ  
開始相	 
（①）	 
中間相	 
（②）	 
終了相	 
（③）	 
 
 ХраковскийЙ2002К>F+E¬;EˬE@Eˬ`͡_1#\F
ͥȼEˬ$͡_-]\?̽!Z]\ųňB@EϐđЙ@ĘQň_3EˬК`͡
_1#BY[Ì®E«;E|eBđЄ/=£tc΄EÙEjs ©$͡1Ǽ
őB;=̽ơ`Ġ!=\Ц 
 
͡ 2-14ЦХраковскийЙ2002КBY\×ˬĘQň_3  
タイプ	 「位相」の組み合わせ	 
|eП ΝĤˬЙ­ŨµEК 
|eР µϠˬЙŉК 
|eС ̧½ˬЙŉК 
|eТ ΝĤˬЛµϠˬЙŉЛК 
|eУ ΝĤˬЛ̧½ˬЙŉЛК 
|eФ µϠˬЛ̧½ˬЙŉЛК 
|eХ ΝĤˬЛµϠˬЛ̧½ˬЙŉЛЛК 
 
 ʁ̖Ìϣ>5]6]E|eB;=ͩ='+?B/Y  
2.5.4.2. |eП  
 |eПFΝĤˬ`͡_1|e>\ŨB˼1?Ì®EY BA\Йo¢©
Eϐđ$͡_-]\ˬ>\+?`˼/=\КЦ 
 
Ũ 2-5ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eПК  
起動相	 中間相	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EFƖ½Ù>\ 
 ĆÙ˥BFзакипетьЙʙ%ƊS\КзаболетьЙˡQĐ1КзаснутьЙƠā\КA
@EϟƊEĤÜɺǿЙначинательный СДК53` ͡_1ĤͼЙȨЀή за-`Ó TEК
                                                
52 þEˇʜEɹν¡Йcf. ̐ 2.4.1.̖К?ŉɺBɑϠEʤ]Fƺ#ZńBʤ]=\TE?e
©u1\ 
53 ĤÜɺǿЙспособ действияЧĤÜɺǑ?TКFĤͼE΄ǚ¨Ⱦʝ˥AđЄ>\ȨЀή
ǡȨήA@EǛǿ̤BY:=Ǚ΀Ĥͼ$͡1ĤÜBɑϠ˥AǼő̪ɬEǼőA@EǼő̤ͧ$
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΀Ǚ1\P7увидеть, понятьЙˎͰ1\КA@T++BŏP]=\ 
2.5.4.3. |eР  
 |eРFµϠˬ`͡_1|e>\ŨB˼1?Ì®EY BA\Йŉ­КЦ 
 
Ũ 2-6ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eРК  
起動相	 中間相	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EF¯Ɩ½Ù>\ 
 +E|eB΀Ǚ1\EF­Йcf. ̐ 1.3.̖К>ͩ7 VendlerEđЄE 9Ì®
ETE>\Ц 
 
 ʢĤЦ 
танцеватьЙΣ\КгулятьЙKZKZ1\КбежатьЙΜ\КA@ 
 φȄЦ 
открыватьЙϟ)\КстроитьЙǏ=\КписатьЙə'КломатьЙŸ1Ксохнуть
Й¼'КржаветьЙϚJ\КA@ 
 ˇǿЦ 
болетьЙˡRКлюбитьЙǽ/=\КвисетьЙȥ#:=\КA@ 
 
2.5.4.4. |eС  
 |eСF̧½ˬ`͡_1|e>\ŨB˼1?Ì®EY BA\Йŉ­КЦ 
 
Ũ 2-7ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eСК  
起動相	 中間相	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EFƖ½Ù>\·BÌ®EY
 AĤͼ$ŏP]\Ц 
 
 ̧½EĤÜɺǿЙфинитивный СДК`͡_1ĤͼЙȨЀή от-V от-?ǡȨ
ή-ся?ĘQň_3>͡-]\TEКЦ 
                                                                                                                                                       
Ġ!Z]7ªξEĤͼ`ȝ1Йcf. Энциклопедия 1996: 530К͟΄Bϡ/=F˵̈̾BY:=FĤ
ͼEĤÜɺǿЙспособ глагольного действияК? ͟΄$˒Z]\+?T\ЙЭнциклопедия 1996, 
Петрухина 2009A@КP7ɥȾ>T˒=\Y BЀȾƐ`?:=СДP7FСГД?
˚Ņ>˼-]\ųň$\ 
 ĤÜɺǿEđЄFɺA˵̈̾BY:=ɺB͞_]=\ß!GЭнциклопедияЙ1996К>F
16EđЄ$Ȭɳ-]=\ЙЭнциклопедия 1996: 530-532КЗализняк и ШмелевЙ2000К>F·ͧA
TE?/= 15EđЄ$Ȭɳ-]=\Й2000: 104-127КАвиловаЙ1976К>FɑϠBϡ_\ĤÜ
ɺǿ?/= 4đЄȼϘBϡ_\ĤÜɺǿ?/= 10đЄˆʉA̪ɬǱ`͡1ĤÜɺǿ?/
= 5đЄEňͳ 19EđЄ$Ȭɳ-]=\Й1976: 259-316К­EɥȾ>FХраковскийЙ2002К
$Ȧ˒/=\đЄ`5EPPė˒/=\ 
 A"ɥȾ>ͱ]=\5]6]EĤÜɺǿBƢ/=FɆɥ΄E͸΄FƘP:="Z2ɥȾ>Ȧ
˒/=\͸΄T̑̾BY\ͽ͸>\ 
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отцвестиЙŕ%̧_\КотговоритьЙͿ`VS\КотбегатьсяЙΜ[̧_\К
отстрелятьсяЙǘ`Ȳ9ƫ'1КA@ 
 ȨЀήраз-`Ó ĤͼЦ 
разлюбитьЙƎBA\К 
 
2.5.4.5. |eТ  
 |eТFΝĤˬЛµϠˬ`͡_1|e>\ŨB˼1?Ì®EY BA
\Йŉ­КЦ 
 
Ũ 2-8ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eТК  
起動相	 中間相	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EFƖ½Ù>\ 
 ++BđЄ-]\EFÌ®EY AĤͼ>\Ц 
 
 ϟƊ`͡_1ĤÜɺǿBư1\ĤͼЦ 
закричатьЙŀJĐ1КзазвонитьЙД[ƊS\ЧДZ/ƊS\К 
 ȨЀήпо-`ɝ1\';#EĤͼЦ 
полететьЙЇJƊS\КпоползтиЙκƊS\КA@ 
 ȨЀήвз-Vвоз-`ɝ1\';#EĤͼЦ 
взволноватьсяЙ5_5_/ƊS\КвозненавидетьЙƎBA\КA@ 
 Ȩήза- -ся`ɝ1\ĤͼЦ 
загоретьсяЙˁ!Đ1КзадуматьсяЙ̽!ίRКA@ 
 Ȩήвз- -ся`ɝ1\ĤͼЦ 
взбунтоватьсяЙɕĤ`Ν+1КA@ 
 
2.5.4.6. |eУ  
 |eУFΝĤˬЛ̧½ˬ`͡_1|e>\$ÈE|e?F˜A\
ˆʉA|e?×̸<)\+?$>%\8^ 1A_9+E|eBϡ/=F
µϠˬ$5T5T̽Ȃ-]ǤA#Z>\/7$:=ŨB1\?1]GÌ®E
Y BA\8^ Ц 
 
Ũ 2-9ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eУК  
起動相	 ＝	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EFƖ½Ù>\ 
 ĆÙ˥BFÌ®EY AĤͼ$ŏP]\Ц 
 
 ˱ϠĤͼЙмоментальный глаголК 
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 ªŤEĤÜ`͡1ĤÜɺǿЙсемельфактивный СДКEĤͼ54Ц 
тряхнутьЙªŤȰZ1КстукнутьЙªŤ+;[?Ŀ'КA@ 
 ȨЀήвз-`Ó ';#EĤͼЦ 
взвытьЙǰBō!\К 
 ̪ɬ`͡_1ĤÜɺǿЙобщерезультативный СДКBư1\ĤͼЦ 
найтиЙͩ;)Đ1К посмотретьЙ˯S\К догадатьсяЙʒÉ'К
поскользнутьсяЙʱ:=ΩKКопомнитьсяЙʅʒBα\КA@ 
 
2.5.4.7. |eФ  
 |eФFµϠˬЛ̧½ˬ`͡_1|e>\ŨB˼1?Ì®EY BA
\Йŉ­КЦ 
 
Ũ 2-10ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eФК  
起動相	 中間相	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EFƖ½Ù>\ 
 ++BFдожитьЙP>ː%\КдосеятьЙ\?+^P>̅`͙%̧!\КA
@E̧½¨Ɩ̪`͡_1ĤÜɺǿЙфинально-комплетивный СДКBư1\Ĥͼ$
ŏP]\ 
2.5.4.8. |eХ  
 |eХFΝĤˬЛµϠˬЛ̧½ˬ`͡_1|e>\ŨB˼1?Ì®E
Y BA\Йŉ­КЦ 
 
Ũ 2-11ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eХК  
起動相	 中間相	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EFƖ½Ù>\ 
 ++BŏP]\EFÌ®EY AĤͼ>\Ц 
 
 ÙEc`Ȝ:=\ĤͼЦ 
открытьЙϟ)\КпостроитьЙǏ=\КнаписатьЙə'КсломатьЙŸ1К
высохнутьЙ¼'КзаржаветьЙϚJ\КA@ 
 ϤƘ`͡1ĤÜɺǿЙделимитативный СДКBư1\ĤͼЦ 
посидетьЙƪ/EϠǍ:=\КполежатьЙƪ/EϠɾBA:=\К
всплакнутьЙ9X:?ʟ'К 
 ªƘɡϠEȜ̯EĤÜɺǿЙпердуративный СДКBư1\ĤͼЦ 
прождатьЙ\ªƘEɑϠ¨ɡϠǟ;КпросидетьЙ\ªƘEɑϠ¨ɡϠ
Ǎ:=\КпроработатьЙ\ªƘEɑϠ¨ɡϠ÷'К 
 
                                                
54 _W\ªŤÙ?ŒG]\Ɩ½ÙĤͼ 
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2.5.4.9. P?SЦХраковскийЙ2002КEđЄ?ˇʜEɹν¡  
 ++P>ͩ=%=đ#\λ[+E ХраковскийЙ2002КB"=Ȭɳ-]=\
¡F­>ͩ7ˇʜEɹν¡Йcf. ̐ 2.4.1.̖К?ЄÖ/="[+E³̾
FÀƚ­NOŉ0e©u`͡/=\TE>\?̽!=Y8^  
 +EY A×ˬEɸǮ`ė˒/=5ĘQň_3BY:=£tc΄EÙE
Ǽő`đЄ1\? ХраковскийЙ2002КEȬɳ͍ÙFǣɨEÒ̫˥Aɭ̨Q>
EÙEéĖ˥Ǽő`S(\Β΋BFǣɨA#:7ǱɲETE>\ 
 ͩ̕>F+E΋$͐őʨˎ˔FĤÜɺǿE͡1Ǽő?ÙEjs ©E
͡1Ǽő?`ŉēBȎ:=\? ϐđB\ǣɨEcvn΋>FÙEé
Ė˥Ǽő`Β΋1\ϩBFıě?/=ĤÜɺǿB;=FƢΓ?/=A#:
7ĤÜɺǿBY:=͡-]\ǼőFĤͼE΄ǚ˥Ǽő>\?-]ÙE
js ©E͡1Ⱦʝ˥Ǽő`͵γ1\? ɃŋǱ?F˜A\TE?/=ª
̳`˗-]=77S>\ 
 5 /7̳ǒ%`Ĺ[ȍ:7­>ϟƊBϡ_\ǼőЙ1A_9ªʁ˥cv
nEǼőКA@TŏQίa8­>ÙEǼő`ēȞ1\? ʐEͽQFˬǭB
ͻá-]=/#\M%>^  
 
2.6. ロシア語動詞の体のペア 
2.6.1. 「体のペア」という概念と動詞のタイプ 
 ++>FÙEcЙвидовая параК? ɸǮ?5]Bǭ07£tc΄EĤͼ
EđЄB;=˹΃1\ 
 ÙEc?Fąλ1\΄ǚ˥Ǽő`ɝ/="[ÙEȾʝ˥ǼőB"=E
Q˜A:=\55? ϡãB\Á;EĤͼ>\Ǜǿ΋˥AͮʸBʾZ1?
+]ZEÁ;EĤͼF΄ǛȄB")\ʣːϡãB\+?$ſ56 
 /#/A$Z£tc΄EĂ=EĤͼ$ÙEc`ǛȄ/=\_)>FA
ÙEcEɝʻA@Bǭ0=Ì®EY BđЄ1\+?$>%\Ц 
 
 c`Ȅ1ĤͼЙпарные глаголыК 
 ĭÙĤͼЙодновидовой глаголК 
 ³ÙĤͼЙдвувидовой глаголК 
 
 ­EEc`Ȅ1Ĥͼ?Fоткрывать?открытьEY ATE`ȝ
157+EÁ;EĤͼFąλE΄ǚ˥Ǽő`Ȝ:="[ÙEǼő>EQƼ˜$
                                                
55 T9^a++>γM7Y A£tc΄EĤͼEǼő`̽!\ϩB΄ǚ˥Ǽő?ÙEǼő
#ZȄ:=\? Y B+E³̾`ƵĖ>%\TE?/=Ȏ ? ̌ųB˜΋`ś!\˵̈
̾TƑŬ1\ß!GþBͩ7vn¤Ǽő΋ƒʣBư1\ ГловинскаяA@FÙEǼő?΄ǚ
˥ǼőF͝)ň:=\?Ěų`Ĺ:=\Йcf. Гловинская 1982: 47-54К 
56 ÙEcB;=E΄ǛȄ΋˥ͮʸ#ZEđЄB;=F®E̐ 2.6.2.̖B"=΋0\ 
57 A"Ì®ɥȾ>c`Ȅ1Ĥͼ`ª;EĤͼ΄ǚ?/=Ȭ˼1\ųň¯Ɩ½Ù / Ɩ½Ù
EY BȬ˼1\A"++>5]6]Eß?/=Ȟ*=\Ĥͼ̺F·B Бондарко, БуланинЙ1967К
B"=Ȟ*Z]=\TE>\ 
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\?QA1+?$>%\7S+]ZFÙEc`Ȅ/=\TE?/=Ȏ_]
\ 
 EĭÙĤͼFƢǭ1\ÙEc`Ȝ7AĤͼ`ȝ/+]ZFɘB¯
Ɩ½ÙĭÙĤͼ?Ɩ½ÙĭÙĤͼ?BđЄ-]\ 
¯Ɩ½ÙĭÙĤͼBFиметь, значить, стоить, обладать, принадлежать, состоять, 
содержать, знать, бояться, уважать, жалеть, гулять, разговариватьA@$ŏP]\ 
 Ɩ½ÙĭÙĤͼBFочнуться, очутиться, встрепенуться, ринуться, хлынуть, 
грянуть, нагрянуть, отпрянуть, воспрянуть, рухнуть, посчастливиться, поперхнуться, 
угораздить, состоятьсяA@$đЄ-]\58 
 ŉE³ÙĤͼ?FŉªEĤͼǛǿ$Ɩ½Ù?/=T¯Ɩ½Ù?/=T˒
Z]\Ĥͼ`ȝ1+E³ÙĤͼBư1\TEFадресовать, арендовать, велеть, 
женить, жениться, заимствовать, использовать, исследовать, казнить, родить, завещать
A@$[žɨ΄`ĤͼĨ/7TEBFˆBſ'ͩZ]\TE>\ 
 ­>γM7λ[³ÙĤͼEųňBFŉªEĤͼ$Ɩ½Ù?/=T¯Ɩ½Ù?
/=T˒Z]\7SÙEƼ˜$Ǜǿ˥Bɉ˼-]A5E7SÙEǼőEƼ
˜FȾ͊A@E̤ͧ#ZĕɁ1\/#A59 
 Ì®ɥ̆>F+Ec`Ȅ1ĤͼĭÙĤͼ³ÙĤͼA@EĖ`Ĥ
ͼE|e?ŒK+?$\ 
 
2.6.2. 体のペアの種類 
 ÙEcF5E΄ǛȄE£xvBǭ0=';#EđЄ$Ł͉>\++>
FÌ®E¬;B;=˹΃1\Ц 
 
 ¯Ɩ½ÙĨЙимперфективацияКBY\TE 
 Ɩ½ÙĨЙперфективацияКBY\TE 
 ͤüʝЙсупплетивизмКBY\TE 
 
 Ì®>F·B ЭнциклопедияЙ1998К>E͵γBǣ:=5]6]E|©¥`ͩ=
'+?B1\ 
2.6.2.1. ÙEcЦ¯Ɩ½ÙĨBY\TE  
 ¯Ɩ½ÙĨЙимперфективацияК?FƖ½ÙĤͼBˆƘEȨή`ÉĠ1\+
?>΄ǚ˥ǼőBżĨFT7Z-2B¯Ɩ½ÙĤͼ`ǛȄ1\Ƀʝ>\ 
 ¯Ɩ½ÙĨ`T7Z1ȨήBFÌ®EY ATE$\Йcf. Энциклопедия 1998: 
149-151КЦ 
 
                                                
58 +]ZF­>ͩ7VendlerЙ1967КBY\Ĥͼ΄ǚEđЄЙcf. ̐ 1.3.̖КA@BÊ͡-]\ˇ
ʜEǱΚEđЄ?Ƣǭ-3\+?$Ł͉>\5]B;=Fǡ Й̖̐ 2.7.3.̖К` Ĵʾ-]7 
59 T:?T++>@EđЄB@EY AĤͼ`ŏS\#? +?͍ÙB;=T̌ųBˬχ$
\ɥ̆>Fıě?/=˵̈˽ϱŔήćЙɩϑÈ 1988КСРЯЕЙ1981-1984КE͵γBǣ:=đЄ
`͞:=\ 
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͡ 2-15Ц¯Ɩ½ÙĨ`T7Z1Ȩή?΄ǛȄß  
不完了体形成接辞	 例	 
（完了体動詞	 →	 形成される不完了体動詞）	 
-ыва- / -ива- заработать  зарабатывать, проколоть  прокалывать, отморозить  
отмораживать, перепрыгнуть  перепрыгивать, рассмотреть  
рассматривать, расклеить  расклеивать 
-а́- / -я́- подмести  подметать, принять  принимать, умереть  умирать, 
напомнить  напоминать, погиьнуть  погибать, обидеть  обижать, 
разре́зать  разреза́ть, выпустить  выпускать 
-ва- нагреть  нагревать, разбить  разбивать, дать  давать 
-ева- продлить  продлевать, застрять  застревать 
 
 +]ZE΄ǛȄ`̩7Á;EĤͼFλǃÙEc`A/=\?ͩA-]\ 
2.6.2.2. ÙEcЦƖ½ÙĨBY\TE  
 Ɩ½ÙĨЙперфективацияК?F¯Ɩ½ÙĨ?FηB¯Ɩ½ÙĤͼ#ZƖ
½ÙĤͼ`ǛȄ1\Ƀʝ>\ 
 +]BFƁ%'đ)=Á;Ep©v$[̐ªBƖ½ÙǛȄȨή
Йчистовидовые приставкиК60`ÉĠ/=ǛȄ-]\ųň̐ÁB5]ÌžEȨή
`ÉĠ/=ǛȄ-]\ųň$\ 
 Ɩ½ÙǛȄȨήBFÌ®EY ATE$\Йcf. Энциклопедия 1998: 336КЦ 
 
͡ 2-16Ц·AƖ½ÙǛȄȨή?΄ǛȄß  
完了体形成接辞	 例	 
（不完了体動詞	 →	 形成される完了体動詞）	 
вз- / вс-   ерошить  взъерошить, кипятить  вскипятить 
воз- / вос-   мужать  возмужать, препятствовать  воспрепятствовать 
вы-   учить  выучить 
за-   консервировать  законсервировать 
из- / ис-   ваять  изваять, печь  испечь 
на-   рисовать  нарисовать 
о-   бледнеть  обледнеть 
от-   мстить  отомстить 
по-   советовать  посоветовать 
под-   готовить  подготовить (доклад) 
при-   готовить  приготовить (ужин) 
про-   читать  прочитать 
раз- / рас-   будить  разбудить 
с-   делать  сделать 
                                                
60 ++>˒=\͟΄ЙƖ½ÙǛȄȨήКF̑̾BY\ͽ͸>\ 
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у-   наследовать  унаследовать 
пере-   ночевать  переночевать 
 
 +EY A΄ǛȄE£xv`̩=\¯Ɩ½ÙĤͼ?Ɩ½ÙĤͼFλǃÙEc
?ͩA-]\61 
 /#/+]ZEȨήTÉĠ-]\ˬȊ?A\¯Ɩ½ÙĤͼBY:=F΄ǚ˥
ǼőEżĨ`T7Z1+?$\ЙßЦставить  выставить, заставить, наставить, 
переставить, проставитьA@К5EY AųňBFλǃÙEc?FQA-]A 
 
2.6.2.3. ÙEcЦͤüʝBY\TE  
 -ZBͤüʝЙсупплетивизмКBY:=ÙEc`ǛȄ1\|eEĤͼT
\+]ZF΄ǈBǛǿ˥Aąλϐđ`Ȝ7A$ÙEc?ͩA-]\ 
 ĆÙ˥BFбрать / взять, говорить / сказать, класть / положить, раскладывать / 
разложить, ложиться / лечь, садиться / сесть, становиться / стать, приходить / прийтиA
@$+E|eBđЄ-]\ 
 
2.7. 本節のまとめ：「アスペクト」と「体」 
2.7.1. 概要 
 ++P>>ª͒Ͳ΄ƒ˥Ǎų#ZEcvnEǼőjs ©B;=
Йcf. ̐ 2.4.̖КP7£tc΄? éĖͲ΄B"=cvnEǼő`͡
1Ⱦʝ˥ȊʋE 9E·ͧATEEª;?/=EÙ? Ⱦʝ˥js ©B;
=Йcf. ̐ 2.5.̖К5]6]ͩ=%7 
 ɥ̖>F+]ZEcvn?ÙE³js ©E5]6]EϡãB;
=̽ơ`Ġ!ɥ̖>EªξEΒ΋EP?SBÊ!\+?B/75Eθ­>
£tc΄cvn΋Eȕ!\ͥϬ-?ŝЂʸB;=';#Eȝȱ`͞A +?
BA\ 
 Ì®P2ˇʜEǱΚ?£tc΄EÙEjs ©?EϡãB;=˹΃1\ 
 5/=­>ͩ7ªʁ˥cvn?Áʁ˥cvn$£tc΄>F
@EY AͲ΄ǛǑBY:=͡ˍ-]\#B;=˹΃1\Йcf. ̐ 2.7.2.2.7.3.̖К 
 P7­>ͩ7ÙEc? ˎ΋˥ɹ̘˅E¯ôAʸB;=ȝȱ/ÙE
éĖ˥ǼőE vEȕ!\ŝЂʸB;=Tȝȱ1\Йcf. ̐ 2.7.4.2.7.5.̖К 
 5/=ɛǡBƖ½ˬɣƖ½ˬ? ͟΄?5]E͡1cvnEǼő
                                                
61 T:?T++>Ȟ*7Ɩ½ÙǛȄȨή$ûE¯Ɩ½ÙĤͼB΄ǚ˥AżĨ`ɥǙBĂ'
T7Z/=AE#? ʸFΒ΋$Ǫͧ8^ T/+]$̠̚BƖ½Ù`ǛȄ1\+?Bˆ
Ĩ/7ȨήAE>]G++>ͩ7Y Aвз-/вс-, воз-/вос-, вы-, за-, из-/ис-̒?:7ǛǿE
 h©t¥F¯ͧ>[ª;A/FɶƪȼEǛǿ̤Bϫ̞/=/P Ƀ$Ͳ΄Ù̝ĂÙ
B?:=Fģˋ˥>\Й5Eʸ­>ͩ7¯Ɩ½ÙĨEųňBF5E7SEǛǿ̤Eȼ$ˬ
ǭBƪA'A:=\?Ͳ!\К/#/ƚϩBF5 A:=AÌ­5 /7Ǜǿ˥A h©
t¥`åȜ/=A)]GAZAÚZ#Eˎ˔$\?̽!Z]\+EǛǿ˥ h©t¥
$τĳB@EY Bȩ̂/=%7#\FÅǡżĨ/='TEAE#+EPPåȜ-]\E
#\F';#ETEFʧʕ-]='E#?:7ʸFĖθ̽ơ`Ġ!\ƢΓ?1M%8
^  
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£tc΄EÙEjs ©?EƢǭϡãB;=̽ơ1\Йcf. ̐ 2.7.6.̖К 
 
2.7.2. 「状況の性質（акциональность）」とロシア語の体のカテゴリーとの関係 
 þBˇʜEǱΚЙакциональностьКB;=ͩ7$Йcf. ɥ̍̐ 1̖Кɥ̖>F
+EˇʜEǱΚ?£tc΄EÙEjs ©?EϡãB;=̽!=QY 
5]6]EˇʜEǱΚ$£tc΄B"=F@9ZEÙEǛǿ>͡ˍ-] \
#? +?B;=˹΃1\ 
 þBͩ7ˇʜEǱΚ?VendlerЙ1967КBY\đЄEƢǭϡã`ȵS=˹΃
/="+ ®Ũ`ĊǌȪέ/="'Ц 
 
Ũ 2-2ЦˇʜEǱΚ? VendlerЙ1967КEđЄĊȪ  
 
 
 5]>FÌ®>5]6]EˇʜEǱΚB;=ĆÙ˥Bͩ='+?B/Y
 âƙ˥BVendlerЙ1967КEđЄBǭ0=Ì®̖`Ͷ)\+?B1\ 
2.7.2.1. ʢĤЙШϤ˘EA£xvК  
 VendlerЙ1967КEʢĤЙactivities; деятельностьКFϤ˘EA£xv?
Ƣǭ/=\ 
 +EʢĤ$͡_-]\ųňBF£tc΄>F¯Ɩ½ÙĤͼЙſ'Eųňĭ
ÙĤͼК$˒Z]\ 
 писатьЙə'КбежатьЙΜ\КпетьЙʃ КрисоватьЙȫ'КкупатьсяЙʗʥ1
\Кидти (дождь) Йϯ$ϣ\КусиливатьсяЙǗP\КувеличиватьсяЙƁ%'A\К
повышатьсяЙВP\К̒EĤͼ$+]BđЄ-]\ 
 +]FʁBγM\ЬφȄЭ?F˜A[ĤÜEƖπBͧ1\ɡϠ`͡_1за два 
часаЙРɑϠ>РɑϠ#)=К? Y Aĝͼľ͡ˍ?F̪ň>%AЙßȾF
Гловинская 2001Y[КЦ 
 
(2-25) *Я бежал [IPFV-PST-M] за два часа. 
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(2-26) *Я рисовал [IPFV-PST-M] за три минуты. 
 
2.7.2.2. φȄЙШϤ˘E\£xvК  
 VendlerЙ1967КEφȄЙaccomplishments, исполнениеКFϤ˘E\£x
v?Ƣǭ/=\ 
 +]F£tc΄EųňĤͼEǛǿF¯Ɩ½ÙƖ½ÙEķɃBY:=͡_-] 
\ 
 Ɩ½ÙEǛǿF+EĤÜEƖπ`͡_/¯Ɩ½ÙEǛǿF5EƖπB7\
£xvEªϐđ`͡_1писать / написать письмоЙȊ̡`ə'Крисовать / 
нарисовать кружочекЙĉ`ȫ'Кстроить / построить домЙƜ`Ǐ=\Кчитать / 
прочитать письмоЙȊ̡`ə'Коткрывать / открыть окноЙ̋`ϟ)\К̒EY A
Ĥͼ$+EđЄBǙ=FP\Й++>Ȟ*7ß>F2]TɛĔEǛǿ$¯Ɩ½Ù
Ĥͼ>\К 
 P7­EʢĤ?F˜A[за два часаЙÁɑϠ>ÁɑϠ#)=К? 
͡ˍ?̪ň>%\ЙßȾF Гловинская 2001Y[КЦ 
 
(2-27) Я написал [PFV-PST-M] письмо за два часа. 
˿FÁɑϠ>5EȊ̡`ə%̧!7 
(2-28) Я нарисовал [PFV-PST-M] кружок за три минуты. 
˿F¬đ>ĉ`ȫ%̧!7 
 
2.7.2.3. ĘφЙШĐɨÀК  
 VendlerЙ1967КEĘφЙachievements; достижениеКFĐɨÀ?Ƣǭ/=
\ 
 +EĘφF£tc΄>FλǃƖ½ÙĤͼBY:=͡_-]\заметитьЙʒ
É'КнайтиЙͩ;)\КприйтиЙĘ˰1\КдостигнутьЙĘφ1\К?:7Ĥ
ͼ$+EđЄBǙ=FP\+]FʁEˇǿ?F˜A[долгоЙϜ'Ϝ
+?К̒EȜ̯ɡϠ`͡_1ĝͼľ?FąB˒Z]AЦ 
 
(2-29) *Я долго находил [IPFV-PST-M] письмо. 
(2-30) *Я два часа приходил [IPFV-PST-M] к нему. 
 
 Ƣ/=\ɑʸ`͡_1ĝͼľß!Gв тот моментЙ5EɑКв два часа
ЙРɑBКA@?F̪J;'+?$>%\Ц 
 
(2-31) В три часа я достиг [PFV-PST-M] вершины. 
¬ɑB˿Fϻ­BĘφ/7 
(2-32) Я заметил [PFV-PST-M] его ровно в два часа. 
˿F9X @ÁɑBǞBʒÉ7 
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 A"­ßЙ2-29КЙ2-30КEY B¯Ɩ½ÙĤͼ$˒Z]\?λǃĸǥĤ
Ü?/=Ͱϕ-]\Й2]B/=T­Eĝͼ?E̪ňFǼő`A-AК5E7S
+EųňBFÙEǛǿFÁʁ˥cvn`˼1? +?BA\ 
2.7.2.4. ˇǿЙШϲǿК  
 VendlerЙ1967КEˇǿЙstates; состояниеКFϲǿ?Ƣǭ/=\ 
 +EˇǿF¯Ɩ½ÙĤͼЙſ'EųňĭÙĤͼКBY:=͡_-]\знать
Й˴\˴:=\КлюбитьЙǽ/=\Ƈ%>\КверитьЙæ0\Кскучать
Йƞ/$\КтосковатьЙƞ/$\КболетьЙˡRКвисетьЙȥ#:=\Кстоять
Й̌:=\КнаходитьсяЙ\КA@EĤͼ$+EđЄBǙ=FP\ 
 +]FдолгоЙϜ+?ϜϠК̒EȜ̯ɡϠ`͡_1ĝͼľ??TB˒
\+?$Ł͉>\Ц 
 
(2-33) Я знала [IPFV-PST-M] его два года. 
˿FРǆϠǞ`˴:=7 
(2-34) Я много лет люблю [IPFV-PRS-M] его. 
˿FϜǆǞE+?`ǽ/=\ 
 
 5EªɃ>\ɑʸ`͡_1ĝͼľ?ąB˒\+?FĐɨA 
 
(2-35) *В три часа я знал (любил) его. 
 
2.7.2.5. P?S  
 ɥ̖>FVendlerEĤͼľEđЄ`µǩB/=ˇʜEǱΚ?£tc΄EĤͼ
EϡãB;=̽!=Q7 
 ʢĤЙactivityК?ˇǿЙstateКFT:HZ¯Ɩ½ÙĤͼBY:=͡_-]
5]BƢ/=φȄЙaccomplishmentКĵJĘφЙachivementКEųňBFƖ½
ÙĤͼBY:=T¯Ɩ½ÙĤͼBY:=T͡_-]\? +?$đ#:7+]
ZEϡãFÌ®EY A͡BP?S\+?$>%\Ц 
 
͡ 2-17ЦVendler EđЄ?£tc΄Ĥͼ  
状況の性質	 Vendler の分類	 完了体	 不完了体	 
Ĥ˥Aˇʜ Ϥ˘`Ȝ7A£xv ʢĤ   
Ϥ˘`Ȝ;£xv φȄ  * 
ĐɨÀ Ęφ  ** 
ϲǿ ˇǿ   
*ªʁ˥Áʁ˥ **Áʁ˥ 
 
 /7$:=ÙE˜A\Á;EǛǿ`5E΄ǚ˥ǼőEąλǱ#ZÙEc
?/=P?S\+?$>%\Й/7$:=5EÁ;EǛǿEƢ̌`̽Ȃ1\+?$>
%\КEFφȄЙaccomplishmentКEųň?ĘφЙachievementКEųňBϤZ
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]\? +?BA\+EY BĤͼE΄ǚ˥AǼő?5EĤͼEÙEǛǿE
ϠBFˬϡϡã$[5E̪ɬƚˍ1\ÙEǼőTęϤ`ĺ)\ 
 ­͡`ͩ=Tđ#\λ[φȄЙaccomplishmentКĘφЙachievementКEųň
BF5]`͡1ĤͼFc`Ȅ/=\5]BƢ/=ʢĤЙactivityКˇǿ
ЙstateК` ͡1ĤͼFĭÙĤͼ>\+?$ſA"£tc΄ĤͼLE Vendler
EđЄEϊ˒B;=F ГловинскаяЙ2001: 25-28КA@`Ĵʾ-]7 
 ++P>>ͩ=%7ˇʜEǱΚVendlerBY\đЄ?5]6]Eˇʜ`͡1
£tc΄ĤͼEÙEjs ©?EƢǭϡãF®ŨEY BP?S\+?$>%\Ц 
 
Ũ 2-12ЦˇʜEǱΚ?ÙEjs ©  
 
 
 
2.7.3. 「アスペクト」と「体」 
 ++>F­>ͩ7ªʁ˥cvn?Áʁ˥cvn?£tc΄E
ĤͼEÙEjs ©?EϡãB;=̽!=Q\ 
2.7.3.1. ªʁ˥cvn  
 ++>F­Йcf. ̐ 2.4.2.̖К>ͩ7ªʁ˥cvn$£tc΄>F@9
ZEÙBY:=͡-]\#B;=˹΃1\ 
 P2ªʁ˥cvnB;=ͩ=+ ªʁ˥cvnBFÌ®EY A
TE$\Ц 
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͡ 2-18Цªʁ˥cvn  
	 	  
外部ステージ A に関わるアスペクト	 
（①）	 
 ¾ɡ¨¾ʮEcvn 
ЙпроспективК 
内部ステージ	 
に関わるアスペクト	 
状況の開始点に関わるアスペクト	 
（②）	 
 ΝĤˬЙинцептивК 
内部ステージ	 
（③）	 
 Ȝ̯ˬЙдуративК 
 ο͞ˬЙпрогрессивК 
状況の終結点に関わるアスペクト	 
（④）	 
 ̧̪ˬЙкомплетивК 
外部ステージ B に関わるアスペクト	 
（⑤）	 
 ̪ɬˬЙрезультативК 
 ©gnЙперфектК 
 
 P2­͡Ežϐv©u A Bϡ_\cvnBF¾ɡ¨¾ʮEcv
n$đЄ-]\£tc΄EÙ̝BF+Ecvn`͡1ȾʝǛǑF˒Ǽ
-]=A 
 ComrieЙ1976К>F͕΄Ebe going to (do)BY:=͡-]\cvn?ЄÖ
E͡ˍ?/=®EY AßȾ$Ȟ*Z]=\Ц 
 
(2-36) Я собираюсь убить [PFV-INF] тебя. 
"Ĝ`ʌ/=V\ 
(2-37) Поезд должен прийти [PFV-INF] в семь часов. 
ēΦF 7ɑBɨ\+?BA:=P1 
 
 /#/ComrieЙ1976К>F2]T¾ɡ¨¾ʮEcvnEȾʝ˥Ǽő
ÌžEǼő$Ġ_:=/P:=\7S£tc΄E+]ZEǛǑ$̠ ̚A¾ɡ¨
¾ʮEcvnEǛǑ>\?FͩA/=AЙComrie 1976: 65К 
 ʁB­͡µEEĈϐv©uBϡ_\cvnB;=ͩ=QY  
 P2ˇ ʜEϟƊ Йʸ­͡КBϡ_\ΝĤˬEcvnBˬǙ1\TEF
­>ͩ7Йcf. ̐ 2.5.4.̖КХраковскийЙ2002КE͵γ`̽Ȃ1\?Ì®EÁ̅Є?
̽!=Ƽ/ȴ!A8^ Ц 
 
eϟƊEĤÜɺǿЙначинательный СДК`͡_1Ɩ½ÙĤͼ 
Йзакипеть, заболеть, заснутьA@К 
£5EÈEƖ½ÙĤͼЙувидеть, понятьA@К 
 
 ʁB­͡EĈϐv©u` ͡1ο͞ˬ?Ȝ̯ˬBˬǙ1\ǼőF
£tc΄>F¯Ɩ½ÙЙˍŬɑęτĳɑęКBY:=͡-]\ 
 
(2-38) Они смотрят [IPFV-PRS-3-PL] на нас. 
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ǞZFùZEɃ`ͩ=\ 
(2-39) Она сидела [IPFV-PST-SG-F] у окна. 
ǞƆF̋E5GBǍ:=7 
 
 5/=­͡EˇʜȨ̪ʸ`͡1cvnFÌ®EÁ̅Є>^ Ц 
 
e̧½EĤÜɺǿЙфинитивный СДК`͡_1Ɩ½ÙĤͼ 
Йотцвести, отговорить, отбегаться, отстрелятьсяК 
£ȨЀήраз-`Ó ';#EƖ½ÙĤͼЙразлюбитьA@К 
 
 5/=­͡µEžϐv©u BBϡ_\cvnE 9̪ɬˬF
ĤͼEĭªEȾʝ˥js ©BY:=͡ˍ-]\E>FA'Ì®EY Ađͼ
ЙǛĤͼК`˒7͡ˍ$Ƣǭ/=\Ц 
 
(2-40) Дверь открыта. 
̋$ϟ=\ 
 
 Ƣ/=©gnEǼő`͡1Ͳ΄ǛǑF£tc΄>Fτĳɑę>˒Z
]\Ɩ½Ù>\?̽!=Y8^ Ц 
 
(2-41) Кто-то открыл [PFV-PST-SG-M] окно. 
·#$̋`ϟ)9U:7a8A 
 
 +]ZEƢǭϡã`P?S\?Ì®EY BA\8^  
 
͡ 2-19Цªʁ˥cvnEǼő?£tc΄Ĥͼ  
アスペクト	 対応する言語表現	 
外部ステージ A に関わるアスペクト	 
（①）	 
¾ɡ¨¾ʮEcvn 
ЙпроспективК 
A/ 
内部ステージ	 
に関わるアスペクト	 
状況の開始点	 
に関わるアスペクト	 
（②）	 
 
ΝĤˬЙинцептивК 
 
Ɩ½ÙĤͼ 
ЙϟƊEĤÜɺǿA@К 
内部ステージ	 
（③）	 
Ȝ̯ˬЙдуративК ¯Ɩ½ÙĤͼ 
ο͞ˬЙпрогрессивК 
状況の終結点	 
に関わるアスペクト	 
（④）	 
 
̧̪ˬЙкомплетивК 
 
Ɩ½ÙĤͼ 
Й̧½EĤÜɺǿA@К 
外部ステージ B に関わるアスペクト	 
（⑤）	 
̪ɬˬЙрезультативК đͼ 
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©gnЙперфектК Ɩ½ÙĤͼ 
ЙτĳɑęК 
 
2.7.3.2. Áʁ˥cvn  
 Áʁ˥cvnЙcf. ̐ 2.4.3.̖КF£tc΄>F@EY AǛǑBY:=
͡-]\8^ #Ì®E5]6]EcvnB;=̽!=QY Ц 
 
 ĸǥˬЙитеративК 
 ̼ȁˬЙхабитуалисК 
 ſŤˬЙмультипликативК 
 ĭªˬЙсемельфактивК 
 ϓđˬЙдистрибутивК 
 
 ­͵EĸǥˬF¯Ɩ½ÙĤͼBY:=͡-]\­>ͩ7¯Ɩ½ÙEé
Ė˥ǼőE 9ʻęϤĸǥEǼő?Ƣǭ1\ 
 ­͵̼ȁˬĵJſŤˬT¯Ɩ½ÙĤͼBY:=͡-]\ 
 P7+]ZFſŤǱ`͡1ĤÜɺǿЙмногократный способ действияК`͡1
¯Ɩ½ÙĤͼBY:=T͡-]\-ива--ва--а-?:7Ǜǿ̤BY:=͡
-]\ЙßЦхаживать, сиживать, певать, едатьК 
 ­͵EĭªˬFªŤǱ`͡1ĤÜɺǿЙоднократный способ действияК
`͡1Ɩ½ÙĤͼBY:=͡-]\-ну-ЙßЦтолкнутьК-ану-ЙßЦстеганутьК
с-ЙßЦсжульничатьКс- ... -ну-ЙßЦсполоснутьК?:7Ǜǿ̤BY:=͡
-]\ 
 ­͵EϓđˬFϓđ`͡1ĤÜɺǿЙдистрибутивный способ действияК
`͡1Ɩ½ÙĤͼBY:=͡-]\пере-ЙßЦпереглотать, перегаснутьКпо-
ЙßЦповывести, померзнутьК?:7Ǜǿ̤BY:=͡-]\ 
 ­͵`P?S\?®͡EY BA\Ц 
 
͡ 2-20ЦÁʁ˥cvn?£tc΄Ĥͼ  
二次的アスペクト	 ロシア語動詞	 
ĸǥˬ ¯Ɩ½ÙĤͼ 
̼ȁˬ ¯Ɩ½ÙĤͼ 
ſŤˬ ¯Ɩ½ÙĤͼЙĤÜɺǿК 
ĭªˬ Ɩ½ÙĤͼЙĤÜɺǿК 
ϓđˬ Ɩ½ÙĤͼЙĤÜɺǿК 
 
2.7.4. 「不完全」な「体のペア」 
 ­>£tc΄EÙEc? ɸǮB;=ͩ7ÙEc`Ȅ1Á;EĤͼF
5E΄ǚ˥ǼőFŉª>ÙEǼőBY:=EQ˜A\?-]\ 
 ­>ͩ7Y BcvnEǼőEƢ̌BFªʁ˥cvnEƢ̌Йªʁ
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˥AƢ̌К?Áʁ˥cvnEƢ̌ЙÁʁ˥AƢ̌К?EÁ;E̅ЄEƢ̌$
\£tc΄EÙEcFſ'ETE$+EÁ̅ЄEƢ̌`˼1+?$>%\
ĆÙß`ͩ=QY Ц 
͡ 2-21ЦÙEc?cvnEƢ̌  
アスペクトの	 
意味的対立	 
完了体	 不完了体	 
	 
一次的な対立	 
Когда я вошел в его комнату, он 
открыл окно. 
˿$ǞEϐƮBā:7ZǞF̋
`ϟ)7 
Когда я вошел в его комнату, он 
открывал окно. 
˿$ǞEϐƮBā:7ZǞF̋`ϟ
)Y ?/=7 
	 
二次的な対立	 
Сегодня утром после завтрака он 
открыл окно. 
ÅɠɠЈǡBǞF̋`ϟ)7 
Каждый день после завтрака он 
открывал окно. 
ʎɆɠЈǡBǞF̋`ϟ)\+?B
/=7 
 
 /#/A$Z';#EcB;=FÁ̅ЄEƢ̌E 9Áʁ˥cvn
EƢ̌/#˼3ATE$\ß!G случаться/случиться V\F
приносить/принестинаходить/найти A@>\+]ZF_W\ c¡A
Ƣ̌`˼1cЙтривиальная параК?ŒG]\TE>\Йcf. Падучева 1998: 36К
+]ZEĤͼE͡1ˇʜЙĤÜКFȜ̯Ǳ`Ȝ9 \ˇʜЙĤÜК>\BTϡ_
Z2λǃc`Ȅ1?-]\¯Ɩ½ÙĤͼFªʁ˥cvnEǼő1A_9
Ȝ̯ˬЙ\Fο͞ˬК`͡1+?$>%Aß!GÌ®EY AȾF
ϳȾ?-]\Ц 
 
(2-42) *Он долго находил свой кошелек. 
 
 ¯Ɩ½ÙĤͼFĂ=ĸǥˬ`͡1+]ZEˇʜЙĤÜК>Ȝ̯ˬ`͡
ˍ/7ųňBFĖEĤͼ`˒=Ê!\? +?BA\ 
 
(2-43) Он долго искал свой кошелек. 
ǞFϜ+?Δƾ`ȧ/=7 
 
 /7$:=+]ZEĤͼEųňBFI?;Ec>FÁ;E̅ЄEcvn
Йªʁ˥cvnÁʁ˥cvnКEǼőEƢ̌F͡3A? +?BA
\ 
 
2.7.5. 個別的意味の分類の問題点：一次的・二次的アスペクトとの関係 
 ­>cvnEǼő$£tc΄>F@EY AǛǑBY:=͡-]\#`˹
΃/7ɥ̖>FÒ̫˥A£tc΄cvn΋B")\éĖ˥ǼőE v
B")\ŝЂʸB;=̽!=QY  
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 þBÒ̫˥Acvn΋B"=Ȭɳ-]=7éĖ˥ǼőE v`˹΃
/7Йcf. ɥ̍̐ 2.5.3.̖К 
 ͩ̕BY]GǣɨEéĖ˥ǼőE v$ȕ!=\ɛƁEŝЂF­>ͩ7
ªʁ˥cvn?Áʁ˥cvnEƵĖ$̽Ȃ-]=A? ʸB\1
A_9˜A\űʰ>P?S \þBͩ7Á;EΪЙcf. ̐ 2.2.̖КBǭ07cv
nEǼő$5]6]ʩŬ1\Ǜ> vĈBƑŬ/=\E>\ 
 +Eªʁ˥cvn?Áʁ˥cvn`̽Ȃ/7­>ǣɨEéĖ˥ǼőE 
vBçʅ`Ġ!\?1\?@EY BA\8^ #++>FͽQB­>ͩ7 
vE 9ɛT̥#'éĖ˥Ǽő$đЄ-]=7 БондаркоЙ1971К>E v`
ȯ˒1\+?B1\ 
 P2Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő`ͩ=QY ++>Ȟ*Z]=7EFĆÙ˥À
ƚEǼőß˼˥ǼőʵŬ˥ĤÜEǼőªțĨEǼőEţ;>
:7 
 P2ĆÙ˥ÀƚEǼőFǙ΀ˇʜЙĤÜКEƖ½? ñϴ`ϖͫ1\E
>]G̧̪ˬ`͡/=\?̽!Z]/7$:=+EųňBFªʁ˥cvn
? +?BA\P7Ǚ΀ˇʜЙĤÜК`ĐɨÀ?/=ȐȮ/Ȭ˼/=
\E>\?ͩ]G+EųňBFÁʁ˥cvn? +?BA\ 
 ß˼˥ǼőFĸǥĤÜ`͡/=\E>Áʁ˥cvnEǼő?̽!
Z]\ 
 ʵŬ˥ĤÜEǼőTÀƚ­ß˼˥ǼőBʰ0\E>VF[Áʁ˥c
vn`͡1TE?̽!=Y8^  
 ªțĨEǼőTVF[ĸǥ1\ĤÜ`͡1E>Áʁ˥cvnEǼő
`͡/=\?̽!Z]\ 
 ʁB¯Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő`ͩ=QY Ȟ*Z]=7EFĆÙ˥τ̄E
ǼőęϤEAſŤǱEǼőª͒˥ÀƚEǼőǳǃ˥¨¯ɁEĤ
ÜEǼőʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼőęϤE\ſŤǱEǼőEĄ;>
\ 
 P2ĆÙ˥τ̄EǼőFȜ̯ˬ`͡/=\?̽!Z]\E>ªʁ
˥cvnEǼő>\ 
 ʁBęϤEAſŤǱEǼőFĸǥĤÜ`͡1E>Áʁ˥cvnE
Ǽő? +?BA\ 
 ª͒˥ÀƚEǼőFªʁ˥cvnEǼő`͡1+?F>%AE>
+EǼő>˒Z]\ųňBFǙ΀ˇʜFɅBĐɨÀ?/=Ƞ!Z]=
\?̽!Z]\/7$:=+EǼőEųňBT͡-]=\EFÁʁ˥cv
nEǼő? +?BA\8^  
 ǳǃ˥¨¯ɁEĤÜEǼőFȜ̯ˬEǼő`͡/=\E>ªʁ˥c
vnEǼő? +?BA\ 
 ʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼőĵJęϤE\ſŤǱEǼőTĸǥĤÜ
`͡1E>Áʁ˥cvn?QA1+?$>%\ 
 ÙEéĖ˥ǼőE vBªʁ˥cvn?Áʁ˥cvn? űʰ
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`Ġ!=Q\?®E͡EY BA\Ц 
 
͡ 2-22ЦéĖ˥Ǽő?ªʁ˥¨Áʁ˥cvn  
表す形式（体）	 個別的意味	 一次／二次的アスペクト	 
 
Ɩ½Ù 
 ĆÙ˥ÀƚEǼő ªʁÁʁ 
 ß˼˥Ǽő Áʁ 
 ʵŬ˥ĤÜEǼő Áʁ 
 ªțĨEǼő Áʁ 
 
 
¯Ɩ½Ù 
 
 ĆÙ˥τ̄EǼő ªʁ 
 ęϤEAſŤǱEǼő Áʁ 
 ª͒˥ÀƚEǼő Áʁ 
 ǳǃ˥¨¯ɁEĤÜEǼő ªʁ 
 ʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼő Áʁ 
 ęϤE\ſŤǱEǼő Áʁ 
 
 +]`ÅǌFªʁ˥cvnĵJÁʁ˥cvn`űʰB/=ȵS=Ƚˎ
/˫1?Ì®EY A͡EǛ>P?S\+?$>%\Ц 
 
͡ 2-23Цªʁ˥¨Áʁ˥cvn?éĖ˥ǼőEƢǭ  
一次／二次的アスペクト	 表す形式（体）	 個別的意味	 
ªʁ 
 
¯Ɩ½Ù  ĆÙ˥τ̄EǼő 
¯Ɩ½Ù  ǳǃ˥¨¯ɁEĤÜEǼő 
 
 
 
Áʁ 
 
 
Ɩ½Ù  ĆÙ˥ÀƚEǼő 
Ɩ½Ù  ß˼˥Ǽő 
Ɩ½Ù  ʵŬ˥ĤÜEǼő 
Ɩ½Ù  ªțĨEǼő 
¯Ɩ½Ù  ęϤEAſŤǱEǼő 
¯Ɩ½Ù  ª͒˥ÀƚEǼő 
¯Ɩ½Ù  ʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼő 
¯Ɩ½Ù  ęϤE\ſŤǱEǼő 
 
 +]`ͩ=Tđ#\Y Bǣɨ£tc΄cvn΋B"=ÙEjs ©
E͡1éĖ˥Ǽő?/=Ȭɳ-]=%7TEFª͒Ͳ΄ƒ˥AǼő>Ecv
nEǼőBʾZ/=Q\?5EN?a@$Áʁ˥cvn>[ªʁ˥
cvnBϡ/=Ͳ!GéĖ˥Ǽő?/= vBĠ!Z]=\EFÁ
;ЙĆÙ˥τ̄EǼő?ǳǃ˥¨¯ɁEĤÜEǼőКEQ>\? +?$
đ#\ 
 +E+?#ZT£tc΄EÙEjs ©E͡1Ǽő$#BˆʉATE>\
#$Õ!\8^ ÙEjs ©E+ /7ˆʉǱFʁ̖>Ċǌɵʹ1\+?B
A\ 
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2.7.6. アスペクトのクラスター、「完了相」、「未完了相」とロシア語の体 
 Ĝ̖>ͩ7Y B£tc΄EÙEéĖ˥Ǽő?/= vc-]=7TE
F5EN?a@$Áʁ˥cvnEǼő>\+ /7ˇʜF@ Ƞ!]G
8^ #þEÙE¯ż˥ǼőЙe¥¦b c¥КEȧʔ`S(\ªξEΒ΋
Йcf. ɥ̍̐ 2.5.2.3.̖К?T_3=£tc΄EÙEjs ©FªÙ@aA
Ǽő`͡/=\?̽!]GE8^ # 
 + /7ŝЂBƢ1\ͰʖɳEª;?/=͐őʨE$cvnEnv|©
? ɸǮ>\1A_95]6]ΰÖEcvnEǼő$̨Qň_-]\Ǜ
>ſ̻Ǳ`Ȝ:7I?;EȾʝǛǑ$͡1? ˍΓ>\Йcf. Плунгян 2011: 402К
+]F5]6]EcvnEǼőBͲ΄ǛǑ`I?;2;Ğ[Ǚ==\?
_W\̩ʫǱEʝěBĸ/=/P ? Ͳ΄Ù̝ĈEÀǸ#Zː0='\͍ʼA
ˍΓ>\?ǯ_]\ПлунгянЙ2011К>F+]Z`';#EcvnE
Ǽő$̨Qň_-:7TE>\?×̸É)="[cvnEnv|©
Йаспектуальные кластерыК?ŒJÌ®ETE`Ȟ*=\Йcf. Плунгян 2011: 
402-406КЦ 
 
͡ 2-24ЦcvnEnv|©ЙПлунгян 2011К  
アスペクトのクラスター	 含まれているアスペクトの意味	 
Ɩ½ˬ 
ЙперфективК 
˼ʸˬ̧̪ˬΝĤˬϤƘˬ 
ɣƖ½ˬ 
ЙимперфективК 
Ȝ̯ˬ̼ȁˬ 
ɣ̧̪ˬ 
ЙинкомплетивК 
̪ɬˬο͞ˬ 
Factative62 
ЙфактативК 
Ɩ½ˬЙ̧̪ˬ˼ʸˬКȜ̯ˬ 
 
 ++>F­Eµ#Z£tc΄EÙEjs ©EǼő`̽!\ϩBϖͧ?A\
Ɩ½ˬЙPerfectiveК?ɣƖ½ˬЙImperfectiveКB;=̽!=Q\+?B/
Y þΜ:=Ͳ:=/P ?5]6]£tc΄EƖ½Ù¯Ɩ½ÙBˬǙ1\
?̽!Z]\TE>\ 
 ­>γM7Y BПлунгянЙ2011КEȝȱBY]GƖ½ˬĵJɣƖ½ˬ
? EF5]6]ĭªEcvnEǼő`ȝ/=\E>FA'"ÂBЄ
Ö/7ͥȼEcvnEǼő$ȕň-]7TE`ȝ/=\ЙПлунгян 2011: 
402-403К 
 P2ɣƖ½ˬЙимперфектив; imperfectiveК?FªÙ@EY Acvn`
͡1TE8^ #+]FþBͩ7ɹν¡EĈϐv©u`͡11A_9
Ȝ̯ˬЙдуративКЙШªʁ˥cvnК?̼ȁˬЙхабитуалисКЙШÁʁ˥c
                                                
62 Θȿ¯ΠE7SɆɥ΄E͸`ͩ;)\+?$>%A#:7 
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vnКEķɃ`͡1+?E>%\cvn>\?×̸É)\+?$>%+
]F£tc΄E¯Ɩ½Ù?Ƣǭ1\TE>\ 
 Ɩ½ˬЙперфектив; perfectiveКF˼ʸˬЙпунктивК̧̪ˬЙкомплетивК
ϟƊˬЙинцептивКϤƘˬЙлимитативК?:7ªξEcvnEǼő$
ŏP]7TE>\;P[5]͍ÙEɹν$ͥϬBā[̨a>\Y Aˇ
ʜЙ\F5 /7ˇʜE\ªϐđК`5 /7ͥϬAĈϐEɹνB;=F
ͱ]2BY[ıĔ˥AĐɨÀ?/=P?S*\Ǜ>͡1E$Ɩ½ˬB
Y\Ȭ˼EÇɃ>\?̽!Z]\Йcf. Плунгян 2011: 396К£tc΄>+Eɿ͉`
ɬ71EFƖ½Ù>\ 
 ͐őʨ+?B+EƖ½ˬBŏP]=\ªξEcvnEǼőЙ˼ʸˬ
̧̪ˬϟƊˬϤƘˬКFþEe¥¦b c¥EΒ΋EϩBĐ-]=7΍
EǼő˥ˆǨЙcf. ɥ̍̐ 2.5.2.3.̖К?ЄÖ/=\T9^a+E7[EΒ
΋TΤP!7­>+EcvnEnv|©? ɸǮ$Ȭɳ-]=\?
 ÀǸT\8^ /#/5 >:7?/=TþB̑̾$γM7Y B
ĭªEǼőˆǨBY:=ÙEjs ©E͡1¯ż˥Ǽő$͵γ>%\E#? 
ɱɥ˥A˞ŝBƢ1\Ͱ̓ɳEª;?/=ϳǃB͐őʨɳ8?ǯ_]\ 
 
3. モダリティのカテゴリー 
3.1. 本節の概要 
 ɥ̖>F} dЙмодальность; modalityК63Ejs ©B;=ɸͮ1
\+Ejs ©`S(:=F£tc΄ƒB"=FT9^aª͒Ͳ΄ƒB"
=T5Ejs ©5]͍ÙEȠ!ɃB;=\F+Ejs ©?5E
ÈEȾʝ˥js ©?Eϡ_[ňA@B;=ǣɨſ'EΒ΋$Ȅ-]=ɨ=
\ 
 ɥ̖>FP2ɥ̆>F@EY B} dEjs ©`Ƞ!=\#B;
=ɉZ#B1\7S͍ʼͲ΄B")\} dEjs ©B;=P2
PalmerЙ2001КB")\} dEˎͰ?ɭ̨QB;=Й̐ 3.2.2.̖КP7 Плунгян
E˵̈Й2011, 2012КB")\} dEɭ̨QB;=Й̐ 3.2.3.̖К5]6]
˹΃/+]Z`ΤP!7­>} d? js ©EĂÙø`Ƞ!\ 
 5/=} dEɛTűɥ˥AđЄ>\ͻƘE} dĵJϳˍƚ
E} d? ÁđʝBǣ5]6]E} dB;=˹΃/£tc
΄B"=+]ZE} d$@EY B͡ˍ-]=\#£tc΄̫΄΋B"
)\ʝ?} dF5]6]@EY B×̸É)\+?$>%\#B;
=˹΃1\Й̐ 3.3.̖̐ 3.4.̖К 
 5/=ɥ̆E·7\ƢΓ>\Ł͉ǱE} dEǼő`ŏRȾB;=
5EǼőɹν?ǼőE®×đЄB;=ɵʹ1\Й̐ 3.5.̖К 
                                                
63 модальность\Fmodality? ͟΄BƢ/=FÈBĻǻǱĻʝǱʝǱ
A@E͸΄$ü=Z]\ųňT\$ɥ̆>FɅBª͒˥Bĺ)Ɲ]Z]=\?ǯ_]\
} dE͟΄>̫ª1\ 
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3.2. モダリティの理解とその枠組み 
3.2.1. 命題的部分と様態、命題と事象 
 } d? js ©EĂÙø`Ƞ!\B7[˵̈̾Ϡ>ąɝ-]=
\?ǯ_]\ЙǲZ'N?a@Śª?TͲ!\Кˎ΋˥ĜȬF͍ʼͲ΄B")\Ⱦ
EǼőFÁ;EǼő˥̤ͧ#ZɹȄ-]=\? +?>^ 1A_9Ⱦ
EǼőFœЂ˥ϐđ?5EœЂ˥ϐđ`@EY B
ННННН
Ϳ̾$Ƞ!=\#`͡1
ɺǿЙмодусК#ZɹȄ-]=\64 
 ß!GÌ®Eţ;EȾ`ʏά/=QY Ц 
 
(2-44) Он на работе. 
(2-45) Он должен быть на работе. 
(2-46) Он может быть на работе. 
(2-47) Он, может быть, на работе. 
 
 +]ZFĂ=Ǟk̓ųe¡65? ̤ͧ`ąλ/=Ȝ:="[P-B+]
$œЂ˥ϐđ>\?Ͳ!\+Eąλ/=\œЂ˥ϐđBƢ/=­͵Eţ
;EȾ>FͿ̾$ɺAȠ!Ƀ`/=\+?`ɺǿ$͡/=\ 
 5]6]EȾFßЙ2-44К>FǙ΀EœЂ˥ϐđ`ˍƚETE?Ƞ!=
\+?`͡/ЙǞFÅ̓ųB\КƢ/=ßЙ2-45К>FǙ΀EœЂ˥ϐđ
$ː0\+?$Ǫͧ>\
ННННН
? Ϳ̾EȠ!Ƀ`͡/=\ЙǞF̓ųB\F28
Ъ\B9$AЫКßЙ2-46К>Fƛͮ˥A΍ɧÎBʾZ/=Ǚ΀Eœ
Ђ˥ϐđ$ː0\Ł͉Ǳ$\
НННННН
? Ϳ̾EȠ!Ƀ`͡/=\ЙǞF̓ųB\
Ł͉Ǳ$\К5/=ßЙ2-47К>F5E˭óB;=FͿ̾EȜ;ǸŲV˴
ΏB¯Π$\7Sđ#ZATEEǙ΀EœЂ˥ϐđ$ː0\Ł͉Ǳ$\
? +?`͡/=\ЙǞFIX:?1\?̓ųB\#T/]AК66+ 
/7Ϳ̾EȠ!ɃEχ$Ͳ΄ǛǑEχ?/=ĸɍ-]\? +?BA\ 
 ­>œЂ˥ϐđ?/7ǼőĈƝFĲƟBFœЂЙpropositionК?ÀΓ
ЙeventК?BđЄ1\+?$>%\œЂ?F5E˭óǱ$ŝЂ?A\TE`
ȝ1Йʶ˓ 2006: 40КœЂF5E˭ó`ŝ +?F>%=T5Eπ͞Ł͉ǱA@
`ŝ +?F>%A5]BƢ/=ÀΓЙ\F͞ʹ?TКF5E˭
ó`ŝ +?F>%A/#/5Eπ͞Ł͉ǱA@`ŝ +?F>%P-B5
Eπ͞Ł͉ǱǪͧǱƑŬǱ$ŝЂ?A\Йʶ˓ 2006: 40КP7ÀΓFȾ
                                                
64 Золотова и др.Й2004К>Tȝȱ-]=\λ[Йcf. 2004: 75К+ /7ƵĖFeeЙBally, Charles; 
1865-1947КBY\диктум (dictum)?модус (modus)LEđЄ$ǲZ'ɛĔ>^  
65 Ͳ΄ƒEĭ×?/=EȾ?F˜A:=\+?`͡17SB++>Fj|j͡͵`Ȧ˒/
=\ 
66 ++>Ĺ[­*7ßȾЙ2-46К?Й2-47КEǼőEχB;=FБулыгина, ШмелевЙ1993КB
"=Ͳĵ-]=\P7+EÁ;EȾ$ˣ-]\ϩBF5Ee¥©t¥EŮT˜A\
TE?A\ 
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>͡-]\ųň?Ĥͼľ>͡-]\ųň$\Йʶ˓ 2006: 39К 
 ++>ͩ7ßЙ2-44КЙ2-47КEͰϕ>FĂ=˭ó`ŝ!\œЂ$Ƣ
Γ?-]=\ųň? +?BA\67 
 
3.2.2. Palmer（2001）におけるモダリティの理解とその枠組み 
 ɥ̖>FP2PalmerЙ2001КB")\} dEˎͰ?5EđЄB;=˹
΃1\ 
 PalmerЙ2001КB")\} dEđЄ>F} dFP2Ɓ%'œЂ˥
} dЙpropositional modalityК?ÀΓ˥} dЙevent modalityК?BÁ
đ-]\œЂ˥} d?FœЂBϡ1\Ϳ/ȊEǿǌBϡ_\} 
d>\5]BƢ/=ÀΓ˥} d?Fƚˍ/=AΝ+[ 
\ÀΓBƢ1\} d?-]\Йcf. Palmer 2001: 8К 
 œЂ˥} dFɘB΃Ώ˥} dЙepistemic modalityК?ͺȚ
˥} dЙevidential modalityКBY:=ɹȄ-]\ 
 ΃Ώ˥} d?F5EœЂ$Àƚ>\#@ #Bϡ1\Ϳ/ȊEĕɁ
`͡1TEЙPalmer 2001: 24К>\Ц 
 
(2-48) John may be in his office.  (Palmer 2001: 24) 
u¥F͍đEidvB\E#T/]A 
 
 ­ß>FġĤͼ mayBY:=Ϳ̾EœЂBƢ1\ȩϘ`͡/=\ 
 ͺȚ˥} d?FœЂE˭ƚǱ`ͣÉ)\ͺȚBϡ1\TEЙPalmer 
2001: 8К>\ʶ˓Й2006К>Tȝȱ-]=\λ[Й2006: 7К͕΄BFͺȚ˥
} d`͡1ġĤͼFA7S++>FɆɥ΄Eß`ͩ="'Ц 
 
(2-49) ϯ$ϣ\5 8 
 
 ­ß>FġĤͼ5 8BY:=++>ͿЂBA:=\œЂ$Ϳ̾EÒ́
BY\ǸŲ>\+?$͡-]=\68 
 ªɃÀΓ˥} dFɘBɦ̶˥} dЙdeontic modalityК69?
ğĤ˥} dЙdynamic modalityКBY:=ɹȄ-]\ 
 ɦ̶˥} d?F5EÀΓ`ǒ%Ν+1ͧť$·΄EžñB\TE
                                                
67 A"ßЙ2-45КĵJЙ2-46КB;=FÀΓ$ƢΓ?-]=\? ͰϕTŁ͉>5E
ųňBF} dEǼő$˜A:='\®E̐ 3.2.2.̖`Ĵʾ-]7 
68 ŉ05 8? ġĤͼFɺǿEǼőTȜ9 \+EɺǿEǼőF΃Ώ˥} 
dBư1\A"5EųňġĤͼ?̪ň1\ĤͼFξ˒ǛBA[P7ġĤͼ5 85]͍
ÙEȾʝ˥ȟ\͑T˜A\+EʸBϡ/=Fʶ˓Й2006К>ͱ]Z]=\Йcf. 2006: 7-8К 
69 +E} dEŊ́Bϡ/=̻ĥ˥} d? ͸΄$˒Z]\+?T\$ʶ˓
Й2006К>F+Eɦ̶˥} d? ͸΄`Ȭɳ/=\ʶ˓Й2006КEȝȱ1\λ[
+E} dBF̻ĥG#[>FA'ͷŁEǼőA@TŏP]\5E7S̻ĥ˥
} d? ͟΄>F+E} dEªϴ/#ĸɍ-]=A?ǯ_]++>Fʶ Й˓2006К
B")\͸΄`Ȧ˒/=\ 
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>\Йcf. Palmer 2001: 70КЦ 
 
(2-50) You must go now.  (Palmer 2001: 71) 
T ͞%A- 
 
 ğĤ˥} d?F5EÀΓ`ǒ%Ν+1ͧť$·΄EĈñB\TE
>\Йcf. Palmer 2001: 70КЦ 
 
(2-51) He can run a mile in under four minutes.  (Palmer 2001: 77) 
ǞFţđ##Z2Bªe¡Μ]\ 
 
 ++P>ͩ=%7PalmerЙ2001КE} dEđЄ`P?S\?®ŨEY B
͡1+?$>%\Ц 
 
Ũ 2-13ЦPalmerЙ2001КB")\} dEđЄ  
 
 
3.2.3. Плунгян（2011）における枠組み、「評定のモダリティ」と「非現実のモダリテ
ィ」 
 ªɃПлунгянЙ2011К>F} d`P2Ɓ%'Ì®EÁ;BđЄ/=\70Ц 
 
 ͻƘE} dЙоценочная модальностьК 
 ϳˍƚE} dЙирреальная модальностьК 
 
 5]6]E} dB;=FÌ®Йcf. ̐ 3.3.̖̐ 3.4.̖К>΁/'ͩ\$
̎˥BͲ!GͻƘE} d?FͿ̾EǙ΀ˇʜBƢ1\ǿǌЙотношение; 
attitudeКBϡ1\} d>\+]F­>ͩ7 PalmerЙ2001КEɭ̨QB
")\œЂ˥} dBˬǙ1\?̽!=Y8^  
 5]BƢ/=ϳˍƚE} d?FǙ΀ˇʜEˍƚ²˘BƢ1\×̸É
                                                
70 A"++>FͻƘE} d`ɛĔBĐ/ϳˍƚE} d`Á˛˪BȬ˼/=\$
³̾EΫϖBχFA'âƙ˥ATE>\@9ZE} dE̅ЄT̒/'ϖͧ>\?
 ПлунгянEȝȱĵJ5ĚųЙПлунгян 2012: 309КBF͍̑̾ΥTΙŉ1\TE>\ 
 85 
)ЙстатусКBϡ1\} d>\Йcf. Плунгян 2011: 423К+]Fŉ0' Palmer
Й2001КEɭ̨QB")\ÀΓ˥} dBˬǙ1\ 
 +EͻƘE} d?ϳˍƚE} dF5]6]˜A\Ǽő̤ͧ
>[+E˜Κ-ȷB} dEjs ©EͪƘ$ŦϮBA:=\?
 ñϴT\? ПлунгянЙ2011К>Fȝȱ-]=\Йcf. Плунгян 2011: 423К+E
Y Aˇʜ`ΤP!=ПлунгянЙ2011К>F} d? js ©B;
=+EÁ;E˜ΚAǼő˥̤ͧ$ķɶ`Ȅ/=Й\F+EÁ;EǼő$µ
ǩ˥Ǽő?A:=КȄ̌/=\js ©>\?Ƞ!=\ 
 
3.2.4. 「法」と「モダリティ」 
 LyonsЙP75]B̌ų`ŉ0'1\ ПлунгянКBY]GʝЙнаклонениеКF
ȾʝĨ-]7} d>\? Ƞ!Ƀ$ª͒˥ATE>\Йcf. Плунгян 
2012: 309; Lyons 1977, Bybee 1985, Palmer 1986, 2001К1A_9ʝEjs ©
?FÚZ#E} dEǼő`͡1+?BˆĨ-]7Ǜǿ΋˥js ©
Й;P[Ⱦʝ˥js ©К>\ 
 A"Ò̫˥A£tc΄̫΄΋B"=FĜ̾ЙʝК`ƛͮ˥} d
Й объективная модальностьКǡ̾Й} dК`·ͮ˥} d
Йсубъективная модальностьК?1\ųňT\ЙГрамматика 1980, Энциклопедия 
1996A@К71 
 
3.2.5. まとめ 
 ɥ̖>FPalmerЙ2001К? ПлунгянЙ2011КB")\} dEɭ̨QB;
=˹΃/7 
 ɥ̖EP?S?/=³̾Eɭ̨QEʏά`ͽQ=QY ®͡>Fâƙ­ Плунгян
Й2011КEɭ̨Q`þBȬ˼/=\Ц 
 
Ũ 2-14ЦПлунгянЙ2011КĵJ PalmerЙ2001КB")\} dEɭ̨QEƢǭϡã  
Плунгян 
Й2011К 
ͻƘE} d ϳˍƚE} d 
Palmer 
Й2001К 
œЂ˥} d ÀΓ˥} d 
΃Ώ˥ 
} d 
ͺȚ˥ 
} d 
ɦ̶˥72 
} d 
ğĤ˥ 
} d 
 
 ПлунгянЙ2011КB")\ɭ̨Q?PalmerЙ2001КB")\ɭ̨QF+EY BƢ
ǭ/=\?̽!=Y8^  
 Ì®E͵γ>F·B ПлунгянЙ2011КBY\ͻƘE} d?ϳˍƚE
} d? ÁđʝBY\͵γ`µǩ?/A$Z5]6]B;=ͩ='
                                                
71 +E·ͮ˥} dƛͮ˥} d? 5]6]E͟΄FɺA˵̈̾BY[ſ
ɺA˒Z]Ƀ`/=\E>ʠǼ$Ǫͧ>\Йcf. Плунгян 2012: 315К 
72 ɱʯ˥} d? ͟΄$˒Z]\ųňT\ 
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+?B1\ 
 
3.3. 評定のモダリティ 
3.3.1. 自然言語における「評定のモダリティ」 
 ͻƘE} dЙоценочная модальностьК?FǙ΀ˇʜBƢ1\Ϳ̾E
ǿǌЙотношениеКBϡ1\TE>\ 
 +EͻƘE} dBđЄ-]\TE?/=FÌ®EY ATE$\
ЙПлунгян 2011: 424-426КЦ 
 
① ǗǌЙинтенсивностьКBϡ1\TE 
② îˎ˥ͻáЙэтическая оценкаКBϡ1\TE 
③ ΃ΏBű<7ͻƘЙэпистемическая оценкаК 
 
 Ì®>F­͵E5]6]B;=,'̙ʴBP?S=Q\ 
 P2EǗǌBϡ1\TE#Zͩ=+ +]FǙ΀ˇʜ$ƚˍ1\ǌ
ňEǗ-ЙǕ-КBϡ_\TE>\ǱΚǛƝͼBF+EǗǌ`͡1Ǜǿ̤`
ÉĠ1\+?$>%\ 
 ß!GǗǌ$Ǘ'A\ß?/=Fужасный?ужаснейшийEϡã$Ȟ*
Z]ηBǕ'A\ß?/=Fхолодный?холодноватыйEϡã$Ȟ*Z]\
73P7_W\ʏά̢`͡1ȨήT+EǗǌ`͡1TE?̽!=Y8^ 
Йхолодный?холоднееК 
 ʁBEîˎ˥ͻáBϡ1\TE`ͩ=QY +]F͓¨Ƿʅ
/¨Ϡχ:=\A@EY A_W\ͻáBϡ_\TE>\+E
} dFſ'EͲ΄>΄ǚĨ-]=\74 
 5/=E΃ΏBű<7ͻƘ?F΃Ώ˥} dЙэпистемическая 
модальность; epistemic modalityК?TŒG]=\TE>[Ϳ̾BY\Ǚ΀ˇ
ʜE˭óĕɁĒǌBϡ1\TE>\ 
 +E΃ΏBű<7ͻƘBFÁ̅Є[ªɃFǻƘЙэпистемическая 
гипотезаК>[T ªɃF5E΃ΏBű<7ǻƘ?ª͏/=\#@ 
#Йсоответствие эпистемическому ожиданиюК>\ 
 +]ZF2]TͿ̾E·ͮ˥
ННН
AĕɁ>\ͻƘ`ŏRTE>\?̽!Z
]\ 
 
3.3.2. ロシア語における「評定のモダリティ」とその表現手段 
3.3.2.1. ɸͧ  
 ͻƘE} d?̽!Z]\TEF£tc΄B"=@EY AͲ΄Ȋʋ
BY:=͡-]\8^ # 
                                                
73 ®̳`Ʉ/7ϐđ$Ǚ΀} dEǼő`Ș Ǜǿ̤>\ŉ0ʋ͗EʁEßTŉɺ 
74 ++BFЗолотоваЙ1982КЗолотова и др.Й1997, 2003КA@>Ĺ[­*Z]=\£tc΄E
ͻƘEjs ©Йкатегория оценкиКA@TŏSZ]\8^  
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 ­>Tə7λ[+E̅ЄE} dF£tc΄̫΄΋>F·ͮ˥} 
dЙсубъективная модальностьК?ŒG]\+?T\+]FȾ? ĭ×
$Ȅ̌1\7SEǪϾETE>FA''P>TÉĠ˥A˅?×̸É)Z]áí
ĕɁVΘɲÉ)? ̐ÁEƱ`ǛȄ1\ЙЭнциклопедия 1996: 240КͿ̾Eǿǌ`
˼175 
 Ĝ̖>Tƪ/ͩ7λ[+EͻƘE} d$͡-]\Ͳ΄ȊʋF£tc
΄EÙ̝B"=FǛǿ̤΄ \FˆƘEɹȾ΄ ϽA@ſƳBʭ:=\ 
 ĆÙ˥BFÌ®EY ATE$Ȟ*Z]=\ЙЭнциклопедия 1996: 240КЦ 
 
 Ƥ˒E΄ǚnvĵJ5]Z?ɿ͉˥Bΰ΄̪ňVȾ 
 Ƥ˒EƩͼ 
 Ϡȑͼ 
 e¥©t¥ 
 ΄Ͻ 
 ˆʉAƤ˒EȾɹν 
 
 +E̅ЄE} dEųňBF+]ZEȊʋ$ȾʝĨ-]="Z2΄ǚĨ-
]=7[\FɥɨÈEǼő`͡17SB˒Ǽ-]7͡ˍȊʋ$Ω˒-]
=7[1\7SɺAǛǑ$5E͡ˍȊʋ?/=˒Z]\ 
 Ì®>5]6]B;=˹΃1\ 
 
3.3.2.2. Ƥ˒E΄ǚnvĵJ5]Z?ɿ͉˥Bΰ΄̪ňVȾ  
 P2­͵EƤ˒E΄ǚnvĵJ5]Z?ɿ͉˥Bΰ΄̪ňVȾFͿ
̾EÒ!Z]\ĈƝBƢ1\ͻƘáíĕɁЙоценкаК` ͡1+]ZEͻƘ
EĈƝBǭ0=Ì®EY ATEBđЄ1\+?$>%\Ц 
 
 
͡ 2-25ЦƤ˒E΄ǚ΄̪ňȾ  
表されるモダリティの意味	 表現手段	 
 
˭ƚǱЙдостоверностьК 
? ͮʸ#ZEáíĕɁ 
наверноеЙǲZ'К, надеюсьЙ%:?8^ К, пожалуйЙ7KaК, 
вероятноЙ@ VZК, кажетсяЙǯ BК, безусловноЙ̭ƢǪ2К, 
разумеетсяЙT9^aК, естественноЙT9^aǙʼК, скорее всего
ЙR/^К, надо полагатьЙ@ VZКA@ 
ǸŲʯ`˼1+?BY\ 
ǸŲEƛͮǱEáíĕɁ76 
по слухамЙ _->FК, говорятЙ́'?+^BY\?К, по мнению 
кого-л.ЙEǼͩ>FК, по-моемуЙǯ BК, насколько мне известно
Й˿E˴\Ϥ[>FКA@ 
                                                
75 +]BƢ/=Ⱦ? ĭ×EȄ̌BǪϾETE$ǡγ1\ƛͮ˥} d>\Йcf. 
ɥ̍̐ 3.4.2.̖К 
76 +]FͺȚǱЙэвиденциальность; evidentialityК?ŒG]\TE>\$ɥ̆E˫ȨEƢΓ>
FAE>++>F΁/'FĹ[­*A 
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ȼϘBϡ1\áíĕɁ 
мало тогоЙ5EN#BК, мало сказатьЙ>FͲΠ[AК, по 
меньшей мереЙ2]B/=TК, самое большееЙ34ſ'=
TКA@ 
͆Ƙ˥AͻáЧşJɐ΃ на счастьеЙǇBTК, к радостиЙşG/+?BКA@ 
ŎƘ˥AͻáЧǵǴ на бедуЙʷϮA+?BК, к сожалениюЙʊǮA+?B˕/͸[
P3a$КA@ 
Б%Ǚǹ 
ЙнедоумениеК 
странное делоЙƄƉBTК, нечего сказатьЙɥǙBĂ'T:=К, к 
удивлениюЙБ'M%+?BБ7EFКA@ 
 
3.3.2.3. Ƥ˒EƩͼ  
­͵EƤ˒EƩͼFÌ®EY AǼő`͡1®͡ 2-26`ĴʾЦ 
 
͡ 2-26ЦƤ˒EƩͼ  
表されるモダリティの意味	 小詞	 
˹æEA+?ЙнеуверенностьК вродеЙÚ8#@ VZZ/К 
¾ɡ¾ǻЙпредположениеК разве чтоЙ@ VZК 
[5 TA+?ЙнедостоверностьК якобыЙ>\#EY AК 
Б%ЙудивлениеК ну иЙ7/78К 
 
3.3.2.4. Ϡȑͼ  
­͵EϠȑͼBFß!G бац, хлоп, хвать, глядь?:7TE$ŏP]\
+]Z`˒=̊ʼ\ĤÜ$͞A_]\? Ǽő`͡1 
ß!GÌ®EY Aß`ĴʾЦ 
 
(2-52) Хлоп на землю и лежит без движения. 
̊ʼG:7[?ŭϴBë]ίQΥ0^&T32ɾ7_:=\ 
 
3.3.2.5. e¥©t¥  
­͵e¥©t¥Fcnx¥A@EȊʋBY[Ò!Z]\ĈƝB
Ƣ1\Б%˞˹æ¯æĸȒ˧̈́?:7ǾǸBű<'
·ÙEǿǌ`Ò!\ 
 ɥ̆EƢΓ#ZFƁ%'ž]\E>++>F΁/'FĹ[Ȏ_A$
БрызгуноваЙ Елена Андреевна; 1931-КZBY\e¥©t¥|©¥
Йинтонационная конструкция; ИККđЄEХЙИК-7КA@$+]BˬǙ1\TE?
̽!]G8^  
 ®EßȾЙ2-53К`ͩ=QY Ц 
 
(2-53) Кака7я она красавица! 
EƏ$̱З8Aa=?a>TA-И 
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 ­EßȾµ­É%EȼƐ$e¥©t¥|©¥`͡/=\Йȁ̼˥A͡
͵Bǣ:=\К5E˫ĜEcnx¥E7:=\ʍϸ>~$ǰ­Ɉ1\
$5E˫ǡBźϝϞϛ$ː0\E$ ИК-7EˆǨ>\Йcf. Грамматика 1980: §153; 
Одинцова 2011: 278-293К 
3.3.2.6. ΄Ͻ  
­͵E΄ϽBY[ŎƘ˥Aǿǌ˧̈́`Ȝ:7ǿǌ`Ò!\ß!GÌ®EY
 Aß`ĴʾЦ 
 
(2-54) Станет он тебя слушать! 
V;F"ĜEͲ +?`́%#DAИ 
(2-55) Хорош друг! 
Ɓ/7Ķφ8DИ 
 
3.3.2.7. ˆĖAȾŮ  
­͵EˆĖAȾŮ`˒\+?>̅E} dEǼő`͡1+?$>
%\®͡ 2-27`ĴʾЦ 
 
͡ 2-27ЦˆĖAȾŮ  
表されるモダリティの意味	 例	 
͞A_]AĤÜB;=EʻǮ- Нет чтобы подождать. 
ǟ? ? ʒTA 
̊ʼEĤÜ Она возьми и скажи. 
ǞƆFǰBͿ/Đ/7 
ƚˍ¯Ł͉ Поди попробуй! 
V]\TaAZV:=Q^И 
ÚBTę̞`ĺ)2B͞A_]\ĤÜ Знает болтает. 
ǅʼ?ʻЌļ`%=\ 
 
3.4. 非現実のモダリティ 
3.4.1. 自然言語における「非現実のモダリティ」 
 ϳˍƚE} dЙирреальная модальностьК?FǙ΀ˇʜ$ˍƚ²˘B
Ƣ/=@EY A×̸É)ЙстатусКB\#Bϡ1\TE>\ 
 +E} dE̤ͧ$ŏP]=\ųňBFß!GͿ̾EˣͿɑʸ>ˍƚB
ÅƑŬ/="Z2P7ƦɨƑŬ1\Ł͉ǱTʻ'P7ƑŬ1\F2EAˇʜ
Ϳ̾EǼΏEµBEQƑŬ1\ˇʜ$ȫČ-]\ 
 +EϳˍƚE} dE·ͧAǼő?/=ɅBc v¢vEɑÊY[
Β΋-]=%=\EFŁ͉ǱЙ возможность; possiblityК?ǪʼǱ 77
Йнеобходимость; necessityК>\ 
                                                
77 Ò̫˥BF+EǪʼǱ? ͸΄$ü=Z]\$ųňBY:=FǪͧǱǪϾǱA
@EɃ$ĈƝEˎͰBFΘ1\Y BTǯ_]\ 
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 ̎˥BFŁ͉ǱFXF P>[ \ЪP/ \ЫЙX может PК? ̅Є
EȾЙˣͿКǪʼǱFXF P>A)]GAZAЪP/A)]GAZAЫЙX 
должен PК? ̅ЄEȾЙˣͿК>\ 
 +E³̾F5]6]Ĉ˥ATE?ž˥ATE?BđЄ1\+?$>%\
Ĉ˥ATE?FǙ΀ˇʜЙPКEːΝ$5EˇʜE·ÙЙXКEĈ˥AǱΚBàƑ
/=\TE>\EBƢ/=ž˥ATEFǙ΀ˇʜЙPКEːΝ$5Eˇʜ
E·ÙЙXК?Fϡ_[A'ž˥AͧťBàƑ/=\TE>\ 
 Ł͉ǱB;=FǡE̖>ȵS=ͩ\+??/++>FǪʼǱ`ßB
?:=̽!=QY ПлунгянЙ2011К#ZEĆÙß`ͩ=QY ЙПлунгян 2011: 
428КЦ 
 
͡ 2-28ЦĈ˥ǪʼǱ?ž˥ǪʼǱ  
必然性の種類	 例	 
内的必然性	 Чтобы рассказать об этом, я должен подготовиться. 
5]B;=Ϳ1BFʰô`/A)]G)P3a 
外的必然性	 Чтобы успеть на поезд, я должен выйти в восемь часов. 
ēΦBϠBň BFăɑBĐA)]G)P3a 
 
 +]ZEßȾEȾ͊#ZTđ#\Y BĈ˥ǪʼǱ?FǙ΀ˇʜЙPКEː
Ν$·Ù͍ΥEǪͧǱ\FǱΚBàƑ/=\TE>[Ƣ/=ž˥Ǫ
ʼǱEųňBFǙ΀ˇʜЙPКEːΝ$ž˥AͧťBàƑ/=\ 
 P7þBͩ7ͻƘE} d?ϳˍƚE} dEϠB\ϖͧA
Ƽ˜FͻƘE} dEǼőЙͻáVͻƘКFͿ̾#Zˣ-]\Й1A
_9ͻáVͻƘ`®1EFͿ̾>\КTE>\EBƢ/=++>ͩ=
\ϳˍƚE} dEǼőЙŁ͉ǱVǪʼǱК? EFǙ΀ˇʜ
E·ÙBϡ_\TE>\? ʸ>\ЙПлунгян 2011: 430К78 
 
3.4.2. ロシア語において文法化された「非現実のモダリティ」 
 ϳˍƚE} d$ȾʝĨE£xv`̩\?_W\ʝЙнаклонениеК
Ejs ©`ǛȄ1\ 
 £tc΄>F+EʝEjs ©FĤͼ$ô!\Ⱦʝ˥js ©?A:
=\λǃ˫΅ʝЙизъявительное наклонениеКÍƘʝЙсослагательное 
наклонениеКœËʝЙповелительное наклонениеКE¬;BđЄ-]\ 
 Ì®>делать? ͪě˥AǛǿżĨ`͞A Ĥͼ`ßB?:=5]6]Eʝ
EǛǿB;=˹΃1\Ц 
 
 
 
                                                
78 +EʸB;=E΁̥FǡE̐ 3.6.̖`Ĵʾ-]7 
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͡ 2-29Ц5]6]Eʝ`͡1ĤͼEǛǿ  
法	 	 動詞の形態	 
直説法	 過去形	 делал, делала, делало, делали 
非過去形	 делаю, делаешь, делает, делаем, делаете, делают 
仮定法	 делал бы, делала бы, делало бы, делали бы 
命令法	 делай, делайте 
 
 +EʝEjs ©FȾʝ˥js ©?A:=\+?#ZTP7γ
ƘЙпредикативностьК`ɹȄ1\̤ͧ?TA:=\79+?#ZTđ#\Y B̫
΄΋B")\ɛƩEĭ×>\Ⱦ? ĭ×$Ȅ̌1\7SBǪϾE̤ͧ>\ 
 A"­>TγM7Y B+EϳˍƚE} dF£tc΄̫΄΋B"
=F/G/Gƛͮ˥} dЙобъективная модальностьК?ŒG]\+?
$\ 
 
3.5. 可能性のモダリティ 
3.5.1. 概要：機能・意味的場という概念 
 ɥ̖>Fɥ˵̈E·7\đɪƢΓ>\Ł͉ǱE} dB;=̽!=
'+?B1\ 
                                                
79γƘЙпредикативностьК?F£tc΄̫΄΋B")\ɸǮ>Ǚ΀ˣͿ?ˍƚ?`̟É)\ǝ
Ğ`ɬ71?ǻƘ-]=\TE>\Ǚ΀ˣͿ$+Ejs ©`ɝ1\#Ŏ#BY:=5]
$ĭA\΄ЙвеснаКAE#\FȾЙВесна!К>\E#$ĩĖ-]\ǣɨʝ
ЙмодальностьКɑęЙвремяКÄ́ЙлицоКE¬;EȾʝ˥js ©`Ì=γƘ?1
\ͩɃ$·ʤ>:7$ˍŬ>FÄ́`ŏSA̌ųT\P7Ͳ΄ƒ˥Ƣ̌`Ȅ/=A
?/=+EɸǮ͍Ù`΃S=A˵̈̾T\Йcf. Энциклопедия 1996: 367К5EªɃ>
БондаркоЙ1990К>F+E¬js ©BɑϠ˥Ƙ×ǱОϳƘ×ǱЙвременная локализованность 
/ нелокализованностьК` Ġ!=F@ #? Ȭɳ$Đ-]=\ЙБондарко 1990: 63; ТФГ 1990: 63К 
 ɑϠ˥Ƙ×ǱОϳƘ×Ǳ?FˇʜEȜ;ǼőˆǨEª;>Ì®EY AǼőEƢ̌>͡
-]\Ц 
 
 Ǚ΀ĤÜЙˇʜКEĆÙǱ¨ϳĆÙǱ 
 Ǚ΀ĤÜЙˇʜК$ɑϠΪ­>ĮS\ųȈEƘǱ¨ϳƘǱ 
 Ǚ΀ĤÜЙˇʜК$\ªɑʸ\FªɡϠBǂư/=\#Ŏ# 
 
 +]ZEǼő̤ͧEƢ̌ĘQň_3BY[Ǚ΀ˇʜEɑϠ˥Ƙ×\FϳƘ×EˆǨ$Ƙ
P\ɑϠ˥ϳƘ×ǱFɘBÌ®EY B®×đЄ-]\Ц 
 
e ĭ̠ĸǥǱЙпростая повторяемостьК 
£ λǃǱЙобычностьКЙШ̼ȁǱЙузуальностьКК 
 ɑϠ˥ɓσǱЙвременная обобщённостьК 
ЙШϙͲ˥ĻγǱЙгномичностьКΞɑϠǱЙвневременностьКĂɑϠǱ
ЙвсевременностьКК 
 
 Ͳ΄B"=+]ZEˆǨEǛǑ˥͡ˍ`µǩ˥BȘ:=\EFĤͼ`µǩ?/7γ΄>
\$+EˆǨ`̽!\BF\ˣͿĂÙ`̽Ȃ/A'=FAZA;P[γ΄8)>A'
·ÙƛÙųňBY:=Fˇʜ΄E̤ͧBY:=T5EɑϠ˥Ƙ×ǱEɝʻ$ƘSZ]\#Z>
\Йcf. Бондарко 1999: 169К 
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 ­>ͩ7λ[Ł͉ǱE} dFP2̐ªBϳˍƚE} dEI?
;?/=×̸É)\+?$>%\8^  
 Ͳ΄B")\Ł͉ǱEǼő?/=ШатуновскийЙ2009КTͰϕ`˼/=\
E>++>˹΃/="+ Ú#$Ł͉>\? ųňcКˍŬFːΝ/=
"Z2eКɣɨBFːΝ/=\#T/]A/ːΝ/=A#T/]A?
 +?`ȝ/=\ЙШатуновский 2009: 315К+]F­>ͩ7Йcf. ̐ 3.2.2.̖К
PalmerЙ2001КB")\ÀΓ˥} d?ŉ̒ETE`ȝ/=\?̽!=Y
8^  
+EŁ͉ǱE} dEǼő$@EY B£tc΄B"=͡ˍ-]=
\#`̽!\B7[++>F5Eˎ΋˥AĜȬ?/=¡¡nɿ͉Ⱦʝ80B
"=Ȭɳ-]=\ɿ͉¨Ǽő˥ųЙфункционально-семантическое полеК?
 ɸǮ`ȯ˒1\ 
 ɿ͉¨Ǽő˥ų?F\ªƘEǼőjs ©81`ąλ/=ɝ/=\Ì
®EY AͲ΄ǛǑ`P?S­*7ˎ΋˥ɹ̘˅>\Ц 
 
 Ⱦʝ˥ĭ× 
 ΄ǚ˥ĭ× 
 5EÈEЙɺA̤ͧ82ĘQň_3#ZA\КȊʋ 
 
+]ZEǼőjs ©`Ȝ;ǛǑFǼőEų`ǛȄ/=\?̽!Z]
\+EY Aɿ͉¨Ǽő˥ųFͲ΄EɹνEɺA˜A\¢¡Eĭ×E
Ȝ;ɿ͉`đɪ1\7SEÙ̝­Eű˻?A\ЙТФГ 1987: 11К?-]\ 
 +Eɿ͉¨Ǽő˥ų` ǻƘ/7ųňŁ͉ǱEǼőEųЙǼőjs ©К
`͡ˍ1\Ȋʋ?/=FÌ®EY ATE$\ЙТФГ 1990: 127ЧȬ˼EϽ˛BF
żɘ`Ġ!=\КЦ 
 
 Ǜǿ˥ȊʋЦ˫΅ʝB")\Ù¨ɑęǛǿÍƘʝB")\ÙEǛǿ 
 ΄ǚ˥ȊʋЦ} dEǼő`Ȝ;ĤͼĵJγ΄ 
 ̫΄˥ȊʋЦŎƘ`Ó:7¯Ƙͼɹν 
 
5]6]Ì®EY AȾ$Ƣǭ1\ЙɀƐÙ>˼/7΄$΀Ǚ1\͡ˍȊʋКЦ 
                                                
80 +]FБондарко`µǩB¡¡nB"=̇ɶ˥B˵̈$οSZ]=\Ⱦʝˎ΋>\
ɥ̆>Fß!G¡dV ©EY AÈE˵̈̾ЙĵJƒʣКBY:=Ȭś-]=\
ɿ͉Ⱦʝ?âƙ˥BĩĖ1\7SB¡¡nɿ͉Ⱦʝ? Œ́`˒\+?B1\¡
d\F ©A@$5]6]·ǖ/=\ɿ͉Ⱦʝ?Ěų­ˎ΋­EχB;
=F̆`ȵS=ɵʹ`Ġ!\Ǫͧ$\8^  
81 ++>ǮЀB̸#]=\Ǽőjs ©?FǛǿ΋˥Ȋʋ̫΄˥Ȋʋ΄ǚ˥Ȋʋ"
YJ5]Z`̨Qň_37ȊʋE5]6]BY:=͡-]\ǼőB"=ąλ/=ˍ]='\j
s ©EǼőˆǨ`ȝ/=\ЙТФГ 1987: 12КƚϩE?+^Бондарко͍ΥTĔɡEȾˊ>Fɿ
͉¨Ǽő˥ų? ͟΄`˒\Ê_[Bɿ͉¨Ǽő˥js ©? ͟΄`˒="[Йcf. 
Бондарко 1971bК+]ZFϳǃBΰ#\FŉªEɸǮ>\?̽!Z]\ 
82 ++>E̤ͧ?FͲ΄ǛǑ?NOŉɺEǼő>Ƞ!\+?$>%\8^  
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(2-56) Ребенок уже ходит. 
5EƏFT ʇ)P1 
(2-57) Он умеет плавать. 
ǞFʡ*P1 
(2-58) Тебе этого не понять! 
a7Aa#BFđ#ZAEYИ 
 
 ТФГЙ1990К>FŁ͉ǱE} d`Ĉ˥Ł͉Ǳ?ž˥Ł͉Ǳ?Bđ
Є/=Ȭ˼/=\ЙǡγК 
 
3.5.2. 可能性のモダリティを含む文の意味構造 
 >F} dEǼő`ŏRȾEǼőɹνF@EY ATE`ǻƘ1]G8
^ #ɥ̖>F5EʸB;=̽!=Q\ 
 ɥ˵̈>F} dEǼőɹνEűɥ˥Aɭ̨Q?/=ТФГЙ1990К>Ȭɳ
-]=\ɭ̨Q`ȯ˒1\+?B1\Йcf. 1990: 123-142К 
 5+>FŁ͉ǱE} d`ŏRȾ>F·ͧAǼő̤ͧ?/=} 
dE·ÙЙсубъект модальностиК} dEƢΓ?A\ˇʜЙпредметная 
ситуацияК} dEƢΓ?A\ˇʜE·ÙЙсубъект предметной ситуацииК
} dEƢΓЙпризнакК?A\ˇʜE·ÙEȜ;ˆǨEţ;E̤ͧ$ϡ_:
=\?̽!Z]=\Йcf. ТФГ 1990:123-126К 
 FͿ͍̾Υ>[F­>Йcf. ̐ 3.2.1.̖Кͩ7œЂ˥ϐđB΀Ǚ1\
TE?̽!=Y8^  
 A"ТФГЙ1990К>F+]Zţ;E̤ͧ$"ÂBƢ̒AϡãB\#EY 
B͵γ-]=\$+]ZE 9ĵJFEœЂ˥ϐđ`ɹȄ1\TE>
\E>ƚϩBFÌ®EY AϨƱɹν>Ƞ!\E$Y[ϊĒ8^ Ц 
 
 } dE·ÙЙШͿ̾К 
 } dEƢΓ?A\ˇʜЙШœЂ˥ϐđК 
c } dEƢΓ?A\ˇʜE·ÙЙ­͵К 
e } dEƢΓ?A\ˇʜE·ÙEȜ;ˆǨЙ­͵К 
 
 +]Z$ƚϩEȾЙˣͿКB"=@EY AͲ΄ǛǑ`Ó:=͡-]\#B;
=̽!=QY ćŮ˥Ap©v`ǻƘ1\?FͿ͍̾Υ?A\E>λǃͲ΄
ǛǑ>F͡-]A83ЙcКFŊͼÊŊͼЄE·ɲЙT/'FʻÄ́ȾEųň
BF°ɲКBY:=˼-]5/=ЙeКF¯ƘͼBY:=˼-]+EÁ;Eͧ
̤BY:=ˣͿɑʸ>FƚϩBːΝ/=AˇʜЙШШœЂ˥ϐđК$˼-
]\? +?BA\ 
                                                
83 ЙcКE·Ù$Ϳ̾?ŉª>\ųňBFǙ΀Ͳ΄ǛǑ>͡˼-]\ЙßЦЯ могу поднять такую 
тяжесть.КН 
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 5/=Ǚ΀ˇʜ$ːΝ1\+?EŁ͉Ǳ$\+?B;=Ϳ̾$Ͳĵ/=
\ЙǙ΀ˇʜ$ːΝ1\Ł͉Ǳ$\? Y BͿ̾$̽!=\К? +?
F} dEǼő`Ȝ;γ΄BY:=˼-]\ 
 P7¯Ł͉Ǳ`͡1ųňBFŎƘήЙſ'EųňнеК?γ΄?E΄̪ň
BY:=˼-]\ЙОн может прийти.  Он не может прийти.К 
 /7$:=} dEǼő`ŏRȾEǼő¨ ̫΄ɹν`ɹȄ1\·ͧA̤ͧF
Ì®EY ATEBA\?̽!=Y8^ Ц 
 
͡ 2-30Ц} dEǼő`ŏRȾE·ͧAǼő¨̫΄˥̤ͧ  
意味的要素	 統語的要素	 
} d γ΄ 
ˇʜЙœЂ˥ϐđК ·΄¯Ƙͼ 
ŎƘ ŎƘή 
 
3.5.3. 内的可能性とその下位区分 
 Ĉ˥Ł͉Ǳ?FǙ΀ˇʜ`ǒ%Ν+1ͧť?A\TE$Ǚ΀ˇʜE·Ù5
ETE·ÙEĈ˥ˆǨ>\TE?-]=\Ĉ˥AˆǨ?/=Fǩˎ˥
\F˅ˎ˥AǱΚTEEͩɃV˹æ͉ğĵJ̼ȁǱɲEˆǨA@$Ȟ*Z
]=\ЙТФГ 1990: 131К 
 ɘBТФГЙ1990К>FĈ˥Ł͉Ǳ`þƂ˥Ł͉Ǳ?ǡƂ˥Ł͉ǱB®
×đЄ/=\ 
 þƂ˥Ł͉Ǳ?F·ÙũɝEǱΚVȋ͉A@$Ǚ΀ˇʜːΝEɧÎ?A:=
\TE>\®ß`ĴʾЦ 
 
(2-59) Вы добродетельны, несчастны и не можете отсюда уйти. 
A7FВʴ>¯Ǉ8#Z++#ZĐ=͞'Y A+?FĐɨA 
 
 Ƣ/=ǡƂ˥Ł͉ǱEųňBF·ÙEǡƂ˥BΥBÉ)7͉ğ̼ȁ˴Ώ
A@BY:=Ǚ΀ˇʜ$ǒ%Ν+-]\Ц 
 
(2-60) Костя знал так же мало, как и все, и не мог ответить на эти вопросы. 
r©v~FÈE˦?ŉ0Y BÛ[˅`˴ZA#:7E>5]ZEΚŝ
B̓!\+?$ĐɨA#:7 
 
 ++>ͩ75]6]EŁ͉Ǳ`͡1+?$>%\γ΄FÌ®EY ATE>\
®Ũ>F ТФГЙ1990КEđЄBǣ:=\Ц 
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Ũ 2-15ЦĈ˥Ł͉Ǳ?5Eγ΄ЙТФГ 1990К  
 
 
3.5.4. 外的可能性とその下位区分 
 ž˥Ł͉Ǳ?FǙ΀ˇʜEːΝ`ʖƘ1\ͧť$·ÙÌžß!Gǳǃ
˥\Fªɑ˥Až˥ˇʜ˽Ñ˥ʝě͍ʼEʝěA@BY:=ɧÎÉ)Z]=
\TE`ȝ1 
 +Ež˥Ł͉ǱFɘB̻ĥ˥Ł͉ǱЙдеонтическая возможностьК?ϳ
̻ĥ˥Ł͉ǱЙнедеонтическая возможностьК?B®×ĩđ-]\Йcf. ТФГ 1990: 
132-133К 
 ̻ĥ˥Ł͉ǱF˽Ñ>EʝǠ˥λǮ­E̗ͪ$Ǚ΀ˇʜːΝEɧÎ?A
:=\TE\FͿ͍̾ΥEǼǫA@$ɧÎ?A:=\TE`ȝ1Ц 
 
(2-61) Партком имеет право предлагать своих кандидатов. 
ĀƋŗÑF͍ZEìͤ`Ȭɳ1\+?$>%\ 
 
 Ƣ/=ϳ̻ĥ˥Ł͉ǱF˽Ñ˥ǱΚ`Ȝ7Až˥Aˇʜ˅ÀEοƯEƛ
ͮ˥ʝěA@BY:=Ǚ΀ˇʜ$ɧÎÉ)Z]=\TE`ȝ1Ц 
 
(2-62) Уже в ноябре невозможно было писать, потому что чернила замерзали во всех 
чернильницах. 
11ɜ>ɅBə%˅FĐɨA'A:=7? ETŷŻ? ŷŻEe¥n
$Ď:=/P:=7#Z8 
 
 ++>ͩ75]6]EŁ͉Ǳ`͡1+?$>%\γ΄FÌ®EY ATE>\
­?ŉɺТФГЙ1990КEđЄBǣ ?ʁEY AŨǑB1\+?$>%\P7
++>FТФГЙ1990КB"=Ȭ˼-]=\TEB̑̾EĕɁ> возможно, 
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невозможно, нельзя`Ġ!=\84Ц 
 
Ũ 2-16Цž˥Ł͉Ǳ?5Eγ΄  
 
 
3.6. 述語 мочьについて：その「多義性」と「無標性」 
 ++>γ΄ мочьB;=TγM="'Ǫͧ$\8^  
 ­E̖>Йcf. ɥ̍̐ 3.4.1.̖КͻƘE} dEǼőЙͻáVͻƘК
FͿ̾#Zˣ-]\TE>\EBƢ/=ϳˍƚE} dEǼőЙŁ͉Ǳ
VǪʼǱК? EFǙ΀ˇʜE·ÙBϡ_\TE>\?γM7$+ /7
Ƽ˜FÌ®EY Aß>˹΃1\+?$>%\Ц 
 
(2-50) Иван может петь «Марсельезу». 
 
 +Eγ΄ мочь`˒7ȾFÌ®E¬;EͰϕ$Ł͉>\Ц 
 
ee¤¥FЙ$К¨¡xeh©w`ʃ:=\Y 8 
ЙͻƘE} dК 
£e¤¥FЙ$К¨¡xeh©w`ʃ +?$>%\ 
ЙϳˍƚE} dК 
e¤¥FЙ$К¨¡xeh©w`ʃ!\ 
ЙϳˍƚE} dК 
 
                                                
84 P7ТФГЙ1990К>F++>Ȟ*7γ΄BĠ!=иметь право?иметь возможность$
Ġ!Z]=\/#/+]ZEÁ;Eγ΄F5Eđɪ˥AȄ[̌9#ZŁ͉ǱEγ΄?/
=E˒ʝFÁʁ˥ATE>\?ͩA/ÅŤEΉɰEƢΓ#ZFϦž/=\+]ZEγ΄?
¯ƘͼE΄̪ňB")\ÙEϋȔEŝЂBϡ/=FĖθɿÑ`ȵS=Ĺ[̨RǪͧ$\8^  
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 5]6]eКFͻƘE} d£К?КFϳˍƚE} d`͡
/=\ 
 eКFͻƘE} d` ͡/=\E>5EͻƘ` ͞A:=\EF
Ǚ΀ˣͿ`͞A:7Ϳ̾>\85 
 £КFĈ˥Ł͉Ǳ`͡/КFž˥Ł͉Ǳ`͡/=\?Ͱϕ$>%\86+
EŁ͉ǱFͿ̾Bϡ_\+?>FA'Ǚ΀ˇʜЙ¨¡xeh©w`ʃ К
E·ÙЙe¤¥КEĈ˥ǱΚ\Fe¤¥`Ĺ[ŧRž˥ͧť>\ 
 +EY B+Eγ΄F} dE̅ЄB;=TͻƘ?ϳˍƚEķ
ɃE} dEǼő`͡1+?$>%\Йcf. Плунгян 2011: 430-431К87P7ϳ
ˍƚE} dBϤ:=̽!=T++P>>˹΃/7ŨЙ2-15КĵJЙ2-16К
#ZTɉZ#AY Bмочь? γ΄FĂ=EŁ͉ǱE̅Є`͡/ \ 
 +EY Aмочь? γ΄EȜ;Ͳ_Gſ̻ǱFͲȭ!]G+Eγ
΄5]͍ÙFͻƘE} d`͡1E#ϳˍƚE} d`͡/=
\E#\F5EŁ͉Ǳ$Ĉ˥Ł͉Ǳ>\E#5]?Tž˥Ł͉
Ǳ>\E#?:7+?B;=Ă'͡˼/=A? +?BA\;P
[} dVŁ͉ǱE̅ЄE͡˼Bϡ/=Fʻɻ>\?̽!Z]
\E>\88 
 мочьE͡1Ł͉ǱEǼőEƔô̗ŧ? EF®ŨEY Ae©u>Ƞ!
\+?$>%\8^ ЙϳˍƚE} dEųňКЦ 
 
Ũ 2-17Цγ΄Ĥͼ мочь $͡1ǼőEƔô̗ŧЙϳˍƚE} dEųňК  
 
                                                
85 _W\͛ʼǱ?ŒG]\TEF+EͻƘE} dE+?`ȝ/=\?̽!=Y
 
86 T:?TɆɥ΄>T+E³̾EƼ˜`ϊĒAͲ΄ǛǑ`˒=͡ˍ/đ)\EFŦϮ>\
ß!GЙɋ̼:=ʃͼ`˴:=\E>Кe¤¥$¨¡xeh©w`ʃ +?$>%\Й­͵
£КЙÅɆ8)Fʃ:=TY?EͷŁ`Ǥ=\E>Кe¤¥ЙBϤ:=КF¨¡xeh©w
`ʃ!\Й­͵КA@EY BϊĒAȾ͊`ͤ!G5Eχ$ɉZ#BA:='\ 
87 ++>ͩ7ßȾBϡ/=ПлунгянЙ2011К>FT ªʸ͐őʨȝȱ$-]=\5]FˍŬɑ
ęEɿ͉Eχ#Zɨ\ͰϕEƼ˜>\ϳˍƚE} d`͡1ųňЙ­͵£КBF
ˍŬɑęFˣͿɑʸ>5EŁ͉Ǳ$ƑŬ/=\+?`ȝ/=\5]BƢ/=ͻƘE
} d`͡1ųňЙ­͵eКBFɑęFǙ΀ˇʜЙ++>F¨¡xeh©w`ʃ К
$ƑŬ/=\ɑʸ?ª͏/=\1A_9ˍŬɑę>]G5Eɑʸ>·#$¨¡xe
h©wʃ:=\? +?BA\ 
88 ɝɻĵJʻɻB;=Fɥ̍̐ 2.5.2.2.̖`Ĵʾ-]7 
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 Ĉ˥Ł͉Ǳ`͡ˍ1\EBˆĨ-]7γ΄Йуметь, способен A@КVž˥
Ł͉Ǳ`͡ˍ1\EBˆĨ-]7TEЙможно, нельзяA@К$˒Ǽ-]=\ªɃ
>мочьF5E@9ZEŁ͉ǱE̅ЄT͡3\Ȋʋ?/=P7ϳˍƚE} 
dEQAZ2ͻƘE} d`T͡3\Ȋʋ?/=Ͳ΄Ù̝ĈB˒Ǽ-
]=\?̽!Z]\ 
 P-B+EY AʻɻǱE7SB+Eγ΄$ɺAųϴ>˒Z]\+?B
T;A$:=\?TͲ!\/7$:=ǡ>ͩ\Y BЙcf. ̐ţ̍Кlv
Ĉ>˒Z]\ЁǌȼTɛTВTE?A:=\ 
 ɥ̆>F+Eγ΄ мочь `­>ͩ7ϳˍƚE} d`͡1ªξEγ΄
?FĖBȎ5EǼőV˒ʝ¯Ƙͼ?E̪ňEƚǿA@B;=ͮơ1\+?B
1\89 
 
3.7. 本節のまとめ：可能性のモダリティと本研究の対象の位置付け 
 ɥ̖>F} dEjs ©B;=ª͒Ͳ΄ƒ˥AͫǍ?£tc΄ƒ
EͫǍEķɃ#Zɵʹ/7 
 ƒŝ˥ǍųE˜ŉBϡ_Z2} dEjs ©`̽!\ϩBąλ/
=\΃Ώ?/=Fȅ$ːȄ/=\ȾEǼőFœЂ˥A̤ͧ?5]BƢ1
\Ϳ̾EȠ!Ƀ`͡1Á̅ЄE̤ͧ#ZA:=\? +?>\5EȠ!Ƀ
`ÚZ#EͲ΄˥Ȋʋ>͡1Ƀʝ$} d?ʝEjs ©>\?
Ͳ!\ 
 } dEjs ©F5EǼő˥ǱΚ#ZͻƘE} d?ϳ
                                                
89 ʶ˓Й2006К>FY[ǊǼő>Ł͉Ǳ? ɸǮ$Ƞ!Z]="[} dBFÚZ
#EǛ>Ł͉Ǳ$ϡ_:=\?/΋$Ưϟ-]=\Йcf. 2006: 48-54К5/=} d
$ƢΓ?1\Ł͉ǱB;=Ì®EY AđЄ`Ȭɳ/=\Йcf. 2006: 49КЦ 
 
(a) ΋ˎ˥Bͩ7ÀɮЙ1A_9œЂКEŁ͉ǱЦ 
\œЂ$Ǫʼ#òʼ#[Ǥ\#[ǤA#Bϡ1\TEЙ΋ˎ˥Ł͉ǱК 
(b) ΃Ώ˥Bͩ7ÀɮЙ1A_9ˇʜКEŁ͉ǱЦ 
\ˇʜ$Ϳ/ȊB?:=˹ƚ#¯˹ƚ#Bϡ1\TEЙ΃Ώ˥Ł͉ǱК 
(c) ˽Ñ˥\FͲ΄͞ʹ˥Bͩ7ÀɮЙ1A_9͞ʹ¨ĐɨÀКEŁ͉Ǳ 
5E͞ʹF̻ĥ#̻ĥ>A#ͷŁ-]=\#ͷŁ-]=A#A@Bϡ1
\TEЙ˽Ñ˥¨Ͳ΄͞ʹ˥Ł͉ǱК 
(d) Ĉ˥ΘΚVž˥ˏŵ#Zͩ7ÀɮЙ1A_9͞ʹ¨ĐɨÀКEŁ͉Ǳ 
5E͞ʹ`ƚ͞>%\#>%A#ƚ͞1\Ǽǫ$\#A#Bϡ1\TEЙΘ
Κ˥¨ˏŵ˥Ł͉ǱК 
(e) ÀɮEŁ͉ǱBƢ1\ǩ˥ǿǌЦ 
\ÀɮEƚˍŁ͉Ǳ`ƿʔ/7[5EÀɮ$ƚˍ/7Й/=\К+?BƢ1\ǩˎ˥
AǼžǾ¨˝žǾ`͡/7[1\TEЙǾǸ˥¨ǩˎ˥Ł͉ǱК 
 
 ­͵E 9ЙbКE΃Ώ˥Ł͉Ǳ$ɥȾ>ͩ=%7ͻƘE} dBƢǭ1\TE>
[ЙdКEΘΚ˥¨ˏŵ˥Ł͉Ǳ$ϳˍƚE} dBƢǭ1\TE?̽!Z]\+
EY B2]TǙ΀ˇʜEːΝEŁ͉Ǳ`ŝ =\? ʸ>FͻƘE} dTϳ
ˍƚE} dTŉɺBŁ͉Ǳ`ƢΓ?/=\?̽!Z]\7S³̾`P?S=Ł
͉ǱBϡ_\} d?/=×̸É)\+?T>%\8^  
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ˍƚE} d?BƁ%'đ)\+?$>%\+]ZFPalmerЙ2001КEɭ
̨Q>F5]6]œЂ˥} d?ϳˍƚE} dBƢǭ1\ 
 ͻƘE} dFͿ̾EǙ΀ˇʜЙĤÜКBƢ1\ǿǌ`͡15]
BƢ/=ϳˍƚE} dFǙ΀ˇʜ$ˍƚ²˘BƢ/=@EY A×
̸É)ЙстатусКB\#Bϡ1\TE>\ 
 +E} dEjs ©FǼőjs ©>\7SǪ2/T5]Ƥ
˒EǛǿ̤$˒Ǽ-]=\_)>FA'5]`͡ˍ1\7SEͲ΄ǛǑFɺA
TEBA[ \ß!G£tc΄EÙ̝Ĉ>F΄VƩͼϠȑͼe¥©t
¥΄Ͻ5EÈˆʉAȾŮA@ɺAȊʋBY:=͡ˍ-]\ 
 5]BƢ/=ʝEjs ©FϳˍƚE} dBˆĨ-]7Ⱦʝ
˥Й1A_9Ǜǿ΋˥Кjs ©>\?̽!Z]\£tc΄EųňBFλǃ
ĤͼE΄Ƭ?Ʃͼ?ĘQň_3BY:=͡-]\ 
 ɥ̆E·7\đɪƢΓEI?;>\Ł͉ǱE} dFϳˍƚE}
 dE®×B×̸É)\+?$>%\TE>\ 
 ТФГЙ1990К>F+EŁ͉ǱE} dBɘBĈ˥Ł͉ǱЙPalmer
Eɭ̨Q>FğĤ˥} dК?ž˥Ł͉ǱЙŉɦ̶˥} dК?
 Á;E®×đЄ`Ġ!=\ 
 Ĉ˥Ł͉Ǳ?FǙ΀ˇʜ`ǒ%Ν+1ͧť?A\TE$Ǚ΀ˇʜE·Ù5
ETE·ÙEĈ˥ˆǨЙǩˎ˥\F˅ˎ˥AǱΚTEEͩɃV˹æ͉ğ
ĵJ̼ȁǱɲEˆǨA@К>\TE>\+EĈ˥Ł͉ǱFɘBǡƂ
˥Ł͉Ǳ?þƂ˥Ł͉Ǳ?BđЄ1\+?$>%\ 
 ž˥Ł͉Ǳ?FǙ΀ˇʜEːΝEɝʻ$·ÙÌžEž˥ͧťЙǳǃ˥\
Fªɑ˥Až˥ˇʜ˽Ñ˥ʝě͍ʼEʝěA@КBY:=ɧÎÉ)Z]=\
TE>\+Ež˥Ł͉ǱFɘBϳ̻ĥ˥Ł͉Ǳ?̻ĥ˥Ł͉Ǳ?
BđЄ1\+?$Ł͉>\ 
 
͡ 2-31ЦŁ͉ǱE} d?5E®×ĩđǙ΀ˇʜːΝEɧÎ  
内的／外的可能性	 下位区分	 当該状況生起の条件	 
内的可能性	 ǡƂ˥ ·ÙE͉ğ̼ȁ˴Ώ 
þƂ˥ ·ÙũɝEǱΚ\Fȋ͉ 
外的可能性	 ϳ̻ĥ˥ ˽Ñ>EʝǠ˥λǮ­E̗ͪ 
̻ĥ˥ ˽Ñ˥ǱΚ`Ȝ7Až˥Aˇʜ˅ÀEοƯEƛͮ˥ʝě 
 
 +EŁ͉ǱE5]6]`͡1+?$>%\γ΄F£tc΄EÙ̝Ĉ>Fͥȼ
˒Ǽ-]=\$ϨƱɹν??TB˼1?Ì®EY AŨBP?S\+?$>%
\Ц 
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Ũ 2-18Цɥ̆EƢΓ?A\Ł͉ǱE} dEǼő?5Eγ΄  
 
 
 +EĈ˥Ł͉Ǳ?ž˥Ł͉Ǳ? đЄFPalmerЙ2001КEđЄ>F
5]6]ğĤ˥} d?ɦ̶˥} d?BˬǙ1\ 
 /7$:=ПлунгянЙ2011К? PalmerЙ2001КE5]6]B"=Ȭɳ-]=
\} dEɭ̨QEƢǭϡãFÌ®EY AŨBP?S\+?$>%\Ц 
 
Ũ 2-19ЦПлунгянЙ2011КPalmerЙ2001К5]6]E} dEɭ̨QEƢǭϡã  
Плунгян 
Й2011К 
ͻƘE} d ϳˍƚE} d 
ž˥Ł͉Ǳ Ĉ˥Ł͉Ǳ 
Palmer 
Й2001К 
΃Ώ˥ 
} d 
ͺȚ˥ 
} d 
ɦ̶˥ 
} d 
ğĤ˥ 
} d 
œЂ˥} d ÀΓ˥} d 
 
 P7T ªɃEƢΓ?A\ͻƘE} dFγ΄ мочь $͡1TE`Ĺ
[Ȏ  
 5E7Sɥ̆EƢΓ>\ϳˍƚE} d?ͻƘE} d?`
Ł͉ǱBϡ_\} d?ŒJP?S=ȝ1+?$\ 
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4. ロシア語の不定詞の備える諸特徴 
4.1. 本節の概要 
 ɥ̖>F£tc΄EĤͼE΍ǛǿE 9EI?;>\¯ƘͼЙинфинитив, 
неопределенная форма глаголаК? ǛǿB;=ɵʹ1\+EǛǿFĭBĤ
Ü`Ŋȝ18)>@EÄ́@Eȼ@EɑęBư1\#ˍƚ\Fϳˍƚ?
ϡã/=\#B;=FªĒ˼-AǛǿ>\Йcf. Грамматика 1980: §1594К
Ì®>FP25EǛǿ΋˥̫΄΋˥5]6]EˆǨB;=˹΃1\ 
 þBTγM7Y BЙcf. F0SB̐ 4.8.̖КǣɨɆɥE£tc΄ƒ>F+E
инфинитивBƢ/=F¯ƘǛ? ͸΄$=Z]=%=\+]FĤ
ͼEǛǿEª;>\ƘǛЙопределенная форма глаголаКBƢ̸-]\TE?/
=Ȭɳ-]7TE>[5EǼő>F¯ƘǛ? ͟΄BTˬǭEʅǙǱ$
\?̽!Z]\/#/A$Zɥ̆>FY[Ǌ'ĺ)ā]Z]=\?ǯ_]\͟
΄>\¯Ƙͼ? ͟΄`˒=\ 
 Ì®ɥ̖>FP2¯ƘͼEǛǿ΋˥ˆǨB;=˹΃/ʁB+E¯Ƙͼ? 
Ǜǿ$ô!\Ⱦʝ˥js ©B;=˹΃1\Йcf. ̐ 4.2.̖К 
 ʁB¯ Ƙͼ? ǛǿE£tc΄̫΄΋B")\×̸É)B;=˹΃1\Йcf. 
̐ 4.3.4.4.̖К 
 5/=¯ƘͼEÙEjs ©E˒ʝB;=ɸͮ1\Ɩ½Ù¯Ɩ½ÙE5
]6]EǛǿ$@EY AǼő`͡1ųňB˒Z]\#B;=·B Рассудова
Й1982К>E͵γBȚ:=˹΃1\Йcf. ̐ 4.5.̖К 
 
4.2. ロシア語の不定詞の形態論的特徴及び備えている文法的カテゴリー 
4.2.1. 不定詞の形態論的特徴 
 ¯ƘͼEǛǿ΋˥ñϴB;=˹΃/="+ 90 
 ¯ƘͼEĤͼ΄ǈFſ'EųňτĳɑęE΄ǈ?ª͏/5+B¯ƘͼBˆǨ
˥AȨή>\-ть / -тиĵJ-чь$ÉĠ-]¯Ƙͼ?/=ɿ͉1\Ì®΅ɉE
âƙ­Ȩή-чь#ZͰ΅`͞A  
 Ȩή-чьFˍŬɑęĵJτĳɑęE΄ǈEɤƬBƏϸ гĵJ к`ɝ1\Ĥ
ͼEųňBÉĠ-]¯Ƙͼ`ǛȄ1\®͡µEŇß`ĴʾЙÌ®͡µ>FĤͼ
EÄ́żĨ΄ƬĵJ¯ƘͼEȨή`ƃƐEe| n>˼1КЦ 
 
͡ 2-32Ц¯ƘͼEȨήЙ -чьК  
非過去形（現在形）	 過去形	 不定詞	 
берегут берёг беречь 
могут мог мочь 
пекут пёк печь 
текут тёк течь 
                                                
90 ++>E͵γF·BГрамматикаЙ2005КĵJ ШелякинЙ2003КBű<=\$ß?/=Ȟ*
=\ĤͼB;=F̑̾EĕɁBY[ĹȢϋȔ\FδĠ`͞:=\ųň$\ 
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 +]ZÌžEĤͼEųňBFȨή-ть / -ти$ÉĠ-]¯Ƙͼ$ǛȄ-]\ 
 Ȩή-тьFcnx¥$Ǚ7:=\΄ǈEǡBÉĠ-]\Ц 
 
͡ 2-33Ц¯ƘͼEȨήЙ -тьК  
非過去形（現在形）	 過去形	 不定詞	 
читаю читал читать 
грызу грыз грызть 
 
Ȩή-тиFıě?/=Ȩή5]͍ÙBcnx¥$Ǚ7:=\ųňB˒
Z]\Ц 
 
͡ 2-34Ц¯ƘͼEȨήЙ -тиК  
非過去形（現在形）	 過去形	 不定詞	 
иду шёл идти 
несу нёс нести 
вынесу вынес вынести 
выползу выполз выползти 
 
 P7+EȨή>̧_\ĤͼBȨЀήвы́-$É-]=ʣː1\ĤͼBϡ/=T
cnx¥EɝʻB##_Z2Й+Eųňcnx¥FǃBȨЀήB\КȨήF
-тиEPP>\Й­ßE вы-нес-ти, вы-полз-тиК 
 
4.2.2. 不定詞の備えている文法的カテゴリー 
 £tc΄EȾʝÙ̝B"=ĤͼEƘǛ?¯Ƙͼ>F5Eô!\Ⱦʝ˥js
 ©$˜A\ 
Ĥͼ$ƘǛ>˒Z]\ųňBFÄ́ЙªÄ́ÁÄ́¬Ä́КÙЙ¯Ɩ
½ÙƖ½ÙКˬ91Й͉Ĥˬ͢ĤˬКʝЙ˫΅ʝÍƘʝœËʝКɑę
ЙτĳɑęˍŬɑęɣɨɑęКǱЙ˖ǱƆǱµǱКȼЙĭȼͥȼК
?:7Ⱦʝ˥js ©`Ȝ:=\ 
5]BƢ/=¯Ƙͼ>F+]ZEȾʝ˥js ©E 9ÙEjs ©
Й¯Ɩ½ÙƖ½ÙК?ˬEjs ©Й͉Ĥˬ͢ĤˬК/#åȜ-]A 
+]Z`͡EǛ>P?S\?Ì®EY BA\925]6]EȾʝjs ©?ą
BțǔĈBĤͼ делать/сделать`ĆÙßB?:=5]6]EȾʝǛǑ`˼/=\Ц 
 
 
 
                                                
91 _W\ª͒Ͳ΄ƒEđϗ>Ͳ ?+^EǿЙvoice; залогКEjs ©>\ 
92 +E͡FГрамматикаЙ2005КE͵γ`Ĵ̽BÜȄ/7Йcf. 2005: 1384КA"++>FΒ΋`
̙̤Ĩ1\7SBđͼЙǛĤͼКE΍ǛǿB;=FɵʹEƢΓ#Zž/=\ 
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͡ 2-35: ĤͼEô!\Ⱦʝ˥js ©ЦƘǛ?¯ƘͼЙ¯ƘǛК  
文法的カテゴリー	 定形（文法形式）	 不定詞（文法形式）	 
法	 ˫΅ʝЙделаю, делалКÍƘʝЙделал быКœËʝЙделайК  
時制	 τĳɑęЙделалКˍŬɑęЙделаюКɣɨɑęЙбуду 
делатьК 
 
人称	 
（過去時制は除く）	 
ªÄ́Йделаю, делаемКÁÄ́Йделаешь, делаетеК
¬Ä́Йделает, делаютК 
 
性	 
（過去時制のみ）	 
˖ǱЙделалКƆǱЙделалаКµǱЙделалоК  
数	 ĭȼЙделаю, делаешь, делает; делал, делала, делалоК
ͥȼЙделаем, делаете, делают; делалиК 
 
体	 Ɩ½ÙЙделалК¯Ɩ½ÙЙсделалК Ɩ½ÙЙделатьК 
¯Ɩ½ÙЙсделатьК 
相	 
（態）	 
͉ĤˬЙделаетК͢ĤˬЙделаетсяК ͉ĤˬЙделатьК 
͢ĤˬЙделатьсяК 
 
4.3. ロシア語統語論における不定詞の機能的位置付け 
 £tc΄B")\¯ƘͼF5E̫΄΋­Eɿ͉`@ ×̸É)\#Й͵γ1\#К
? ʸBϡ/=5EˆǨÉ)$ªΖ/="Z2ˍŬB͎:=Tɛ̧˥AͰʖF
ͩ=A?ǯ_]\ 
 ЗолотоваЙ1982КTǒ˒/=\Y BЙ1982: 249КПешковскийЙ2001КF1930
ǆÊEɑʸ>¯Ƙͼ? ǛǑ`5EǼőB;=ΎEſjs ©
Йзагадочная по своему значению категория глаголаК>\?ͻ/=\Й2001: 141К
£tc΄̫΄΋B"=FĤͼE¯Ƙͼ? ǛǑF5Eɿ͉ǝĞA@B;
=ɣ8ƖĂBFͰ%ɉ#-]=AǛǿ>\?Ͳ!\ 
 ß!GÌ®EY Aß`̽!=QY Ц 
 
(2-80) Я люблю гулять вечером. 
ŽɃȺʇ1\E$Ƈ%>1 
(2-81) Я начал слушать музыку. 
ϸɷ`͂%ƊS7 
(2-82) Паспорт показать! 
Υđͺ`Ȭ˼/=®- 
 
 ¯ƘͼEɿ͉˥×̸É)EϮ/-F#7VŊͼ?ЄÖ/7ǝĞ`ɬ71Й­ß 2-80
ĤͼEͤ΄˥Aɿ͉К+?T]G#7VĤͼBʰ07ǝĞ`ɬ71Й­ß 2-81
ňȄĤͼγ΄`ǛȄ1\К+?T\93\F5]ĭˈ>Ⱦ`ǛȄ1\+?T>
%\Й­ß 2-82¯ƘʝȾК? Y B¯Ƙͼ? Ǜǿ$ô!\̫΄΋­
                                                
93 T:?TȠ!ɃBY:=F+EЙ2-81КE¯ƘͼE˒ʝTŊͼ?ЄÖ/7ǝĞ>\?ͩ\
+?T>%\8^  
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Eɿ͉E\̅EɯΨ-\Fɖɏ-#Zɨ=\?̽!Z]\ 
 +EY A¯ƘͼEȜ;̫΄΋˥A×̸É)Eɖɏ-EY ATEF¯
Ƙͼ? ǛǿEˣː˥ΝʯBTªť$\TE?ǯ_]\ШелякинЙ2006КBY
]G¯ƘͼFĤͼʣːȗΓŊͼ`Νʯ?/="[5]#ZĤͼE}eB
̨QίP]7TE>\? ЙШелякин 2006: 17К 
+EY A¯ƘͼEȜ;ˈˆE̫΄΋˥ˆǨ`@EY B͵γ1\#? ŝ
ЂBϡ/=ǣɨEΒ΋`P?S\?Ɓ%'đ)=60ǆȾʝЙГрамматика 1960К
Bʛ:7ˆǨÉ)?80ǆȾʝЙГрамматика 1980К94Bʛ:7ˆǨÉ)?$\?̽
!Z]\8^ ɥ̆>F+EÁ;Eɭ̨Q`µǩBĹ[Ȏ +?B/ɥ̖>F
P2 60ǆȾʝB")\ɭ̨QB;=ɸͮ1\+?B1\ 
 60ǆȾʝB")\ɭ̨Q?ΰ̌ų`Ĺ:7͵γ?/=ЭнциклопедияЙ1996К>
E͵γ$\++>FP25E͵γBʛ:=Q='+?B/Y 5]Bǣ 
?¯ƘͼEɿ͉F·BÌ®EY BđЄ-]\Й®͡EßȾµ¯ƘͼBF®̳`
É/=\КЦ 
 
͡ 2-36Ц¯ƘͼEɿ͉ЙЭнциклопедия 1996К  
機能	 例文	 
主語としての統語機能	 Курить — вредно. 
šʽFÙBǷ 
単純動詞述語としての機能	 И царица хохотать , и плечами пожимать. 
ƆˌFǰB̏Đ/=ͅ`1'S7 
不定法文の主要成分	 Открыть ему? 
ǞBȉ`ϟ)=*P/X #Щ 
合成動詞述語の補完的成分として95	 Я начал читать. 
˿FΆə`ƊS7 
補語	 Я прошу Вас говорить громко. 
Ɓ%Aź>"Ϳ/ϻ%7E>1$ 
不一致定語	 Нетерпение доехать до Тифлиса овладело мною. 
~ vB͞'+?$ȅȀ>%A#:7 
目的を表す状況語	 Месяц величаво поднялся на небе посветить добрым людям и 
всему миру. 
ɜFƌĲВ'Ƃ̉B­:7Ş͓AÄ?+E²EµEĂ
=`ʾZ/Đ17SB 
合成未来を形成	 Я буду писать. 
ə%˅`/P1 
 
                                                
94 ɥ̆EŰ̑B7[Ĵʾ/=\EF ГрамматикаЙ1980КEŶͤ˃>\ ГрамматикаЙ2005К
>\ 
95 £tc΄E͟΄?/=Fξή?Ȩ1\ϐđЙприсвязочная частьК? ͟΄$++>F˒Z
]=\ 
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 +Eɭ̨Q>F̫΄΋Eűɥĭ×$ȄđЙчлен предложенияК?-]="[
+]`ĭ×?/=͵γ$͞A_]\ 
 +EđЄF5E˒ʝB;=ˎͰ/V1ªɃ>ˎ΋˥AĲƟǱ`δʔ1\ų
ňBF¯īđ>\ЗолотоваЙ1982К>Tȝȱ-]=\Y B+Eɭ̨Q>F
ß!GʁEY AȾЦ 
 
(2-83) Невозможно решить эту задачу. 
+EΈЂ`Ͱʖ1\EF¯Ł͉8 
 
 +EȾ>˒Z]=\¯Ƙͼ$·΄?/=˒Z]=\E#\Fͤ΄
?/=EǝĞAE#?:7̫΄΋­E×̸É)$F:%[-3Z]A7S>
\Йcf. Золотова 1982: 249К 
 
4.4. 接語的用法と非接語的用法 
4.4.1. 80 年文法での新たな提案：接語的従属関係と非接語的従属関係 
 Ĝ̖>γM7Y Aɭ̨QEȕ!\¯ô`Ͱʦ1\M'Ȭɳ-]=\E$80
ǆȾʝB")\ɂ7Aɭ̨Q>\80 ǆȾʝ>F̫΄΋Eűɥĭ×$̤ͧ
ЙкомпонентК?-]+]`͵γEĭ×?/=ȾEɹνŨǑЙсхема предложенияК
$ɹ̘-]\ 
 +Eɭ̨Q>FŇ̤ͧEϠB\ϡã$Ȩ΄˥ǣưϡãЙприсловная 
подчинительная связьК?ϳȨ΄˥ǣưϡãЙнеприсловная подчинительная связьК
?BđЄ-]͵γ-]\96 
 ++>80ǆȾʝ>*Z]=\ßЙГрамматика 2005: §1720К`˒=+E
Á;E˜A\ϡãB;=˹΃/="+ Ц 
 
(2-84) Я получил эту бандероль распечатанной. 
+EƩħ`ƣ$ϟ)Z]7ˇǿ>ĺ)Ĺ:7 
 
(2-85) Мальчик надел рубашку неглаженной. 
5E˖EƏFtBce£¥`#)APP˰ίa8 
 
(2-86) Больному нужно дать молоко горячим. 
ˠÄBF˄»`ˀ'/=Đ/=*A? 
 
 P2Ȩ΄˥ǣưϡãЙприсловная подчинительная связьК?FȾB")\΄
                                                
96 ɥ̆Ì®>˒\Ȩ΄˥ϳȨ΄˥?:7͟΄F£tc΄EприсловныйĵJ
неприсловный? ͟΄BƢ1\̑̾BY\ͽ͸>\A"ª͒Ͳ΄ƒB")\Ȩ Й΄cliticК
?Fϡ_[FAɥ̆>F+EȨ΄ЙcliticКFƢΓ?/=A7Sâƙ˥BȨ΄˥?
 ͟΄`˒\+?Fɥ̆E̗ŧĈB"=FŝЂʻ?ĕɁ/Ȧ˒/=\/#/A$Z
£tc΄̫΄΋B")\присловный? ͟΄BƢ/=FƢǭ1\Ɇɥ΄͸F̑̾E˴\Ϥ[
Ȭɳ-]="Z2Y[ϊĒA͸΄`̽ɳ1\+?FÅǡEΈЂE 9Eª;>\?̽!\ 
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E̫΄˥×̸BY:=¾SƘP\E>FA'΄Й΄ǚК5]͍Ù΄EĈ˥AǱΚ
BY:=ƘP\ǣưϡãE+?`ȝ1 
 ­EßȾB"=Ȩ΄˥ϡãB\EFполучить бандероль, эта бандероль, надеть 
рубашку, дать молоко больному>\ 
 +EϡãF̫ ΄˥×̸BY:=FǜϺ`ĺ)AE>΄ Ͻ`ż!=TЙбандероль 
получить, бандероль эта, рубашку надеть, дать больному молокоК+Eǣưϡã5]͍
ÙFżĨ`ĺ)A 
5]BƢ/=ϳȨ΄˥ǣưϡãЙнеприсловная подчинительная связьК?F
ȾB"=΄E̫΄˥×̸BY:=ƘP\ǣưϡã>\ 
­EßȾµ>получил эту бандероль распечатанной, нужно дать молоко горячим, 
надел рубашку неглаженнойB")\νɲЙĆɲКǛEǛƝͼЙраспечатанной, горячим, 
неглаженнойКFǙ΀EȾB"=FĤͼ?ŊͼEķɃ?̪J;=\TE>
[5EǼő>ªɑ˥ATE>\?Ͳ!\Й+E+?FŊͼ?EɲEª͏$Ν
%=A+?#ZTĕɁ>%\8^ К+ /7ϡã`ϳȨ΄˥ϡã?Œa>
\ 
 ³̾EˆǨFP?S\?Ì®EY BA\8^ Ц 
 
͡ 2-37ЦȨ΄˥ǣưϡã?ϳȨ΄˥ǣưϡã  
	 接語的従属関係	 非接語的従属関係	 
統語的位置の影響	 ĺ)A ĺ)\ 
従属関係の性質	 ¯ż˥ ªɑ˥ 
 
 80ǆȾʝ>F+EȨ΄˥ǣưϡã?ϳȨ΄˥ǣưϡã? đЄBǣ:
=¯ƘͼEǼő¨˒ʝEđЄTͽQZ]=\ЙǡγК 
++P>$¯ƘͼE̫΄΋˥ˆǨÉ)B")\̌ųEˬχBϡ1\ɸͧ>\ɥ
˵̈EđɪƢΓEÙ̝Ĉ>E×̸É)`ȐȮ1\Bϩ/=F80ǆȾʝE̽!ɃB
ʛ:=P2FđЄ1\+??1\+]F¯Ƙͼ? Ⱦʝĭ×`ƢΓ?/=Ƞ!
\ųň΄ ?΄EǣưϡãBY:=P2Ɓ%A̫΄ɹνEɭ̨Q`ͶƘ1\? 80
ǆȾʝEc£©~EɃ$ɥ̆>Ȏ ˍΓ`Ù̝Ĉ>ˎͰ1\ϩBFY[ϊ/=
\?̽!Z]\#Z>\ 
5]Bǣ ?¯ƘͼE˒ʝFÈE΄?EǣưϡãBǭ0=Ȩ΄˥˒ʝ
Йприсловное употреблениеК?ϳȨ΄˥˒ʝЙнеприсловное употреблениеК?B
đЄ1\+?$>%\Ì®>5]6]B;=΁/'ͩ=' 
 
4.4.2. 接語的用法（присловное употребление） 
P2Ȩ΄˥˒ʝB;=ͩ='+?B1\ 
ȾB")\¯ƘͼEȨ΄˥˒ʝ?FÌ®EY Aųň`ȝ1Йcf. Грамматика 
2005: §2745КЦ 
 
ǸŲͤƖɿ͉Йфункция необходимой информативно восполняющей формыК 
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ƛÙEǼő 
Ƙ΄˥Ǽő 
 
 P2EǸŲͤƖɿ͉Йфункция необходимой информативно восполняющей 
формыК?FÌ®EY A΄̪ňB")\¯ƘͼEɿ͉`ȝ/=\Ц 
 
 
͡ 2-38ЦȨ΄˥˒ʝЙǸŲͤƖɿ͉К  
結合の相手	 例	 
述語	 обязан знатьЙ˴:=\̻ĥ$\Кдолжен ехатьЙĐ#)A)]G)AК 
名詞	 мастер рассказыватьЙ˅`΄\E$ǤǼAÄКохотник пошутитьЙt¢EƇ%A
ÄК 
	 
動詞；	 
その他	 
принялся читатьЙΆəBĹ[##:7К, намеревается уехатьЙĳ\;T[>\К 
начал (кончил, продолжает) работатьЙ÷%ƊS7÷%̧!7÷%̯)=\К 
пустился плясатьЙΣ[ƊS\Кумудрился напутатьЙY[BY:=Ϡχ!\К 
волен выбиратьЙǯλ[BϋM\К, извольте подчинитьсяЙǣ7P!К 
 
 
ʁBEƛÙEǼő`ɬ71EFÌ®EY A΄̪ňEųň>\Ц 
 
 
͡ 2-39ЦȨ΄˥˒ʝЙƛÙEǼőК  
結合の相手	 例	 
動詞	 поручить проверитьЙɵɰ`Ï3\Кнаучить читатьЙΆQɃ`ȸ!\Кумолять 
заступиться 
述語	 готов действоватьЙ͞Ĥ1\˒Ǽ$\Кспособен понятьЙˎͰ>%\Кхотеть жить
Йː%7?ǯ Кбояться отстатьЙρ]\E`Ǝ$\К, устать споритьЙΒ΋B˟
]\К, рискнуть пойтиЙȹ!=Đ#)\К 
 
 
 ɥ̆EƢΓ>\} dEǼő`ŏRγ΄?¯Ƙͼ? ΄̪ňB")\¯
ƘͼFP-B+EEǸŲͤƖɿ͉?EƛÙEǼő`Ȝ;Ȩ΄˥˒ʝ
Eųň? +?BA\ 
5/=­͵E 9EFƘ΄˥Ǽő`ɬ7/=\ųň>\ĆÙ˥BF
Ì®EY A΄̪ň>\97Ц 
 
 
                                                
97 ɥ̆̐Ã̍B"=Ɂ˂˥BȎ_]=\γ΄ʣːȗΓŊͼ?¯ƘͼE΄̪ňEp©vF+E
Ƙ΄˥ǼőE˒ʝB7\ 
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͡ 2-40ЦȨ΄˥˒ʝЙƘ΄˥ǼőК  
結合の相手 例  
動詞 поехать повидатьсяЙÑBĐ#)\К, выйти погулятьЙȺʇBĐ
\К, отправить учитьсяЙƒG3\7SBʣω1\К 
「目的」を示す
場合 
	 
	 
 
名詞 
свобода действоватьЙ͞Ĥ1\͍˔Кдар убеждатьЙ΅Ǥ1\ȋ
͉Кманера споритьЙΒ΋EÇɃК 
 
（квалифицир
ующее） 
право выбиратьЙϋȔ1\ɽėКпотребность любитьЙǽ/7
? ʂʔКсклонность преувеличиватьЙƁ*-BͲ öŋК
мечта летатьЙ̉`ЇJ7? ƀК 
 
（объектно-ква
лифицирующе
е） 
 
4.4.3. 非接語的用法（неприсловное употребление） 
¯ƘͼEȾB")\ϳȨ΄˥˒ʝЙнеприсловное употреблениеК?FÌ®E
Y Aųň`ȝ1Йcf. Грамматика 2005: §2745КЦ 
 
 γ΄˥ˆǨEǼő 
 ·Ù˥Ǽő 
 ƛÙ˥Ǽő 
 Ƙ΄˥Ǽő 
 
 Ì®5]6]ͩ='+?B/Y  
 P2Eγ΄˥ˆǨ`͡1ϳȨ΄˥˒ʝ?FÌ®EY ATE>\Ц 
 
(2-87) Она хохотать. 
ǞƆFǰB̏Đ/7 
(2-88) Мы рыбу ловить, а вы — ягоды собирать. 
ùZFГ`ȡ\#ZŌZF ©`ȱa>'] 
(2-89) Сомневаться значит искать. 
˞ +?F;P[ȧ/ʔS\+?>\ 
(2-90) Некого спросить. 
ƨD\ˬȊ$A 
(2-91) Не к кому обратиться. 
ˬΊˬȊ$A 
(2-92) Тебе идти первому. 
Ō$ɛĔB͞) 
(2-93) Ему бы посоветоваться с врачом. 
ǞFĪ̾B̹:7Ƀ$ 
(2-94) Не шуметь! 
Џ(AИ 
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(2-95) Как с ним не согласиться? 
@ /=ǞBŉǼ/A+?$^ #Щ 
 
 ­͵E·Ù˥Ǽő`͡1EFÌ®EY Aųň>\Ц 
 
(2-96) Сломать дерево — не шалость. 
ɢ`˶'EFƝɊ>FA 
(2-97) Кататься — весело. 
vl©Fɷ/ 
(2-98) Курить — запрещается. 
šʽF˾ʄ-]=P1 
(2-99) Остановиться значит отстать.  
̌9ʄP\+?Fǡ]\+?`Ǽő1\  
(2-100) Закурить есть? 
|r\Щ 
(2-101) Поесть найдется? 
ЈM\˅\#AЩ 
 
 ­͵EƛÙ˥Ǽő`͡1EFʁEY Aß>\Ц 
 
(2-102) Стало быть, это ты ему приносила пить и есть, Нелли? 
ƁɃǞBЉQ˅?ЈM˅`ςa>V:7EFŌ8^ Щ © 
 
 ­͵EƘ΄˥Ǽő`͡1˒ʝFÌ®EY ATE>\Ц 
 
(2-103) Принес книгу почитать. 
ΆRɥ`Ȝ:=%7 
(2-104) Ехать на юг денег нет. 
ĬϐL͞'"ϙ$A 
(2-105) Это – нитки вязать шарф. 
+]F©`̴R7SE̜>1 
(2-106) Найди щетку почистить обувь. 
϶`˺'t`ͩ;)A- 
(2-107) Ругать он ее не ругал. 
EÄ$ǞƆ`Ń:7#?Ͳ!GŃZA#:7 
(2-108) Послушать послушаем с удовольствием. 
͂'EFşa>͂%P/X  
(2-109) Говорить так говори. 
/UM]?Ͳ:7Z/UM] 
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 EƛÙ˥Ǽő?EƘ΄˥ǼőF5]6]ŉɺEǼő`Ȩ΄˥˒ʝ
E¯ƘͼT͡/ \Йcf. ̐ 4.4.2.̖К+E³̾EχF­>γM7Йcf. ̐ 4.4.1.
̖КȨ΄˥ǣưϡã?ϳȨ΄˥ǣưϡãEϠB\χBY:=΅ɉ>%\
8^  
 1A_9Ȩ΄˥˒ʝE¯ƘͼE͡1ƛÙ˥Ǽő?Ƙ΄˥ǼőF΄?΄$Ȩ΄
˥ǣưϡãB\E>̫΄˥× Й̸΄ϽКEǜϺ`ĺ)AEBƢ/ϳȨ΄˥˒ʝ
E¯ƘͼE͡1ƛÙ˥Ǽő?Ƙ΄˥ǼőF5EǜϺ`ĺ)Й1A_9΄Ͻ`ż!\
?΄?΄EϠB\̫΄˥ϡã$ƶ]=/P К±;ªɑ˥ATE>\5EǼő
>FɶS=ϤƘ˥AȾ͊>ˍ]='\Ǽő¨˒ʝ>\?̽!=8^ 98 
 
4.5. 不定詞の体のカテゴリーの用法 
4.5.1. 概要 
 Ĝ̖P>>£tc΄E¯ƘͼE·BǛǿ΋˥ñϴ?̫΄΋˥ñϴ`µǩB/=
ɸͮ/7ɥ̖>F¯ƘͼEÙEjs ©E͡1Ǽő?˒ʝB;=˹΃1\ 
 ¯ƘͼEÙE͡1Ǽő?˒ʝB;=FɣɨɑęVœËʝB")\5]?ЄÖ/
=\? +?$/G/Gȝȱ-]\ЙРассудова 1982: 91, 128К+]F¯Ƙͼ
$ϳτĳɑę\Fϳ˫΅ʝ>˒Z]\? +?$5 /7ЄÖǱ`ː
QĐ1ͧť?A:=\#Z>^ 99 
 ++>F¯ƘͼEÙE˒ʝB;=·BРассудова E˵̈Й1982К? Forsyth
E˵̈Й1970КB")\͵γBű<=ɵʹ1\ 
 Ì®>FÙEǛǿEĖЙ1A_9Ɩ½Ù?¯Ɩ½ÙК` űʰ?/=đЄ/7­>
5]6]EǛǑ$˒Z]\ĆÙ˥Ap©v`˹΃1\+?B1\ 
 
͡ 2-41Ц¯ƘͼEÙEĖBY:=͡-]\Ǽő¨c¥v  
不定詞の体	 表される意味	 
	 
完了体	 
ĭªEĤÜ 
ĸǥĤÜ 
Ł͉Ǳ͉ğ 
ΑŐİǺEǮ 
	 
	 
不完了体	 
τ̄EǼő 
ĭªEĤÜ 
ĸǥĤÜ 
Ł͉Ǳ͉ğ 
˾ʄ¯Ǫͧ 
                                                
98 +EϳȨ΄˥˒ʝE¯ƘͼE͡1?EǼőFžŪÄŋ)Eȸ̀əA@>Fƒ̼ϼ˪?/
=FλǃȎ_]A+]F++>γM7+EÁ;EǼő$ɶS=ϤZ]7Ⱦ͊>/#ˍ]=+
A? ÀǸ$5EƁ%Aˎ˔8^  
99 ɥɨ>]Gϳτĳɑęϳ˫΅ʝEųňEÙEjs ©E˒ʝ?¯ƘͼEǛǿ>EÙE˒
ʝB;=ʏά`͞Aħț˥A͵γ`˪ȝ1M%>F\$5]Fɥ̆E̗ŧ`Ɓ%'Ξ!\
TE?A:=/P 7S++>FĤͼE΍ǛǿE 9ɥ̆EƢΓ>\¯ƘͼEųňEQBϤ
:=Ĺ[­*\+??1\ 
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 P7ɥ̖>F·Bɥ̆EƢΓ>\Ȩ΄˥˒ʝEųňEQ`Ĺ[­*\+??
/5EÈE̫΄΋˥ˏŵB")\ÙEǼőB;=Fıě?/=͋ʠBͤΠ˥B
˼1B˙S=\ 
4.5.2. 完了体が用いられるケース 
4.5.2.1. ĭªEĤÜ  
 P2Ɩ½ÙBY:=͡-]\EFĭªEĤÜЙединичное действиеК>\
ЙРассудова 1982: 96-98К 
 
(2-110) В этом семестре аспиранты должны сдать [PFV-INF] два экзамена. 
ÅƒɡFϥːFÁ;EͽАBλZA?)P3a 
 
 +]F­>ͩ7ÙEéĖ˥ǼőE 9ĆÙ˥ÀƚEǼőЙcf. ̐ 2.5.3.2.̖К
$ˍ_]=\?̽!Z]\ 
4.5.2.2. ĸǥĤÜ  
 ʁBƖ½Ù$ĸǥĤÜ`͡1ϩBT˒Z]\+?$\+]FþB˹΃/
7Ɩ½ÙEéĖ˥ǼőE 9ß˼˥ǼőЙнаглядно-примерное значениеК?ª
țĨEǼőЙсуммарное значениеКB7\TE>\Йcf. ̐ 2.5.3.2.̖К 
 ß˼˥ǼőEƖ½ÙFÌ®EY Aß>ͩ\+?$>%\Ц 
 
(2-111) Если вы хотите говорить по-русски, вы всегда можете прийти [PFV-INF] ко 
мне в субботу. 
£tc΄`Ϳ/7)]GūɗɆAZ;>Tɨ=ϻ=ɹ_A>1Y 
 
 ªțĨEǼő`͡1Ɩ½ÙFÌ®Eß>ͩZ]\ßF РассудоваЙ1982КB
Y\Й1982: 117КЦ 
 
(2-112) Вам надо несколько раз повторить [PFV-INF] этот звук, следя за положением 
губ. 
řE×̸Bʒ`É)=+Eϸ`ÚŤ#̯)=̷[α1Ǫͧ$[P1 
 
4.5.2.3. ÀĜE¾ŐЙΑŐКİǺEǮ  
 +]FŎƘή`Ó:7ųňBˆɝE˒ʝ>Ɩ½Ù`˒=ÀĜE¾ŐЙ\
FΑŐЧпредостережениеКVİǺEǮЙопасениеК`͡1ųň$\ 
 ¾ŐVΑŐ`͡1Ɩ½ÙFÌ®EY Aß>˹΃1\+?$>%\100Ц 
 
(2-113) Очень прошу не уронить [PFV-INF]. 
'](]T͗?-A>®-D 
(2-114) Он старался ничем не выдать [PFV-INF] своего волнения. 
                                                
100 ŉɺEǼőFœËʝEųň>Tͩ\+?$>%\5]B;=F®E 4.5.4.`Ĵʾ-]7 
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ǞF͍ZEĤȰ`@ V:=T͡BĐ-AY BĢS=7 
(2-115) Не вздумай обмануть [PFV-INF]! 
̭Ƣ8P/7[1\AYИ 
 
 İǺEǮ`͡1Ɩ½Ù?/=FÌ®EY Aß$\Ц 
 
(2-116) Боюсь опоздать [PFV-INF] к началу. 
ϟƊBρ]V/A# 
(2-117) Он может и не вспомнить [PFV-INF] всех имен и всех деталей. 
ǞFZW\ŊĜV̥?/7+?`ǯĐ3A#T/]A 
 
4.5.3. 不完了体が用いられるケース 
4.5.3.1. τ̄EǼő  
 P2¯Ɩ½ÙBY:=͡-]\EFτ̄EǼő>\ЙРассудова 1982: 98К
Ǚ΀ĤÜBǣÀ1\+?`˼1ϩB˒Z]\Ì®EY Aß`ĴʾЦ 
 
(2-118) Хочу вечером решать [IPFV-INF] кроссворд. 
ÅɒFn£v¤©`V[7A 
(2-119) В воскресенье нам надо упаковывать [IPFV-INF] вещи. 
ɆɗɆBF͖˅`l¥o/A? 
(2-120) Завтра мне надо писать [IPFV-INF] рецензию. 
ɉɆFəͻ`ə#A?)Aa8 
(2-121) Вечером мы собираемся играть [IPFV-INF] в шахматы. 
ÅɒF~gv`1\;T[8 
 
 ++>F¯Ɩ½ÙEĆÙ˥τ̄EǼőЙcf. ̐ 2.5.3.3.̖К$ˍ]=\ 
4.5.3.2. ĭªEĤÜ  
 ʁB¯Ɩ½ÙBY:=ĭªEĤÜ`͡1+?T>%\¯Ɩ½Ù$˒Z]\ų
ňBFǙ΀ĤÜLE˰ȊЙприступ к действиюКEǼő`͡1Йcf. Рассудова 1982: 
99-102КÌ®EY Aß`ĴʾЦ 
 
(2-122) Надо ложиться [IPFV-INF], уже 9 часов. 
-ƠA?T ¹ɑ8 
(2-123) До начала спектакля осталось 40 минут, мы должны выходить [IPFV-INF]. 
͑ł$ƊP\P>? 40đ8Đ#)A? 
(2-124) Повестка дня исчерпана, все желающие высказались, нужно заканчивать 
[IPFV-INF] собрание. 
Ɇ̄F̧½/P/7ƿɟ̾F˦ˣͲ`̧!P/7/Ñň`"ϟ%B/
P/X  
(2-125) Надо что-нибудь предпринимать [IPFV-INF]! 
 113 
Ú#BĹ[ȥ#ZA?И 
(2-126) Больному стало хуже, надо вызывать [IPFV-INF] врача! 
ˠÄEƝǿ$Ƿ'A:7Ī̾`ŒGA'=FИ 
(2-127) Мы уже опаздываем, хочешь — не хочешь, надо брать [IPFV-INF] такси. 
T ρ]=\#Z5 /7#^ $/7'A#^ $|nt©`;#
P!A%U 
 
 +]ZEß>¯Ƙͼ$͡/=\ĤÜFĂ=­>Йcf. ̐ 4.3.2.1.̖Кͩ7ĭ
ªEĤÜ>\Й1A_9λǃFƖ½Ù$˒Z]\К?̽!Z]\$+ /7
Ⱦ͊>¯Ɩ½Ù`˒\?ˣͿɑʸ>ǮЀB̸#]=\ЙǻƘ¨ ɡǟ-]=\К
Ǚ΀ĤÜB˰ Ȋ1\+?`ä1? ɿ͉$\P7Ⱦ͊Bǭ0=­ßЙ2-126К
Й2-127КEßBͩZ]\Y AĒβǱЙнеотложностьКǪʼǱЙобязательностьК
вынужденностьЙ¯ŁόǱКEY Ac¥v$Ġ_\101 
 P7̂ĤĤͼ?ąB¯Ƙͼ$˒Z]\ĤÜ`/Y ? ǼŨ`Ȝ:7̂
Ĥ`͡1+?$>%\5Eųň5EĤÜ`͡1¯ƘͼEÙF·B¯Ɩ½Ù$ϋ
Ȕ-]\ʁEY Aß`ĴʾЙРассудова 1982: 106К102Ц 
 
(2-128) И вдруг, сорвавшись с места, побежал догонять [IPFV-INF] Золотухина. (Ю. 
Герман) 
̊ʼǁ#ZЇJ­$\?{£f©¥BδÉ+ ?Μ[Đ/7 
 
 ®ßЙ2-129КB\Y AV[Ĺ[Eµ>ɅBͲĵ-]="[Ϳ̾T́%ȊT
½Ͱ/=\ĤÜ`¯Ƙͼ>͡1ųň¯Ɩ½Ù$ˍ]\ЙРассудова 1982: 103КЦ 
 
(2-129) — Пожалуйста, непечатай [PFV-IMP-SG] мне пару страниц. 
Ú©u#įĚ/=9X 8 
— Хорошо. Что печатать [IMPF-INF]? 
YÚ`įĚ1]GEЩ 
 
                                                
101 РассудоваЙ1982К>F++>γM7ªξEǼőc¥vF@]TȾ͊EȴȜ$Ǫͧ>\?
/=\5]>T+]ZEǼőE 9ĤÜE˰ȊEǼőF¯Ɩ½ÙEǼő?Y[ͭŔǱ$В
?/=\5]BƢ/=ĒβǱǪʼǱ¯ŁόǱ?:7ǼőFȾ͊BàƑ1\Ğ
ň$Y[В?ͩA/="[5E7S+]ZF¯Ɩ½Ù? ǛǑBũɝEǼő>\?F̽!
=AЙcf. Рассудова 1982: 102К 
102 +]?FĖB˪˥EǼő`͡1ųňBFƖ½ÙT¯Ɩ½ÙT˒ \ЙРассудова 1982: 
107-110КÌ®EY Aß`ĴʾЦ 
 
 Он приехал сюда изучать [IPFV-INF] экономику края. 
ǞF+EŭůE̩ʫ`˵̈1\7SB++BV:=%7 
 Он приехал сообщить [IPFV-INF] о результатах изысканий. 
ǞFΉɰE̪ɬ`Ò!\7SBV:=%7 
 
A"+]ZE˒ʝF­>ͩ7Ȩ΄˥˒ʝEª;ɥ̍̐ 4.4.2.̖EƘ΄˥Ǽő`Ĵʾ 
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 ++P>ͩ=%7Y AĭªEĤÜ`¯Ɩ½Ù>͡1? p©v>EÙEé
Ė˥ǼőFλǃǙ΀ĤÜ$:7#A#:7#`ŝЂ?1\ųňB˒Z]\
ª͒˥ÀƚEǼőЙcf. ̐ 2.5.3.3.̖К>\?λǃͰϕ-]\ 
4.5.3.3. ĸǥĤÜ  
 ¯Ɩ½ÙBY:=ĸǥ1\ĤÜ`͡1+?$>%\ß!GÌ®EY Aß`Ĵʾ
ЙРассудова 1982: 110КЦ 
 
(2-130) На этой станции поезд должен останавливаться [IPFV-INF]. 
+EЍ>FēΦ$ðP\F2>1 
(2-131) Я прошу вас приносить [IPFV-INF] учебник на семинар. 
yBFȸ̀ə`Ȝ:=%=®- 
(2-132) Во время перерыва необходимо проветривать [IPFV-INF] помещение. 
ÐȃEϩBFϐƮBІ`ā]A?)P3a 
(2-133) Вы должны брать [IPFV-INF] газеты вечером. 
ɒBFɂ́`Ȝ:=+A?)P3a 
 
 ǡEÁßЙ2-132, 2-133КBͩZ]\Y Bнадо, нужно, необходимо, должен, обязан
A@E΄?̪ň1\ųňƖ½Ù?¯Ɩ½ÙEƢ̌BY:=͡-]\Ǽő˥Ƣ̌F
ĭªEĤÜ#ſŤǱ`ɝ1\ĤÜ#? Ƣ̌>\ЙРассудова 1982: 111К 
 
4.5.3.4. ˾ʄ¯Ǫͧ  
 ®E̖>TγM\Y BЙcf. ̐ 4.5.4.̖КŎƘȾEųňBˆǨ˥ATE?/=˾
ʄV¯Ǫͧ?:7c¥v$¯Ɩ½ÙBY:=͡-]\ųň$\ 
 ˾ʄEǼő`͡1¯Ɩ½Ù$ˍ]\ćŮ˥Ap©vFγ΄ нельзя?E΄̪ň
Eųň>\Ц 
 
(1-14) При красном свете нельзя переходить [IPFV-INF] улицу. 
ΛæŅ>Fλ[`ʭ:=F)P3aĊȪ 
 
 Forsyth FŉɺE˒ʝ`ȝ/=¯ͷŁЙinadmissibilityК`͡ˍ1\ųňBF
¯Ɩ½Ù$˒Z]\?ȝȱ/=\ЙForsyth 1970: 248КÌ®EY Aß`ĴʾЦ 
 
(2-134) Не могу рассказывать [IPFV-INF] это: мне не велели. 
+E+?FͿ3Aa8Ϳ1A?Ͳ_]=\a8Y 
 
 þBͩ7Ɩ½ÙEȜ;İǺEǮEǼőEųňЙcf. ̐ 4.5.2.3.̖К?ŉɺB
+EßTœËʝEÙE˒ʝBЄÖǱ`ͩ\+?$>%\+]B;=Fʁ̖`Ĵ
ʾ-]7 
 ¯ǪͧЙненужность, необязательность, отрицание необходимостиКEc¥v
`Ò!\ųňBT¯Ɩ½Ù$˒Z]\Ì®Eß`ĴʾЙРассудова 1982: 122КЦ 
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(2-135) Он не должен оправдываться [IPFV-INF] перед нами. 
ǞF˿79EĜ>ǐɉ1\ǪͧFʻ 
 
(2-136) Не советую вам соглашаться [IPFV-INF] на это предложение. 
+EȬɳBFŉǼ/A+?`ĦS\Y 
 
4.5.4. 否定の意味要素を伴う不定詞の用法に関して 
4.5.4.1. ¯Ł͉EǼő?Ɩ½Ù˾ʄEǼő?¯Ɩ½Ù  
 ++>ŎƘEǼő̤ͧ`Ó ¯ƘͼE˒ʝB;=ȵS=˹΃/="+  
 Ì®E̫΄˥ˏŵB"=˒Z]\¯Ƙͼ$ŎƘEǼő̤ͧ`Ó:=\ųň
BF5]6]EÙEǛǿBªƘEǼő$ü=$_]\Ц 
 
 Ł͉Ǳ`͡1γ΄?E΄̪ň 
 ¯ƘʝȾ 
 œËʝ 
 
 ſ'Ep©v>¯Ł͉EǼő`͡1ϩBFƖ½Ù$ϋȔ-]˾ʄE
Ǽő`͡1ϩBF¯Ɩ½Ù$ϋȔ-]\? ąλ/7ȟ\͑$ȝȱ-]=
\Ì®>5]6]B;=ͩ=+  
4.5.4.2. Ł͉Ǳ`͡1γ΄?E΄̪ň  
 ɥ̆EƢΓ>\Ł͉Ǳ` ͡1γ΄?E΄̪ňEp©vB;=FɅBͩ=%
7λ[>\·BƖ½ÙB5EǼő$ü=$_]=\?-]\Ц 
 
(2-137) Не могу рассказать [PFV-INF] всего: это очень давно, и я многое забыл. 
Ă=FͿ3Aa8Ú/^ƁđɋE+?>ƁɃǬ]9U:7#ZD 
 
 ¯Ɩ½Ù`˒\?˾ʄЙ\F¯ͷŁКEǼőBA\?-]\Ц 
 
(2-134) Не могу рассказывать [IPFV-INF] это: мне не велели. 
+E+?FͿ3Aa8Ϳ1A?Ͳ_]=\a8YĊȪ 
 
 +EÙEǛǿ?} dEǼőEŒǭ$ɛTЃ͘Bˍ]\p©vFʻÄ́γ΄
нельзя?̪ň/7ųň>\Ì®EÁß`ĴʾЦ 
 
(1-13) Здесь строят подземный переход, в этом месте улицу нельзя перейти [IPFV-INF]. 
++>Fŭ®υEǏͶ$͞A_]=\E>+EųȈ>Fλ[`ʭ\+?
F>%P3aĊȪ 
 
(1-14) При красном свете нельзя переходить [IPFV-INF] улицу. 
ΛæŅ>Fλ[`ʭ:=F)P3aĊȪ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 +E³̾FþEÁȾ?ŉɺBƖ½Ù$˒Z]=\Ĝ̾F¯Ł͉` ͡/
¯Ɩ½Ù$˒Z]=\ǡ̾F˾ʄ`͡/=\ 
 ªɃ>+EªƢªEƢǭ#Zž]\ß$\? +?Fɥ̆È>ȝȱ-]=
\λ[>\РассудоваЙ1982К>T®EY Aß`Ȟ*} dEǼőEǜ
ϺY[TſŤǱEǼő$úþ-]\p©v`ȝȱ/=\ЙРассудова 1982: 125КЦ 
 
(1-4) В этом кинотеатре нельзя показывать [IPFV-INF] широкоэкранные фильмы. 
+Eɍ˗Њ>F¤evn ©¥Eɍ˗F­ɍ1\+?$>%P3aĊȪ 
 
 /7$:=} dEǼő`ĜϴBĐ1#\FcvnEǼő`Ĝϴ
BĐ1#B;=FͿ̾BàƑ/=\? +?BA\/#/A$Z5EͿ
̾BY\ϋȔ$@Ēǌ͍˔B͞A_] \E#? ʸB;=P>FͲĵ-]
=A 
4.5.4.3. ¯ƘʝȾ  
 Ĝ̖>ͩ7c¥vFÈE̫΄˥ˏŵB"=Tͩ\+?$>%\5E 9
EI?;$¯ƘʝȾB")\˒ʝ>\ 
 ß!G Рассудова>F®EY AßȾEƢʾ$ͽQZ]=\Й1982: 124КЦ 
 
(1-15) Вам не пройти [IPFV-INF] эту дистанцию. ĊȪ 
(1-16) Вам не проходить [IPFV-INF] эту дистанцию. ĊȪ 
 
 Ɩ½Ù$˒Z]=\Ĝ̾FǙ΀ĤÜ$π͞>%A+?`͡/=\Й+E
ΡϭFʻˎ8КEBƢ/=¯Ɩ½Ù$˒Z]=\ǡ̾FǙ΀ĤÜ`͞A Ǫ
ͧ$A+?`͡/=\Й+EΡϭ`͞'+?FAК 
 ¯Ł͉EǼő$Ɩ½ÙB˾ʄEǼő$¯Ɩ½ÙBü=$_]=\?-]
=\ɱȚF+E¯ƘʝȾB")\˒ʝ?EЄÖǱBTɱȚ`ʔS=\TE?̽
!Z]\ 
 ªɃ>¯ƘʝȾ? ɹȾ5]͍Ù$͡1Ǽő`@ ?Z!\#Bǭ0=}
 dEǼő`@E̤ͧBǂ1\+?$>%\#Fż_:='\?T̽!Z]\103 
4.5.4.4. œËʝ  
 ¯Ɩ½ÙBü=$_]=\˾ʄEǼőB;=FœËʝB")\ÙE˒ʝ
BTªΖǱ$ͩĐ-]=\ß!GʁEY Aß`ĴʾЙРассудова 1982: 139КЦ 
 
(2-138) Пропустите [PFV-IMP] этого человека. 
+EÄ`λ/=*=®- 
(2-139) Не пропускайте [IPFV-IMP] этого человека. 
                                                
103 ɹȾ5]͍ÙBÚZ#EǼő`ͩ8/ƘǑĨ1\? ˎ΋˥AɃŋǱFGoldbergЙ1995КA
@BƊP\_W\ɹȾȾʝ? ̽!ɃBT;A$:='8^ + /7ʸTŏS=
Ä́ȾʻÄ́Ⱦ¯ƘʝȾEϠEǼő˥Aǅ͞ǱEɝʻB;=F̆`ȵS=ɵʹ1\ÛŭFƁ
B\A"+EʸB;=FǡE̍Й̐Ą̍К>Y[ĆÙ˥BŝЂȬΝ`͞A  
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+EÄFλ-A>®- 
 
 ͆ƘEœËEųňλǃЙǙ΀ĤÜEĸǥǱ$ǮЀB̸#]=AϤ[FКƖ½
Ù$˒Z]\EBƢ/=ŎƘEœËЙ1A_9ſ'Eųň˾ʄEǼő?A\К
EųňBF¯Ɩ½Ù`˒\+?$¡?A\104 
 5]BƢ/=ŎƘEœË>Ɩ½Ù`˒\?­>ͩ7ÀĜE¾ŐЙΑŐК
Ec¥v$Ġ_\Ц 
 
(2-140) Не пропустите [PFV-IMP] шоу! 
Й :#[Кt©`ͩζ-A>®-И 
 
 +EƖ½ÙEc¥vFÈEp©v?FΟ`˜B/=\$+]FœËʝ?
 ˣͿEǱΚЙ\FɹȾE͡1ǼőК?Eϡã#Z>\?̽!Z]\ 
 
4.6. 本節のまとめ 
 ɥ̖>F£tc΄E¯ƘͼEǛǿ΋­̫΄΋­E΍ˆǨB;=ͩ=%7 
 £tc΄EĤͼEƘǛ?¯Ƙͼ$5]6]ô!\Ⱦʝ˥js ©B;=T˹΃
/7ĤͼEƘǛ$ô!=\Ⱦʝ˥js ©FÄ́ÙˬЙǿКʝ
ɑęǱȼ>\EBƢ/=¯ ƘͼEô!\Ⱦʝ˥js ©F ЙˬǿК
?ÙEQ>\ 
 ¯ƘͼE̫΄΋B")\×̸É)B;=Tɸͮ/7¯ƘͼBFȨ΄˥˒ʝ
?ϳȨ΄˥˒ʝ?$[ɥ̆EƢΓ>\γ΄?¯ƘͼE΄̪ňEp©vF
Ȩ΄˥˒ʝEI?;BŏP]\¯ƘͼE˒ʝ>\ 
 P7¯ƘͼEÙE˒ʝB;=T˹΃/7þE̍Й̐ª̍К>ɅB˹΃/=
\Ł͉Ǳ¯Ł͉ǱA@EÈBĭªEĤÜĸǥĤÜ5EÈEǼő
c¥vЙΑŐİǺEǮĤÜ˰ȊLEä/A@`͡1˒ʝ$\ 
 ɥ̖>ͩ7¯ƘͼEÙE˒ʝ`ÙEǛǿBǭ0=đЄ1\?®͡EY BA
\5]6]EǼő¨c¥vA@BƢǭ1\éĖ˥Ǽő??TB˼1Ц 
 
͡ 2-42Ц¯ƘͼEÙE͡1Ǽő  
不定詞の体	 表される意味	 対応すると考えられる個別的意味	 
	 
完了体	 
ĭªEĤÜ ĆÙ˥ÀƚEǼő 
ĸǥĤÜ ß˼˥Ǽő 
ΑŐİǺEǮ ß˼˥Ǽő 
	 
不完了体	 
τ̄EǼő ĆÙ˥τ̄EǼő 
ĭªEĤÜ ª͒˥ÀƚEǼő 
ĸǥĤÜ ĸǥEǼő 
˾ʄ¯Ǫͧ ª͒˥ÀƚEǼő 
                                                
104 A"ŎƘEœËB"=Ɩ½Ù`Þ:7ųňBF¾ŐVΑŐ?:7c¥v$Ò
_\+?F­>ɅBͩ7ɥ̍̐ 4.5.2.3.̖`Ĵʾ 
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 ͡-]\Ǽő`űʰB/=P?S˫1?®͡EY BA\Ц 
 
͡ 2-43Ц¯ƘͼEÙEjs ©BY:=͡-]\Ǽő¨c¥v  
表される意味	 用いられる不定詞の体	 対応すると考えられる個別的意味	 
単一の動作	 
	 
Ɩ½Ù ĆÙ˥ÀƚEǼő 
¯Ɩ½Ù ª͒˥ÀƚEǼő 
反復動作	 
	 
Ɩ½Ù ß˼˥Ǽő 
¯Ɩ½Ù ʻęϤĸǥEǼő 
警告、危惧の念	 Ɩ½Ù ß˼˥Ǽő 
過程の意味	 ¯Ɩ½Ù ĆÙ˥τ̄EǼő 
禁止、不必要	 ¯Ɩ½Ù ª͒˥ÀƚEǼő 
 
5. 可能性の意味を含む述語を持つ文の意味・統語構造の分類の試み 
5.1. 本節の概要：意味・統語構造の分類 
 ɥ̖>FŁ͉ǱEǼő`Ȝ;γ΄`ɝ1\Ⱦ`5EǼő¨̫΄ɹνBǭ0=đ
Є1\? ͽQ`͞A  
 ǣɨEþ͞˵̈B"=Fɉ˼˥B>FATEEǼő¨̫΄ɹνBY\ÙE
ϋȔB;=E͵γ$A-]=\ß!G­BγM7Y A¯Ł͉EǼőEų
ňBFƖ½Ù$ϋȔ-]\? ƘǑĨЙРассудова 1982: 123-126A@КV\
FForsyth BY\ϳǃB/G/G¯ŁόEˍΓ? EFªŤEĤÜAE>
Ɩ½ÙEĤͼ$¯Ɩ½ÙEĤͼY[Tɓλ>\?:7ƘǑĨЙForsyth 1970: 
262-263КA@$Ȟ*Z]\ 
 /#/+]ZEªξE͵γFϢĐƸЙ2004, 2005К>Tȝȱ-]=\λ[
Ɂ˂˥ATEB˙P:="[5+>Ȏ_]=\¯ƘͼEĤͼ΄ǚA@Eϴ>ÿɞ
-]\M%ΈЂ$\7Sɣ8ȵŞEÛŭFʊ-]=\?Ͳ:=Y8^  
 5E7SBFP2ƢΓEĂÙø`ȐȮ1\7SBŁ͉ǱE} dEγ΄`
ŏRȾEǻƘ/ \Ă=EǼő¨̫΄ɹνB;=̽Ȃ/5]6]Eɹν$@E
Y BƚϩEˣͿ>ˍ]=%=\#P75]6]EɹνB")\ÙEϋȔEƚǿ
F@ A:=\#B;=EΉɰ`͞A Ûŭ$\?̽!Z]\ 
 5Eʰô?/=+E̖>F΋ˎ˥BǻƘ/ \Ǽő¨̫΄ɹνE|eB;
=ɵʹ/=QY  
 þB} dEγ΄`ŏRȾ`ɹȄ1\Ǽő¨̫΄˥̤ͧ?/=} d
EǼő`͡1γ΄œЂ`˼1΄Й·΄¯ƘͼКŎƘή?:7̤ͧ`Ĺ[­*7
Йcf. ̐ 3.5.2.̖КÌ®>F5]Z`âƙ˥BÌ®E˚Ņ>͡1+?B1\Ц 
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͡ 2-44Ц̫΄˥̤ͧ?5E˚Ņ  
意味・統語的要素	 略号（元にした語）	 
} dEǼő`͡1γ΄ MЙModalityК 
¯ƘͼЙľК InfЙInfinitiveК 
ŎƘή NegЙNegationК 
 
 } dEǼő`Ȝ;γ΄`ŏRȾF+]ZE˚ŅĘQň_3`˒=͡1
?Ì®Eţ;E|eЙ
КEǼő¨̫΄ɹνBϫ̞1\+?$>%\Ц 
 
͡ 2-45ЦǼő¨̫΄ɹνE 4 |e  
タイプ	 意味・統語的要素とその結合	 
   M – Inf 
   [M – (Neg – Inf)] 
	   [(Neg – M) – Inf] 

   [(Neg – M) – (Neg – Inf)]105 
 
 ­E͡͵µ͵ŅEϠB\e¥FÁ;E͵ŅEϡã$΄̪ňEϡãB\
+?`˼1P75]6]EțǔFǼő˥Búþ-]\̪ňЙ΄̪ňК`˼1106 
 ++>ŎƘήE×̸Bʠ˪/=} dEγ΄?ŎƘή$˫Ȩ̪ň/=A
ɹν`͆Ƙɹν˫Ȩ̪ň/=\ɹν`ŎƘɹν?âƙ­đЄ1\?Ĝ
̾EÁ|eЙ|eК$͆ƘɹνBǡ̾EÁ|eЙ|e	
К
$ŎƘɹν? +?BA\Ì®E̖>5]6]EɹνB;=ϽBͩ=
'+?B1\ 
 
5.2. 肯定構造 
5.2.1. タイプⅠ 
 |eFŁ͉ǱEǼő`͡1ϩET:?Tűɥ˥Aɹν>\Ì®EY
 AȾ$đЄ-]\Ц 
 
(2-141) «Какая дура, как я могу думать о смерти, когда у меня дочь.»  [UC]107 
Aa=ЋЖAa8^ ƍ$\EBÚ8:=ʈC+?Aa=̽!Z]\8
^  
 
                                                
105 \F®EY A͵γTŁ͉>^ țǔE˒ʝB;=F®Eʠ`ĴʾЦ 
 
{Neg – [M – (Neg – Inf)]} 
 
106 ¶țǔͯțǔЙ [  ] КʞțǔЙ {  } КEϽB˒\A"ŎƘήЙNegКFǃBŎƘ-
]\΄E˫ĜB˒=΄̪ň`ǛȄ1\E>ß!GInf – Neg?:7΄E;A$[F΄̪ň?
/=F[ǤA? +?BA\ 
107 Ì®ßȾµ} dEǼő`͡1γ΄F©¡EɀƐÙ>¯ƘͼBF®̳`Ʉ/ŎƘή
ЙĵJ5]Bʰ0\΄ľКFɀƐÙ>˼1 
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(2-142) Только через демократию можно сполна включить человеческий фактор в 
глубокие преобразования общества, дать ему мощный импульс.  [UC] 
ʑ··̻`̩=ĔS=˽ÑEʨżϵBÄϠ˥A̤ͧ`Ġ!\+?$>%
˽ÑBƻƁA͠Ȳ`°!\+?$>%\ 
 
5.2.2. タイプⅡ 
 |eF¯ƘͼBŎƘή$̪ň1\p©v>\Ł͉ǱE} dEż
̅?×̸É)\+?$>%\8^ ʁEY AȾ$đЄ-]\Ц 
 
(2-143) Нейтринные «морщины» могли служить центрами гравитационной 
конденсации и вместе с тем не оставить «рубцов» на сохранившемся до наших 
дней отблеске «вселенского жара».  [UC] 
© EI8FϖğEď̪Eµǩ?TA\+?$>%7/ŉɑ
BÅɆP>åȜ-]=%=\ƓƗEˀEĸƥBƢ/=õ΢`ʊ-
A? +?TŁ͉8:7 
 
(2-144) Казалось бы, ничтожное количество, и можно было бы не обращать на них 
особого внимания.  [UC] 
Ĺ\BΠZAȼ8^ ?ǯ_]\/5]ZBˆʋʠǼ`ȍ_A'=T
8^  
 
5.3. 否定構造 
5.3.1. タイプⅢ 
 |e	F¯Ł͉Ǳ`͡1űɥ˥Aɹν>\Ц 
 
(2-145) Я не могу назвать требования закона «пустой фразой».  [UC] 
5Eʝͪ`̉͜A¢©w?ŒK+?F>%A 
 
 +EɹνBFγ΄ нельзя`ŏRȾTŏP]\108Ц 
 
(2-146) Ни одному больному нельзя отказать в лечении, каким бы ни был уровень его 
материальной обеспеченности.  [UC] 
5EǶ̾E˅ΚϴEåͺ$#A\ʓʰETE>:7?/=T#A\Ƕ
̾BƢ/=Tʚˢ`Ɂ\+?F>%A 
 
 A"++>ŎƘή?/=đЄ/=\TEBFнеEÈBвряд лиЙǲ
Z'AКTŎƘήBʰ0\TE?/=Ȏ:=\ß!GÌ®EY Aß`ͩ\
                                                
108 ª͒Bγ΄ можноEŎƘǛF нельзя>\?-]="[ŎƘή не? можноE̪ň>¯Ł͉
Ǳ`͡1? EFͷƝ-]A/#/ɥȾÌ®Eß>˼1Y Bвряд ли? можноE̪ňE
|©¥FƪAA$ZTͮơ>%\ 
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+?$>%\Ц 
 
(2-147) Согласитесь, вряд ли можно считать это разорительной платой.  [UC] 
+]`˷ˑ/5 AN@Eȿϙ?QA1+?FĐɨ5 TA>1YD 
 
(2-148) Во-первых, вряд ли можно преувеличить роль ЦРУ, других разведок, а также 
западной пропаганды в разжигании конфликта между Ираном и Ираком и вклад 
торговцев оружием, да и некоторых правительств из полутора десятков стран в 
поддержании огня.  [UC] 
̐ªBCIA5EÈEŪEΌŲɿϡP7e¥?enEϠẸ¿`ʺ%É
)\Y AͦñE£k¥}EǝĞ?ʆŢŜÄBĠ!=Ȇ¿`ȴȜ/=
\ȼī§ŪE 9E';#EȶǋEΕˊ`τƁBͻá1\+?F>%5
 TA 
 
5.3.2. タイプⅣ 
 |e
F_W\ÁϖŎƘEɹν>\Ì®EY AȾ$+E|eBư1
\Ц 
 
(2-149) Между тем признание этого человека не могло не внушать уважения: никто 
ведь не побуждал его говорить о переменах в миросозерцании.  [UC] 
5E 9B+EÄEŐˤFƧȻEǮ`Ν+-3.\`!A#:7? E
T·TǞB²˘ͮEżĨB;=Ϳ1Y BFä-A#:7#Z8 
 
(2-150) Нельзя не учитывать того, что Троцкий и троцкисты, как это в резкой форме 
обнаружилось после смерти В.И. Ленина, были противниками ленинской идеи 
построения социализма в СССР.  [UC] 
£l©?£lv79$¢©¥Eʈǡ+E+?$ǰο˥AǛ>ɉ
Z#BA:7Y BzξώB")\˽Ñ·̻EǏͶ? ¢©¥EǯǻE
ĸƢ̾8:7? +?F̽Ȃ/A_)BF#A 
 
5.4. 論理的に可能な（想定される）意味・統語構造 
 ++P>>Ł͉ǱE} dEǼő`͡1γ΄`ŏRȾEţ;EǼő¨̫΄
ɹνB;=˹΃/7+EţđЄB;=5]6]Ĉ˥Ł͉Ǳ?ž˥Ł͉ǱEp
©v$΋ˎ˥BFǻƘ/ \? +?BA\ 
 5]Z`̽Ȃ/7­>΋ˎ˥BǻƘ/ \
ННННННННН
Ǽő¨̫΄ɹν?/=F®͡B\Y
 Bňͳ>ă;? +?BA\8^ ®͡µ>} dEγ΄EǡBr£
¥B̯)=INTEXT? ȾƐ$Ġ!=\EF5]6]5Eγ΄$Ĉ˥
ЙinternalКŁ͉Ǳž˥ЙexternalКŁ͉Ǳ`͡1TE>\+?`˼/=\ 
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͡ 2-46Ц΋ˎ˥BŁ͉AǼő¨̫΄ɹν  
	 タイプ	 意味・統語的要素とその結合	 要素の結合＋可能性の下位分類	 
	 
肯定構造	 
 M – Inf   M: INT – Inf 
  M: EXT – Inf 
 [M – (Neg – Inf)]   [M: INT – (Neg – Inf)] 
  [M: EXT – (Neg – Inf)] 
	 
否定構造	 
	 [(Neg – M) – Inf]   [(Neg – M: INT) – Inf] 
  [(Neg – M: EXT) – Inf] 

 [(Neg – M) – (Neg – Inf)]   [(Neg – M: INT) – (Neg – Inf)] 
  [(Neg – M: EXT) – (Neg – Inf)] 
 
 ǡE̍Й̐ţ̍КB"=­͵5]6]Eɹν$@ĒǌƚϩElv>F˒
Z]\#P75]6]Eɹν>¯ƘͼEÙEǛǿ$@EY BϋȔ-]=\
#? ƚϩE©|`˹΃1\ 
 
6. 第二章のまとめ 
 +E̐Á̍>Fɥ̆$̌͋1\ˎ΋˥A͈ɔ?A\Ͳ΄B")\Á;EƁ%A
js ©>\cvn?} dEjs ©`µǩBɸͮ/P7£
tc΄E¯Ƙͼ? Ǜǿ5/=Ì®E̽ơ>Ǫͧ?A:='\} dEǼ
ő`ŏRȾEǼő¨̫΄ɹνBǭ07đЄB;=˹΃/7 
 
 P2̐ª̖>FÄϠBY[ɸǮĨ-]\ˇʜEɹν?5]`͡ˍ1\·A
Ͳ΄ȊʋE 9Eª;>\γ΄EđЄ_W\ˇʜEǱΚЙакциональность; 
actionalityКB;=˹΃/7Йcf. ̐ 1.2.̖КĤǿǱʳʁ˥żĨϤ˘ʸ
A@EǼőˆǨ`űBđЄ$͞A_]\ 
 P7+EY AͲ΄B")\γ΄EđЄBϡ1\Β΋EþϷ`;)7?TͲ!
\VendlerЙ1967КEđЄB;=T˹΃/7 
 VendlerЙ1967КBY\ʢĤЙactivitiesКφȄЙaccomplishmentsКĘφ
ЙachievementsКˇǿЙstatesК? ţđЄFɥ̆$àȚ/=\ПлунгянЙ2011К
B")\Ϥ˘EA£xvϤ˘E\£xvĐɨÀϲǿ? 
ˇʜEǱΚB5]6]Ƣǭ1\+?`˹΃/7Йcf. ̐ 1.4.̖К 
 
 ̐Á̖>Fcvn?£tc΄EÙEjs ©B;=˹΃/7 
 P2ª͒Ͳ΄ƒ˥ͫʸ#ZE͵γ?/=ПлунгянBY\˵ Й̈2011К` ȯ˒/
cvnEǼő`P2ªʁ˥cvnЙ̳ˇ˥cvnК?Áʁ˥cv
nЙȼϘ˥cvnК?BđЄ/7­>5]6]B;=ɵʹ/7Йcf. ̐
2.4.2.̖̐ 2.4.3.̖К5]Bþa0=+EY AǼő˥Ƣ̌`ǻƘ1\ǪͧAˎ˔
B;=T£tc΄EßBY:=˹΃/7Йcf. ̐ 2.2.̖К 
 ªʁ˥cvn?Fˇʜ`ɹȄ/=\ϐđЙˇʜEɁ˂К`ȝ/
 123 
˼1ɿ͉`Ȝ;Ͳ_Gn£Aͫʸ`Ȝ:7cvn>\¾ɡ¨¾ʮE
cvnΝĤˬȜ̯ˬο͞ˬ̪ɬˬ©gn?:7
ªξEcvnEǼő$ŏP]\ 
 Ƣ/=Áʁ˥cvn?FˇʜEǱΚ$żĨ/7+?BÓ:=cv
nEǛǑ$Ș ǼőBTżĨ$ː07TE>\·BǙ΀ˇʜEȼϘǱЙŤȼК
Bϡ_\Ǽő`͡/Ͳ_Gn£Aͫʸ#ZǙ΀ˇʜ`Ƞ!\E$·Aɿ͉>
\ĸǥˬ̼ȁˬêȼˬĭªˬϓđˬ?:7ªξEcvn
EǼő$ŏP]\ 
 ʁB£tc΄B"=+EcvnEjs ©`͡ˍ1\·7\Ͳ΄Ȋʋ
>\Ù? Ⱦʝ˥js ©B;=ɸͮ/7Йcf. ̐ 2.5.̖К 
 éĖ˥Ǽő?ª͒˥ǼőЙ¯ż˥ǼőК? Ƣ̌`ǻƘ1\Ò̫˥A£
tc΄cvn΋Eˎ΋Bű<%БондаркоЙ1971КРассудоваЙ1982КE5]6
]E˵̈B"=Ȭɳ-]=\ÙEéĖ˥ǼőE vB;=˹΃/7Йcf. 
̐ 2.5.3.̖КP7+]ZEÒ̫˥Ǎų?F͔Ǆ˜A\Ē[ļ#ZEéĖ˥ǼőE
͵γEͽQ?/=ХраковскийЙ2002КE˵̈TĹ[­*7Йcf. ̐ 2.5.4.̖К 
 P7£tc΄Й\Fv¦΍΄КEcvn΋B")\Ò̫˥AɸǮ>
\ÙEcB;=T˹΃/7Йcf. ̐ 2.6.̖К5+>ÙEcEɝʻB
ǭ0=c`Ȅ1ĤͼĭÙĤͼ³ÙĤͼA@EĤͼE|eB;=ͩ7 
 ɛǡB­>ͩ7ªʁ˥cvn?Áʁ˥cvn$5]6]@EY B
£tc΄EÙEjs ©BY:=͡-]\#B;=˹΃/7Йcf. ̐ 2.7.̖К 
 
 ̐¬̖>F} dEjs ©B;=˹΃/7++>Tª͒Ͳ΄ƒ˥A
ͫʸ#ZE̽ơBFПлунгянЙ2011КE͵γ`ȯ˒/=\5]Bǣ ?}
 dFƁ%'đ)=ͻƘE} d?ϳˍƚE} d?BđЄ1\
+?$>%\+EͻƘE} d?ϳˍƚE} d? Ɓ%Aɭ
̨QBʛ:=£tc΄E} dEǼő?5E͡ˍȊʋB;=EȽˎ`ȵS=
͞A:7ɥ̆EƢΓ?A\Ł͉ǱE} dFϳˍƚE} dB
ư1\?×̸É)Z]\$5EŁ͉ǱE} dB;=5EǼőE®×
ĩđ`·B ТФГЙ1990КBʛ Ǜ>͞A:75]Bǣ!GŁ͉ǱEǼőF
P2Ĉ˥Ł͉Ǳ?ž˥Ł͉Ǳ?BƁ%'Áđ-]\Ĝ̾FþƂ˥Ł͉Ǳ
?ǡƂ˥Ł͉Ǳ?BđЄ$Ł͉>ǡ̾F̻ĥ˥Ł͉Ǳ?ϳ̻ĥ˥Ł͉Ǳ
?BđЄ$Ł͉>\ 
 ɥ̆>Ĺ[Ȏ γ΄$͡1Ł͉ǱEǼőF®͡EY BA\Ц 
 
͡ 2-47ЦŁ͉ǱEǼő?5]6]EǼő`͡1γ΄  
可能性（大分類）	 可能性（下位分類）	 述語	 
Ĉ˥Ł͉Ǳ þƂ˥Ł͉Ǳ способен, в силах, в состоянии, мочь 
ǡƂ˥Ł͉Ǳ уметь, мочь 
ž˥Ł͉Ǳ ̻ĥ˥Ł͉Ǳ можно, нельзя, мочь 
ϳ̻ĥ˥Ł͉Ǳ нельзя, возможно, невозможно, мочь 
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 P7ͻƘE} d?ϳˍƚE} dEķɃ`͡1+?E>%\
γ΄ мочь TƢΓ?A:=\+?#Z+Eγ΄$͡1ͻƘE} dTđ
ɪEƢΓBŏS\+??/7 
 
 ̯'̐ţ̖>F£tc΄E¯ƘͼB;=5EǛǿ΋˥ˆǨ̫΄΋˥ˆǨB
;=˹΃/7Йcf. ̐ 4.2.̖̐ 4.3.̖К 
 ¯ƘͼEǛǿ>TåȜ-]\ĤͼEȾʝ˥js ©Fɥ̆EƢΓ>\Ù
EÈBˬЙǿК$\ 
 £tc΄E¯ƘͼE˒ʝBFȨ΄˥˒ʝ?ϳȨ΄˥˒ʝ?$[Йcf. ̐
4.4.̖Кɥ̆EƢΓ>\γ΄?¯ƘͼEȄ1΄̪ňFȨ΄˥˒ʝBđЄ-]
\TE>\ 
 ʁB£tc΄B")\¯ƘͼEÙEjs ©$͡1ǼőB;=˹΃/7Йcf. 
̐ 4.5.̖Кɥ̆EƢΓ>\Ł͉Ǳ¯Ł͉ǱA@EÈBĭªEĤÜ
ĸǥĤÜ?:7cvnEǼő`͡/P75EÈEǼőc¥vЙΑŐ
İǺEǮĤÜ˰ȊLEä/A@`͡1˒ʝ$\ 
 
 5/=̐ Ã̖>Fɥ̆EƢΓ?A\Ł͉ǱE} dEǼő`ŏa8ȾE
Ǽő¨̫΄ɹνEđЄ`ͽQ7 
 Ł͉ǱE} dEǼő`ŏRȾE·ͧAǼő¨̫΄˥̤ͧ?/=γ΄
¯ƘͼŎƘήE¬̤ͧ`Ĺ[­*7$+E5]6]E̤ͧĘQň_3B
Y[Ł͉ǱE} dEǼő`ŏa8ȾF®Eţ;E|eBƁ%'đЄ$Ł
͉>\Ц 
 
͡ 2-48ЦǼő¨̫΄ɹν?Ł͉ǱEǼő  
	 タイプ	 意味・統語構造	 対応する可能性の意味	 
肯定構造	    (M – Inf) Ł͉Ǳ 
   [M – (Neg – Inf)] Ł͉ǱEż̅ 
否定構造	 	   [(Neg – M) – Inf] ¯Ł͉Ǳ 

   [(Neg – M) – (Neg – Inf)] ¯ŁόǱ 
 
 5]6]BŁ͉ǱE̅ЄB®×đЄЙĈ˥Ł͉Ǳ?ž˥Ł͉ǱК$ǻƘ/Ǥ\7
S΋ˎ˥BFňͳ>ă̅ЄBđЄ$Ł͉? +?BA\Йcf. ̐ 5.4.̖К 
 
 Ì­`ɥ̆B")\ąλ΃Ώ?/7­>Ì®E̍#ZĆÙ˥AƢΓEđɪ`ͽ
Q\ 
 
第三章 
本研究のデータ：サンプルの収集、取捨選択及び分類 
0. 本章の概要 
 ƾȪ29ƾșȨ28ÞǂPɢ56+Kc|iJePā˃&Lˁ
8Ɔˏý<eJɳʂsmPʩã&L+D8/8ĦǮ6/18Ț
ʁPɢ5 
 ƾșȨ2Þǂŉʊ3&Lsm9ɳʂc|iJā˃$1LA'ǖ8ȫ
1 Ȯ2ɳʂc|iJePā˃&LǾȃ6/1ʚ>ČO(1gSʂ
Pŉʊ3&Lɳʂc|i8Ǎɩ6/1Țʁ&L 
ǖ6e8ā˃3ĂƘʩƌ6ʹ&L¯8)M*M8Ɔȿ6/1ʚ>
1 36&Lˢ 
 
 e8ā˃3)8Ʈǣ 
 e8ĂƘʩƌ3)8ĦǮ 
 
 ȫ 2Ȯ29ePc|iJā˃&Lˁ8Ʈǣ6/1ɿ$ɪ1˝ 
ɶ ˞)8ˁƾșȨ8ȏȍPǄ+&+D6948I5smŵɩ6/1
ƣD1Țʁ&L 
 ȫ 3Ȯ29ɶ8ºǋ6IKűJM+eJƾșȨ8ȏȍ6ǢǷ8
BPƎÝ&Lki6/1Țʁ&L˝ ɶ ˞e8ĂƘʩƌPɢ5+D
6/8Tm6ʟ$1ƹȹȍ6Þǂŉʊ3&LsmPĂKÝ& 
 
1. 言語コーパスの利用：コーパスの概要 
1.1. 言語研究における言語コーパスの利用 
 ǽ®8ɳʂĻ619Ēȗ8ʟKÞǂPɢ56+.1ˇĸǶ8ɳʂc
|iPäȁ&L389ƹƲəó$+Ɔǣ2L3ɳ.1I,N 
 ƾșȨEˇĸc|iPȁL3Ǳ619)$+ǦM6ǢE829
LE88/8ȅſǱPʚ>1 39ŵɩ,N 
 ƾșȨ9ųˑųŐȽɴȍƆǣPȁ1ÞǂPɢ5ƹȹȍ5ȼʇPō3
źʌ8șȨ29ŵ'$E5+DɴʱȍȽɴȍËˋ6ʯPɇ+úŅ5ſ
ē28˝L9ǻɉ8 ˞c|iɳʂĻ8ƆǣPƚȁ$1LE8295)
8+DÞǂ8Ɔǣ3ɯǱJ9c|iJ8smā˃3ki9
ŵ'$Eŵɩ2953EŹOML,N$$5J)M2E5c|i
J8smPäȁ&L 369¯6ʚ>LI5ȧǌȍ5ǾȃPɪÝ& 3
2L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 )M9£6¯8¨Ǳ6A3DL 32L,Nˢ 
 
 İƧ8ȁ¼P˃DJML 3 
 Ʃ·ȍ5ÉKPʪJMLćɒźı 3 
 
 Űƿ8Si_tșȨ619c|iJā˃$+Lȣš8Ƨʱȍ5ı
"Pƒ.+sm6Ħ01ðɻ8ƩǣȍɢðPɯŇÞǂ$+2¸J8ȼʇP
ƞȜ&L3.+mU8ɼBƃ"M15.+1 
 A+Űƿ8Si_tʇ8Þʰ28șȨ8¢69ċșȨɍ8Ȼ˚è6ILǺ
Ƭ6IK·8ȁǣ3ɯǱJɪ1ǸŲȍ5ʬ8LǸľ8ðɻ,Ă
KJM)M6/18ɶʚɢ5OML3Ʈďź8E8EL)$+
șȨ29ȼǄ3$1·8ſē8ɶʚÑŀ$1LðɻLƮ2ſē8ɶ
ʚ?3Q4ɢ5OM15ðɻƤɇ"M1L3.+I6ðɻÔ·3
ɬǱJɪL3ɳO:ɡęLI5ǹƀ8ɶʚ65.1L3
aiL2 8I5mU8șȨ6ŉ$19c|i54Päȁ&L 32
)$+ÌPɱǧ$+2ƣD1ŉʊ6Ɯ&L 32ƭ+5ȗɪűJMLć
ɒźL 
A+c|iPäȁ&Lƹı8äǱ3$1sm8źʌ6/1c|i
JsmPā˃&L 36IKā˃&Lɳʂsm8Ʃ·ȍ5ÉKPʪJML
3ǱƔJML 
Ǐ5Ʃ·8r^itPȁſ$Ɔºǋ2ǭʤ5smPā˃&L869ɕ'3
ʼȄLǺɕ6smPā˃$/)8 36/1ɳƳ$1LșȨ8×·
ȍ5¼3$192ɪ+˝cf. ȫȪȫ 34 Ȯ ˞Forsyth˝1970˞L) 
29ƩĻºĖJ8¼Ʃİƚȁ"M1L$$F9KǸľ8ƩĻºĖ
J8ȁ¼İ5.1$A.1K)8ſē2Ʃ·ȍ5ÉKĺĠ$1L82
953ȉŸPƍ(L¹ġL 39ĐD5 
  $+smā˃6Lżſź3EɳLE8Pǌìƙʽ&L+D6
ƾșȨ29)8Þǂŉʊ3&Lsm8ā˃6+KɼB6c|iPäȁ&L
 36$+ 
 ǖȮ29gSʂPŉʊ3&Lc|i6/1Țʁ&L 
 
1.2. ロシア語を対象とする言語コーパス 
1.2.1. 概要：ロシア語を対象とする主要なコーパス 
 gSʂPŉʊ3$1Lɳʂc|i3$19£6¯8I5E8Lˢ 
 
 Wec|i 
                                                
1 E-NQșȨɍÅªā˃$+e9ĺĠ$1L,N)8e˃)8E86ʹ
&LŽħʷȜ"M1J'ũɾșȨ8ʛɼ8ćɒźʼK5¶3Ǳ2ƾȦ2ɢ5.1
LI5c|iPȁ+ɼB39źǇȈ5.1L 
2 )$+ɯǱJưĺ8șȨ8ɪȐ$8ƞǈP×·ȍ6ɢ5.1LșȨ3$19ʻÝŒ˝2007˞
PüǴ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 r~bıĻ8c|igir 
 gSvgvc|i 
	 AOT8c|igir 

 Максим Мошков8U˝Lib.ru˞8ˇĸr^it 
 
 c|i3ɣʂP48I5ſē2ȁL6/19ľ8Ɓʯ"
ǠDJML  29Šɉ2ȁOGLȀ8r^it˝raw text ˞EđD1
ĂKƈ 36&L3 
 ¯2ɶ)M*M8c|i6/1Ǎɯ&L 
1.2.2. ウプサラ・コーパス 
 Wec|i9Lennart Lönngren˝1942-˞8Ɔ65LgSʂPŉ
ʊ3&Lˇĸc|i8Ò˙ȍĺĠ8ec|i42L1988˧89ş8ƭɎ
ȠĻƩǼJ8r^it1960˧88ş6ÝǶ"M+ƩĻºĖȭJ8r^itJǎ
ƃ"M1LɁʂƧ9 100ʂJƃ.1L«35.19r^it8ş®Eą
A+ɫǑ3$1Eıʬ˕8E82955.1$A.+ec|
i3$18)8¿Ç9Ƽ,ɥ153ɌJML 
 5 8Wec|i8r^itsm9WeıĻ8WXh
Ù2Õʷ"M1Kɕȃ6ʺɮ»ȁ&L 32L5 
1.2.3. テュービンゲン大学のコーパスシステム 
 ǖ6r~bıĻWX6ƞ½$1L[Uc|i6ƔJ
ML 
  8gir29)8ǎƃ&Lr^it8źǇ6ŷ%1,ǽ®ʂc|i20
 ȳƩĻºĖc|i19 ȳƩĻºĖc|i3ıA6Þ˕"M+2ċȤ
8ec|iƞ½"M1L)M*M8hPǎƃ&L89¯8c
|i35.1Lˢ 
 
 
                                                
3 Ʈǻɉ2ȁLˁ69Ô18ʂ6ƩǣŽħ8m`54­í"MmŽħA2ƨÌ"M1
LE8PƓ& 32L,N 
4 ec|i3wmc|i8ʦ6ʹ$19˜ ɠ¬˝ 2005 P˞üǴ"M+˝ 2005: 
23 ˞ 
5 ¯8 URL2[hv8r^itRUʮŘ"M1L˝2013ş 8ƺȚʁ˞ˢ  
 
http://www.moderna.uu.se/slaviska/ryska/corpus/ 
 
 5Ƹȱ8ū2˒šʗØEÝǶ"M1L˝ЧССРЯ 1993 ˞ 
6 URL9¯8ʟK˝¯9ɜʂǶ8tphˣuUqʂɜʂgSʂ8ɳʂ8tp
hȁſ"M1L˞ˢ  
 
http://www.sfb441.uni-tuebingen.de/b1/en/korpora.html 
 
5 8c|iPºƃÕʷ$+hX_t546/18ɱʃ3$19Ŏǃ˝2003˞
L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ɤ 3-1ˢr~bıĻ8c|igir8r^it  
コーパス名	 コーパスを構成するテキスト、作品	 
ǽ®ʂc|i Wec|i 
Um 
S]w_ˇĸǶ 
20 ȳƩĻºĖc|i wv˝А. Маринина˞ 
]cƦƩ˝М. Булгаков: Проза˞ 
]cʩ˃˝М. Булгаков: Собранное˞ 
T{c˝А. Рыбаков˞ 
Ut˝Ильф и Петров˞ 
it]q^UÐť˝А. & Б. Стругацкие˞ 
ƝǾŎʃ˝Детективы˞ 
19 ȳƩĻºĖc|i titU˝Л. Толстой˞ 
tVbx˝И. Тургенев˞ 
uitYi^˝Ф. Достоевский˞ 
ic˝Н. Лесков˞ 
 
 ǽ®ʂc|i8-Umc|i91996şJ 2002ş8ċ
ȤUmxpt8eUt8Umɶ§Jā˃$+r^itJƃ.1
KɁʂƧ9 288423ʂ3"M1L 
 S]w_ˇĸǶ9čĎ˄ʀ8WXǶ781996şJ 2002ş8ʸ8ɶ
§8r^itsm6I.1ǎȯ"M1Lec|i2L 8 3J
 8c|i91960˧1989ş8ƶƻ8r^itPŉʊ3$1LWec|
i8ǕPɧ+D6Wec|iºJM+ů8ƶ®8gSʂPĀƵ$+
c|iPǎȯ&L3ſĞ82ɨº"M+E83ɌJML+,$ 8c
|i9c|iÔ·8ʂƧƳJ6"M153Ǳ2äȁ6ˁ$18˅
L8 
 8r~bıĻ8c|igir6đAM1Lc|i69'
MEƩǣŽħPɤO&、いわゆる「タグ­í"M15+DȴȲ5ƩĹàǊ
ȷ8Bćɒ2ƩǣŽħPí18ǊȷPɢ5 39Ýƿ5I2L 
                                                
7 URL9¯8ʟKˢ 
 
http://www.ogoniok.com/ 
 
 ʥû8ɶ§8S\U˝19962008şÞ˞9¯8 URL61Õʷ"M1Lˢ 
 
http://www.ogoniok.com/archive/ 
 
8 $$Wec|i8 100ʂP9L6ʏ1L 39±ſ8ʂ8ǊȷȼǄJEŃ
ƴ6Ɲǫ2L¼:ƩĹàэтоPǊȷ$+ĨČWec|i29 3733¼űJML
86ŉ$1Огонек8c|i29 39871¼3ȼǄʙ"ML 3Jöȴ5Ɲǫ29W
ec|i8ɫǑ8?@ 10Æ/AK 1000ʂȣš,N3¦ž"ML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5/8c|i692004ş 2ƺ8ʆǅƶǱ2Ì5Ǳ/
Ksm3$1»ȁ&Lˁ69ǤſPƇO5M:5J5E8L9 
A+ƾȦĥȬƶǱ˝2013ş 8ƺ˞29girɕ·ǔɒ$15I2
L10 
1.2.4. ロシア・ナショナル・コーパス 
 2000ş®6Ó.1gS61Eˇĸc|iPäȁ$+ɳʂșȨ3E8
ȎQ65.1K)$+ɑƷPÏ6ʷȊ6ȔƆ"M+8gSvgv
c|i˝Национальный корпус русского языка˞112L˝¯vgv
c|i3Ȇ& ˞ 
 British National Corpus˝BNC˞8ɫǑPȏƓ$1ʷȊ"M+wmc|i2
ǽĠ61Ee8ĪŨc|i8ǔɒ8ʛíɫǑ8Ɛŧȭɢ5OM1
L)8ǎȯ69gSȠĻS\sTy`uɶŸgSʂșȨƅ
˝Институт русского языка имени В.В. Виноградова ˞A+gS6Lƹı8WX
Ǌȷgir8n2L Яндекс12¢Ŵȍ6ʹO.1KɫǑ3ɯǱ
J9gSʂPŉʊ3&Lc|i29ǽƶǱ2ƹı8E83Ɍ1Ŗ$Ƣ5
,NƾȦĥȬƶǱ˝2013ş 8ƺ˞2Ħƾc|i˝основной корпус ˞8Ɂ
ʂƧ,2E229,968,798ʂ3ƃ.1L 
 Ǹľ8ptZ6¾ĺ&L 35WXWfPäȁ2Lǿĩ"
M:ʅ2Eǲƪ2äȁ&L 32L 
 Ǐ5h8r^itPŉʊ3$1Ǌȷćɒ2Kʚ8Ħƾc|i
8¬6ȽʂʇŽħc|i˝синтаксический корпус; 757,794ʂ ˞ƭɎɶ§c
|i˝газетный корпус; 173,521,766ʂ ˞|c|i˝параллельный корпус; 
15,842,627ʂ ˞ĻɊɍc|i˝обучающий корпус; 664,751ʂ ˞Ʈɳc|i
˝диалектный корпус; 194,283ʂ ˞ˍƩc|i˝ поэтический корпус; 9,202,362ʂ ˞
Ąˑɤǽc|i˝устный корпус; 10,361,479ʂ ˞ʂ8S_kt6ʹ&Lc
|i˝ акцентологический корпус; 12,681,912 ʂ ˞osTSc|i
˝мультимедийный корпус; 3,314,535ʂ ˞ǚĈƩƸc|i˝ исторический корпус ˞
8ċȤ8c|iPäȁ&L 3ćɒ2L 
 A+ǸȬ&>9ö5LƩĹàǊȷ,25mŽħPäȁ$+ǊȷEć
                                                
9 筆者が確認しているものとしては、まずT{c8c|i29sm3$1Ýì"MLr
^it8ĆʄǣǘȚ5E8LA+Ut8c|i29Ǌȷ8}ptƧ
9ƞȜ"MLE88ɐŴ8r^itsmɤȜ"M5 MJ8×ČȬɍ8ǿĩ6ʼ.
1ȊȀ&LE85846/19ǽĠʆǅ¢2L 
10 ƾȦ2ɢ5.+Þǂ6ˁ$19WX6Ýì"M+ȼǄPr^itūţ2\ǿĩ6Âĺ
$+E86ŉ$1ccnePäȁ&L 36IKȰƴȍ5c|i3$1äȁ$1L 
11 URL9¯8ʟKˢ 
 
http://www.ruscorpora.ru/ 
 
12 URL9¯8ʟKˢ 
 
http://www.yandex.ru 
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ɒ,3Ǳ2Nİ8¬8c|i2Eȁſ"M1LūƀʇȍŽħȽ
ʂʇȍŽħ6ILǊȷ6íſēʇȍŽħ136ILǊȷEćɒ2L 
 ˅Ǳ3$19čɀȈɉʂ˝омонимия˞Pɱǡ&LÜǾĽ¥$153Ǳ
ƔJML,N14)8+Dƶ6ÀPŨJML 3ELE88ǽĠg
Sʂ48I6»ȁ"M1L3ŀƀPʆ>L2ư6ǌD1ʯɩ5q
35.1L3 39ȉ¹ġ5,N 
 Õʷáş9 2003ş2K) J 10şʑJ'3!Șƶʸ2gSʂ
Pŉʊ3&Lc|i8¢ŴȍĺĠ35.+3ɳL 8c|iPäȁ$+șȨ
8ƃǄEư6/Ȋɤ"M1L15 
 A+Õʷũá9 Macintosh ǿĩ61ǊȷȼǄ8ÝìĽÔ2L548
ptZ8ŖȈ6ʎĜ&LÌEƦɪ"M+ǽĠ9ɱǧ"M1LI
2L16 
1.2.5. その他のコーパス 
 29¬6AOT8c|igir˝ɶ	˞3Максим Мошков 8U
˝Lib.ru ˞8ˇĸr^it˝č
˞3PƔ+ƾȦ29ƚȁ$15
+D  29Ȱö6)8źǇPɪL6ȅDL 
 AOT 8c|igir176/1 M9gSʂ6ŉ&Lr^itÜǾ8
hX_t8ǿ3$1gSʂ8ǊȷgirEȁſ"M1Kɕȃ6äȁć
ɒ,.+ǽĠ9hX_t8¢ŴȍªǷ Яндекс 6òD1L+D -J
8hX_tɕ·9ƾȦĥȬƶǽĠ9ÊǗ$1LǑǏ2ŀʌȍ6)8ƃǄ9
8vgvc|i6EʫÏ"M1LI2L18 
 Максим Мошков 8U˝Lib.ru˞199ąØºĖJǽ®ºł6I
                                                
13  8ſēʇȍŽħ8Ħț35.1LʗƸ9[hXd8ʗƸ˝ СО ˞Wgc8ʗƸ˝ СУ ˞
S\sĚŗƾ8ʗƸ˝СРЯЕ ˞čõŗƾ˝ССРЛЯ ˞Шведова˝Наталия Юльевна; 1916-2009˞
P¢Ŵ6ɃɅ"M1LgSʂſēʇʗØ˝РСС ˞Бабенко˝Людмила Григорьевна; 1946-˞6
ILʗƸ˝ТСРГ 1999 ˞Апресян¢Ŵ65.1ɃAM+˕ɉʂʗØ˝НОСС 2004˞542L¯
8 URL6Žħƞ½"M1Lˢ 
 
http://www.ruscorpora.ru/corpora-sem.html 
 
14 ƾȦĥȬƶǱ˝2013ş 9ƺ ˞ 
15 ¼:Результаты и перспективы˝2005 ˞Труды˝2004˞54PüǴA+ 8c|i6Ħ0
+˒šʗØEÝǶ"M1L˝ЧССРЯ 2009 ˞ 
16 vgvc|i8ɿ$äȁǣ6/19¯8u^tȁſ"M1Lˢ 
 
http://www.ruscorpora.ru/instruction-main.pdf 
 
 A+ƉɣȍËˋJ8čc|i8äȁǣ6/1ɲMJM1LE83$19ˆʐ˝2005˞
L 
17 URL9¯8ʟKˢ 
 
http://www.aot.ru/index.html 
 
18 5 8c|igir8Ǎɩ6/19ǟʰ˝2004˞PüǴ"M+ 
19 URL9¯8ʟKˢ 
http://www.lib.ru/ 
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LE8L9ɋɸºĖA2ŜŠh6ǪLƩĻºĖ8r^itPÕʷ$
1LeUt2L 
  8eUtɕ·9ƾƩr^it6ŉ&LǊȷgirȭPÌ1Lɸ295
A+ƞ½"M1Lr^it9Ȁ8r^it˝raw text ˞2ƩǣŽħ54­í
"M1Lɸ295)8+Dǻɉ8c|i39µɇ­JM5ʝ6ɳ
:Ɖɣ"M:  2ƞ½"M1Lr^itPÏ6$1ɕȃ5ckt
2˝ǻɉ8˞c|iPǎȯ&L 3Ećɒ,N 
 
1.3. 本研究で採用したコーパスと採用の理由、その他の留意事項 
 ƾșȨ2sm3$1äȁ&Le8ā˃6ˁ$19£5E83$1W
ec|i8smPäȁ$+ M9gSʂPŉʊ3$+c|i3$
1ư6ľɺKA+)8źǇec|i2L3Ǳ6L 
 ¼:vgvc|i8I5wmc|i8ĨČ)8c|iP
ǎƃ$1LsmÔ·9Ⱦ'Įó$1Lǹƀ2K±ſ8ʂL9±
ſ8ƩĹàPǊȷ&LĨČ6űJMLȼǄǊȷƶ6ŷ%1Ȉ5.1$Aćɒź
ƙʽ2'sm3$1ÜǾ&Lˁ8ƈǵ˄65.1$AƮe
c|i2M:)8I5c|iÙʬ8Ǧðź9ǲ+DǊȷ8ȼǄ8ƈ
Ńƴ65L 
 Wec|i8ƍLƹı8˅Ǳ3$19ʚ8ʟKư6ǎȯ"M1
JıÞƺƱǦM1$A.1L 3JƿLą"ƔJML,Nƹƭ8
gSʂ8ðďPʛĨČ69Wec|i29E9Fɳʂ8»ȁŀƀPĀ
Ƶ$1582953ȉŸȀ%L89Ȟ%ű5$$5J«ě
8șȨ8ȁʞ6ǴJ$+ĨČ)8ŉʊ'MEĦƾȍ5ʂ2L3 3J
)$+ƶʸ8Ȼʥ6ILſēFȁǣ8Įó9ı53ɌWec|
i2EõÞȏȍPǄ+& 32L3âƬ$+ 
 5Wec|i8äȁ6ˁ$19[hv8r^itRUPW
eıĻ8WXh˝ʚ˞IKÓƆ$\ǿĩ6Âĺ$+E86Ȭ
ɍɛŝ8íœPí+202äȁ$1L 
 c|iÙ8ƩĹà8Ǌȷ69ùèȍ6\ǿĩ2 AntConcPccn
e3$1äȁ$1L21A+ʨĿr~bıĻWX6ƞ½$1
L[Uc|i28ǊȷEɢ5.1L 
                                                
20   2ɢ5.+íœ39^ƩĹǺɕ8ɋĹǣ6I.1ɋĹ"M1Lǹƀ2ʮŘ"M
1L[hv8r^it6ŉ$1)MPȬɍ^ƩĹ6ɇƟ&L3E82L 
21 ƲȥȂıĻ8 Lawrence Anthonyǝƞ½$1L_iptZ8ccnil
t2LĦƾȍ6Ļɣȏȍ28»ȁ6/19ǲÍ2äȁ2Läȁ8Uki6/
19ľ8åʼɷJM1LI582ɿȸ6/19ċɕ61Țʁ"M+5 
8lt8Ǎɩý<»ȁǣ8ɱʃA+gSʂPŉʊ3$1äȁ&LĨČ8șȨ§¼54Pƈ.+
E83$19ǟʰʻÝŒ˝2006˞PüǴ"M+ltWXS8ʮŘÒ8 URL9¯8ʟK  ˢ
 
http://www.antlab.sci.waseda.ac.jp/software.html 
 
 ƾȦ2äȁ$1L89 MacintoshǶ8{h 3.3.5.˝ƾȦ8ĥȬƶǱ29mǶ˞2L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 A+ɧîȍ5µɇ­3$18Wec|iJ8e6í
ŵɩ6ŷ%1ʚ8S]w_ˇĸǶc|i˝cf. ȫ 1.2.3.Ȯ˞3vg
vc|i˝ cf. ȫ 1.2.4.Ȯ˞JEsmPɧĽȍ6ƚ.1LĨČL
 M9Wec|iƣĘǱ3$1ƍ1Lr^it8ƶ®ȍ5Ǖĳʬ
ÞPɧ 32L,N3âƬ$++D2L5 8¨/8c|iJ
8eā˃9A2Eɧîȍ5ŭëPǠD18E82K¯ƾȦ2Ȝ&
e8ƧʱȍÞŘ6/18Žħ69đDJM15 
 ¯¼ƩPƔLĨČ69)8ƽŐ648c|iJ8sm2LPȜ
&+D6ɤ6Ȝ$+ȆĊPɰƑŦ6ÓM1˝¼ˢ [UC], [RNC], [Ogonek]˞­&L
 36&Lˢ 
 
ɤ 3-2ˢc|i8Ȥ˕3)8ȆĊ  
コーパスの種類	 略号	 
Wec|i UC 
ОгонекˇĸǶc|i Ogonek 
vgvc|i RNC 
 
2. サンプルの収集：文字列による検索 
2.1. サンプル収集にあたっての目的 
 ƾȮ29c|iJePā˃&LƮǣ6/1Țʁ&L 
 2ʚ>+ʟK˝ȫȪ ˞ƾșȨ8ŉʊ35Lɳʂöµ9ćɒź8nr
T8ſēPđCʂ3)M3ʂȼČPƃ&ľɻ2LƾșȨ8ƅƻ8ȏȍ8/
3$1ˢ 
 
U48I5ʚʂ˝nrTūţ˞48ȣšȁJM1L 
)MJ8ʚʂ48I5ľɻ3ʂȼČPƃ$1L 
z)MJ8ľɻ94-J8·8ūƀ2ȁJM1L 
 
  MJ8»ȁŀƀPA'ƳJ6&L 3JĴD5195J5A')
8ɯŇ6ŵɩ5smP˃DL+Dʚ8c|i6ŉ$1ʚʂ6ȑũ&LƩĹ
à6I.1ǊȷPɢ5 8ƩĹàPđCƩPe3$1ā˃&L 3Jʷ
Ĵ$+ 
 ¯2)8ºǋƆˏ6/1ɿ$ɪ1 
 
2.2. 検索にかける文字列 
 A'ʚʂ3ľɻ8ʂȼČPđCePā˃&L6+.19Ʃ¢6ƾ
șȨ2ŉʊ35Lʚʂ˝nrTūţ˞PđQ2L3ĦǮ6Ű.1ƩPā
˃&L3 NJA'ʷĴ$+ 
 &5O-ʚʂ мочь, уметь, можно, нельзя, возможно, невозможно, способен, в 
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состоянии, в силах8)M*M8ʂĆPđQ2LƩ3 365L MJ8ʂP
đCƩPƎÝ&L+D6ɤ6Ȝ&ƩĹà8ǊȷPWec|i6ŉ$1ɢ
5.+ˢ 
 
ɤ 3-3ˢǊȷ6LƩĹà˝ʚʂ˞  
述語 検索にかける文字列	 
мочь могу, можешь, может, можем, можете, могут; 
мог, могла, могло, могли 
уметь уметь; умею, умеешь, умеет, умеем, умеете, умеют; 
умел, умела, умело, умели 
можно можно 
нельзя нельзя 
возможно возможно 
невозможно невозможно 
способен способен, способна, способно, способны 
в состоянии в состоянии 
в силах в силах 
 
 ¯ɤ6/1/ɧʑPɢ5.1+ 
 A'ɶƩĹà8Ǌȷ6ˁ$19Ô1)M*MıƩĹ2ĴALĨČ3ŎƩĹ
2ĴALĨČ8ÿƮ6/1ǊȷPɢ5.1L 
 A+ɤ6Ȝ$1LʟKūƀʇȍ6ðɻ6Ǯ%LE8˝ &5O- мочь, уметь˞
9ðɻ8ʈĮóū˝ ʥûūý<ˊʥûū 8˞)M*MPǊȷ61L22A+
мочь 9ľɻ8ūƀ29ȁJM5+DũɾƩĹà9Ǌȷ61523
уметь 9ľɻ2ȁJML 3AM6L+Dľɻ8ūţ2EǊȷ61
L 
 в состоянииý<в силах6/19 M9)Mɕ·Ďɻ8ƫǇ˝ éɇǇ˞
3éɇɻ3ȼČ˝сочетание слов˞,éɇɻ вıƩĹ8ĨČ3ŎƩĹ8ĨČ
8¨ʟK8|mPǊȷ61L 
 A+ 8¡ɍ6/19éɇɻ в3состоянииý< силах8é6ɖľʂ˝ū
Ńɻ˕˞ÓKL $+ɖľʂP².1LĨČ69°6ľɻP²
ai.+3$1Eȴǳ+LnrT8ʚʂ39ɪ5(53âƬ$«ě
8ŉʊ69đD15)8+D)$+¼PǠDL+D8ǊȷEɢ5.15
24 
                                                
22 gSʂ8ĨČ69мочьуметьÖ6бытьPȁ+ČƃƼƿ8ū9ȁJM5 
23 ľɻ3čūƀ8Ďɻ9ĺĠ&LƾȦ8ŉʊ29582ƩĹàǊȷ8ƶǱJʽį$1
L 
24 ¼:éɇɻPđD'6состояниисилах3ƩĹà2Ǌȷ6L 3Ećɒ,
)8ĨČ8¼8I5ƾƿā˃$+e¯į8¼8Ʈİ˃A.1$A+D8ƾ
Ʃ2ɶ$+ƩĹà6ILǊȷPɢ5.+˝ƫĹ·8ʬÞũɾƩĹà˞ˢ  
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 способен3уметь8ƈ6/1EɧʑP$1ŵɩL,N 8
¡ɍ9)8ǔɒ6ʹ$1˕´źɪJML/AK¡ɍ3EƩ8ʚʂ3$18
ŭëPǄ+& 32LƮ2ľʂȍ5ŭëPǄ+& 382LūƀEƒ.1
L3 32L 
 уметь9ðɻ3$1Ʃ8ʚʂ8ŭëPǄ+&Ʈľʂȍ6ȁL 32
Lūðɻ˝причастие ˣūÞɻ3E˞8ʈūƀ˝умеющий, умеющая, умеющее, 
умеющие, умеющего, умеющему, умеющим, умеющем, умеющей, умеющую, умеющих, 
умеющими ˞ý<Ʃêɻ3$18ŭëPǄ+& 32Lêðɻ˝деепричастиеˣ
êÞɻ3E˞8ūƀ˝умея˞Eƒ-ČO(1L25 
 ƮспособенEȘʂŐū262ȁJML3Ʃ8ʚʂ3$18ǔɒPǄ+$
ʵʂŐū˝способный˞2ȁJMM:ʚʂ3$18ȁǣ8¬6ĎɻPÄ˘&L
ľʂȍȁǣPEǄ+& 
   29ʚʂ3$1ǔɒ$1L§¼PÎÒȍ6e3$1ā˃&L3
ſĞ8ɤ6Ȝ$+ƩĹàPđQ2LE8Pe3$1ā˃$+27&
                                                                                                                                                       
n состоянии2Ǌȷ$+ĨČ8e8¼ˢ 
Многие из них тогда были в удовлетворительном состоянии...  [UC] 
ũƶ)MJ8İ9ǭʑ8ǹƀ2.+ 
 
n силах2Ǌȷ$+ĨČ8e8¼ˢ 
Мы говорим о "правых" и "левых" силах, влияющих на ход перестройки.  [UC] 
Ƅɽ$1L89itU\8ʣƗ6ŬˎPƒ.1Lĉǥñì3Ŕǥñì8
ĺĠ6/12L 
 
25 )M6ŉ$1čǏ6ūƀʇȍǸŲ3$19 уметь6ʘ мочь9ūðɻ8ūƀ9ĺĠ('A+
êðɻ8ūƀ9ǐǮȍ5ȁǣ3$19ȁJM5+DǊȷ8ŉʊ39$15 
26 gSʂ619ūŃɻ8ȘʂŐū9ùèȍ6Ʃ8ʚʂ3$1ȁJML 
27 ŀˁ69уметь6/19ūðɻ8ʈūƀêðɻ8ūƀ6/1Eũá9Ǌȷ8ŉʊ3$
1ePā˃$1+ʚʂ3$18źʌ уметь3 способен˝ способный˞329Ȉ5L3âƬ
$1+J2Lуметь8ĨČ69ľɻP²O'6)MöǺ29ſēȍ6Ǖɝ$1L 3
65.1$A+Dðɻūðɻ8ūP3.11Eľɻ² 3ũǳƻŮ"ML˝/A
Kūðɻ8ū2)MöǺ2ľʂȍ6ȁJML 395 ˞ŀˁ6ūðɻFêðɻ8ū2E
ľɻ3ʂȼČPūƃ$1L¼9İűL 32L¼:¯8I5¼˝ƫĹ·8ʬÞũ
ɾƩĹàɂPƯ$1L8ľɻ2L˞ˢ  
 
l Сейчас времена головокружительно изменились, а в зал перелетают либо все давно 
знакомые слова, либо не умеющие взволновать [PFV-INF] сегодняшнего начитавшегося и 
наслушавшегося зрителя.  [UC] 
«Ʊƶ®9ȏ8ěLI5ʠš2Įó$1L8629ıÞéJ5%B8
LɳɞF«Ʊ8ɚ5E8PʄB˗1Ɏ˗1$A.1LɯŁPƹƲæǯ
&L 325I5ɳɞ˖<©.1L82L 
 
l — Знаете ль вы край, где лимоны цветут? — спросил я у капитана, как всегда, не зная 
меры и не умея вовремя остановиться [PFV-INF].  [UC] 
ĕ1LġƮP!ĺȗ2&ˤ/E8I6ȟ9ÞPOA1J
'A+ƊIɕÞPȅDL 32'6Ŋʔ6 Ō7+ 
 
  MJ9OGLƩİʚľǎʡ˝полипредикативная конструкция ˞P3.1LĨČ2L
 $+¼9ƹȹȍ6sm3$1ƚȁ$5.+)8Ʃ61ʚʂƩ8ʚľ8£5Ə
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5O-уметь 8ĨČ69ʥûūˊʥûūľɻ8ʈūƀспособен 8ĨČ6
9ʚʂ3$18ȁǣ$ƒ+5ȘʂŐū8ʈūƀ8BPŉʊ3$1Ǌȷ6
1L28 
 
3. サンプルの取捨選択と分類、その基準 
3.1. 概要：サンプルに対するフィルタリング 
 8Ʈǣ2ɢ5.+ö5LƩĹà8Ǌȷ3ǔǉȍ5Ʈǣ619ũǳ8
 35JƾƿǠD15ƹȹȍ69sm3$1ƚȁ25eEİ
ƧđAML 365.1$AÞǂ8+D8sm3&L69/8T
m6ũɾe8ɩɩPâƬ$ɩ5E82M:ƙʽ$5M:
5J5ƾȮ29 8Tm6/1Țʁ&L 36&L 
  MJ8ePÞǂ8ŉʊJʽį&Lˁ8ƹá8ùè9ˠ˞ MJ8ƩĹ
àʚʂ584)$1ˡ˞ľɻ3ʂȼČPƃ$1L43
Ǳ6L 8ùè6Ű.1ā˃$+ePıÞ1¨/8Tm
6L 365L 
 ȫ8Tm29A'ũɾƩĹàƩ¢2ʚʂ3$1ǔɒ$1LĐ
6/1âƬ$ĂƘʩƌPɢ5 ˝nrTūţ6ʹ&LTm˞ 
 ȫ¨8Tm29ľɻ8ʂŪȍſē6ŷ%1Þ˕Pɢ5 32)M*
Mɩ5ePƙʽ&L ˝ľɻ6ʹ&LTm˞ 
  8¨/8TmPʟʥ$+e,ƾșȨ8Þǂŉʊ35Lsm
3$1ƚȁ"ML 
 ¯29 8¨/8Tm8)M*M6/1ɪ1 36&L 
 
3.2. 第一のフィルター：モダリティ形式（述語）に関するフィルター 
3.2.1. 概要 
 A'ƾȮ2nrTūţ˝ʚʂ˞6ʹ&LTmJǊɵ&L 
                                                                                                                                                       
Ɔ3$1ǔɒ$15ĨČ6ľɻ8ʩƌ6ˁ$148I5ɩȶŬˎ$L8âƬã
ʞŵɩ65L3Ɍ+J2L 8I6ʚʂƩ8£ɩ5ʚʂ3$1ǔɒ$15a
iEɌƂ8ŉʊJį$1L5ʚľ˝предикативность ˞3ǍŸ6/19ƾȦȫ¨
Ȫ 3.4.2.8Ǥ 79PüǴ 
28 ʵʂŐū˝способный, способная, способное, способные, способного, способному, способным, 
способном, способной, способную, способных, способными8ʈūƀ˞2ȁJM1LĨČ2E
ľɻP²¼9ɪ/L 32L˝¼ˣƫĹ·8ʬÞũɾƩĹà˞ˢ  
 
Народу было густо, сбежался едва не весь поселок, но не нашлось, похоже, пока никого, кто сумел бы 
организовать его в одну разумную твердую силу, способную остановить [PFV-INF] огонь.  [UC] 
ª,K21+?3Q4˃ɝ8Ôė˃A.11L3ɳL?4,.+$$4
FJ«83 N9ğɖĝȼ$1ǰPǧ$ǗDI3ɏɔ!3&LI5ª95I,
.+ 
 
 $$ $+¼Eé8 уметь6ʹ&LǤ3čǏ6İʚľ8ǎʡ6+L+D«ě9e
8ā˃Pɢ5.15«ů 8ǎʡ8sm6ŉ$1EʮƂ$+2ÚǊɵPíLŵɩ
L,N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 8Ȯ2ɌŇŉʊ35L>nrTūţ3čū8ƩĹàPđQ,Ʃe
3$1ƎÝ"M+ MJ8eJʚʂ3ľɻ8ʂȼČ8BPA'ƎÝ
$5195J5 
  MJ8eÙ2ũɾƩĹà9¯ 8I6ıÞ˕&L 32L  ˢ
 
 )E)Eʚʂ3$1ǔɒ$15E8˝čɀȈɉ8aiPđC˞ 
 nrTūţ˝ʚʂ˞3$1ǔɒ$1LE8 
 
 ɶ8e9nrTūţ˝ʚʂ ˞3čɀȈɉ2Lã8ʂ2L3
ai2K MJ9ƹȹȍ5sm3$19ƚȁ"M5+Dʽį$5
195J5 
 )M6ŉ$18e29ũɾƩĹà9Ʃ¢2ʚʂ3$1ǔɒ$1L$
+.1)8ǖ8Ǜˀ3$1ľɻ3ʂȼČPƃ$1L43ĦǮ
JĂƘʩƌɢ5OML 
 ¯2ɶ8¨/6/1)M*M×·¼3Ö6Țʁ$I 
 5ƾȮ¯6Ť¼Ʃ¢u8ƫĹ·ɾũ&LƩĹà2L 3PȜ
$1L 
 
3.2.2. 文中で文の述語として機能していないケース 
3.2.2.1. мочь 
2Ǌȷ6+ мочь 8ʈūƀ8eJʽį"MLćɒźL89
может 3ƩĹà˝ ªȡöƧū8ʚʂ295 ˞ƖÓʂ3$1ȁJM1
LĨČ2L M9İ8ĨČ может быть˝L9 быть можетL9
A+ может öǺ2E˞548ūţPĂK;H.3&L3İÞ3.+ſēP
ɤ&˝cf. ȫ¨Ȫȫ 3.3.2.2.Ȯ˞ˢ  
 
(3-1) А, может быть, суд будет более независим, если увеличить число народных 
заседателей?  [UC] 
)M3E;H.3&L3ʿňė8ªƧPĪF(:ǣŢ9E.3Ǻȩ$+E
865L,N 
 
(3-2) Может, я и не прав, но, например, в большой литературе мы видим настоящих 
психологов.  [UC] 
;H.3&L3ȟ8Ʈʸʦ.1LE$MA(Q¼:ɫǑ8ı
5ƩǼ8¢6ƾũ8ŴǾĻɍPɪ1ĂL 32A& 
 
  8ƖÓʂ8ĨČ69ľɻ3ʂȼČPƃ"'/)8ſēEƾșȨ2
ŉʊ3&Lćɒź8nrT8ſē39Ȉ5L82sm3$19ƚȁ$5
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3.2.2.2. уметь 
 уметь 8ʈūƀ8eJʽį"MLćɒźL89умело3ƩĹ
à2L M9ūŃɻ умелый 8ȘʂŐ¢źū3čǏ8ūƀ2KƩ¢2êɻ
3$1ǔɒ$1LĨČLˢ 
 
(3-3) Конечно, профессионалы умело и хладнокровно, обороняют подступы к 
воротам, постоянно проявляя даже не мужество, а некую доблесть.  [UC] 
E-NQXpgv9ŕB6/Ûˉ6ïǞ295LȤ
8Ǽʓ8ĶñPś6ɪ(5Jʶ=8ʣÓʒPļL8, 
 
  8aiEƾȦ8ŉʊ29582smJʽį&L 
3.2.2.3. можно / нельзя 
 можноý<)8Đľū2L нельзя8e6ɪJMLŉʊį8ai9как 
можно [нельзя]˟ǜʕȵ˝ 2L,˥ M¯ǲJ˦˞2ƃĆ35.1
Lai2L MJ8aiEÞǂ8ŉʊJʽį&L×·¼9¯PüǴˢ 
 
(3-4) Сделать эти стенки как можно тоньше? Они потеряют прочность...  [UC] 
 8īP2L,ɟ$1BLˤ)M,3ː"Ơ5OM1$A,N
 
 
(3-5) Воистину мудра и полностью современна формула великого мексиканца Бенито 
Хуареса: "Уважение права других—это мир". Высказанная более ста лет назад, 
она как нельзя более актуальна сегодня...ůȆȬɍ  [UC] 
ƾũ6ʋƳ2ÔE.1ǽ®6ø$+ľţ39Èı5^gcª2L
wtSi6ILE82L¬ɍ8ǒäPŋʯ&L 3 )ŞĔ
2LȌş¯é8ɳɞ, M9«Ʊ2E M¯5?4ʯɩ5E8
2L 
 
3.2.2.4. возможно 
 ƖÓʂ3$1ǔɒ$1Lai2K MEʽį&Lˢ 
 
(3-6) Рассудим здраво: возможно, колбасу, масло или, скажем, сгущенку сюда 
придется завозить.  [UC] 
A3E6Ɍ1BA$HŻJlkh{mL9¼:c
si_9  6ƒ.1 #LPű55L2$H 
 
3.2.3. 文中で述語として機能しているケース 
 ũɾƩĹàƩ¢2ʚʂ3$1ǔɒ$1Lai2EľɻȒȆ"M1
Kðɻūƀȍ6ǽM15aiŏ5J'ĺĠ&L˝ʚ88ai ˞
¼:¯8I5¼PüǴˢ 
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(3-7) Но сегодняшняя школа этого не хочет. И не может. Просто не умеет.  [UC] 
$$«8Ļǆ9)Q5 3P$+J525$A+ö6)MP
&LɒìEǲ8, 
 
  8I6ľɻƩ¢6ǽM115¼Eƹȹȍ5sm3$19ƚȁ
$5 
 
3.2.4. モダリティ形式に関するフィルタリングの結果 
   A22nrTūţ6ʹ&LTm`ȹ¥$+  29¯8
I5ĦǮPȁ1eJɩ5smPƙ$+ˢ 
 
 )E)Eʚʂ3$1ǔɒ$15E8˝čɀȈɉ8aiPđC˞ 
 nrTūţ˝ʚʂ˞3$1ǔɒ$1LE8 
S ľɻǽM11LE8 
U ľɻǽM115E8 
 
 5 MJ8e8ÞŘ9¯83K35.1Lˢ 
 
ɤ 3-4ˢnrTūţ3ľɻ8Öʎ  
文字列 	 
述語として機能していない	 
（上記①）	 
述語として機能している	 
（上記②）	 
総数	 
不定詞の共起あり	 
（上記②—ア）	 
不定詞の共起なし	 
（上記②—イ） 
мочь 50 2398 111 2559 
уметь 25 162 24 211 
можно 40 1393 41 1474 
нельзя 9 345 45 399 
возможно 148 18 0 166 
невозможно 24 114 6 144 
способен 0 89 18 107 
в состоянии 12 32 0 44 
в силах 0 20 1 21 
Čɴ 308 4571 246 5125 
 
 ǖȮ2ɪLľɻ6ʹ&LTm6L 32L89ɶS
8 4571e3 365L 
 
3.3. 第二のフィルター：不定詞に関するフィルター 
3.3.1. 概要 
   A22nrTūţPĦǮ6$+sm8ĂƘʩƌȹOKćɒź8
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nrT8ſēPɤ&ʚʂ3ľɻ3ʂȼČPđQ,ƩƎÝ"M1L 3
65L 
 ǖ6ɢ5ºǋ3$19  A22e3$1űJM+ľɻP)8ðɻ
8mU˝L9ʂŪȍſē3EɳƟJML,N˞6ŷ%1Þ˕&L 
32L 
 2ɪ+I6˝ȫ¨Ȫȫ 2.6.ȮüǴ ˞gSʂ8ðɻ9·8SPƒ/ðɻ
3)M¯į8ðɻ36A'ı¨Þ&L 32L 
 ·8ūƀ8ʩƌ6/18ʉʇPɢ5ˁ69A'·8SPƒ/ðɻPŉ
ʊ6$1ɢ5>2L+DA' 8·8SPƒ/ðɻPƎÝ&L 
 )M¯į8ðɻ&5O-·8ūƀȍŉȩɌƂ"M5ðɻ69ċȤ8ö
·ðɻF¡·ðɻ˝ȫ¨Ȫȫ 2.6.1.ȮüǴ˞54Þ˕"ML 365L 
 A+ƹȹȍ5sm3$1ƚȁ$5E83$1¯8mU8ðɻƔJ
MLˢ 
 
1. ·8S8ŉŷʹÁƳȖ5ðɻ 
2. )8¬˝čɀȈɉ8ðɻ54˞ 
 
¯2 MJ8Þ˕ºǋ6/1ɿ$ɪ1 36$I 
3.3.2. 体のペアを持つ動詞 
 A'·8SPƒ/ðɻ6/1Țʁ$1  
 Ò6ʚ>+ʟK˝ȫ¨Ȫ2.6.1.üǴ ˞·8SPƒ/ðɻ39)8ʂŪȍſ
ēPÖʟ6$·8Ʃǣȍſē618BȈ5L¨/8ðɻPƓ& 
 48ðɻ·8SPƒ/ðɻ2L3ɪ5&3âƬ6/19«ě
9ùè3$1șȨȝˈĔʗØ˝ǁʭ¬Ƀ 1988 ý˞< СРЯЕ8ɶʚ6Ħ01L 
  8Þ˕ºǋ6IK«ě8e8¢2·8SPƒ/ðɻ6Þ˕"ML
ľɻ9Ô 3454¼35Lʚʂ!36ÞŘPȜ&3¯8I65.1Lˢ 
 
ɤ 3-5ˢ·8SPƒ/ðɻ  
述語 ペアを持つ動詞	 合計	 
完了体	 不完了体	 
мочь 1293 369 1662 
уметь 30 84 114 
можно 868 287 1155 
нельзя 160 128 288 
возможно 14 3 17 
невозможно 92 7 99 
способен 40 34 74 
в состоянии 23 6 29 
в силах 15 1 16 
合計	 2535 919 3454 
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 nrT8ʚʂ3Ö6ȁJMLľɻ8·8ūƀʩƌ6/1ʇ%LĨČ6
9A'ūƀȍŉȩ˔Ġó&L 8mU8ðɻPŉʊ3$1ɯŇPɢ5ŵɩ
L,N 
 
3.3.3. 体の形態的対立が考慮されない動詞 
 éȮ2·8SPƃ&ðɻ8ƎÝĽ¥$1Lǖ6)M¯į8ðɻ/
AK·8ūƀȍŉȩ6/1ɌƂ"M5˝ɌƂ&Lŵɩ85˞ðɻ6/1Ɍ
1BI 
 ·8ūƀȍŉȩɌƂ"M5ðɻ39×·ȍ69¯8Ě/8mU35
Lˢ 
 
 быть 
 ö·ðɻ˝ȫ¨Ȫ2.6.1.üǴ˞ 
 ö·ðɻ6Ǯ%Lðɻ˝ůʚ˞ 
	 ¡·ðɻ˝ȫ¨Ȫ2.6.1.üǴ˞ 
 
 ¯2ɶ8)M*M6/1ɪ1  
3.3.3.1. быть 
 быть9«ěā˃$+e29Ô 362¼Pű+ 
  8ʂ9ĺĠ8ſēPɤ$ðɻ6Ǯ%LǔɒPǄ+&ĨČ˝¼ 3-8˞3ů
6Ďʗ˕˝ĎɻūŃɻ54˞PŰ1ʢʗ3$18ǔɒPǄ+&ĨČ˝¼ 3-9˞
36ıÞL 32L 
 
(3-8) Возражений быть не могло, обязанность Игоря Проухова, общепризнанного 
мастера высокого стиля, — провозглашать первый тост.  [UC] 
Āŉ8ĭL9'Eǲ.+Ǉʆ8˛ɳɞʧ8ĎƆ3$1ȗJM
+UdWFJ5M:5 39ƹá8¤ǀ8ˌ
ˑPĂL 3,.+J, 
 
(3-9) Они сулят немало увлекательного, но уверенным можно быть лишь в одном 
— они невероятно сложны.  [UC] 
)M˝_Z_`[j8ƛǠʻÝŒ˞9ŏ5J'ɗēǨ
E88I6ŹOML+.+;3/,Țŀ6ɳL 3L)M
Ã%JM5?4˅$3 3, 
 
 ĺĠ8ſēPɤ&ðɻȍǔɒ˝éɍ˞PǄ+$1LE89135 ¼Kʢʗ3
$18ǔɒ˝ůɍ˞PǄ+$1LE89227¼ɪJM+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3.3.3.2. ö·ðɻ  
ö·ðɻ392ɪ+I6˝ȫ¨Ȫȫ 2.6.1.ȮüǴ ˞)8ʂŪȍſē8ǸŲ
8+D6ŉŷ&L·8ūƀPƒ+5ðɻ2Lö·ðɻ9Ľ¥·ö·ðɻ
3Ľ¥·ö·ðɻ36Þ˕"ML 
  29e3$1űJM+ö·ðɻ8-˒šƧ8˛E8P¢Ŵ6ɪ1
 
A'Ľ¥·ö·ðɻ9Ô·29 415¼űJM˒ šƧ8˛E83$1жить 
(43), использовать (38), иметь (21), ожидать (21), знать (17), работать (17), существовать 
(17), сидеть (12), терпеть (12), управлять (12), надеяться (11), ждать (10), наблюдать (9), 
судить (9), держать (7), разговаривать (7), утверждать (7), рассматривать (5), 
использоваться (6), конкурировать (6), сомневаться (6), вести себя29 (5), находиться (5), 
петь (5), действовать (4), лежать (4), означать (4), помнить (4), следить (4), стоять (4), 
трудиться (4), писать (4), воевать (3), молчать (3), мыслить (3), наблюдаться (3), плакать 
(3), сосуществовать (3), рассчитывать (3), бороться (2), бояться (2), взаимодействовать 
(2), гордиться (2), держаться (2), мечтать (2), ненавидеть (2), обитать (2), опасаться (2), 
пахнуть (2), подозревать (2), полагать (2), противостоять (2), содержать (2), спать (2), 
танцевать (2), уважать (2), участвовать (2), учиться (2) 54ɪJM+˝ƑŦÙ8ƧĹ
9˒šƧˣƾȪÙ¯čǏ ˞ 
 ǖ6Ľ¥·8ö·ðɻPȚʁ$1 36$IÔ·29 93¼Țʁ"M+ 
 ˒šƧ8˛E8Jпригодиться (9), поделать (5), пойти (5), понадобиться (4), 
способствовать (4), предвидеть (4), подождать (3), поехать (3), нарадоваться (2), 
обжаловать (2), поговорить (2), погулять (2), поработать (2), походить (2), сгодиться (2), 
состояться (2), залюбоваться (2), постоять (1), схлопотать (1), вымолвить (1), выплакать 
(1), доковылять (1), домчаться (1), захрапеть (1), заштормить (1), накуролесить (1), 
наплевать (1), переорать (1), перетерпеть (1), побежать (1), поболтать (1), побывать (1), 
погнаться (1), поиграть (1), покликать (1), полежать (1), помотать (1), понаблюдать (1), 
попеть (1), порадоваться (1), поругать (1), посмеяться (1), постучать (1), потеснить (1), 
потрепать (1), поучиться (1), почитать (1), пошатнуть (1), просуществовать (1), рухнуть 
(1), сбрехать (1), спроворить (1), статься (1), уцелеть (1)54L 
 
3.3.3.3. ö·ðɻ6Ǯ%Lðɻ  
 2ɪ+ö·ðɻ8¬6Eö·ðɻ6Ǯ%L3ɪ5$+ðɻɈL 
   2ĂKL89ˠ˞Ȣððɻ˝ľðɻľðɻ˞30ý<ˡ˞ðɻ8ɦ
                                                
29 êɻP².1˝ 8I6˞ɢð&LƕLɘ3ƃĆȍ5ɤǽ582ʂ8ðɻ3$1
ƈ.+ 
30 Ȣððɻ˝глаголы движения ˞39ľðɻ3ľðɻJ5L 14Ⱥȣš8Ľ¥·ð
ɻPƓ&5șȨɍ6IK/8SPȢððɻ3ʁDL9Ȉ5L¼:Forsyth˝ 1970˞
29 13ȺȢððɻ2L3"M1L˝cf. Forsyth 1970: 319 ˞Энциклопедия˝1996˞29¯
8 14Ⱥžľ"M1L˝1996: 87ˣɤ¢8ȇĊ9ÀĿ­$+˞ˢ  
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ðū312L MJ98Ľ¥·ö·ðɻ3čǏŉŷ&LĽ¥·9ƒ.15
+Dö·ðɻ3čȭ6ƈ 
 Ȣððɻ8e9Ô 67¼ɪJMľðɻ˝43¼ ˞ľðɻ˝24¼ ˞)M*
M¯8E8űJM+ˢ 
 
ɤ 3-6ˢ×·¼ˢȢððɻ˝Ô 67 ¼˞  
定動詞 
（全 43 例） 
вести (15), идти (15), бежать (3), лететь (3), ехать(2), нести (2), плыть (1), 
гнаться (1), тащить (1) 
不定動詞 
（全 24 例） 
ходить (11), носить (4), летать (3), водить (1), возить (1), кататься (1), 
плавать (1), ползать (1), гонять (1) 
 
 ðɻ8ɦðū3âƬ2Le9Ô 24¼űJM+ 
 ×·ȍ69рассматриваться (4), считаться (3), включаться (2), изучаться (2), 
решаться (2), вызываться (1), использоваться (1), исследоваться (1), образовываться (1), 
применяться (1), приобретаться (1), проводиться (1), производиться (1), регулироваться 
(1), черпаться (1), читаться (1)54L 
 
3.3.3.4. ¡·ðɻ  
 ¡·ðɻ9Ľ¥·8ūƀEĽ¥·8ūƀEč582F9Kūƀȍŉȩ6/
19ɌƂ&Lŵɩ5ðɻ6Þ˕"ML 
 e¢Čɴ 100 ¼Țʁ"M+˒šƧ8˛E89использовать (38), 
организовать (6), воздействовать (5), гарантировать (5), реализовать (4), игнорировать 
(3), миновать (3), образоваться (3), ориентироваться (3), анализировать (2), дозировать 
(2), образовать (2), родиться (2) 542L 
 
3.3.4. その他のケース 
   2Țʁ&L89ˠ˞čɀȈɉ8ai3ˡ˞ʗƸ6āʴ"M15ðɻ
2L 
                                                                                                                                                       
参考：移動動詞一覧（Энциклопедия 1996） 
 定動詞	 不定動詞	  定動詞	 不定動詞	 
1 идти ходить 8 нести носить 
2 бежать бегать 9 вести водить 
3 ехать ездить 10 везти возить 
4 лететь летать 11 ползти ползать 
5 плыть плавать 12 лезть лазить 
6 тащить таскать 13 брести бродить 
7 катить катать 14 гнать гонять 
 
 șȨȝˈĔʗØ˝1988˞29ɶ8¬6гнаться-гоняться, катиться-кататьсяEȢððɻ3ʁD1
K M9 Исаченко˝1960˞6LÞ˕3Ǎ7ɖ$1L˝cf. Исаченко 1960: 312-313 ˞ƾȦ
29 MJ8Þ˕6Ű.1ÜǾ$1L 
31 ðɻ8ɦðū˝страдательная форма глагола ˞39¬ðɻ8Ľ¥·6ƜʗсяP­í$1
ūƃ"M+Ľ¥·ðɻPƓ&gSʂ6Lăðƀ8ɤǽPƏūţ8/2L 
 143 
 )M*M6/1×·ȍ6ɪ1 36$I 
3.3.4.1. čɀȈɉ8ðɻ  
 A'čɀȈɉ8ai6/1Țʁ$I 
 čɀȈɉ9ıÞ1¨/6Þ˕&L 32L,N 
 ;3/9čɀȈˌȈɉ˝ омограф, графические омонимы ˞2L M9замо́к
˝ʳé ˞3за́мок˝ģ ˞8¼ƔJML 8¡ɍ9ɀK9č2Lˌ
ĭ˝ˌˍ˞ȍ69Ȉ5.1L 32ſē8ôãƃ"M1L 
 E;3/9čɀčˌȈɉ˝омонимы ˞2L M9брак˝ķĵʹÁ ˞
3брак˝Ǖʾƥ˂ ˞банк˝ʲɢ ˞3банк˝Ɇ ˞3.+¼ƔJML,
N MJ9ɀK82EÔ8č2K/ˌĭ˝ˌˍ˞ȍ6EÔč
2L)8+D MJ9éů8ƩɓJ)8ʂ4ſē2ȁJM1
LPâƬ&LŵɩL 
  MJ8čɀȈɉ9ðɻ6ʹ$1ɳ:·8ŉŷʹÁȈ5.1$AĨČ
Ý1L+Dľ8ǤſPƇŵɩL 
 A'ðɻ8čɀȈˌȈɉ8×·¼Pɤ6Ȝ&ˢ 
 
ɤ 2-7ˢðɻ8čɀȈˌȈɉ8¼  
綴り	 解釈の可能性	 体の対応	 語の意味	 
 
выбегать 
выбега́ть˝Ľ¥·˞ SK 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢвыбежать˞ 
ʍ.1ÝL 
вы́бегать˝Ľ¥·˞ ö·ðɻ ƮPʍKěL 
 
забегать 
забега́ть˝Ľ¥·˞ SK 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢзабежать˞ 
ʍ.1ńL 
забе́гать˝Ľ¥·˞ ö·ðɻ ʍKÝ& 
 
засыпать 
засы́пать˝Ľ¥·˞ SK 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢзасыпа́ть˞ 
 
A1ĢDL 
засыпа́ть˝Ľ¥·˞ SK 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢзасы́пать54  ˞
 
пробегать 
пробега́ть˝Ľ¥·˞ SK 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢпробежать˞ 
ʍKƋL 
пробе́гать˝Ľ¥·˞ ö·ðɻ LƶʸʍKěL 
 
разрезать 
разреза́ть˝Ľ¥·˞ SK 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢразре́зать˞ 
 
ßKçC 
разре́зать˝Ľ¥·˞ SK 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢразреза́ть˞ 
 
сбегать 
сбега́ть ˝Ľ¥·˞ SK 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢсбежать˞ 
˙KL 
сбе́гать˝Ľ¥·˞ ö·ðɻ ʍ.1ɢ.1ƿL 
 
  8I6čɀȈˌȈɉ8ðɻčĬ2·8SPǎƃ$1LI5ai˝
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ɤ¢8 засыпатьF разрезатьɾũ&L˞Eŏ5J'ɪJML 
 «ěűJM+e¢6 $+čɀȈˌȈɉ8ðɻ.+ĨČ)8ƩĹ
à,294-J8·8ūƀ2ȁJM1LâƬ25+DŉʊJʽ
į$+×·ȍ69засыпать˝cf. засыпа́ть / засы́пать˞3 разрезать˝cf. разре́зать / 
разреза́ть˞8)M*M¼'/Čɴ¨¼ɪJM+ 
 ŉ$1čɀčˌȈɉ8Ʈ94,Nɤ2×·¼PȚʁ$Iˢ 
 
ɤ 2-8ˢðɻ8čɀčˌȈɉ8¼  
綴り	 体の別	 体の対応	 語の意味	 
 
высыпа́ться 
 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢвы́сыпаться˞ 
 @Mɝ-L 
9ɝ-L 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢвыспаться˞ 
õÞȕȓPĂL 
 
 
 
засыпа́ть 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢзасы́пать˞ 
A1ĢDL 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢзаснуть˞ 
ņ­ 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢзаспать˞ 
ȓ.1ŶML 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢзасы́пать˞ 
ƕKơĴDL 
походить Ľ¥· ö·ðɻ Lƶʸ˥$:J˦ǙěL 
Ľ¥· ö·ðɻ ´1L 
 
прибега́ть 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢприбежа́ть˞ 
ʍKńL˙/L 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢприбегнуть˞ 
˓L&LɹL 
 
проводить 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢпровести˞ 
ɢ5ŀƯ&L 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢпровожать˞ 
ʜLʜKőL 
 
просыпа́ться 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢпросы́паться˞ 
 @MÝL 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢпроснуться˞ 
ȏɭDL 
 
сходить 
Ľ¥· ö·ðɻ ˝Ǚ1˞ɢ.1Ś.1L 
Ľ¥· S 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢсойти˞ 
KL 
 
  MJ9ʂŪȍſē8Ǳ2ıȈ5L+DƩɓJ48ſē2ȁJM1
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LâƬ2Lćɒź98čɀȈˌȈɉ8ĨČIKE˛,N 
 «ě8eJ9 походитьűJM+˝ɶ8¨¼ ˞ MJ9ƩɓJÿ
Ʈ3EĽ¥·ðɻ2L3âƬ$)8I6ƈ.+ 
 
(3-10) Там же, в кадрах, в случае благоприятного отношения дают листок для 
переговоров: можно походить по организациям, посмотреть, выбрать то, что 
любо, но не больше двух дней.  [UC] 
) 8ª§ʬ29þĲȍ6Ɯ$1EJ.1LĨČ69©ǩ8+D8
itPEJA&/8ȺɄPě.1Ĳ5E8Pɪ+KʩQ,
K2A&)M9¨Ʊʸ8B2& 
 
(3-11) Можно походить по краям заросших оврагов, по вытянутым лентами вдоль 
полей молодым березнякам.  [UC] 
Ǭġř8ġĤFʰù6Ǣ.1ɂ8I6³<+ɛȋǓ8ǃPǙěL
 3E2A& 
 
3.3.4.2. )8¬ˢʗƸƼāʖ8ðɻ  
 )8¬6ʗƸ6āʴ"M15ðɻʂŪ˝допищаться, оскорбеть, остыдить, 
перенахалить˞EűJM+ MJ9smJ9ʽį$+ 
 
4. 第三章のまとめ 
 ƾȪ29ƾȦ2Þǂŉʊ35LsmPā˃&L+D8ʢ8Ɔˏ6/1Țʁ
$+ 
 gSʂPŉʊ3&L/8c|i6/1Ǎɯ$+ƾșȨ8ȏȍ6Ǵ
J$1Wec|iPe8ā˃Ò3$1ƚȁ$+ 
 ƾȦ2ɢ5Þǂ6ŵɩ5sm9ćɒź8nrT8ſēPɤ&ʚʂ˝ мочь, 
уметь, можно, нельзя, возможно, невозможно, способен, в состоянии, в силах 3˞ľɻ
8ʂȼČ2L)8+DA' MJ8ʚʂ8ʈūƀPǊȷ8ƩĹà3$ 8Ʃ
ĹàPđCƩPe3$1ā˃$+ 
  8ºǋ2űJM+eJƹȹȍ6Þǂŉʊ3$1ƚȁ&LsmPƎÝ
&L+D6A'ı¨/8TmPɷľ$)M6IKɩ5ePƙ
ʽ$+ 
 ȫ8Tm9nrTūţ˝ʚʂ˞PĦǮ3$+Tm2Lā
˃$+e8¢2ũɾƩĹàʚʂ3$1ǔɒ$1LĐPĦǮ6$1
ɩ5ePƙʽ$+A+ʚʂ3$1ǔɒ$11EľɻȒȆ"M1
L548Ǿȃ2ľɻ3ʂȼČPƃ$15ĨČ6Esm3$19ƚȁ$5
.+ 
  8ȫ8TmPʟʥ"(+ƶǱ2ƾȦ8ŉʊ35Lʚʂ3ľɻ8ʂ
ȼČe3$1ƎÝ"M+ 365L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 ¨ȇȏ8Tm9ľɻPĦǮ3$+Tm2Lľɻ8ʂŪȍſ
ē8mU6ŷ%1Þ˕Pɢ5+D8E82L 
 Ò6ɪ+ðɻ8mU˝ȫ¨Ȫȫ 2.6.ȮüǴ˞6ŷ%1A'·8SPƒ
/ðɻ3)M¯į8ðɻ36ıÞ˕Pɢ5.+)8ȼǄÔ 4565¼328-
SPƒ/ðɻ9 3454¼2Ô·Ƨ8 75.66%P÷D1K)M¯į8ðɻ9 1111¼
224.34%P÷D1+ 
 ƾȦ8ŉʊ35LʂȼČ61ľɻ8·8ūƀʩƌ6/18ʉʇ9S
Pƒ/ðɻPŉʊ6&L 365L 
 
 
                                                
32 ȫ 3.3.4.Ȯ2ʚ>+ʟKčɀȈɉ8ðɻ 2¼3ʗƸƼāʖ8ðɻ 4¼PľɻÖʎ$1L
e 4571¼Jʽį$1L 
第四章 
言語現象の実態の検証、考察と解釈 
0. 本章の概要 
 ăDʋ=ǿʆD÷ȃũ˿=[ĥʽƧDzcDƯİ_ǆ:̖˱>¬š
˫"YƵ[˱ʦĨD¥y_p¥u"Yǂö.6ǿʋ=E*\YD¥yAł
;<ǿʆDó͑ͣcf. ʐ¦ʋʐ 4 ʖͤA!<˥š.6˷͔AģZʤQ*>A
@[4*=EǿʆA!<ˠȭ0L$˷͔>.<Á«D˟Ɇ"YƙȂDɸʈD
ĵ͔Ɇ_Ǉǘ.4\5\Aũơ.6ðÍɪ@˷͔_˥š.6ͫ 
 
 ˡ˱ÐɚDţƲDˤ̖ͣcf. ʐ¦ʋʐ 4.2.ʖͤ 
 ĥʽƧDƯİDǮɹď>4D÷͖ͣcf. ĩʋʐ 4.3.ʖͤ 
 zcDƯİ_ĮQ˱>ʦĨ0[¬š˫D˱ƒɪƯİDʶŨ 
ͣcf. ĩʋʐ 4.4.ʖͤ 
 
 *\YD˷͔Dˠȭ_Ľ[L&ǿʋ=EÁ«DX@ʶŨ_ː@*>A0[ 
 O1ʐ¦A¼ĺƚ6¥y"YǿʆDũ˿=[ˡ˱ĖÊ#4S4Sţ̿D
kuñ=E?DX@ǉ[˄_˚2<[D">ţƲA:<¥yD
ǡ̱ɪ@÷ŽAł;<ƽǕ_ˬP[ƙȂDɸʈ=E*.6ţƲ#ǦɏɪA
."ǮY"A,\<*@"96*>Eǿʆʐ¦ʋ=˚6̚Z=[ͣcf. ʐ¦ʋ
ʐ 4.2.ʖ ͤǿʆDŏ$@ɭɪD¦:E÷ȃũ˿=[ˡ˱ĖÊ#˚2[Ǥȳɪː
ČDţƲA̷0[ìÍɪ@ƽǕ>ˤ̖A[ 
 ȚAʐ¦ʋ=˚6éːɸʈA!([ˤ̖#¼ĺƚY\6¥y>ɊY.Ĩ^2
<P6ŅĨȄ6.<?DʄƇŕƑ=[>ˡ [D">ɆA̷.<òȍ˩_ː
@4D̿AéA˚6Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Dydͣcf. ʐ¸ʋʐ 5 ʖͤA÷͖
.6ª=ĥʽƧDƯİ_˓04\5\D̖˱#?Dyd=ɚY\[D"
O6?Dʅ͖DzcDƯİͣcf. ʐ¸ʋʐ 3.2.ʖͤ_˓.[D"A:<
SʶƴAë\ͣ*\Eª̖D˷͔Dˠȭ_ɭǇ0SD=[ ͤ4\5\˚<&
4.<4*=E¬š˫DÍDƓƲ̧ƿ#?DX@˙ĻAX9<@,\<[
D"A:<Sȍ˩_ˬP[ 
 **O=D¸ɆEéːɸʈA!([ˤ̖Dòȍ˩ğHÙȜDÏȎ>Êʰ¿([*
>#=$[*\YA:<EȚDʐ 1ʖA<ģZª)[ 
 ʪ&ʐ 2ʖA<ģZƻDEƙȂDɸʈ=EʶƴAë\Y\<@"96ǧ6
@˜ɆAʊ9<ɕ˿_Ǌ ɮ0>ˬP=[0@^8éːɸʈ=Eȴɭ,\
<*@"96̖˱>ʦĨ0[¬š˫D˱ƒɪƯİ>˙ʡAɳɭ.4\>¬š
˫DÍDƓƲ#˚2[ǤȳɪːČD̶AÎY"Dɯ̷̷Ö#˚Y\@"ʶŨ_ː@
 
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1. 先行研究の記述の検証：言語形式の使用の実態 
1.1. 本節の概要 
 ª=S̖L6̚Zǿʖ=EéːɸʈA!([ˤ̖Dòȍ˩ğHÙȜ_ˬP[ 
 ¼ĺƚY\6¥yDǡ̱ɪ÷ŽA:<ɹ˰_ː@ǿɸʈDũ˿>@[ˡ˱
ĖÊ#ţ̿DkuA!<˚2<[Ǥȳɪǉ[˄A:<÷ȃ0[4\
Y_̌O 6ª=éːɸʈA!([ˤ̖DŕƑƧA:<ȍ˩0[ 
 éAer¤p¥u"YĢ͂.6r¢_¦šDłɀAƙ9<˥š.6
cy¥A"(̧üÏȎ_ː@96ͣcf. ʐ©ʋʐ 3ʖ ͤ4DʦȄǸʣɪA
ǿɸʈ=¥y>.<ǎɚ0[*>#=$[r¢DʫǡE4565Ñ>@96 
 Á«O1ȚDʐ 1.2.ʖ=¼ĺD¥yD÷ŽDìÍã_ɹ˰0[ƚY\6
¥y_&:"Dłɀ_çAǢɖ.÷ȃũ˿#˚2[Ǥȳɪ@ǉ[˄A:<
¥yDǡ̱ɪ÷Ž>˟Ɇ"YǮY"A0[ 
 ȚA¥y_Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜+>A÷͖.4DŅĨD¥yD÷ŽðÍÑ@
?A:<ɹ˰.<&ÕŢªO1ʐ 1.3.ʖ= мочь ÁŌD̖˱A:<ɹ˰.
ʪ&ʐ 1.4.ʖ=̖˱ мочьA:<˚[*D мочьA:<E4\5\DƯİ¤
ʨ˱Ȓ̜ͣcf. ʐ¸ʋʐ 5 ʖͤA!<˓ɕ,\[zcDʅ͖A:<Sɹ
˰0[ 
 ʐ 1.5.ʖ=EéːɸʈA!([ˤ̖_¥yDǡ̱ɪ÷ŽAł;<òȍ˩0
[ˬPD8D¦:>.<¬ĥʽƧ>¬š˫DÍDƓƲD̶Dɯ̷̷ÖA:<ģ
Zª)[ 
 4.<ʐ 1.6.ʖ= sb˱A!([ĥʽƧA̷^[zc_ĮQǤA:
<zcDʅ͖4\5\D̖˱4\>ʦĨ0[¬š˫DÍDiq¥#
Ȅ6.<[ȘʽA:<ʶŨ0[ 
 
1.2. データの整理及びその数量的分布 
1.2.1. 概要 
 O1ǿʖ=E¼ĺƚY\6¥y_Á«DłɀAƙ9<÷͖Ǣɖ.÷ŽD
ìÍãDƽǕ_ˬP[ͫ 
 
 ̖˱DüAơ/6÷͖ 
 Č˫Dyd>4DÍDüAơ/6÷͖ 
 Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Aơ/6÷͖ 
 
 ªˤ=E̖˱DüAơ/<¥y_÷͖0[*\AX9<̶ǏɪAñɪ
[EŌɪĥʽƧ>96zcDƯİAX9<S÷͖,\[*>A@[ĩ
=EČ˫DydAơ/6÷͖ͣcf. ʐ©ʋʐ 3.3.ʖͤ_ː@ǵA4\5\
DÍDüAX9<S÷͖_ː@ĩ=Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜ͣcf. ʐ¸ʋʐ 5 ʖͤ
+>A¥y#?DXA÷Ž.<["A:<ƽǕ_ˬP[ 
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 4\=EÁ«=4\5\˚<&*>A.X 
 
1.2.2. 述語の別に応じた分類 
 O1ǿʆDũ˿>@9<[̖˱Dü_łɀA.<¥y_Ǣɖ.<PX 
 4\5\D̖˱>ʦĨ0[¬š˫DǡDñ˧E«˓D̚Z>@9<[«˓°
ĨˢșAɻ.6͒ƇǡDƘDɩ÷ɔE¥yDʫǡͣ**=E 4565ÑͤAĘR[ą
Ĩ_ɻ.<[ͫ 
 
 
˓ 4-1̖ͫ˱>ʦĨ0[¬š˫Dǡ̱ɪ÷Ž  
可能性の種類と述語	 合計	 
 
ñɪĥʽƧ 
уметь 162 (3.55%) 
способен 89 (1.95%) 
в состоянии 32 (0.7%) 
в силах 19 (0.42%) 
ĨˢͣñɪĥʽƧͤ 302 (6.62%) 
мочь 2395 (52.46%) 
 
ŌɪĥʽƧ 
можно 1391 (30.47%) 
нельзя 345 (7.56%) 
возможно 18 (0.39%) 
невозможно 114 (2.50%) 
ĨˢͣŌɪĥʽƧͤ 1868 (40.92%) 
総数	 4565 
 
 
 ̖˱ мочьA:<Eª=˚6̚Zͣcf. ʐ¸ʋʐ 3.6.ʖ ͤñɪĥʽƧğHŌɪ
ĥʽƧ>96͉ɕţDzcDƯİD¾AS˪šDzc_˓
0Ɠƌ>.<SɚY\[4D6Rª˓°=Eü̙Ǣɖ.<[*D̖˱
ɓɑD˓.[ƯİDƂƆ,EʦĨ0[¬š˫D͒ƇǡD͝,ASġǱ,\<!
Z¼ĺD¥yDēǡÁª_ĘR[ʦȄ>@96 
 Ț=ŌɪĥʽƧ_˓0̖˱#!X4 41%_ĘR<!ZñɪĥʽƧA:<E
ʛ 7%."ɚY\<@ 
 
1.2.3. 動詞のタイプと体の別に応じた分類 
1.2.3.1. ìÍɪ@¥yD÷Ž  
 ȚAČ˫Dydͣcf. ʐ©ʋʐ 3.3.ʖͤAơ/<÷͖_ː@9<PX4\
5\D̖˱>ʦĨ0[¬š˫DČ˫Dyd+>Dñ˧EÁ«DXA@9<[
4\5\DČ˫DydDʫǡDșAɻ.6ɩ÷ɔE¥yìÍDʫǡͣ**=E
4565ÑͤAĘR<[ąĨ_ɻ.<[ͫ 
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˓ 4-2ͫČ˫DydAơ/6÷͖  
述語 ペアを 
持つ動詞 
быть 単体動詞、 
単体扱い 
両体動詞 合計 
 
ñɪĥʽƧ 
уметь 114 2 44 2 162 
способен 74 0 10 5 89 
в состоянии 29 0 3 0 32 
в силах 16 1 1 1 19 
ĨˢͣñɪĥʽƧͤ 233 3 58 8 302 
мочь 1662 355 346 32 2395 
 
ŌɪĥʽƧ 
можно 1155 3 182 51 1391 
нельзя 288 1 49 7 345 
возможно 17 0 1 0 18 
невозможно 99 0 13 2 114 
ĨˢͣŌɪĥʽƧͤ 1559 4 245 60 1868 
総数	 3454 
(75.66%) 
362 
(7.93%) 
649 
(14.22%) 
100 
(2.19%) 
4565 
 
 @!ăD˓>ĩȓA̖˱ мочьEü̙Ǣɖ.<[O6ª˓=EбытьD
ñ˧ĖÍČ˫Dñ˧@?Eɻ.<@*\YA:<EÁ«ͣ cf. ʐ 1.2.3.3.ʖͤ
=ɹ˰0[ 
1.2.3.2. b_ǆ:Č˫>4DÍDü  
 b_ǆ:Č˫Eì 3454ÑZì 4565ÑD8!X4 76¥v¢_ĘR<
[**=E4DÍDñ˧D÷Ž_ɹ˰.X4\5\D͒ƇǡDƘAɻ.6ɩ
÷ɔE͒ƇǡDĨˢAũ.<?8YDÍ#?DʄƇDąĨ=ɚY\<["_ɻ
.<[ͫ 
 
˓ 4-3ͫb_ǆ:Č˫>4DÍDü  
可能性の種類と述語 ペアを持つ動詞	 合計	 
完了体	 不完了体	 
 
内的可能性	 
уметь 30 (26.32%) 84 (73.68%) 114 
способен 40 (54.05%) 34 (45.95%) 74 
в состоянии 23 (79.31%) 6 (20.69%) 29 
в силах 15 (93.75%) 1 (6.25%) 16 
合計（内的可能性）	 108 (46.35%) 125 (53.65%) 233 
мочь 1293 (77.80%) 369 (22.20%) 1662 
 
外的可能性	 
можно 868 (75.15%) 287 (24.85%) 1155 
нельзя 160 (55.56%) 128 (44.44%) 288 
возможно 14 (82.35%) 3 (17.65%) 17 
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невозможно 92 (92.93%) 7 (7.07%) 99 
合計（外的可能性）	 1134 (72.74%) 425 (27.26%) 1559 
総数	 2535 (73.39%) 919 (26.60%) 3454 
 
 ìÍ>.<Eş´Íͣʛ 73%ͤ#¬ş´Íͣʛ 27%ͤ_ŏ$&ªĺ9<[SD
DʦĨ0[̖˱Aơ/<4D÷Ž#ɣ@9<[*>#÷"[ͣ4\5\D̖˱+
>DâīA:<Eʐ 1.3.ʖÁ̻=˯.&˚[*>>.**=EìÍɪ@âī_
ɹ˰0[AɠR[ ͤ 
1.2.3.3. ÍDƓƲɪũʊ#ʶƴ,\@Č˫  
 ȚAÍDƓƲɪũʊ#ʶƴ,\@Č˫ͣбыть# 362ÑĖÍČ˫ğH4\Aɀ
/[Č˫# 649Ñ¯ ÍČ˫# 100Ñ Dͤ̖ ˱+>D÷Ž_ɹ˰.<!*ͣ ì 1111
Ñ¥yʫǡD 24.34%ͬcf. ʐ 1.2.3.1.ʖD˓ 4-2 ͤéD˓>ĩȓA̖˱ мочь A
:<Eü̙ǢɖǓɻ.<[ͫ 
 
˓ 4-4ͫÍDƓƲɪũʊ#ʶƴ,\@Č˫  
述語 быть 単体動詞	 単体扱い	 両体	 
	 
合計	 
быть1 быть2 完 不完 移動 
定 
移動 
不定 
被動	 完	 不完	 
уметь 0 2 1 32 0 5 0 0 6 2 48 
способен 0 0 1 6 1 2 0 0 0 5 15 
в состоянии 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 3 
в силах 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 3 
合計	 
（内的可能性） 
0 3 2 42 1 7 0 0 6 8 69 
мочь 135 220 58 213 23 9 24 2 17 32 733 
можно 0 3 22 121 15 8 0 0 16 51 236 
нельзя 0 1 7 29 3 0 0 1 9 7 57 
возможно 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 
невозможно 0 0 2 10 1 0 0 0 0 2 15 
合計	 
（外的可能性）	 
0 4 32 160 19 8 0 1 25 60 309 
総数	 135 227 92 415 43 24 24 3 48 100 1111 
述語	 быть1 быть2 完 不完 移動 
定 
移動 
不定 
被動 完 不完 両体	 
 
合計 
быть 単体動詞	 単体扱い	 
 
 ª˓°&:"˖̋_.<!& 
 O1бытьA:<быть1ͣ 135 ÑͤEśĿDƯİ_˓0Č˫ɪȘʽ_Ȅ
6.<[SD_быть2ͣ 227 ÑͤE̝̒>.<DȘʽ_Ȅ6.<[SD_
4\5\˓.<[ͣcf. ʐ©ʋʐ 3.3.3.1.ʖ ͤO6ĖÍČ˫D8ʂČ¤š
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ʂČ¤¬š>ɻ.<[DE4\5\ʂČČ˫D8DšČ˫¬šČ˫_
Ǉ.<[ͣcf. ʐ©ʋʐ 3.3.3.3.ʖ ͤ 
 @!ª˓"Y÷"[̚ZбытьE¼ĺD¥y=E4Dŏ̫÷ͣ362Ñ°
355Ñͭ!X4 98%ͤ#̖˱ мочь>îAɚY\<[ 
 
1.2.4. 意味・統語構造に応じた分類 
1.2.4.1. Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Aơ/6÷͖ͫìÍɪ@¥yD÷Ž  
 Á«=E¼ĺD¥y_éA˚6Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Aơ/<÷͖.<& 
 **=Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜DĹyd_ɹ˰.<!*zcD̖˱_ĮQǤ
EÁ«DĹ:Dyd#˹ɖɪAEĥʽ=[ͣcf. ʐ¸ʋʐ 5ʖͤͫ  
 
˓ 2-46ͫ˹ɖɪAĥʽ@ƯİȒ̜òǑ  
	 タイプ	 基本分類	 基本分類＋可能性の下位分類	 
	 
肯定構造	 
Ⅰ	 M – Inf   M: INT – Inf 
  M: EXT – Inf 
Ⅱ	 [M – (Neg – Inf)]   [M: INT – (Neg – Inf)] 
  [M: EXT – (Neg – Inf)] 
	 
否定構造	 
Ⅲ	 [(Neg – M) – Inf]   [(Neg – M: INT) – Inf] 
  [(Neg – M: EXT) – Inf] 
Ⅳ	 [(Neg – M) – (Neg – Inf)]   [(Neg – M: INT) – (Neg – Inf)] 
  [(Neg – M: EXT) – (Neg – Inf)] 
 
 
 *DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DydAơ/<÷͖_ː@>¥yDìÍɪ@÷ŽEÁ
«DXA@[ͫ 
 
˓ 4-5ͫƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DydAơ/6÷͖  
タイプ	 総数 
Ⅰ	 3150 (69.0%) 
Ⅱ	 63 (1.38%) 
Ⅲ	 1261 (27.62%) 
Ⅳ	 91 (1.99%) 
総数	 4565 
 
 
1.2.4.2. Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Aơ/6÷͖ͫČ˫Dyd>4DÍDü  
 ª=˚6¥yD÷ŽAČ˫Dyd>4DÍDü>łɀ_Ĉ [>Á«
DXA@[ͫ 
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˓ 4-6ͫƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DydČ˫Dyd>ÍDü  
意味・統語	 
構造タイプ	 
内的／ 
外的 
ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
	 
Ⅰ	 
ñɪ 60 87 1 30 5 2 185 
Ōɪ 873 273 23 151 51 3 1374 
мочь 831 258 43 191 26 242 1591 
合計	 1764 618 67 372 82 247 3150 
	 
Ⅱ	 
ñɪ 0 2 0 0 0 0 2 
Ōɪ 2 15 0 8 0 0 25 
мочь 16 12 0 3 0 5 36 
合計	 18 29 0 11 0 5 63 
	 
Ⅲ	 
ñɪ 48 36 1 26 3 1 115 
Ōɪ 237 123 6 52 9 1 428 
мочь 424 81 16 87 6 104 718 
合計	 709 240 23 165 18 106 1261 
	 
Ⅳ	 
ñɪ 0 0 0 0 0 0 0 
Ōɪ 22 14 4 1 0 0 41 
мочь 22 18 1 5 0 4 50 
合計	 44 32 5 6 0 4 91 
総数 2535 919 95 554 100 362 4565 
 
1.2.5. まとめ：実際に用いられる意味・統語構造 
 **O=¼ĺƚY\6¥y_&:"DłɀAXZ÷͖_ˬP6**=E
4DʦȄ"Y˵Pģ\[*>A:<O>R<PX 
 ª=ː@96÷͖AXZéA˚6ĥʽƧD̖˱_ĮQǤD˹ɖɪAĥʽ@
Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜D8ţ̿A?DydDƯİ¤ʨ˱Ȓ̜#?DʄƇDąĨ=ɚ
Y\<[D"DƽǕ#ĥʽA@96 
 ǸS͒ƇǡD͝Ȓ̜Eydͣ ĥʽƧͤ =Ț=yd	ͣ ¬ĥʽƧͤ
#X&ɚY\[Ȓ̜=[*>#÷"964\5\69.0%27.62%_ĘR<!
Z*D¸:Dyd7(=ìÍD 97̕͢&_ĘR[>*>A@[ 
 O64D¦Ǩ=Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜AX9<Eͣ ˹ɖɪAEʶ [SDDͤ·ţ
ªM>`?ɚY\@ydS[>*>#ǮY"A@96 
 4\E0@^8yd ͣĥʽƧDŋʅͤğHyd
 ͣ¬ĥ̨Ƨͤ A:
<@"=S*\YDyd=ñɪĥʽƧD̖˱#ɚY\[>o¥u
E¼ĺD˸Ȇ=E¥y#ȏR<Ű@"ì&ƚY\@"961*\EƶD
ˡ˱ɪɮ˟AɊY.<S̤ĳƱ#@#¼ĺD˸Ȇ=ǜR<¥yDǡ̱_S9<
ɹ˰=$6> [ 
                                                
1 *.6âīE«=ɹ˰0[>!ZXZ˛ȖDŏ$p¥u=˸L<P<S4D͒ƇEȏR
<ËǿʋÁ«Dʐ 1.3.3.ʖʐ 1.3.5.ʖ_ĞɊ 
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 O6ɑšD̖˱DɚȳªDƐâīA:<S¼ĺD¥y"Y˵Pģ[*>#
=$[0@^8ñɪĥʽƧ_˓0̖˱D8в силахE¼ĺƚ6¥y=
Eyd	DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜=."ɚY\<@*.6âīA:<E
Шатуновскийͣ 1996 Aͤ!<̐&ˡğ,\<[DP=Zͣ cf. Шатуновский 1996: 
199 ͤ¼ĺD˸ȆAXZ¥yDǡ̱ɪ÷Ž>͊"Yȣ˱˭ʷDɮƱ_˕¿(
[*>#=$6>ˡ [O6*DâīA:<EǫśD̒ǶASˤ̖,\<
[SDE@26R*D̖˱#ţ̿AɚY\[̿DɑƝ>.<¼ƘĈʑ,\[L$
Ɇ>ˡ9<7] 
 @!4\5\DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜Dyd=̖˱>ʦĨ0[¬š˫DÍ#?DX
A̧ƿ,\<["A:<DţƲEмочьÁŌD̖˱A:<EÁ«Dʐ 1.3.
ʖD4\5\Dʖͣʐ 1.3.2.ʖʐ 1.3.5.ʖͤA!<̖˱ мочь A:<Eʐ 1.4.
ʖA!<4\5\ɹ˰0[ 
 
1.3. 意味・統語構造にしたがった分析：мочь 以外の述語 
1.3.1. 概要 
 **O==ǿʆDũ˿=[ĥʽƧA̷^[zcDƯİ_ĮQ̖˱>¬
š˫D˱ʦĨ4.<4*=¬š˫#?8YDÍDƓƲ#̧ƿ,\<["A:<
D¥yDǡ̱ɪ÷Ž#ǮY"A@96**"YE*\YD¥yAł;$ƙ
ȂDɸʈA!([ˤ̖U4*A!<ǓȊ,\6¬š˫DÍḐƿA̷0[šƌ
ďA:<Dòȍ˩_ˬP[ 
 ǿʖ=EÕŢªO1 мочьÁŌD̖˱ͣуметь, способен, в состоянии, в силах; 
можно, нельзя, возможно, невозможноͤA:<O1ʶŨ_ː@ª=ɹ˰.6
Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜DĹydA÷͖.6ª=4\5\DydA:<ͫ 
 
d¥yDǡ̱ɪ÷ŽE?DXA@9<[D"ͬ 
 4\5\DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜=ÍDƓƲE?DXA̧ƿ,\<[D"ͬ  
̖˱>D˱ʦĨ=ÍDũʊE?DX@Șʽ_Ȅ6.<[>ʶ Y
\[" 
 
 *\YDɆ_°ƞA˚<&*>A0[ 
 O14\5\DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜#?DʄƇDąĨ=ɚY\<["_ɹ˰.<
!*¥yDǡ̱EÁ«DXA@9<[ͣǅƎñDɩ÷ɔEʫǡAĘR[ą
Ĩ_ɻ.<[ͤͫ  
 
                                                
2 Ñ FБТСͣ1998ͤ=E˚ö.˱ силаD©ɢɭD˱̯>.<»Dǆ:½·UÎ"_əPö
0ȶČDłǿ>.<DɐɖɪʙɾɪƧ̅DìÍͬɘȶ.<&ª=Dgl¥ɘȶʽćÎ
"_0[6RDɐɖɪʙɾɪĥʽƧͣСовокупность физических и духовных свойств человека как 
основа деловой и творческой активности; жизненная энергия, жизнеспособность. О физической или 
духовной возможности сделать что-л. ͤ>,\<!Z4*=DÑ>.<Не в силах забыть кого-, что-л. 
(невозможно)>Ⱥ Y\<[DP=ZĭšDȒ̜=DPɚ[>*>EǮɻɪAEɻ,
\<@ 
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˓ 4-7ͫƯİ¤ʨ˱Ȓ̜Aơ/6Č˫D÷Žͣмочь ÁŌD̖˱ͤ  
タイプ	 総数 
Ⅰ	 1559 (71.84%) 
Ⅱ	 27 (1.24%) 
Ⅲ	 543 (25.02%) 
Ⅳ	 41 (1.89%) 
総数	 2170 
 
 Á«=4\5\DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DydA:<˯.&˚<&*>A0[ 
 
1.3.2. タイプⅠ 
1.3.2.1. ìÍɪ@¥yD÷Ž  
 O1ydDŅĨDÐɚţƲA:<ɹ˰.X*\EǸSłǿɪ@Ƒˮ
ɒȲɘ̉DĥʽƧA:<̖L[Ǥ=Zͣcf. ʐ¸ʋʐ 5.2.1.ʖ ͤĹ:Dy
dD°=SǸSÐɚ͒Ƈ#͝SD>@9<[ͣìÍD!X4 72%_ĘR[ ͤ 
 Č˫Dyd+>D÷ŽEÁ«DXA@9<[ͣǅƎñDɩ÷ɔEʫǡAĘR
[ąĨ_ɻ.<[ͬǿʖÁ«ĩȓͤͫ  
 
˓ 4-8ͫydͣмочь ÁŌD̖˱ͫČ˫Dyd+>ͤ  
タイプ	 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
Ⅰ	 933 
(59.85%) 
360 
(23.09%) 
24 
(1.54%) 
181 
(11.61%) 
56 
(3.59%) 
5 
(0.03%) 
1559 
 
 b_ǆ:Č˫A̼9<ʫǡAĘR[Ȧɔ_4\5\ȫR[>ş´ÍE 72.16%
ͣ1293Ñ° 933Ñ ͤ¬ş´ÍE 27.84%ͣ1293Ñ° 360Ñͤ>@[ 
 4\=E4\5\DĥʽƧDʅ͖ͣñɪĥʽƧŌɪĥʽƧͤAơ/<ðÍɪA
˚<&*>A.X 
1.3.2.2. ñɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 **=EO1ñɪĥʽƧA:<˚<*ñɪĥʽƧ_˓0̖˱>ʦĨ
0[¬š˫EÁ«DX@÷Ž_˚2[ͫ 
 
˓ 4-9ͫydͣñɪĥʽƧͤ  
述語 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
уметь 18 
(18.56%) 
52 
(53.61%) 
1 
(1.03%) 
22 
(22.68%) 
2 
(2.06%) 
2 
(2.06%) 
97 
способен 37 
(48.05%) 
31 
(40.26%) 
0 
(0%) 
6 
(7.79%) 
3 
(3.90%) 
0 
(0%) 
77 
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в состоянии 5 
(45.45%) 
4 
(36.36%) 
0 
(0%) 
2 
(18.18%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
11 
総数	 60 
(32.43%) 
87 
(47.02%) 
1 
(0.05%) 
30 
(16.22%) 
5 
(0.27%) 
2 
(0.11%) 
185 
 
 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ȦɔE«˓DXAŋď0[ͫ  
 
˓ 4-10ͫydͣñɪĥʽƧ¤b_ǆ:Č˫ͤ  
述語 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
総数 
уметь 18 
(25.71%) 
52 
(74.29%) 
70 
способен 37 
(54.41%) 
31 
(45.59%) 
68 
в состоянии 5 
(55.56%) 
4 
(44.44%) 
9 
合計（内的） 60 
(40.82%) 
87 
(59.18%) 
147 
 
 *DXAñɪĥʽƧDŅĨAE¬ş´Í#ɚY\[ąĨ#«=˚[Ōɪ
ĥʽƧDŅĨXZSìÍ>.<ō&@9<[ 
 ɑA4.6âī#͕ˍ@DE̖˱ уметьDŅĨ=[ͣş´Í#ʛ 26%Aũ
.<¬ş´Í#ʛ 74%ͤͫ  
 
(4-1) Федька умел возникать [IPFV-INF] внезапно и так же мгновенно исчезать 
[IPFV-INF].  [UC] 
f¥|iE¬ƯAɕ\<ĩ/XA9>̶A@&@[ʽćD
ǆ8±796 
 
(4-2) И вместе с тем, хотя Марию Дмитриевну боялись, все удовольствия, 
развлечения, праздники ожидались именно от нее. Умела она дарить [IPFV-INF], 
веселиться [IPFV-INF], радость находить [IPFV-INF] в самых будничных, казалось, 
ситуациях.  [UC] 
4.<¥¤¥g£EƤ#Y\<E6(\?SĩǳA
Z>YV[Ⱦ̋Ȑ.PU!ɽ·>96*>EƖŒ"YƚY\[*>
#ǼƗ=$6D7ƖŒE̆Zɐ_.Ȑ.P͉ƁA̗ų>ƥ^\[ɒȲ
=SĶH_˚:([*>D=$[»796 
 
(4-3) Она умела внести [PFV-INF] в их застолье, в неторопливый обмен мыслями 
притягательную, хотя и нервную ноту, будоражущую игру.  [UC] 
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ƖŒEƖYDɽǬD͘ĕA:OZȨƠ.\U*\UDƥʶDUZģZ
AYY.6˸ř=E[(\?S͞ćɪ@ƞ_Ǘ,J9<&\[̠
H_ǆ8̔Q*>#=$[»796 
 
 **=Ñ F«DÑDXA¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ <SƯİAŋďEɘ
/@3ͫ 
 
(4-3’) Она умела вносить [IPFV-INF] в их застолье, в неторопливый обмен мыслями 
притягательную, хотя и нервную ноту, будоражущую игру. 
 
 *DXA¬š˫DÍDƓƲEş´ÍS˦Ŧ,\[SDD¼ĺD¥y_˚[
̼Z=E̖˱ уметьDŅĨAEʦĨ0[¬š˫E¬ş´ÍDƓƲ#̧ƿ,\[ą
Ĩ#"@Z͝&@9<[ 
 4\Aũ.<ĩ/ñɪĥʽƧ=SéŐɪĥʽƧͣспособен, в состоянииͤD̖
˱A@[>¼ƇEş´ÍDȦɔ#Ň <&[ͣ4\5\ş´ÍDĘR[ąĨE
54.41%55.56%>@[ ͤ 
 ĩ/˱ƒɪƯİ_ǆ:¬š˫#¬ş´ÍDƓƲ=ɚY\<[Ñş´ÍDƓ
Ʋ=ɚY\<[ÑDĠǨDÑ_˚:([*>#=$[«Ñ_ĞɊͫ 
 
(4-4) Так утверждается иной тип взаимовлияний характера и обстоятельств: не 
только обстоятельства влияют на личность, но и личность на обстоятельства, что, 
собственно, и составляет предмет исследования, фокусировку познавательных 
интересов метода: как человек способен влиять [IPFV-INF] на время, подчинять 
его себе, своей воле, своему сознанию.  [UC] 
*DXA±Ə,\<[DEƧȉ>ɗņDɯ¹ÏɚDüDyd=[
ÚƧAƔ͎_­ <[DEɗņDǨF"Z=E@&ÚƧDǨSɗņAƔ͎
_­ <[ţ̿*D*>#ɸʈũ˿ǨȳD˰˻A̷0[˃İAũ0[
ɈɆ>@9<[?DXA»Eǳ̶AƔ͎_­ ǳ̶_˂YA˂Y
DƯƥA˂YDƯ˻AƙŴ,2[*>#=$[D7]" 
 
(4-5) Был поставлен вопрос о том, насколько композиционно-языковая 
вариативность отдельных текстов способна повлиять [PFV-INF] на стабилизацию 
достаточно крупных и структурно четко организованных вариантов 
(разновидностей) литературного языка.  [UC] 
4\5\DkuDȒ̜ªDŋČƧ>SD#ȕɀ˱DĒ÷A˛Ȗ#
ŏ$&Ȓ̜ɪAǮɹAǢ Y\<[£ab¢ͣʅ͖ͤDŞšďA?D
ʄƇƔ͎_­ [">*>A̷0[ĵ͔#Ǔ̉,\6 
 
                                                
3 Á«ʑʷ#ɚƯ.6ÑǤͣ[Ep¥u"YD¥y_¦̫ǜʭ.6SD@?SĮQͤA̷.
<Eum¡ĿÌD sb˱ȣ˱˭ʷͣɝƧ30Àˡ˱ŜŪǝͤA{f}m_Ó͓.6 
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 **=Ñ FªDÑǤD¬š˫DÍDƓƲ_4\5\«ÑDXAë\Ƿ <
SƯİAŻ̤Eɘ/@>ͣ«ÑͬÑǤAũ0[˧EŻɣ_˓0D#ļͅ@6R
**=Eɰɡ0[ͤͫ  
 
(4-4’) Как человек способен повлиять [PFV-INF] на время, подчинять его себе, своей 
воле, своему сознанию? 
 
(4-5’) Был поставлен вопрос о том, насколько композиционно-языковая 
вариативность отдельных текстов способна влиять [IPFV-INF] на стабилизацию... 
 
 *DXA*D̖˱>ʦĨ0[¬š˫E?8YDÍDƓƲSɚ[*>#=$[
>ɑƝE**=ǡ̱ɪ÷Ž#?8YASÝZ_˚2<@>*>ASġ
Ǳ,\<[>ʶ Y\[ 
1.3.2.3. ŌɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 ȚAŌɪĥʽƧD̖˱A:<P<&*>A.X*\YD̖˱>ʦĨ0[
¬š˫EÁ«DX@÷Ž_˚2[ͫ 
 
˓ 4-11ͫydͣŌɪĥʽƧͤ  
述語 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
можно 861 
(63.36%) 
271 
(19.94%) 
22 
(1.62%) 
151 
(11.11%) 
51 
(3.75%) 
3 
(0.02%) 
1359 
возможно 12 
(80%) 
2 
(13.33%) 
1 
(0.67%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
15 
総数 873 
(63.54%) 
273 
(19.87%) 
23 
(1.67%) 
151 
(10.99%) 
51 
(3.71%) 
3 
(0.22%) 
1374 
 
 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ȦɔE«˓DXAŋď0[ͫ  
 
˓ 4-12ͫydͣŌɪĥʽƧ¤b_ǆ:Č˫ͤ  
	 述語 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
ʫǡ 
外的	 можно 861 
(76.06%) 
271 
(23.94%) 
1132 
возможно 12 
(85.71%) 
2 
(14.29%) 
14 
合計（外的） 873 
(76.18%) 
273 
(23.82%) 
1146 
 
 *DXAŌɪĥʽƧDƯİ_ǆ:̖˱>ʦĨ0[ŅĨAE¬š˫DÍDƓƲ
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EìÍ>.<ş´Í#ō&̧ƿ,\<[ͣş´Í# 76.18% ͤ 
 ðÍÑ_&:"˚<PX 
 
(4-6) В этом смысле можно согласиться [PFV-INF] с академиком А.Д. Сахаровым, 
который считает, что более глубокие сокращения СНВ потребовали бы учета 
многих других условий, в том числе наличия систем ПРО.  [UC] 
*DƯİ=Er ėŉAĩƯ=$[ƖEƷɡïĸDXZ¦ŵDĂȼA
Erd̹˒suDśĿSĮR6¾DXZō&DȁÃ_ʶƴ0[Ɵ
˙#[7]>ʶ <[ 
 
(4-7) Так, по крайней мере, утверждал Игорь, а уж ему-то можно было поверить 
[PFV-INF].  [UC] 
Ű@&>S*d¥qE±Ə.6ƖD*>EØɚ=$6 
 
(4-8) Теперь в Москве вправе задать ответный и неотложный вопрос: насколько в 
складывающихся новых обстоятельствах можно верить [IPFV-INF] другим 
внешним участникам в конфликте?  [UC] 
¼Uum¡=EńƜ>Sˡ [éƉF.D=$@ȚDX@̅ĵ#
,\[ɖɛ#[ǧ6AöȂª#Z::[ɒȲA!<¾Dʠ¶KD
Ō̫DĞĈʷD*>_?\&YØɚ=$[SD7]" 
 
 Ñ F**=ªÑͣ4-6ͤD¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ [*>Eěā>.<=$
@ͣ«ÑĞɊͤͫ  
 
(4-6’) ?4В этом смысле можно соглашаться [PFV-INF] с академиком А.Д. Сахаровым, 
который считает, что более глубокие сокращения СНВ потребовали бы учета 
многих других условий, в том числе наличия систем ПРО. 
 
 *DɆA:<E«Dʐ 1.3.6.ʖA!<ǜR<ɹ˰0[*>>.**=Eɕ
˿DǇǘDPAɠR[ 
 
1.3.3. タイプⅡ 
1.3.3.1. ìÍɪ@¥yD÷Ž  
 ȚAyd_˚<**\EĥʽƧDƯİDŋʅ7#Ðɚ,\[͒
ƇE͉ƁAË&¼ĺĢ͂.6¥y=S 27 Ñ."ƚY\@"96ͣ¥yʫǡD
1.24% ͤ 
 Č˫Dyd+>D÷ŽEÁ«DXA@9<[ͫ 
 
                                                
4 Á«ƳʴAƙÑǤǤ͑Aɤĵʏͣ?ͤ_¿0[*>AXZƑˮǤD˦ŦƇ#Ë*>_ɻ0
ĩȓAǰęͣ*ͤ_¿0[*>AXZƑˮǤ#͉Ǥ=[*>_ɻ0 
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˓ 4-13ͫydͣмочь ÁŌD̖˱ͫČ˫Dyd+>ͤ  
タイプ	 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
タイプⅡ	 2 
(7.41%) 
17 
(62.96%) 
0 
 
8 
(29.63%) 
0 
 
0 
 
27 
 
 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´ÍE 10.53%ͣ19Ñ° 2Ñ ͤ¬ş´ÍE 89.47%ͣ19
Ñ° 17Ñͤ>@[ 
 *DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜Dyd=ɚY\[¬š˫DÍDƓƲA:<ˡğ.<
[éːɸʈEŰ@ţ̿D>*]¼ĺƚY\6¥yDǡ̱_˚<S͒Ƈǡ>
.<EȏR<Ë̫͖Aë[6R¥y#͂OZA&>ɒȲ#96D7]
>ǐȽ=$[ 
 Á«=ĥʽƧDʅ͖Aơ/<˚<&*>A0[ 
1.3.3.2. ñɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 ñɪĥʽƧ_˓0̖˱>ʦĨ0[¬š˫EÁ«DX@÷Ž_˚2[ͫ 
 
˓ 4-14ͫydͣñɪĥʽƧͤ  
述語 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
уметь 0 
(0%) 
2 
(100%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(%) 
2 
 
 *DydDƯİ¤ʨ˱Ȓ̜=EñɪĥʽƧD̖˱#ɚY\[*>EȏR<ʃ
=[*>#ªD¥y"YǮY"A@96>ˡ [7] 
 .".XZ˛ȖDŏ$p¥u_˸L<P[>Ñ F«DX@Ñ_˚:(
[*>#=$[ͫ 
 
(4-9) Но Ельцин умеет не замечать [IPFV-INF] того, чего не хочет замечать. [RNC: 
Борис Грищенко. Посторонний в Кремле (2004)] 
.".g~c¢EȨ¿$6&@*>AEȨ¿"@4Dˑ_̍A¿(<
6 
 
 ˬPAs¤p¥u ͣłǿp¥uͬ cf. ʐ©ʋʐ 1.2.4.ʖͤ=*
DñɪĥʽƧD̖˱Dyd_ȫR<ȍʢ_ː@>Á«DX@ʦȄ#ƚY\
[5ͫ 
 
 
 
 
                                                
5 2013Ƅ 8ǹǳɆ=ƚY\6¥yAX9<[ũ˿Eb_ǆ:Č˫A̼9<[ 
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˓ 4-15ͫs¤p¥u=DȍʢʦȄͣydͬ2013 Ƅ 8 ǹǳɆͤ  
検索した語結合	 完了体	 不完了体	 総数	 
уметь не＋不定詞 10 
(10%) 
90 
(90%) 
1006 
способен не＋不定詞 7 
(36.84%) 
12 
(63.16%) 
19 
в состоянии не＋不定詞 3 
(60%) 
2 
(40%) 
57 
в силах не＋不定詞 0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
総数 20 (16.13%) 104 (83.87%) 124 
 
 er¤p¥uXZSE["A˛ȖDŏ$p¥u=SƚY\[DE*D
ʄƇD¥yǡ=[*>"YȏR<Ðɚ͒ƇDËyd=[>ʶ <X7
] 
 @!ªÑͣ4-9ͤD¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ 6«Ñ_ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-9’) Но Ельцин умеет не заметить [PFV-INF] того, чего не хочет замечать. 
.".g~c¢EȨ¿$6&@*>AȨ¿"@*>#=$[ 
 
 *DǤS˦Ŧ,\[Î"[ɑšDŅ͊=DɑšDːČ@?#Ƣ͑Aʰ"\<
[D=\Fş´ÍDÐɚS˦Ŧ,\[ 
1.3.3.3. ŌɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 ũ.<ŌɪĥʽƧD̖˱DŅĨE?7]"¼ĺD¥y=EÁ«DX@
÷Ž>@9<[ͫ 
 
˓ 4-16ͫydͣŌɪĥʽƧͤ  
述語 ペア	 
（完）	 
ペア	 
（不完）	 
単体	 
（完）	 
単体	 
（不完）	 
両体 быть	 総数 
можно 2 
(8%) 
15 
(60%) 
0 
(0%) 
8 
(32%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
25 
 
 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ȦɔE4\5\ş´Í#
11.76%ͣ17Ñ° 2ÑͤAũ.<¬ş´Í# 88.24%ͣ17Ñ° 15Ñͤ>@[ 
 éAS̖L6̚Zͣ cf. ʐ¦ʋʐ 3.2.ʖ ͤРассудоваͣ 1982 =ͤE̖ ˱ мочь> можно
>ɚY\[¬š˫DÍDü#ƯİDĐü_ː@>.<[ͣcf. Рассудова 1982: 
                                                
6 ȍʢ.<ƚY\[r¢˂ÍE 104Ñ8быть# 2Ñũ˿ŌDr¢# 2ÑZ4\
Y_ˢǡ"Y̽Ō.<[ 
7 ȍʢ.<ƚY\[r¢˂ÍE 8Ñ¯ÍČ˫# 2Ñͣконсолидировать ͤ˳ˤ>ƥ^\[Č˫
ͣобидитьсяͤ# 1Ñ966R**=Eˢǡ"Y̽Ō.<[ 
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127 ͤ¬š˫#¬ş´ÍDŅĨAE˦ĥͣразрешение ͤDƯİ#˓,\ş´Í
DŅĨAEǐȽͣдопущение ͤUµȽͣпредположение ͤ#˓,\[>,\[
«Ñ_ĞɊͫ 
 
(1-11) Можно не раздеваться [IPFV-INF]. òǑ 
ªɳEʿ#@&<=0 
 
 ¬ş´ÍD¬š˫#ɚY\<[ĩȓDÑ>.<¼ĺD¥y"YEÁ«Dȓ
@SD#[ͫ 
 
(4-10) Такого преподавателя, никогда никому не ставившего двоек, можно было бы 
и не воспринимать [IPFV-INF] всерьез.  [UC] 
*\O=˶ASˋʐɆ_¿(6*>#@X@Ǟž#6>.<SɱĄA
Ǌ @&<SX7] 
 
 *\YDÑE?8YS Рассудоваͣ1982ͤ#Ǉǘ0[>*]D˦ĥDƯİ8_
ɻ.<[>ʶ Y\[7] 
 ¦Ǩ=ş´ÍD¬š˫#ɚY\[ÑS¼ĺD¥y=E¸Ñ˚Y\[ͫ 
 
(4-11) Можно ли не согласиться [PFV-INF] с авторами письма, которые расценили 
случившееся как удар, который совершенно сознательно наносится самой идее 
обучения по выбору, по интересам.  [UC] 
̧ƿU˃İAơ/6Ŝʴ>ƥƮ4DSDAũ.<ì&Ư˻ɪAǉZˋ>
,\6¦ǙDX7>4DXẢ*96*>_˪Ô.6ƹʞDʑʷ68
AĩƯ.@=SD7]" 
 
 *DŅĨ¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ <SƯİEŋ^Y@ͣ«ÑͬéDdĩ
ȓA**=E˧Eɰɡ0[ͤͫ  
 
(4-11’) Можно ли не соглашаться [IPFV-INF] с авторами письма, которые расценили 
случившееся как удар, который совершенно сознательно наносится самой идее 
обучения по выбору, по интересам. 
 
 ĩ/&ş´Í#ɚY\<[ȚDÑE?7]"ͫ 
 
(4-12) Честно говоря, в голове не укладывается, как можно не выполнить [PFV-INF] 
госзаказ на лекарство.  [UC] 
ţ_ˡ F?0\Fľ"YDˎDȴǤ_*@,@XA=$[D"ˀ
                                                
8 ˦ĥDƯİE͉ɕţDzcAĮO\[Palmerͣ 2001ͤDȅʤP=ˡ>*]DȀ
ʮɪzcͣ cf. ʐ¸ʋʐ 3.2.2.ʖͤAˮƑ0[ 
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Aˋ8@ 
 
 *DÑ=¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ <P[ͣ«Ñͬª>ĩȓDɖɛ=˧Eɰɡ
.<[ͤͫ  
 
(4-12’) Честно говоря, в голове не укладывается, как можно не выполнять [IPFV-INF] 
госзаказ на лекарство. 
 
 *DŅĨAE¯ʷD̶AE¸ȚɪbumAơ/6ũʊ#ɘ/[0@^8
¬ş´Í#ɚY\<[Ñ=EƑˮɒȲDġƜƧ#˓,\[ 
 *DydDƯİ¤ʨ˱Ȓ̜A!([¬š˫DÍDƓƲDŻɣAX9<˓,\[
DEРассудоваͣ 1982ͤAX[ǇǘA96X@˦ĥ>ǐȽğHµȽ
>ƯİDũʊDP>^(=E@&bumDƯİDũʊS˓ɕ,\[ 
 
1.3.4. タイプⅢ9 
1.3.4.1. ìÍɪ@¥yD÷Ž  
 ʪ<yd	A:<˚<**DydE¬ĥʽƧ_˓0ǸSłǿ
ɪ@Ȓ̜=ZìÍ>.<D͒ƇǡSéDydAʪ<ōͣ cf. ʐ 1.2.4.1.ʖ ͤ
Č˫Dyd+>D÷ŽEÁ«DXA@9<[ͫ 
 
˓ 4-17ͫyd	ͣмочь ÁŌD̖˱ͫČ˫Dyd+>ͤ  
タイプ	 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
タイプⅢ	 285 
(52.49%) 
159 
(29.28%) 
7 
(1.29%) 
78 
(14.36%) 
12 
(2.21%) 
2 
(0.37%) 
543 
 
 b_ǆ:Č˫A̼9<ʫǡAĘR[Ȧɔ_˚[>ş´ÍE 64.19%ͣ 444Ñ° 285
Ñ ͤ¬ş´ÍE 35.81%ͣ444Ñ° 159Ñͤ>@[ 
 *Dyd	A̷.<EРассудоваͣ1982 ͤForsythͣ1970ͤDĠǨ=ş´Í#
ō>ˤ̖#@,\<6ͣcf. ʐ¦ʋʐ 3.3.ʖͤ#¥yDǡ̱ɪ÷Ž"Y
˚<S4\#[ʄƇO=E˕¿(Y\<[>ˡ9<X7]10 
 4\=EÁ«=4\5\DĥʽƧDʅ͖Aơ/<˚<&*>A.X 
 
1.3.4.2. ñɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 ñɪĥʽƧD̖˱DŅĨAEÁ«DX@÷Ž_˚2[ͫ 
                                                
9 ɑA¬ĥʽƧ_R'[ĵ͔A:<E̺ öŷͣ 2005 Aͤ!<SģZƻ^\<[4*=E
БабенкоͣЛюдмила Григорьевна; 1946-ͤ#°ƞ>@9<ʭO\6 ТСРГͣ1999ͤU ЭССͣ2002ͤ=Ǔ
Ȋ,\<[Č˫÷͖_ǖɚ.6÷ȃ#ˬPY\<[ 
10 .".*.6âīEydDĥʽƧ>D˱ʦĨA!<Sĩȓ=Z¬ĥʽƧ>
ş´Í>ƓƲDʦH¿$E¥yD÷Ž>˟Ɇ"YEɑȟ@SD=E@,4=[*
DɆA:<E«Dʐ 1.5.ʖ=ǜR<˚[ 
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˓ 4-18ͫyd	ͣñɪĥʽƧͤ  
述語 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
уметь 12 
(19.05%) 
30 
(47.62%) 
0 
(0%) 
21 
(33.33%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
63 
способен 3 
(25%) 
3 
(25%) 
1 
(8.33%) 
3 
(25%) 
2 
(1.67%) 
0 
(0%) 
12 
в состоянии 18 
(85.71%) 
2 
(9.52%) 
0 
(%) 
1 
(4.76%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
21 
в силах 15 
(78.95%) 
1 
(5.26%) 
0 
(%) 
1 
(5.26%) 
1 
(5.26%) 
1 
(5.26%) 
19 
総数 48 
(41.74%) 
36 
(31.30%) 
1 
(0.87%) 
26 
(22.61%) 
3 
(2.61%) 
1 
(0.87%) 
115 
 
 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ȦɔE«˓DXAŋď0[ͫ  
 
˓ 4-19ͫyd	ͣñɪĥʽƧ¤b_ǆ:Č˫ͤ  
	  ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
総数 
	 
	 
	 
内的	 
уметь 12 
(28.57%) 
30 
(71.43%) 
42 
способен 3 
(50%) 
3 
(50%) 
6 
в состоянии 18 
(90%) 
2 
(10%) 
20 
в силах 15 
(93.75%) 
1 
(6.25%) 
16 
合計（内的） 48 
(57.14%) 
36 
(42.86%) 
84 
 
 ñɪĥʽƧD̖˱A̷.<ˡ F&:"D̖˱E¾DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DŅĨ
>Ȧ̑.<SÍḐƿâīAŋď#˚Y\@SDSśĿ0[11ǸSɑƝɪ@D
Eуметь#ɚY\<[ŅĨ=[ͫ 
 
(4-13) Тане в тревожные минуты не легко дается спокойствие. Мягкий и уступчивый 
человек, не умеет заботиться [IPFV-INF] о себе, отстаивать личные интересы.  
[UC] 
                                                
11 Ñ Fyd>DȦ̑#ʶ Y\[#ăDȴ=S̖L6̚Z*DȦ̑A:<EɑAʐ 1.5.
ʖ=ģZƻ9<[6R48Y_ĞɊ,\6 
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y¥E¬Ş@ǳAE@"@"Ȩǆ8#ˋ8ɳ"@D7æ.&<
»A˽[ƧȉD»=˂÷D*>_"O96Z˂÷Dýɫ_ŝ96Z0[*
>#=$@»@D=[ 
 
 **=¬š˫DÍ_ë\Ƿ 6«DÑS˦Ŧ,\ƯİDª=D̤E˰RY\
@ͣ˧Eɰɡͤͫ  
 
(4-13’) Тане в тревожные минуты не легко дается спокойствие. Мягкий и уступчивый 
человек, не умеет позаботиться [PFV-INF] о себе, отстаивать личные интересы. 
 
 *DXA̖˱ уметьDŅĨ¬š˫DÍDƓƲEɯ¹Aë\Ƿ #ĥʽ=E
[SDD¼ĺD¥yDǡ̱ɪ÷Ž>.<E¬ş´Í#¦̀.<ōǡ_ĘR<
[ 
 4\Aũ.<в состоянииğHв силах>ʦĨ0[¬š˫DŅĨAE*D
Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜=ōǡ_ĘR[DEş´ÍDƓƲ=[ͫ 
 
(4-14) Пальцы вцепились в землю, она судорожно вздрагивала от бомб, отталкивая, 
не в силах защитить [PFV-INF] меня. [UC] 
ǇEŀ͊A.9"Z.#P:<6#ŀ͊EɍǙ=͇ <!Zɿ_ǁ.
D([X=><Sŝ9<&\[X@ɒƲ=E@"96 
 
 Ƙ=˚[̚Zͣcf. ʐ 1.5.2.1.ʖ ͤ**=E¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ [*>E˦
Ŧ,\@ 
1.3.4.3. ŌɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 ũ.<ŌɪĥʽƧDŅĨAE¥yD÷ŽEÁ«DXA@[ͫ 
 
˓ 4-20ͫyd	ͣŌɪĥʽƧͤ  
述語 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
можно 4 
(66.67%) 
1 
(16.67%) 
0 
(0%) 
1 
(16.67%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
6 
возможно 2 
(66.67%) 
1 
(33.33%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(%) 
3 
нельзя 141 
(45.78%) 
114 
(37.01%) 
5 
(1.62%) 
40 
(12.99%) 
7 
(2.27%) 
1 
(0.32%) 
308 
невозможно 90 
(81.08%) 
7 
(6.31%) 
1 
(0.9%) 
11 
(9.91%) 
2 
(1.80%) 
0 
(0%) 
111 
総数 237 
(55.37%) 
123 
(28.74%) 
6 
(1.40%) 
52 
(12.15%) 
9 
(2.10%) 
1 
(0.23%) 
428 
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 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ȦɔE«˓DXAŋď0[ͫ  
 
˓ 4-21ͫyd	ͣŌɪĥʽƧ¤b_ǆ:Č˫ͤ  
	 述語 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
 
	 
	 
	 
外的	 
можно 4 
(80%) 
1 
(20%) 
5 
возможно 2 
(66.67%) 
1 
(33.33%) 
3 
нельзя 141 
(55.29%) 
114 
(44.71%) 
255 
невозможно 90 
(92.78%) 
7 
(7.22%) 
97 
合計（外的） 237 
(65.83%) 
123 
(34.17%) 
360 
 
 &:"ðÍÑ_˚<!*ͫ 
 
(4-15) Невозможно пройти [PFV-INF] мимо и такой страшной беды — ежегодно от 
голода умирают 400 миллионов человек, в том числе 17 миллионов детей. [UC] 
*DX@ƨ].¬ƅ_͡9<˚̢+0*>E=$@ȤƄ1700¨»D
řÒ_ĮQ4å»D»#͙ =º&@9<[D7 
 
 ¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ [>«DXA@[ͫ 
 
(4-15’) Невозможно проходить [IPFV-INF] мимо и такой страшной беды — ежегодно 
от голода умирают 400 миллионов человек, в том числе 17 миллионов детей. 
 
 *DǤʾ=EǤƯ#ŋ^[*>@&¬ş´ÍDÐɚS˦Ŧ,\[.6#9<
¬ĥʽƧ_˓0̖˱>DʦĨA!<S¬ş´Í_ɚ[*>E=$[.".4
D¦Ǩ=¥yDǡ̱ɪ÷Ž>Ɇ=Eş´ÍDÐɚ#œO\<[>â
ī#˚<ģ\[ 
 üD̖˱DŅĨDÑSɹ˰.<!* 
 
(4-16) То есть я хочу спросить: почему экономическая реформа не сказалась на 
государственном бюджете? Вряд ли можно полностью согласиться [PFV-INF] с 
такой постановкой вопроса.  [UC] 
0@^8ɿE*!ŭC.6@3ʥȻǜ͋#ľťµʔAƔ͎.@"96D
"ͮ*D͖Dĵ͔Ǔ̉AEƨY&şìAĒĩ=$@=.W 
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 ¬š˫_ë\Ƿ [>Á«DXA@[#ͫ 
 
(4-16’) *То есть я хочу спросить: почему экономическая реформа не сказалась на 
государственном бюджете? Вряд ли можно полностью соглашаться [IPFV-INF] с 
такой постановкой вопроса. 
 
 *DŅĨAEş´ÍDÐɚE˦Ŧ,\@¬š˫ согласиться E**=ðÍ
ɪA@,\6ĵ͔Ǔ̉_Ĥ(<DƲƇ˓Ǯ=[6RġƜƧ_˓0*>A@[¬ş
´Íͣсоглашатьсяͤ_ɚ[*>E=$@.6#9<¬ĥʽƧ>ƯİDƔ
͎XZSQ.]bumDƯİAơ/<ÍDƓƲ̧ƿ#@,\<[>ʶ Y\
[ 
 [EéA˚6 Рассудоваͣ1982ͤA!<ƍ"\<[ÑǤ_òƇɹ˰.<
!*ͣРассудова 1982: 125ͤͫ  
 
(2-142) В этом кинотеатре нельзя показывать [IPFV-INF] широкоэкранные фильмы.ò
Ǒ 
*DǱɞ͚=E¡dum¥¢DǱɞEªǱ0[*>#=$O2` 
 
 **=¬š˫DƓƲ_ë\Ƿ [>«ÑDXA@[#ͫ 
 
(2-142’) *В этом кинотеатре нельзя показать [PFV-INF] широкоэкранные фильмы. 
 
 *DǤʾ=Eş´ÍDƓƲ_ɚ[*>E˦Ŧ,\@˖˱D˘ǡƓAX9<ɻ
,\[ƑˮɒȲDġƜƧ¦˅Ƨ>ɯŦ\@6R=[ 
 
1.3.5. タイプⅣ12 
1.3.5.1. ìÍɪ@¥yD÷Ž  
 yd
_˚<*Č˫Dyd+>D÷ŽEÁ«DXA@[ͫ 
 
˓ 4-22ͫyd
ͣмочь ÁŌD̖˱ͫČ˫Dyd+>ͤ  
タイプ	 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
タイプⅣ	 22 
(53.66%) 
14 
(34.15%) 
4 
(9.76%) 
1 
(2.44%) 
0 
 
0 
 
41 
 
 b_ǆ:Č˫A̼9<ʫǡAĘR[Ȧɔ_˚[>ş´ÍE 61.11%ͣ36 Ñ° 22
Ñ ͤ¬ş´ÍE 38.89%ͣ36Ñ° 14Ñͤ>@[ 
 éAS̖L6̚Zͣcf. ʐ¦ʋʐ 3.4.ʖ ͤ*Dyd
DȒ̜A:<̖L<
[DEForsythͣ 1970ͤ=[ǿʖó͑=S̖L6̚Zͣcf. ʐ¦ʋʐ 3.2.3.ʖ ͤ
                                                
12 ǿʖDñŦE̺öŷͣ2004aͤğH̺öŷͣ2004bͤ_̌O òȒƵ_.6SD=[ 
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Forsythͣ1970ͤE*DȒ̜A̷.<͉ƁA.F.F¬ĥ̨Dɕ˿>DE
¦ĺDČÏ@D=ş´ÍDČ˫#¬ş´ÍDČ˫XZSǴ̚=[>šƌ
ď_ˬP<[ͣcf. Forsyth 1970: 262-263 ͤɹ"A¼ĺD¥yDˢǡʦȄ_˚
[̼ZForsythͣ1970ͤ=Dˤ̖A[̚Zş´Í#̧ƿ,\<[o¥u#ǡ̱
Dª=Eō&@9<E[.".@#Y¬ş´Í#ɚY\<[ÑSŰ@"Y
1śĿ.<[ͣş´Í#ʛ 61%Aũ.<¬ş´Í#ʛ 39% ͤ 
 4\=E4\5\D̖˱Aơ/<˚<&*>A.X 
1.3.5.2. ñɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 ñɪĥʽƧD̖˱#*Dyd=ɚY\<[>ÑE¼ĺD¥yAEĮ
O\<@"96 
 .".XZ˛ȖDŏ$s¤p¥u"YEÁ«DX@Ñ_˚:(
[*>#=$[ͫ 
 
(4-17) Она засмеялась ― она не умеет не смеяться [IPFV-INF] , когда смешно, ― но 
гнев клокотал в ней... [RNC: В. Ф. Панова. Времена года. Из летописей города 
Энска (1953)] 
ƖŒEʎö.6,ƖŒEĥʎ.ǳAEʎ^@9<*>#=$@`7
=SˁD°=EƣZDƱƬ#ɋ 6%9<6`7X¤¤¤ 
 
(4-18) Павел Николаевич умел переключаться, но к середине дня осознал, что 
впервые не в состоянии не думать [IPFV-INF] о Марине.  [RNC: Сергей Таранов. 
Черт за спиной (2001)] òǑ 
¥£f¤p¥g£c{EȨǆ8_øZǷ [*>#=$[»̶796
#4DǬDǲ͏O=A¥D*>_ʶ @X=Y\[X@ɒ
Ʋ=E@&4`@*>#úR<7>Ȩ¿6 
 
 .".1\A.<S*.6ÑEȏR<Űǡ=[ˬPAs¤
p¥uͣłǿp¥uͤ=Á«Dȍʢ_ː@13>Á«DX@ʦȄ#ƚY\[ͫ 
 
 
˓ 4-23ͫs¤p¥u=DȍʢʦȄͣyd
ͬ2013 Ƅ 8 ǹǳɆͤ  
検索した語結合	 完了体	 不完了体	 総数	 
не уметь не＋不定詞 3 
(25%) 
9 
(75%) 
12 
(%) 
не способен не＋不定詞 1 
(50%) 
1 
(50%) 
2 
(%) 
не в состоянии не＋不定詞 2 
(28.57%) 
5 
(71.43%) 
7 
(%) 
                                                
13 2013Ƅ 8ǹǳɆ=D¥yAX[ª=˚6ydDŅĨ>ĩȓb_ǆ:Č˫A̼9<[
ͣcf. ʐ 1.3.3.2.ʖ ͤ 
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не в силах не＋不定詞 6 
(54.55%) 
5 
(45.45%) 
11 
(%) 
総数 12 
(37.50%) 
20 
(62.50%) 
32 
(%) 
 
 ǿʆŁʑǳɆͣ 2013Ƅ 8ǹ =ͤs¤p¥uͣ łǿp¥u Dͤʫ˱ǡE
2å˱̊=[>*>"YSͣcf. ʐ©ʋʐ 1.2.4.ʖ ͤ*D˱ʦĨD͒ƇǡDŰ
@,#ǐȽ=$[.6#9<ñɪĥʽƧ_˓0ǤDyd
E͉ƁAʃ=[
>ˡ9<X7] 
1.3.5.3. ŌɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 ŌɪĥʽƧD̖˱DŅĨAEÁ«DX@÷Ž_˚2[ͫ 
 
˓ 4-24ͫyd
ͣŌɪĥʽƧͤ  
述語 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
можно 1 
(100%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
1 
нельзя 19 
(51.35%) 
14 
(37.84%) 
3 
(8.11%) 
1 
(2.70%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
37 
невозможно 2 
(66.67%) 
0 
(0%) 
1 
(33.33%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
3 
総数 22 
(53.66%) 
14 
(34.15%) 
4 
(9.76%) 
1 
(2.44%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
41 
 
 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ȦɔE«˓DXAŋď0[ͫ  
 
˓ 4-25ͫyd
ͣŌɪĥʽƧ¤bD[Č˫ͤ  
	  ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
総数 
	 
	 
外的	 
можно 1 
(100%) 
0 
(0%) 
1 
нельзя 19 
(57.58%) 
14 
(42.42%) 
33 
невозможно 2 
(100%) 
0 
(0%) 
2 
合計（外的） 22 
(61.11%) 
14 
(38.89%) 
36 
 
 &:"ðÍÑ_˚<!*ͫ 
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(4-19) Нельзя не сказать [PFV-INF], что из-за распыления средств по многочисленным 
объектам объем незавершенного строительства постоянно увеличивался и 
достиг уже 150 процентов годового объема. [UC] 
ōǡDǩ˥Aũ0[ƹȡD÷ǟ#ěĻ=şƵ.<@ƊʗDǡ#ʩ 1Ǆ
ŏ.ǫA¦ƄDǡD 150¥v¢Ạ.6>ˡ^-[_ @ 
 
(4-20) Нельзя не согласиться [PFV-INF], например, с тем, что пришла пора создать 
координационный совет по Азовскому морю.  [UC] 
Ñ FbxȸA̷0[˸ǢD6RD˪˼Å_Ć˥0[ǳǼ#Ȃ<[>
*>AEĩƯ2-[_ƚ@ 
 
 **=ªÑD¬š˫_ë\Ƿ <P[>«ÑDXA@[ͫ 
 
(4-20’) ?Нельзя не соглашаться [IPFV-INF], например, с тем, что пришла пора создать 
координационный совет по Азовскому морю. 
 
 *DXA¬ş´ÍDƓƲ_ɚ[*>Sĥʽ=E[SDDɇɖ#[>
**DǤʾA[X@˪˼Å_Ć[ǳǼ#Ȃ<[>*>DðÍƧ>
¬ş´Í#˓0*>A@[ƑˮɒȲD¦˅Ƨ>#ɯŦ\@6R=[ 
 *Dyd=ǸS͒ƇǡD͝̖˱ нельзяA̷.<ˡ Fş´Í#ɚY\<
[ÑEíąʄƇͣ57.58%ͤ=Z¬ş´ÍD¬š˫#ɚY\<[ÑSŰ@"
Y1[Ñ FÁ«DX@Ñ_ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-21) Вот каким был мой отец: силач, бегун, храбрец, герой, остряк, бретер, 
победитель, словом, обыкновенный отец, какой есть у каждого мальчишки и 
которого нельзя не любить [IPFV-INF], которым нельзя не восхищаться [IPFV-INF]. 
ɿDɎ˞E*`@ɝ796ćǆ8=̈[D#ǭ&<ċȨ#9<ˉ́
ȵˋDý&»=ȭ̸#œ$=Ďʷ=˙ 0[AɝDřD˞=[X@
ư,@^(AE"1Ʊķ.@=EY\@X@4`@ZI\
6Ɏ˞796 
 
 ªÑ=D¬ş´ÍDÐɚEƑˮČÏDɇÿ̼ġƜ"Y̎/6¦˅Ƨ>
˙ʡ#ŏ$XAƥ^\[*\YD¬š˫_ş´ÍAʰ$ǔ [>«ÑDX
A@[#ͫ 
 
(4-21’) *Вот каким был мой отец: силач, бегун, храбрец, герой, остряк, бретер, 
победитель, словом, обыкновенный отец, какой есть у каждого мальчишки и 
которого нельзя не полюбить [PFV-INF], которым нельзя не восхититься [PFV-INF]. 
 
 *DXAş´Í_ɚ6ŅĨ4Dǳ7(¦ǳɪAƑ<EO[ɑƝA:<ǒô
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.<[XA͎&>[E˭ʷA>9<E·ăA÷"9<@ͣǽɶ
Dͤũ˿DƧ̅@?#˓,\[6RAªDX@Ǥʾ=Eş´ÍDÐɚE˦Ŧ,\
@ 
 Ñ F«DX@Ñ=Eş´Í#Ðɚ,\[ͫ 
 
(4-22) У Вани просто удивительный папа, это отец, которого нельзя не полюбить 
[PFV-INF], которым нельзя не восхититься [PFV-INF]. 
¡¥D!Ɏ,`E0+`7œ$A@Y1AEY\@.͜"@
^(AE"@X@!Ɏ,`@`7 
 
(4-23) Когда мы с ней впервые встретились, ― это было 2 года назад, ― мне было 
нельзя не ей восхититься [PFV-INF]. Не знаю, почему, но вот таким образом мы 
начали общаться. 
ä#ƖŒ>ǸúAÅ96ǳ\E¸Ƅă796>ƥ(\?ƖŒAEƱķ
2-[_ @"96@37"÷"Y@(\?>A"&4`@͗AäYE
UZģZ_ŘR6`7 
 
 *DX@Ǥʾ=\Fş´ÍDÐɚ#̦ø>@[ 
 .".@#Y*.6ƑˮɒȲD¦˅ƧUðÍƧ>96ƯİɑƝ7(=E˴
Ǯ=$@o¥uSśĿ0[Ñ FÁ«DÑ_˚<PXͫ 
 
(4-24) То, что сделала сборная Финляндии с допингом, конечно, мерзко. Но не 
может не вызывать [IPFV-INF] уважения их искреннее признание своей вины. 
[Ogonek, 2001Ƅ 12ħ: http://www.ogoniok.com/archive/2001/4687/12-50-51/] 
c¢¢DÀ˓{¥#¥¢n=.6*>ES8]`Ĕĉ@*>7
.".@#YƖY#˂YDʯD*>_˲ţAįɨ.6*>AEŬǠDƢ_ǀ
"-[_ƚ@ 
 
 **=«DXA¬š˫_ş´ÍAë\Ƿ [*>Sĥʽ=Z4DŅĨ=SǤ
ƯAŻɣEɘ/@ͫ 
 
(4-24’) То, что сделала сборная Финляндии с допингом, конечно, мерзко. Но не 
может не вызвать [PFV-INF] уважения их искреннее признание своей вины. 
 
1.3.6. мочь 以外の述語との語結合における不定詞の体の形態の役割 
1.3.6.1. ͉ɕţDzc#ũ˿>0[ɒȲ  
 **O==мочь ÁŌD̖˱>¬š˫D˱ʦĨA:<ñɪĥʽƧŌɪĥ
ʽƧD4\5\A:<˚<$6*\YD̖˱AX9<˓,\[ñɪĥʽƧ
ğHŌɪĥʽƧE͉ɕţDzcA6[.6#9<*\YD̖˱
>ʦĨ0[¬š˫DÍDƓƲDƕąD÷ȃ_̚/<͉ɕţDzcA!([
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ÍDƓƲDȄ6.<[ƕą#ǮY"A=$[7] 
 ͉ɕţDzc#ũ˿>0[ɒȲEª=˚6XAͣcf. ʐ¸ʋ
ʐ 3.4.ʖ ͤ̉ ʔǳɆ=Eɘ/<!Y1ūȂɪAɘ/[·˿=[4D6R
4D·˿_ʹ$ƹAǓɻ0[̿A?DXA¬š˫DÍDƓƲ#ɚY\<
[D"_ǮY"A0[*>#ǿʖ=D˷͔>@[ 
1.3.6.2. ş´ÍDȘʽ  
 O1͉ɕţDzc_˓0ǤA!([¬š˫Dş´ÍDƓƲ#Ȅ6.<
[ȘʽA:<ʶŨ.<PX 
 O1éAS˚6Á«DÑǤDŅĨ_ʶ <PXͫ 
 
(4-6) В этом смысле можно согласиться [PFV-INF] с академиком А.Д. Сахаровым, 
который считает, что более глубокие сокращения СНВ потребовали бы учета 
многих других условий, в том числе наличия систем ПРО.  [UC] òǑ 
*DƯİ=Er ėŉAĩƯ=$[ƖEƷɡïĸDXZ¦ŵDĂȼAE
rd̹˒suDśĿSĮR6¾DXZō&DȁÃ_ʶƴ0[Ɵ˙#
[7]>ʶ <[ 
 
(4-6’) ?В этом смысле можно соглашаться [PFV-INF] с академиком А.Д. Сахаровым, 
который считает, что более глубокие сокращения СНВ потребовали бы учета 
многих других условий, в том числе наличия систем ПРО. 
 
 Ñͣ4-6’ͤDXA**=¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ [>¬˂ɉ@Ǥ>ûǦ,
\[4\E**=Dr ȧDðÍɪ@ǓȊ>¬ş´Í_ɚ[*>AX9
<˓,\[*>A@[ġƜƧ#ƯİɪA4'^@>*>AX[.6#9
<**=DÍḐƿłɀEƑˮɒȲDġƜƧAũ0[ƑˮɒȲDş´>ũ
ʊAł;<[>ʶ Y\[ 
 4D¦Ǩ=ġƜƧ_Ǻ0[>ƥ^\[ČÏ#ş´ÍAX9<˓,\[ŅĨS[
éDÑ_˚<PXͫ 
 
(4-3) Она умела внести [PFV-INF] в их застолье, в неторопливый обмен мыслями 
притягательную, хотя и нервную ноту, будоражущую игру.  [UC] òǑ 
ƖŒEƖYDɽǬD͘ĕA:OZȨƠ.\U*\UDƥʶDUZģZ
AYY.6˸ř=E[(\?S͞ćɪ@ƞ_Ǘ,J9<&\[̠
H_ǆ8̔Q*>#=$[»796 
 
 ª=S˚6XA**=¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ [*>Sĥʽ=Z4\
AX[ǤìÍDƯİASŋďE@*\E^V[ÍDʍĨͣ конкуренция видовͤ
14>ɕ˿=[ 
                                                
14 ÍDʍĨͣконкуренция видов ͤ>EteuͣMathesius, Vilém; 1882-1945ͤAX9<ͣƨ
Y&ǸúAͤšƌď,\6ȑƢ=[¦šDǤʾA!<ş´Í_ɚ<S¬ş´Í_ɚ<
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1.3.6.3. ¬ş´ÍDȘʽ  
 ȚA¬š˫D¬ş´ÍDƓƲ#Ȅ6.<[ȘʽA:<ʶŨ.<PX 
 O1ƑˮɒȲDǆʪƧ#˓,\[̿AE¬ş´ÍDƓƲ#ɕ\[**=EĖ
ÍČ˫разговариватьͣ˭0˱[ ͤDÑ_ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-25) Мама разговаривала по телефону. Она умела разговаривать [IPFV-INF] по 
четыре часа подряд, и все четыре часа ей было интересно.  [UC] 
ȣE͆˭=˭.<6ȣEĹǳ̶1:̚.=˭2[X@»796.4D
Ĺǳ̶D̶19>͊ɨ>Ʊ/<6D7 
 
 ͖ÉDǤʾ=b_ǆ:Č˫_ɚ6Á«DX@Ǥ_˚<PXͫ 
 
(4-26) Она умела рассказывать [IPFV-INF] о своей поездке четыре часа подряд, и все 
четыре часа мы скучали. 
ƖŒE˂÷DǪːA:<Ĺǳ̶̚.=˭26#äYE4DĹǳ̶D̶19
>̗ų796 
 
 ǳ̶ɪ@ǆʪƧ_˓0ɒȲ˱ ͣчетыре часа подрядͣĹǳ̶̚.= ͤͤ >¬ş´Í
DƓƲ#î̉0[*>EªÑͣ4-26ͤĩȓA˂ɉ7#Ñ FÁ«DÑDXA
¬š˫DƓƲ#ş´ÍDŅĨAE͉Ǥ>@[ͫ 
 
(4-26’) *Она умела рассказать [PFV-INF] о своей поездке четыре часа подряд, и все 
четыре часа мы скучали. 
 
 O6ɒƲ_˓0¬ş´ÍDƓƲSɕ\[Á«DÑ_˚<!*ͫ 
 
(4-8) Теперь в Москве вправе задать ответный и неотложный вопрос: насколько в 
складывающихся новых обстоятельствах можно верить [IPFV-INF] другим 
внешним участникам в конфликте?  [UC] òǑ 
¼Uum¡=EńƜ>Sˡ [éƉF.D=$@ȚDX@̅ĵ#,
\[ɖɛ#[ǧ6AöȂª#Z::[ɒȲA!<¾Dʠ¶KDŌ̫
DĞĈʷD*>_?\&YØɚ.<Y\[SD7]" 
 
 ªÑD¬š˫_ş´ÍDƓƲAë\Ƿ [>ͫ 
 
(4-8’) Теперь в Москве вправе задать ответный и неотложный вопрос: насколько в 
складывающихся новых обстоятельствах можно поверить [IPFV-INF] другим 
                                                                                                                                                       
Sɧ˭ͣǤͤìÍDłǿɪ@ƯİAEŋď#ɘ/@>ɕ˿_Ǉ.<ˡͣcf. Бондарко 1971: 
36-42; Зализняк и Шмелев 2000: 147 ͤ*DÍDʍĨDɕ˿A:<°ƞɪAƻ96ɸʈAE
ШведоваͣЛилия НиколаевнаͤAX[ɸʈͣ1984ͤ#[ 
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внешним участникам в конфликте? 
 
 *DŅĨAE¬š˫D˓0ƑˮɒȲ#ǽȂAɘ/[*>#˓,\[ͣͣ *\"Yͤ
Øɚ0[*>#=$[7]"ͤ 
 ȚAġƜƧ_łɬ>.6ƯİDŅĨAS¬ş´ÍDƓƲ#ɕ\[*D¬ş´Í
DÐɚ#ǸS͕ˍ796D#ñɪĥʽƧDƯİ_˓0 уметь>D˱ʦĨDŅĨ=
[Ñ F«DX@Ñ_ĞɊͫ 
 
(4-27) Валерия Константиновна умела находить [IPFV-INF] тон с людьми даже и 
очень далекими ― это было не то что легко, но привычно.  [UC] 
£a¥¤p¢uy¢{¥£E¾»>4\S1J`>̷ÖD̥
»>=, S˸ř_Ĩ^2[*>#=$64\EʘĖ@*>=E@"9
6#4\=SƳ\6SD796 
 
 ăʖ=S˚6̚Z**=«Ñͣ4-28’ͤDXA¬š˫DÍDƓƲ_ş´ÍA
ë\Ƿ [*>Sĥʽ=Z*DŅĨ=SǤƯAŻɣEɘ/@ͫ 
 
(4-27’) Валерия Константиновна умела найти [PFV-INF] тон с людьми даже и очень 
далекими ― это было не то что легко, но привычно. 
 
 O6ƑˮČÏDɇÿ̼ġƜ"Y̎/6¦˅Ƨ>˙ʡ_ĮQŅĨAS
¬ş´ÍDƓƲ#ɕ\[Ñ FÁ«DX@Ñ_˚<!*ͫ 
 
(4-19) Вот каким был мой отец: силач, бегун, храбрец, герой, остряк, бретер, 
победитель, словом, обыкновенный отец, какой есть у каждого мальчишки и 
которого нельзя не любить [IPFV-INF], которым нельзя не восхищаться [IPFV-INF]. 
òǑ 
ɿDɎ˞E*`@ɝ796ćǆ8=̈[D#ǭ&<ċȨ#9<ˉ́ȵ
ˋDý&»=ȭ̸#œ$=Ďʷ=˙0[AɝDřD˞=[X@ư
,@^(AE"1Ʊķ.@=EY\@X@4`@ZI\6Ɏ
˞796 
 
 ªÑDǤʾ=EǫAɑšDɎ˞A:<D˭͔=E@&ȓ@ƩƁɪɑƝ_ù
ǈ0[*>_̚/<Ɏ˞A:<ǒô.<[*DX@Ǥʾ=Eş´Í_ɚ
[*>E=$@ş´Í#ɚY\[DE4DǳɆ=D¦ǳɪðÍɪ@ɑƝͣ 
[E˭ʷA>9<¦ǳɪ>ƥ^\[ƩƁɪ@Ƨ̅=[>4DǳɆ=Eƥ^\
<@X@ɑƝͤ_ɻ0X@ŅĨ=[.6#9<ǫA˚6«ÑDX
@ŅĨAEş´Í#̦ø=[>*>A@[ͫ 
 
(4-23) Когда мы с ней впервые встретились,  это было 2 года назад,  мне было 
нельзя не ей восхититься [PFV-INF]. Не знаю, почему, но вот таким образом мы 
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начали общаться. òǑ 
ä#ƖŒ>ǸúAÅ96ǳ\E¸Ƅă796>ƥ(\?ƖŒAEƱķ2
-[_ @"96@37"÷"Y@(\?>A"&4`@͗AäYEUZ
ģZ_ŘR6`7 
 
 *DǤʾ=E˭ʷ#ƖŒAƱķ.64DǳɆ=D4DɑƝ#ðÍɪ@SD=[
>˚@,\[6Rş´Í#ɚY\[ 
 
1.4. 意味・統語構造にしたがった分析：述語 мочь の場合 
1.4.1. 概要 
 éAzcDʅ͖Eŏ$&÷(<˪šDzcͣ PalmerDȅʤP
Aƙ FĲ͔ɪzcͤ >͉ɕţDzcͣ ĩ·˿ɪzcͤ
>A¸÷,\[*>_ɹ˰.6ͣ cf. ʐ¸ʋʐ 3.2.2.ʖ ͤ**O=E*D8ñ
ɪĥʽƧͣ ĩćČɪzcͤ UŌɪĥʽƧͣ ĩȀʮɪzcͤ >
96͉ɕţDzcDP_˓0̖˱DÐɚţƲA:<ʶŨ.<$6 
 ǿʖ=EzcD˓0S¦:D°ƞɪ@Ưİ=[˪šDzc
SʶƴAë\[6RA˪šDzc>͉ɕţDzcĠǨDz
cDʅ͖_˓0*>#=$[ͣcf. ʐ¸ʋʐ 3.6.ʖ̖ͤ˱=[ мочь _**=ģ
Zª)[ 
 ðÍɪAEмочь#̖˱>.<ĮO\<[Ǥ_Ĺ:DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜Dyd
4\5\A÷͖.6ª=Á«DɆA:<ʶŨ0[ͫ 
 
 ¥yDǡ̱ɪ÷ŽE?@9<[D" 
 ?DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜Dyd#?DzcDƯİ_˓0*>#ĥʽ@
D" 
 4D̿¬š˫DÍDƓƲE?DXAɚY\<[D" 
 
 Á«ǿʖ=EO1Țʖͣʐ 1.4.2.ʖͤ=мочь >ʦĨ0[¬š˫D¥yDǡ̱
ɪ÷Ž_ɹ˰0[ȚAмочь#ɚY\[Ǥ_Ĺ:DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DydA
÷͖.6ª=?Dyd=?DzcDƯİ#ţɕ0[D"A:<ɹ˰.
<&ͣʐ 1.4.3.ʖ ͤ 
 O64\5\DzcDƯİA!<¬š˫DÍDƓƲDȄ6.<[ƕą
A:<SʶŨ0[ͣʐ 1.4.4.ʖ ͤ4D̿¬š˫D˱ƒɪƯİ>˓,\[z
cDʅ͖>D̷ÖA:<Sɹ˰0[ͣʐ 1.4.4.2.ʖ ͤ 
 
1.4.2. データから見る使用の実態：мочь と不定詞の語結合 
 O1̖˱ мочь>˱ʦĨ_@0¬š˫D÷ŽA:<ɹ˰0[ͫ 
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˓ 4-26ͫмочь >˱ʦĨ_@0¬š˫D÷Ž  
タイプ	 総数 
Ⅰ	 1591 (66.43%) 
Ⅱ	 36 (1.50%) 
Ⅲ	 718 (29.98%) 
Ⅳ	 50 (2.09%) 
総数	 2395 
 
 ¼ĺƚ6¥yD÷ŽEƯİ¤ʨ˱Ȓ̜+>A÷͖.¬š˫DÍDüSĨ^2
<Ǔɻ0[>Á«DXA@[ͫ 
 
˓ 4-27ͫмочь >˱ʦĨ_@0¬š˫D÷ŽͣČ˫Dydüͤ  
タイプ	 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（完） 
単体 
（不完） 
両体 быть 総数 
Ⅰ	 831 
(52.23%) 
258 
(16.22%) 
43 
(2.70%) 
191 
(12.01%) 
26 
(1.63%) 
242 
(15.21%) 
1591 
Ⅱ	 16 
(44.44%) 
12 
(33.33%) 
0 
(0%) 
3 
(8.33%) 
0 
(0%) 
5 
(13.89%) 
36 
Ⅲ	 424 
(59.05%) 
81 
(11.28%) 
16 
(2.23%) 
87 
(12.12%) 
6 
(0.83%) 
104 
(14.48%) 
718 
Ⅳ	 22 
(44%) 
18 
(36%) 
1 
(2%) 
5 
(10%) 
0 
(0%) 
4 
(8%) 
50 
総数	 1293 
(53.99%) 
369 
(15.41%) 
60 
(2.51%) 
286 
(11.94%) 
32 
(1.34%) 
355 
(14.82%) 
2395 
 
 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ąĨE«˓Aɻ0XAŋ
ď0[ͫ 
˓ 4-28ͫмочь >˱ʦĨ_@0¬š˫D÷Žͣb_ǆ:Č˫ͤ  
タイプ	 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
総数 
Ⅰ	 831 
(76.31%) 
258 
(23.69%) 
1089 
Ⅱ	 16 
(57.14%) 
12 
(42.86%) 
28 
Ⅲ	 424 
(83.96%) 
81 
(16.04%) 
505 
Ⅳ	 22 
(55%) 
18 
(45%) 
40 
総数	 1293 
(77.80%) 
369 
(22.20%) 
1662 
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 b_ǆ:Č˫ͣˢ 1662ÑͤA̼9<P\FìÍ>.<Eş´Í# 77.8%ͣì
1662 Ñ°D 1293 Ñͤ_ĘR<!Z4\Aũ.<¬ş´ÍDąĨE 22.2%ͣì 1662
Ñ°D 369Ñͤ>@[ 
 **O==мочь>ʦĨ0[¬š˫DÍDƓƲDÐɚţƲA:<D¥y#ƚY
\6Á«=E*D̖˱D˓0zcDƯİ>Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Dyd4
.<4*=ɚY\[¬š˫DÍDƓƲD̷ÖA:<ʶŨ0[ 
 ̖˱ мочьE˪šDzc>͉ɕţDzc>DĠǨDz
cDƯİ_˓.[ sb˱A!<*D¸ʅ͖DzcDƯİ_Ėɓ=˓
0*>D=$[̖˱E**=ģZª)[Č˫ мочьDP=[15 
 Á«=E4\5\DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DydAơ/<4\5\?Dzc
Dʅ͖_˓.["A:<O64D̿D¬š˫DÍDƓƲDɕ\ǨA:<ɹ˰
.<& 
 
1.4.3. мочь の表すモダリティの種類と意味・統語構造のタイプの関係 
1.4.3.1. yd  
 O1ydA:<?DX@zcDƯİ#˓,\["A:<ɹ˰
.<!***=EǤʾ>˙ʡ#­ [Ɣ͎_Ǹů̼A0[6RAĖʝ@
Ȓ̜DÑAX9<4\5\ɹ˰.<&*>A0[O1Á«DX@Ǥ_ʶ <
PXͫ 
 
(4-28) Он может прийти [PFV-INF] к нам завтра. 
 
 *DǤE¸̚ZDˠ̯#ĥʽ=[G>:EƖEǮǬȂ["S.\@
>ˠ̯ ͣ˪šDzc>.<Dˠ̯ ͤ4.<SG>:EƖEǮǬȂ
<SXͣ͉ɕţDzc>.<Dˠ̯ͤ=[ăʷDˠ̯EÁ«DX
@ǤAX9<S˓0*>#ĥʽ=[ͫ 
 
(4-29) Может быть, что он придёт [PFV-PRS-3SG] к нам завтра. 
 
 ªÑͣ4-28ͤD¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ 6«DÑͣ4-30ͤE?@[7]"  ͫ
 
(4-30) ?Он может приходить [IPFV-INF] к нам завтра. 
 
 *DǤE¦ǬAÎƇSȂ[*>#[>X@̼Y\6ǤʾA!<D
Pĥʽ=Z4.6ǤʾDǛǆ#@ŅĨAE̚ Ɓ¬˂ɉ@SD>˰˻,\[ 
                                                
15 ǿʆ=EĥʽƧͣвозможность ͤDzcAũ˿_ʧ9<[6R4DŅĨAEĠǨD
zcDƯİ_˓2[DEмочьDP>*>A@[S.ƟɉƧͣнеобходимость ͤDz
cSũ˿AĮR[>0\F̖˱ должен#͉ɕţDzc>˪šDzcD
ĠǨDƯİ_˓.[ 
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 **O=DÑEðÍɪɑšɪ@¦ǳɆ_ɻ0Ǉȕ ͣзавтраͤ _ÇÑ796
#ȚAġƜƧ_ɻ0Ǉȕ ͣкаждый деньͤ _Ĉ 6ŅĨA?@[D"A:
<ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-31) Он может прийти [PFV-INF] к нам каждый день. 
ƖEȤǬ8AȂ["S.\@ 
 
 *DŅĨAE˪šDzcDƯİ_˓0 
 ȚA*DǤD¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ <P[ͣ«Ñͤͫ  
 
(4-32) Он может приходить [IPFV-INF] к нам каждый день. 
ƖEȤǬ8AȂ<S 
 
 *DŅĨAE͉ɕţDzcDƯİ#˓,\[ͣƖEȤǬȂ<Sͤ
@!*DǤ_˪šDzc>.<ˠ̯0[*>Eͅ.X=[4\
EÁ«DǤ#őŔA͎&>*>"YSÈ [ͫ 
 
(4-33) ?Может быть, что он приходит [IPFV-PRS-3SG] к нам каждый день. 
 
 *DXAªÑͣ4-32ͤE˹ɖɪAE˪šDzcDƯİ_˓0*>
S=$47#˦ĥDƯİ_˓0͉ɕţDzc>.<DPˠ̯,\[ 
 **O=˚<$6ydA:<zcDƯİǳ_ɻ0ǇȕğH¬š
˫DÍDƓƲ>Dɯ̷̷Ö_O>R[>«˓DXA@[ͫ 
 
˓ 4-29ͫzcDƯİ>¬š˫DÍDƓƲͣydͤ  
	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
 時を示す指標 時を示す指標 
 завтра каждый день завтра каждый день 
完了体	     
不完了体	     
 
 ˪šDzcDŅĨAE·ţªş´Í."ɚY\@ 
1.4.3.2. yd  
 ȚAydA:<ɹ˰.XĩȓAĖʝ@ÑAƙ9<˚<&ͫ 
 
(4-34) Он может не прийти [PFV-INF] к нам завтра. 
ǮǬƖE8AȂ@"S.\@ 
 
(4-35) Это событие может не произойти [PFV-INF]. 
4DöȂ·Ẻ$@"S.\@ 
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 *DŅĨ˪šDzcDƯİ#˓,\[*\EРассудоваͣ1982ͤA
!<допущениеͣǐȽ ͤUпредположениеͣµȽ ͤDƯİDŅĨ>.<Ǉǘ
,\<6Á«DÑǤAX9<˓,\[ƯİA6[>ʶ Y\[ͣcf. Рассудова 
1982: 127ͤͫ  
 
(1-12) Боюсь, что весь урожай может не сохраниться [PFV-INF]. òǑ 
ʇ\6ɐì̫EȠY@`/T@" 
 
(2-117) Он может и не вспомнить [PFV-INF] всех имен и всех деталей. òǑ 
ƖEP`@DĪă>*O+O>.6*>ì̫Eƥö2@"S.\@ 
 
 *\YDŅĨ̚ƁĚƭDƢͣопасениеͤDb¢uͣcf. ʐ¸ʋʐ 4.5.2.3.ʖͤ
#Ĉ^[>.<[16 
 ªÑͣ4-34ͤAġƜƧDǇȕ>@[˱_Ĉ 6Á«DÑE͉Ǥ>˚@,\[ͫ 
 
(4-36) *Он может не прийти [PFV-INF] к нам каждый день. 
 
 ȚA¬š˫_¬ş´ÍDƓƲ=ɚ6ŅĨA:<ɹ˰.XÁ«DX@Ñ#
ˮƑ0[ͫ 
 
(4-37) Он может не приходить [IPFV-INF] к нам завтра. 
ǮǬƖE8AȂ@&<S 
 
(4-38) Он может не приходить [IPFV-INF] к нам каждый день. 
ƖE8AȤǬȂ@&<S 
 
(4-39) Вы можете не вставать [IPFV-INF]. 
ʊ8ª#Y@&<=0 
 
(4-40) Я могу не строить [IPFV-INF] дачу именно сейчас, если кому-то мешает моя 
стройка. Но рано или поздно строить ее все равно буду. 
S.˶"D̪͟A@9<.OX@Y8W?¼üˊ_Ɗ<[D=@&<
S?98A.]̟"\ǭ"\Ɗ<[D7(\? 
 
 ªÑͣ4-37 ͤͣ 4-38 ͤͣ 4-39ͤğHͣ4-40ͤE1\S͉ɕţDzc>
.<ˠ̯,\[ 
                                                
16 .".*DŅĨ˓,\[ĚƭDƢ_ş´ÍDƓƲAɮǏƀ0["?"E˼˹#Ɵ˙7]
˪šDzc#˓,\[ŅĨAş´Í#ɚY\[>*>=Z˪šDz
c#ɚY\[Ņ͊>ĚƭDƢ#Ɛ&ʦH¿<[>Sʶ Y\[ 
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 .".@#YƑˮɒȲD±Í#ɇɘɐDŅĨAE¬š˫#¬ş´ÍDƓƲ=
9<S«ÑDX@Ǥʾ=\F˪šDzc>.<Dˠ̯#˦Ŧ,\[  ͫ
 
(4-41) Это событие может не происходить [IPFV-INF] в течение всего эксперимента, 
но мы все равно не можем исключить из рассмотрения. 
*Dţ͛0L<DǼ̶A!<4DöȂ·Eɘ/@"S.\@#1\
A.<S˟Ũ"YŌ0*>EöȂ@ 
 
 *\EƑˮɒȲDɘ̉DǺɇ#Ōɪ@ćAX9<ÿƛ=$[Ƨ̅DSD=E@
*>"YŌɪĥʽƧ_˓0͉ɕţDzc>.<Dˠ̯#ǌ̽,\[*>A@
Zş´ÍAX9<SͣªÑ 4-35 ͤ¬ş´ÍAX9<SͣªÑ 4-40 ͤ˪šDz
cDˠ̯#˦Ŧ,\[>ʶ Y\[ 
 **O=˚<$6ydA:<zcDƯİǳ_ɻ0ǇȕğH¬š
˫DÍDƓƲ>Dɯ̷̷Ö_O>R[>«˓DXA@[@!«˓°Dzj¥
ęͣͤEȁÃ¿$=4DƓƲ_ɚ[*>#ĥʽ>@[*>_ɻ0ͫ 
 
˓ 4-30ͫzcDƯİ>¬š˫DÍDƓƲͣydͤ  
	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
 時を示す指標 時を示す指標 
 завтра каждый день завтра каждый день 
完了体	     
不完了体	     
±Í#ɇɘɐDŅĨAEĥʽ 
 
1.4.3.3. yd	  
 ȚAyd	A:<ɹ˰.X«DÑ"Y˚<&ͫ 
 
(4-42) Он не может прийти [PFV-INF] к нам завтра. 
 
 *\E͉ɕţDzc>.<ˠ̯,\[ͣƖEǮǬ8AEȂY\@ͤ
[Eĩ/͉ɕţDzc=ƖEǮǬȂ<E@Y@DƯİAS
@Z[«DÑS*D͉ɕţDzc_˓.<[Ñ=[ͫ 
 
(4-43) И Веня не мог согласиться [PFV-INF] с тем, что его нет. [UC] 
£f¥EƖ#S@>*>#ʜƚ=$@"96 
 
 ¦Ǩ=«ÑDXA¬š˫_¬ş´ÍAÀ [>͉Ǥ>ûǦ,\[ͫ 
 
(4-44) *Он не может приходить [IPFV-INF] к нам завтра. 
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 ƑˮɒȲD±Í#ɇɘɐDŅĨAEƑˮɒȲɘ̉DĥʽƧ#@>*>#˓
,\[ͫ 
 
(4-45) Это событие не может произойти [PFV-INF]. 
4DöȂ·#ɘ/[ĥʽƧE@ 
 
 4DŅĨAEªÑDXA¬š˫Eş´Í_ɚ[D#̚Ɓ=[#«ÑDX
A¬ş´Í_ɚ[*>S˦Ŧ,\[ͫ 
 
(4-46) Это событие не может происходить [IPFV-INF] без участия внешних сил. 
4DöȂ·EŌɪ@ć#""^Y@(\F̉$[E1E@ 
 
 .".*DŅĨAEƑˮɒȲEɘ̉.<!Z4\#˭ʷDƮšAġ.<[
>X@Ņ͊=ɚY\[ 
 O6ġƜƧDǇȕ>@[˱>ş´ÍD¬š˫SîAɚ[*>E=$1«DX
@ÑS͉Ǥ>˚@,\[ͫ 
 
(4-47) *Он не может прийти [PFV-INF] к нам каждый день. 
 
 4\Aũ.<¬š˫#¬ş´ÍDŅĨ_ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-48) Он не может приходить [IPFV-INF] к нам каждый день. 
 
 *DŅĨAEǤ>.<Ƶʊ0[#zcDƯİE͉ɕţDzc>
.<ˠ̯,\[ ͣƖEȤǬ8AEȂY\@[EƖEȤǬ8AȂ<E
@Y@ͤ 
 **O=˚<$6yd	A:<zcDƯİǳ_ɻ0ǇȕğH¬š
˫DÍDƓƲ>Dɯ̷̷Ö_O>R[>«˓DXA@[ͫ 
 
˓ 4-31ͫzcDƯİ>¬š˫DÍDƓƲͣyd	ͤ  
	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
 時を示す指標 時を示す指標 
 завтра каждый день завтра каждый день 
完了体	     
不完了体	     
±Í#ɇɘɐDŅĨAEĥʽ 
 
 ˃İȹDE*Dyd	>Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜E͉ɕţDzc."˓
0*>#=$@>*>=[ 
第四章	 
言語現象の実態の検証、考察と解釈	 
 182 
1.4.3.4. yd
  
 yd
A:<«DÑ"Y˚<*ͫ 
 
(4-49) Он не может не прийти [PFV-INF] к нам завтра. 
ƖEǮǬ8AȂ-[_ @7] 
 
 *\E˪šDzc>.<Dˠ̯#ĥʽ=[ ͣƖEǮǬƶD>*]A
Ȃ-[_ @7]ͤ 
 4\Aũ.<¬ş´Í_ɚ6«ÑDŅĨ_ʶ <PXͫ 
 
(4-50) ?Он не может не приходить [IPFV-INF] к нам завтра. 
 
 *\Eª=˚6Ñͣ4-30ͤDŅĨͣcf. ʐ 1.4.3.1.ʖͤ>ĩȓ¦ǬAÎƇSȂ[
*>#[>X@ɑȟ@Ǥʾ=\Fĥʽ=E[#4=@(\F¬˂
ɉA͎&> 
 ƑˮɒȲD±Í#ɇɘɐDŅĨDÑA:<S˚<!*ͫ 
 
(4-51) Это событие не может не произойти [PFV-INF]. 
4DöȂ·EƟ1ɘ/[ 
 
 ƑˮɒȲ#ūȂɪAɘ/[*>#¬ĥ̨=[*>#˓,\[ 
 
(4-52) Это событие не может не происходить [IPFV-INF]. 
 
 ƑˮɒȲDġƜƧ#Ƣ͑Aʰ"\\FªÑͣ4-52ͤDXA¬ş´ÍDƓƲS˦
Ŧ,\[ͣ˧ǤEɰɡ ͤ 
 ġƜDǇȕ_ÇÑE?@[7]"ͫ 
 
(4-53) *Он не может не прийти [PFV-INF] к нам каждый день. 
 
 ġƜƧDǇȕ>@[˱>¬š˫Dş´ÍSîś.ƚ1͉Ǥ>˚@,\[4\A
ũ.<¬š˫#¬ş´Í=\F˦Ŧ,\[ͫ 
 
(4-54) Он не может не приходить [IPFV-INF] к нам каждый день. 
ƖEȤǬ8AȂ-[_ @ 
 
 *DŅĨAE͉ɕţDzc>.<ˠ̯,\[ ͣƖEȤǬƶD>*]
AȂ-[_ @ͤ 
 **O=˚<$6yd
A:<zcDƯİǳ_ɻ0ǇȕğH¬š
˫DÍDƓƲ>Dɯ̷̷Ö_O>R[>«˓DXA@[ͫ 
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˓ 4-32ͫzcDƯİ>¬š˫DÍDƓƲͣyd
ͤ  
	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
 時を示す指標 時を示す指標 
 завтра каждый день завтра каждый день 
完了体	     
不完了体	     
̦ø@ǤʾDǛǆ#Ɵ˙ 
 
1.4.3.5. Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Dyd>zcDʅ͖ͫмочьDŅĨ  
 **O==Ĺ:DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DydA:<4\5\Dyd=ţɕ.
[zcDʅ͖A:<ʶŨ.<$6«˓DXAO>R[*>#=$[7
]ͫ 
 
˓ 4-33ͫƯİ¤ʨ˱Ȓ̜>zcDʅ͖ͫмочь DŅĨ  
タイプ	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
Ⅰ	   
Ⅱ	   
Ⅲ	   
Ⅳ	   
 
 ª˓AÍDƓƲDü_Ĉ <P[>«˓DXA@[ͫ 
 
˓ 4-34ͫƯİ¤ʨ˱Ȓ̜zcDʅ͖>¬š˫DÍDƓƲ  
タイプ	 不定詞の体	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
Ⅰ	 完了体	   
不完了体	   
Ⅱ	 完了体	   
不完了体	   
Ⅲ	 完了体	   
不完了体	   
Ⅳ	 完了体	   
不完了体	   
 
 ª=S̖L6̚Z˃İȹDEyd	DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜=E˪šDz
c>.<Dˠ̯#,\@>Ɇ=[:OZ*DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜Eţ̅
ɪA͉ɕţDzc_˓06RAɑď,\6Ȓ̜=[>*>A@[ 
 ªD˓Aǳ_ɻ0ǇȕDü_Ĉ [>ȚDXA@[ͫ 
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˓ 4-35ͫƯİ¤ʨ˱Ȓ̜zcDʅ͖ǳDǇȕ>¬š˫DÍDƓƲ  
	 
タイプ	 
	 
不定詞の体	 
評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
時を示す指標 時を示す指標 
завтра каждый день завтра каждый день 
Ⅰ	 完了体	     
不完了体	     
Ⅱ	 完了体	     
不完了体	     
Ⅲ	 完了体	     
不完了体	     
Ⅳ	 完了体	     
不完了体	     
 
1.4.4. 述語 мочь との語結合における不定詞の体の形態の機能 
1.4.4.1. zcDʅ͖>ũ˿>@[ɒȲ  
 ǿʖ=E̖˱ мочь >D˱ʦĨA!<¬š˫DÍDƓƲ#Ȅ60ȘʽA:
<ʶŨ0[#4\Aé`/< мочь D˓0zcDʅ͖>4*=ũ˿>@[
ɒȲDʅ͖A:<ɹ˰.<!* 
 éA˚6XAͣcf. ʐ¸ʋʐ 3.2.1.ʖ ͤ˪šDzc>͉ɕţDz
c>=E4\5\DzcA!<ũ˿>.<ģZª)Y\[ɒȲ
E4\5\ɣ@9<[͉ɕţDzcDŅĨAEũ˿>@[ɒȲ#·
˿=[DAũ.<˪šDzcDŅĨAEũ˿>@[ɒȲEĲ͔
=[·˿>Ĳ͔D¯ʷA[ŻɣEĲ͔DǨEÎY"DƹȡAX
Z4DɱßA:<˹/[*>#=$[DAũ.<·˿DǨE4.6ɱß
A̷0[ûǦ#=$@>ɆA[ 
 ·˿DŅĨAEǽ7ɘ/<@ͣ[Eɘ/ƚ@ͤɒȲ=[6R
ǳ̶̏ªAÊʰ_ĘR[*>E@#Ĳ͔DŅĨEǳ̶̏ªAÊʰ_ĘR[*
>#ĥʽ=[4DŅĨAEÁ«D©:A÷͖0[*>#=$[7]ͫ 
 
 4DĲ͔#̉ʔǳɆXZ̢ĝAǫAɘ/<!Z̢ĝD·ţ>@9<
[ŅĨ 
 4DĲ͔#̉ʔǳɆ=ǫAɘ/<!ZɕĿS̞ː.<[ŅĨ 
 4DĲ͔̉ʔǳɆ=O7ɘ/<!Y1̉ʔǳɆÁ̻Aɘ/[ŅĨ 
 
 ªˤD8A:<EǿʆDũ˿=[Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜=E˓0*>#=$
@Ñ FzcDƯİ_˓0̖˱_̢ĝƓA.6Á«DX@Ǥ_ģZª
)<PXͫ 
 
(4-55) Она могла умереть [PFV-INF] сегодня. 
ƖŒE¼ǬȞ`=.O"S.\@"96 
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 *DŅĨAE˭ʷ#ǐš_ː@9<[4DǳɆ#̢ĝ=[*>_ɻ.<[
DP=ƑˮɒȲ#̢ĝAɘ/6>*>_ɻ0SD=E@¬š˫AX9<˓
,\<[ɒȲEǐš_ː@9<[ǳɆ=EO7ɘ/<!Y14DǳɆXZƘ
Aɘ/[ɒȲ=[ͣ:OZªˤD8AˮƑ0[ ͤ 
 ̢ĝAɘ/6ɒȲA:<Dǐš#ː@^\[ŅĨAEzcDƯİ_˓0
̖˱_ɚ6Ȓ̜=E@&Á«DXAì&ɣ@[ʨ˱Ȓ̜_ɚ<˓,\[ͫ 
 
(4-56) Была вероятность, что она умерла [PFV-PST] сегодня. 
ƖŒE¼ǬȞ`7D"S.\@"96 
 
 .6#9<˪šDzcDƯİ#˓,\[ŅĨAEªˤD8>D
o¥uA:<ȍˣ.@&<E@Y@ 
 Á«=EO1¬š˫D˱ƒɪƯİDɑƝ>˓,\[zcDƯİDʅ͖>
D̷ÖA:<ʶŨ.4\_̌O 6ª=̖˱ мочь >D˱ʦĨDŅĨA!([
¬š˫DÍDƓƲDȄ6.<[ƕąA:<ªˤDğHDo¥uD4\5\
_ɹ˰0[ 
1.4.4.2. ¬š˫D˱ƒɪƯİ>zcDʅ͖>D̷Ö  
 ªDʖͣcf. ʐ 1.4.3.ʖͤ=˚6Ñ=E¬š˫Eприходить/прийти#ɚY\
<[Ñ_°ƞA˚6*DČ˫E¬ş´ÍDƓƲ#̞ː°DČÏ_˓0*>#=
$@^V[b@bA6[SD=[ͣ cf. ʐ¸ʋʐ 2.7.4.ʖ ͤ
*DydDČ˫Dş´ÍAX9<˓,\[ɒȲEéA˚6ɒȲDƧ̅ͣ cf. ʐ
¸ʋʐ 1.2.ʖͤAɊY0>öȂ·A6[17 
 *Dʖ=E*DX@¬š˫D˱ƒɪƯİͣɒȲDƧ̅ͤDŻɣ#ǆ:ÍD
ƓƲ̧ƿA!([Ɣ͎A:<ʶ <PXÍDƓƲɪũʊ#Ʈš,\[DE̚
Ɓ̼ɟD[ vuͣ VendlerD÷͖=>*]D̣Ƶͤ >öȂ·ͣ ĩ
þ̣ͤ DŅĨ=[6Rͣcf. ʐ¸ʋʐ 2.7.2.5.ʖ ͤ*D¸:DȦ̑_ˬP[ 
 ̼ɟD[ vuDČ˫DŅĨA¬š˫DÍDƓƲDũʊAX9<ˠ̯
A?DX@ŋď#ɘ/["ɹ˰.<!*Č˫умирать/умеретьͣȞB ͤğH
смотреть/посмотретьͣ˚[ ͤ_ɚ6Á«DÑ_Ȧ̑.<PXͫ 
 
(4-57) Она может умереть [PFV-INF] завтра. 
ƖŒEǮǬȞ`=.O"S.\@ 
 
(4-58) Ваня может посмотреть [PFV-INF] телевизор сегодня вечером. 
¡¥E¼Ŏ_˚[D"S.\@ 
 
 ş´Í#ɚY\<[ªÑͣ4-57 ͤͣ 4-58ͤE*\"Yɘ/[ǽȂDɒȲA
ũ0[˪šDzc>.<ˠ̯,\[4\Aũ.<¬ş´Í#ɚY\
                                                
17 VendlerD÷͖=ˡ>*]Dþ̣ͣAchievements ͤAũơ0[ͣcf. ʐ¸ʋʐ 2.7.2.3.ʖ ͤ 
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<[«DÑ_˚<PXͫ 
 
(4-59) Она может сейчас умирать [IPFV-INF]. 
ƖŒE¼ȞA4@>*]@D"S.\@ 
 
(4-60) Ваня может смотреть [IPFV-INF] телевизор. 
¡¥E_˚<[D"S.\@ 
 
(4-61) Альберт невыносимо страдает при мысли, что Анна может сейчас умирать 
[IPFV-INF], а ему нельзя повидать ее перед смертью. [А. Шницлер. Прощание 
(краткое содержание новеллы: http://briefly.ru/shnicler/procshanie/)] 
b¥Eb¢E¼¼̿D̿A[#˂÷EƖŒ#ȞBăA*>E
=$@>*>_ʶ [>Ń ͅˈɥ_˝ [D=[ 
 
 [EȚDX@ÑSĞɊ.<!*ͫ 
 
(4-62) Он может сейчас строить [IPFV-INF] себе дачу на его площадке. 
:E¼˂÷Dǣŀ=üˊ_Ɗ<<[>*]@D"S.\@ 
 
(4-63) Я могу делать [IPFV-INF] ботинки на работе завтра в это время. 
ǮǬD*Dǳ̶EʻŅ=͌_Ï9<[>*]"S.\@ 
 
 *\YDÑ=EUEZ˪šDzcAȱ96ˠ̯#ĥʽ=Z¬š˫
D¬ş´ÍDƓƲAX9<˓,\[ČÏEɕĿͣ[ẺʔǳɆ=̞ͤː.<
[ČÏ#˓,\[ 
 ȚAª=˚6 прийти @?DöȂ·DydDČ˫DŅĨA:<˚<PX
**=EČ˫воспоминать/вспомнитьͣƥö0 ͤ_ɚ<[ͫ 
 
(4-64) Он может вспомнить [PFV-INF] именно это событие, услышав твой голос. 
 
 *DŅĨAEª=˚6Ñͣ4-28ͤ@?>ĩȓUEZ¸̚ZDˠ̯#ĥʽ=[
˪šDzcA.6#96ˠ̯ ͣĬDŊ_ʹ(FƖEO,A4DöȂ·A
:<ƥö0"S.\@ͤ >͉ɕţDzcA.6#96ˠ̯ ͣĬ
DŊ_ʹ(FƖEO,A4DöȂ·A:<ƥö2[7]ͤ =[ 
 4\Aũ.<¬ş´ÍD¬š˫#ɚY\<[«DÑ_˚<PXͫ 
 
(4-64’) ?Он может вспоминать [IPFV-INF] именно это событие, услышав твой голос. 
 
 *\EɇɖA*/:(\FġƜ0[ČÏ>.<ˠ̯0[*>S=$[#̚Ɓ
EɚY\@>ţ̿s¤p¥uA!<Á«DX@ǤŚù
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DʤPĨ^2ͣмочь D˺ŋďƓ> вспоминать/вспомнитьͤ_ˬPAȍʢ.<P[>
¬ş´ÍDąĨDŰ@,#÷"[ͫ 
 
˓ 4-36 ͫöȂ·AŴ0[Č˫ͣвспоминать/вспомнитьͤ  
 不完了体 
（вспоминать） 
完了体 
（вспомнить） 
総数 
могу [prs-1-sg] 16 (4.04%) 380 (95.96%) 396 
можешь [prs-1-sg] 4 (21.05%) 15 (78.95%) 19 
может [prs-1-sg] 6 (5.22%) 109 (94.78%) 115 
можем [prs-1-sg] 1 (3.13%) 31 (96.88%) 32 
можете [prs-1-sg] 1 (6.25%) 15 (93.75%) 16 
могут [prs-1-sg] 4 (11.43%) 31 (88.57%) 35 
ʫǡ 32 (5.22%) 581 (94.78%) 613 
 
 *\>ĩȓDƯİɑƝ_ǆ:Č˫=[случаться/случитьсяͣ ̉*[ɘ/[ ͤ
A:<Sɹ˰.<!**DČ˫S^V[b@b=[ͫ 
 
(4-65) Это может случиться [PFV-INF] в любую минуту, если мы наконец не обратим 
серьезного внимания на белорусский город Солигорск.  [UC] 
wqum>¥sD̬żAƶ#XXɱ͊ɭAȴƯ_ƺ^
@XA@\F*D*>E:=S̉$[7] 
 
 **=¬š˫DÍDƓƲ_Á«DXAë\Ƿ [>¬˂ɉ@Ǥ>ûǦ,\[  ͫ
 
(4-65’) ?Это может случаться [IPFV-INF] в любую минуту, если мы наконец не 
обратим серьезного внимания на белорусский город Солигорск. 
 
 ¬ş´Í_ɚ6ŅĨÄƯD¦÷̶=4\#ÎƇSɘ/[>ġƜƧ#ɻ,
\[*>A@[6R**=DǤʾ>ɊY.6ŅĨ̚ Ɓ̦Ƒ=E@*>A@[ 
 s¤p¥uA!([ȍʢDʦȄSUEZ¬ş´ÍDÐɚ#ȏʌAË
>ĩȓDâī#˚Y\[ͫ 
 
˓ 4-37 ͫöȂ·AŴ0[Č˫ͣслучаться/случитьсяͤ  
 不完了体 
（случаться） 
完了体 
（случиться） 
総数 
могу [prs-1-sg] 0 0 0 
можешь [prs-1-sg] 0 0 0 
может [prs-1-sg] 4 (0.27%) 1488 (99.73%) 1492 
можем [prs-1-sg] 0 0 0 
можете [prs-1-sg] 0 0 0 
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могут [prs-1-sg] 14 (23.33%) 46 (76.67%) 60 
ʫǡ 18 (1.16%) 1534 (98.84%) 1552 
 
 *DXAöȂ·DydDČ˫DŅĨAEƑˮɒȲ#ɴ̶ɪ@SD>˰˻
,\¬ş´ÍDƓƲE̞ː°DČÏ_˓0*>#=$@ͣ4.<ġƜ0[ČÏ
_˓0 ͤĥʽƧA̷^[zc_˓0̖˱>ʦĨ0[̿A¬ş´Í_ɚ[>
ō&DŅĨ¬˂ɉ@SDA@[ÂAɚY\<6ŅĨġƜɯ>.<ˠ̯,\[
#4DX@ÑEţ̿AEȏR<Ű@ 
 4\Aũ.<̼ɟD[ vuDydDČ˫DŅĨAE¬ş´ÍDƓƲ
#̞ːɯ_˓0¦ȚɪbumDƯİA!([ũʊ>ġƜɯ_˓0¸Țɪbu
mDƯİA!([ũʊDĠǨ=ɚY\[ 
 *\Y_̌O ̖˱ мочь >D˱ʦĨA!([¬š˫DÍDƓƲDȘʽA:<
ʶŨ.<PX 
1.4.4.3. ş´ÍDȘʽ  
 O1˪šDzcDŅĨş´ÍDƓƲAX9<˓,\[DEªˤͣ cf. 
ʐ 1.4.4.1.ʖͤDŅĨͣƑˮĲ͔#O7ɘ/<!Y1̉ʔǳɆÁ̻Aɘ/[Ņ
Ĩͤ=[ͣɚÑEòǑͤͫ  
 
(4-56) Она может умереть [IPFV-INF] завтра. òǑ 
ƖŒEǮǬȞ`=.O"S.\@ 
 
 ͉ɕţDzcDŅĨUEZƑˮɒȲ#̉ʔǳɆÁ̻Aɘ/[*>_˓
0ͫ 
 
(4-66) Каждая страна может получить [PFV-INF] двадцать два допуска за высокие 
места на соревнованиях за Кубок мира и на чемпионатах Европы.  [UC] 
RRDľ#¡¥i}>țŸ̧ƹȗ=ªÊ_ģ[>22ſ1:ʊ8
ëZ˦ĥ˩_SY*>#=$[ 
 
1.4.4.4. ¬ş´ÍDȘʽ  
 ȚA¬ş´ÍDȘʽA:<ʶ <PX 
 ˪šDzc#˓,\[ŅĨ¬ş´ÍDƓƲ#˓0DEO1ªˤD
ŅĨͣƑˮĲ͔#ǫAɘ/<!ZɕĿS̞ː.<[ŅĨͤ=[¬ş´Í
DƓƲD¬š˫_ɚ[*>=ƑˮɒȲ#ɕĿ̞ː°=[*>_ɻ0*>#=$
[ͣɚÑEòǑͤͫ  
 
(4-57) Она может сейчас умирать [IPFV-INF]. òǑ 
ƖŒE¼ȞA4@>*]@D"S.\@ 
 
 *DXA˪šDzcDŅĨAE¦ȚɪbumDƯİDũʊAł
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;<¬š˫DÍDƓƲḐƿ#@,\[ 
 674D̿éA˚6XAͣcf. ǿʋʐ 1.4.4.2.ʖ ͤ¬š˫D˱ƒɪƯİͣɒ
ȲDƧ̅DydͤAE¦šDÿ̼#[0@^8̼ɟD[ vuDŅĨ
AE**=˚6X@¬ş´Í>ş´ÍDũʊ#ɘ/[#öȂ·DŅĨAE
̚Ɓş´ÍDP#ɚY\¬ş´Í#ɚY\[*>EȏR<ʃ=[ 
 O6«Ñͣ4-67ͤDXA͉ɕţDzc_˓0ŅĨƑˮɒȲE ͣĲ
͔=E@& ͤ·˿=[6R¬ş´ÍDƓƲEͣ ̉ʔǳɆ=̞ͤː.<[
ČÏ_˓0*>E=$1̉ʔǳɆÁ̻Aɘ/[ǆʪƧ_ǆ96ČÏ_˓0*>
A@[ͫ 
 
(4-67) Она могла рассказывать [IPFV-INF] о своей поездке четыре часа подряд, и все 
четыре часа мы скучали. 
ƖŒE˂÷DǪːA:<Ĺǳ̶̚.=˭26#äYE4DĹǳ̶D̶19
>̗ų796 
 
 *DŅĨş´ÍDƓƲAX9<˓0*>E=$@ͣ«Ñͤͫ  
 
(4-67’) *Она могла рассказать [PFV-INF] о своей поездке четыре часа подряд, и все 
четыре часа мы скучали. 
 
 [EƑˮɒȲDġƜƧ_ɻ0*>S=$[ͫ 
 
(4-38) Он может не приходить [IPFV-INF] к нам каждый день.òǑ 
ƖE8AȤǬȂ@&<S 
 
 @!ª=S˚6̚Z¬š˫D˱ƒɪƯİ#öȂ·AŴ0[ŅĨAE«Ñ
DXA̚ƁE¬˂ɉ@Ǥ>ûǦ,\[ͫ 
 
(4-64’) ?Он может вспоминать [IPFV-INF] именно это событие, услышав твой голос.
òǑ 
 
 O6ª=˚6Ñͣ4-66ͤD¬š˫DÍ_S¦ǨDÍDƓƲAë\Ƿ [*>
Sĥʽ=[ͫ 
 
(4-66’) Каждая страна может получать [IPFV-INF] двадцать два допуска за высокие 
места на соревнованиях за Кубок мира и на чемпионатах Европы.òǑ 
 
 *DŅĨ¬ş´ÍAX9<ɻ,\[DEġƜƧ>ƯİɑƝ_łɬA.6
ƑˮɒȲ#¦˅ɪ@SD=[>d¥t=[18 
                                                
18 Шатуновскийͣ 2009 Eͤ**=˚6X@¦˅ƧDƯİ_ǆ:˱ͣ Ñ Fкаждый, любой, всякий, 
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1.5. データの数量的分布から見る不可能性と完了体の選択の関係について 
1.5.1. 概要 
 ª=S˚6̚Zͣcf. ʐ¦ʋʐ 3.3.ʖ ͤ¬ĥʽƧ_˓0ŅĨAEş´Í#ɚY
\[>Ǉǘ,\<[#S.4@Y¥yDǡ̱ɪ÷Ž>͊=S¦šD
ɯ̷̷Ö#˟Ũ,\[*>#ǼƗ,\[¼ĺƚY\6ţ̿D¥yAɊY.6ŅĨ
Ȅ6.<?DX@÷Ž_˚2<[7]" 
 ǿʖ=E¼ĺƚY\6¥yAł;<¬ĥʽƧ_˓0yd	DȒ̜A!
([¬š˫DÍDƓƲDɕ\ǨD÷Ž>4\Aũ0[Ȧ̑Dũ˿>.<ĥʽƧ
_˓0Ȓ̜=[ydA!([÷Ž>DȦ̑_ˬP[ 
 Á«=Eͧͤмочь ÁŌD̖˱>DʦĨDŅĨͨͤмочь >DʦĨDŅĨD4\
5\A:<¥yDǡ̱ɪ÷ŽA:<˚<&*>A0[ 
 
1.5.2. 不可能性と完了体の関係について：мочь 以外の述語の場合 
1.5.2.1. ñɪĥʽƧ_˓0̖˱ͣмочьÁŌͤDŅĨ  
 **=EO1мочьÁŌD̖˱D8ñɪĥʽƧ_˓0̖˱>¬š˫DʦĨDŅ
ĨA:<˚<*ydğHyd	DȒ̜A!([4\5\DÍDƓƲ
D÷ŽEÁ«D>!Z>@9<[ͫ 
 
˓ 4-38ͫyd>yd	DȦ̑ͣñɪĥʽƧͤ  
 
述語 
タイプⅠ（可能性） タイプⅢ（不可能性） 
ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
総数 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
総数 
уметь 18 
(25.71%) 
52 
(74.29%) 
70 12 
(28.57%) 
30 
(71.43%) 
42 
способен 37 
(54.41%) 
31 
(45.59%) 
68 3 
(50%) 
3 
(50%) 
6 
в состоянии 5 
(55.56%) 
4 
(44.44%) 
9 18 
(90%) 
2 
(10%) 
20 
в силах 0 0 0 15 
(93.75%) 
1 
(6.25%) 
16 
総数	 60 
(40.82%) 
87 
(59.18%) 
147 48 
(57.14%) 
36 
(42.86%) 
84 
 
 ìÍɪA˚[>yd	A@[>ş´ÍDȦɔ# 16d¢M?ŇĈ.<[
                                                                                                                                                       
такой, кто-либо@?ͤ_ĮQǤ=Eş´ÍDÚüɪƯİD8DɂĿɪČÏDƯİͣ cf. ʐ¸ʋ
ʐ 2.5.3.2.ʖͤ#ɕ\[>.<[#ͣШатуновский 2009: 319 ͤ**=DÑͣ4-66’ͤ=˚6XA
*\YD˱#9<S¬ş´ÍDÐɚ#Ŗ)Y\[*>E@.6#9<*\YD¦˅ƧD
Ưİ_ǆ:˱#[*>4\˂ÍEş´ÍDÐɚ_ʳč¿([SD>E@9<@ţ̿Dk
uA!<*\YD˱>Č˫DÍDƓƲ#?DXAî̉.<[D">ţƲA:<S
¼Ƙ˸Ȇ#ȫRY\[7] 
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*>#^"[ͣ40.82%57.14% ͤ.".@#Y4D¦Ǩ=уметь > способен A
̷.<EydDŅĨ>yd	DŅĨ>=E÷ŽAŏ$@ŋďE˚Y\@ 
 уметьDŅĨAEyd	A@[> 3d¢ʄƇş´Í#ŇĈ.<[SDD
?8YDyd=S¦̀.<¬ş´Í#ōǡ_ĘR<[DEɑƝɪ=[ͫ 
 
(4-13) Тане в тревожные минуты не легко дается спокойствие. Мягкий и уступчивый 
человек, не умеет заботиться [IPFV-INF] о себе, отстаивать личные интересы.  
[UC]òǑ 
y¥E¬Ş@ǳAE@"@"Ȩǆ8#ˋ8ɳ"@D7æ.&<
»A˽[ƧȉD»=˂÷D*>_"O96Z˂÷Dýɫ_ŝ96Z0[
*>#=$@»@D=[ 
 
 способенDŅĨAEyd	=EQ.]̘Aş´ÍDȦɔ# 4d¢M?«
#9<[ͫ 
 
(4-68) Признано, что воспитание имеет прямое отношение к экономике и культуре. И 
научно-технический прогресс не может быть выигран без школы. Доказано: 
эстетически развитой человек не способен производить [IPFV-INF] продукцию 
дурного качества.  [UC] 
Ǟʼ>SD#ʥȻUǤď>SDAɮǏ̷Ö#[>*>E˰R
Y\<[4.<ʀŜƼˑD̞ȝ>SDEŜȇ#ɇ&<EƵ,\ƚ
@E9$Z.<[DEʱɪƱ˝#ɧ̣.<[»E̅DG?˗Ĵ
_Ï[*>#=$@>*>=[ 
 
 ªÑD¬š˫_S¦ǨDÍAë\Ƿ <P[>«ÑDXA@[ͫ 
 
(4-68’) Признано, что воспитание имеет прямое отношение к экономике и культуре. И 
научно-технический прогресс не может быть выигран без школы. Доказано: 
эстетически развитой человек не способен произвести [PFV-INF] продукцию 
дурного качества. 
 
 *DŅĨAEƯİDª=ŋďE˚Y\@üDÑ_ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-69) Несмотря на то, что СССР обладает мощным экономическим потенциалом, мы 
не способны завтра же перевести [PFV-INF] все хозяйство на использование этих 
металлов.  [UC] 
w̝̩#Ɛć@ʥȻɪ¢s_ǆ9<[AS""^Y1ƶEǮǬ
0',Oì<DʥȻ_*\YD̲ŴDýɚK>ʂ0*>E=$@ 
 
 **=¬š˫DÍ_«ÑDXAë\Ƿ [>ͫ 
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(4-69’) ?Несмотря на то, что СССР обладает мощным экономическим потенциалом, 
мы не способны завтра же переводить [IPFV-INF] все хозяйство на использование 
этих металлов. 
 
 *DŅĨAEë\Ƿ EM>`?˦Ŧ,\@завтра жеͣǮǬ0',O ͤ>
ðÍɪ@ǳɆ_ɻ0Ǉȕ>¬ş´ÍDƯİ#ɯŦ\@6R=[4\Aũ
.<ª=˚6Ñͣ4-68ͤDŅĨAE4.6ðÍɪ@ǳɆ#Ƣ͑Aʰ"\<[
Ǥʾ=E@6R?8YDÍDƓƲS˦Ŧ,\[>*>A@[.6#9<
**=ESEU¬ĥʽƧ>Ưİ˙ʡE¬š˫DÍḐƿAƔ͎_­ <
[>Eʶ A& 
 O64S4S*D способен>̖˱Eyd	=ɚY\[͒Ƈ#yd
AȦ.<ȏR<Ë>*>4\˂Í#*D̖˱DɑƝD¦:>.<Ǉǘ=$
[7] 
 .".@#Yĩ/ñɪĥʽƧ=S4D¾D̖˱DŅĨAE·ƬEɣ@9<&[
в состоянииEş´ÍDȦɔ#yd	A@[>ȉȡA͝&@[ͣydDŅ
ĨDʛ 56%"Yyd	DŅĨAE 90% ͤO6̖˱в силахA:<E4
S4Syd	=."ɚY\14D̿AʦĨ0[¬š˫DÍDƓƲSş´Í#Ū
Yͣʛ 94%ͤ=[ͫ 
 
(4-14) Пальцы вцепились в землю, она судорожно вздрагивала от бомб, отталкивая, 
не в силах защитить [PFV-INF] меня. [UC] òǑ 
ǇEŀ͊A.9"Z.#P:<6#ŀ͊EɍǙ=͇ <!Zɿ_ǁ.D(
[X=><Sŝ9<&\[X@ɒƲ=E@"96 
 
 **=ªÑD¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ <P[>¬˂ɉA͎&>ͫ 
 
(4-14’) ?Пальцы вцепились в землю, она судорожно вздрагивала от бомб, отталкивая, 
не в силах защитить [PFV-INF] меня. 
 
 .#P:<P<úR<÷"[E1D*Dŀ͊DƧ̅#¬ş´Í_ɚ[>¦˅
ɪ[EƩƁɪ@Ƨ̅=Z¨»A>9<˂Ǯ=["DXA͎&6R4
.6Ǥʾ=@̼ZEͣ4.<ªDÑǤ=E4DX@Ǥʾ=E@ͤ¬˂ɉA@9
<.O 
 O6Шатуновскийͣ1996ͤAX\F̖˱в состоянииğHв силахEɕ
ǳɪĥʽƧͣактуальная возможность ͤ_˓0ͣcf. Шатуновский 1996: 199 ͤɕǳ
ɪĥʽƧ>EƑˮɒȲD̉ʔǳɆ=Dɘ̉ĥʽƧA:<̖L[SD=[«
Ñ_ĞɊͣÑǤEШатуновский 1996: 199ͤͫ  
 
(4-70) Ты в состоянии приехать [PFV-INF] сейчас сюда? 
Ĭ¼Ȃ\[ɒƲͮ 
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 *D̖˱DƯİɪ@ɑƝ#¬ş´ÍDƯİ>ɯŦ\@6RAƟɉɪA̖˱
>ʦĨ0[¬š˫DÍDƓƲSş´Í#̧ƿ,\[ąĨ#͝&@[SD>ʶ Y\
[*DŅĨ=Sş´Í#̧ƿ,\[DEzcDƯİ#4D˙Ļ>@9<
[>XZSQ.]ƑˮĥʽƧ#ɕǳɪ"ĭ"Aơ/<[>*>A@[ 
 
1.5.2.2. ŌɪĥʽƧ_˓0̖˱ͣмочьÁŌͤDŅĨ  
 ȚAмочьÁŌD̖˱D8ŌɪĥʽƧ_˓0̖˱>¬š˫DʦĨDŅĨA:
<ɹ˰.XydğHyd	DȒ̜A!([4\5\DÍDƓƲD÷ŽE
Á«D>!Z>@9<[ͫ 
 
˓ 4-39ͫyd>yd	ͣŌɪĥʽƧͫbD[Č˫ͤ  
 
述語 
タイプⅠ（可能性） タイプⅢ（不可能性） 
ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
総数 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
総数 
можно 861 
(76.06%) 
271 
(23.94%) 
1132 4 
(80%) 
1 
(20%) 
5 
возможно 12 
(85.71%) 
2 
(14.29%) 
14 2 
(66.67%) 
1 
(33.33%) 
3 
нельзя - - - 141 
(55.29%) 
114 
(44.71%) 
255 
невозможно - - - 90 
(92.78%) 
7 
(7.22%) 
97 
総数	 873 
(76.18%) 
271 
(23.65%) 
1146 237 
(65.83%) 
123 
(34.17%) 
360 
 
 *\YD̖˱DŅĨìÍɪ@âī>.<Eyd	A@[>ş´ÍDȦɔE
Q.] 10d¢M?Ë«.<[ 
 .".ÚD̖˱_˚<&>͕ˍ@âī_ɻ.<[SDS[можноğ
H возможноEyd	=ɚY\[*>EȏR<ʃ>ʶ <X 
 ¦˅AможноDĭšDƓƌ>Êʰ¿(Y\[̖˱ нельзяA:<ˡ F¥y
Dǡ̱ɪ÷Ž>˟Ɇ"Y0[>ş´Í#ʛ 55%¬ş´Í# 45%>@9<!Z
10d¢ʄƇş´ÍDąĨ#ō&@9<[.".можноA!([ąĨ>Ȧ̑
0[>ş´ÍEŏƂAͣʛ 20d¢ͤȼŰ.<.O>*>A@[ 
 ŌɪĥʽƧ_˓0̖˱D8ş´Í>ǸSʦH:$U0DEневозможно =
ş´Í#³ąÁª_ĘR<[ͫ 
 
(4-15) Невозможно пройти [PFV-INF] мимо и такой страшной беды — ежегодно от 
голода умирают 400 миллионов человек, в том числе 17 миллионов детей. [UC] 
òǑ 
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*DX@ƨ].¬ƅ_͡9<˚̢+0*>E=$@ȤƄ1700 ¨»
DřÒ_ĮQ4å»D»#͙ =º&@9<[D7 
 
 éA˚6XAͣcf. ǿʋʐ 1.3.4.3.ʖ ͤ**=¬š˫DÍDƓƲE¬ş´Í_
ɚ[*>˂ÍEĥʽ=[.".@#Yţ̿D¥yD÷Ž=E¬ş´Í#
ɚY\[*>EȏR<ʃ=[>ˡ [ 
 
1.5.3. 不可能性と完了体の関係について：述語 мочь の場合 
 **=E̖˱ мочь >ʦĨ0[¬š˫A:<ăʖĩȓyd>yd	
_Ȧ̑.<*4\5\DÍDƓƲD÷ŽE«˓DXA@[ͫ 
 
˓ 4-40ͫмочь >˱ʦĨ_@0¬š˫D÷Žͣyd>yd	DȦ̑¤4Dͧͤ  
タイプ	 ペア 
（完） 
ペア 
（不完） 
総数 
Ⅰ	 831 
(76.31%) 
258 
(23.69%) 
1089 
Ⅲ	 424 
(83.96%) 
81 
(16.04%) 
505 
総数	 1255 
(78.73%) 
339 
(21.27%) 
1594 
 
 ydͣĨˢ 1089ÑͤDŅĨAEş´Í# 76.31%ͣì 1089Ñ°D 831Ñͤ_
ĘR¬ş´Í# 23.69%ͣì 1089Ñ°D 258Ñͤ_ĘR<[yd	ͣĨˢ 505
ÑͤDŅĨAEş´Í# 83.96%ͣì 505Ñ°D 424Ñͤ_ĘR¬ş´Í# 16.04%
ͣì 505Ñ°D 81Ñ _ͤĘR<!Zyd>Ȧ̑0[> 8d¢M?ş´ÍD
ąĨ#ŇĈ.<[ 
 **=ˬPAĖÍČ˫SĈ <ʶ <P[>ydͣĨˢ 1323Ñͤ=Eş´
Í# 66.06%ͣì 1323Ñ°D 874Ñͤ_ĘR¬ş´Í# 33.94%ͣì 1323Ñ°D 449
Ñͤ_ĘR<[yd	ͣĨˢ 608 Ñͤ=Eş´Í# 72.37%ͣì 608 Ñ°D
440Ñͤ_ĘR¬ş´Í# 27.63%ͣì 608Ñ°D 168Ñͤ_ĘR<[ͫ 
 
˓ 4-41ͫмочь >˱ʦĨ_@0¬š˫D÷Žͣyd>yd	DȦ̑¤4Dͨͤ  
タイプ	 ペア 
（完） 
単体 
（完） 
ペア 
（不完） 
単体 
（不完） 
総数 
	 
Ⅰ	 
831 43 258 191 1323 
874 
(66.06%) 
449 
(33.94%) 
1323 
	 
Ⅲ	 
424 16 81 87 608 
440 
(72.37%) 
168 
(27.63%) 
608 
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総数	     1931 
 
 ̖˱ мочьDŅĨAEyd>Ȧ̑.<yd	=E6d¢M?ş´Í
#ɚY\[ąĨ#͝&@[ 
 67ª=˚6XAͣcf. ǿʋʐ 1.4.3.ʖ ̖ͤ˱ мочьDŅĨyd	DȒ̜
E͉ɕţDzcAɑď,\6Ȓ̜=[DAũ.<ydDȒ̜E͉ɕ
ţDzc>˪šDzcDĠǨ_˓0*>#=$[4D6Ryd
DȒ̜=ɕ\<&[ş´ÍD¬š˫DʫǡAE˪šDzc_˓0̿Aɕ\<
$<[SDSĮO\<[>ʶ Y\[6R͉ɕţDzcADPũ˿_̼
š0\Fş´ÍDƓƲ#ĘR[ąĨDŇĈɔEªDǡŚXZSXZ͝&@[ĥʽ
Ƨ#[ 
 éA˚6XAͣcf. ǿʋʐ 1.4.4.ʖ ͤмочь DŅĨ͉ɕţDzc_˓0
̿AE¸ȚɪbumDũʊAł;<¬š˫DÍDƓƲEÐ÷(Y\[4
D6R¬ĥʽƧDƯİAX[Ɣ͎>XZSbumDƯİDũʊ>˙
ʡDǨ#ÍDƓƲ̧ƿA­ [Ɣ͎Eŏ$ 
 
1.5.4. まとめ 
 **O=ĥʽƧ>¬ĥʽƧD4\5\DzcDƯİ>4*=ɚ
Y\[¬š˫DÍDƓƲ̧ƿD̶A[>ƥ^\[ɯ̷̷ÖA:<ȍ˩0[6R
мочьÁŌD̖˱>D˱ʦĨDŅĨ>мочь>D˱ʦĨDŅĨ>D4\5\A:<
Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜D8yd>yd	A!([¥yDǡ̱ɪ÷ŽDȦ̑_ˬ
P6 
 мочьÁŌD̖˱DŅĨyd=E 74.06%yd	=E 74.71%>4\5
\DąĨ=ş´ÍDƓƲ#̧ƿ,\<[̖˱ мочь A:<ˡ F*Dyd
	=Eş´ÍDȦɔ#ydAȦ.<ˇƃ͝&@9<E[ͣ83.96%#ş´Í
=ɚY\<[ͬyd=E 76.31% ͤ 
 *DXA¼ĺD¥yDǡ̱ɪ@÷Ž_˚[̼Z=EƯİ¤ʨ˱Ȓ̜D8
yd	DŅĨA̼9<ş´ÍDȦɔ#̿ʊ9<͝&@[>^(=EƟ1.S@
î̉0[ɹɔ>˟Ɇ"Y0[>¬ĥʽƧDƯİ>¬š˫DÍDƓƲḐ
ƿD̶AEɑAƐƔ̷͎Ö#[>Eƥ^\@ 
 yd	DȒ̜DŅĨAş´ÍDȦɔ#͝&@[âī#˰RY\[DE[ɑ
šD̖˱A̼9<DP=[ͣǸS͕ˍ@âī_ɻ.6DEв состоянииğH
невозможно =96 ͤ.6#9<¬ĥʽƧDƯİ#ĮO\<[ŅĨAş´Í#
ŪY̧ƿ,\[>ˡ [DE*\YD̖˱A̼96ŅĨ>*>A@[ 
 4\ÁŌD̖˱DŅĨydDŅĨ>MNĩȓD÷ŽDâī_ɻ.<!Z*
\EĖAĥʽƧDƯİ_ĮQ̖˱>¬š˫#ʦĨ0[ŅĨA˟Ũ,\[ì˅ɪ@â
īAȱ96SD>@9<[ 
 .".@#Y¼ĺƚ6¥yE̖˱>¬š˫D˱ʦĨ>o¥uDP_ũ˿
>.<Ģ͂,\6SD=[ sb˱A!<ĥʽƧDƯİ_˓.[ʨ˱Ȓ
̜E¾ASśĿ0[*>EǫA̖L6̚Z=[ͣ cf. ʐ¸ʋʐ 3.5.1.ʖͬʐ§ʋ
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ʐ 2ʖ ͤ¼ĺDʶŨA̿.<E4\YDʨ˱Ȓ̜A!([ÍDƓƲ̧ƿA:<D
˸ȆEğ`=@6R4DɆA:<E¼ƘD˷͔>.<ƍ$ʪ$ģZʤP¼
ĺɹ˰.6X@¥yDǡ̱ɪ÷ŽA:<SǜR<˸Ȇ.6ª=ȍˣ_Ĉ 
[Ɵ˙#ö<&[7] 
 
1.6. まとめ：ロシア語における可能性に関わるモダリティと不定詞の体のカテゴリー 
1.6.1. 概要 
 ǿʖ=E**O=ː@9<$6˟ŨA:<O>R<&*>A0[ 
 **O=мочьÁŌD¦̝D̖˱ͣуметь; способен; в состоянии, в силах; можно, 
нельзя, возможно, невозможноͤ>мочь>Aŏ$&÷͖.6ª=ʶŨ.6 
 ăʷE͉ɕţDzc_˓0*>Aɑď,\<!Z*\YD̖˱>¬š
˫#˱ʦĨ_@0ŅĨA¬š˫DÍDƓƲ#?DXA̧ƿ,\<["A:<
˟Ũ_ː@96ͣcf. ʐ 1.3.ʖ ͤ 
 4\Aũ.<ƘʷE͉ɕţDzc>˪šDzcDĠǨ_˓
0*>#=$[6RO1¬š˫DÍDƓƲDÐɚţƲ>4D˓.[zc
Dʅ͖ğH4*=DÍDƓƲD̷ÖA:<ʶŨ.6ͣcf. ʐ 1.4.ʖ ͤ 
 ǿʖ=E¼ĺD¥yDǡ̱ɪ÷ŽD˟Ũ>**O=ː@9<$6ʶŨAX9
<ƚY\6ɶ˚_ʤPĨ^2[Ɠ= sb˱A!([ĥʽƧDzc>̖˱
>ʦĨ0[¬š˫DÍDiq¥DȘʽA:<O>Rɯ̷̷ÖDìÍã_Ǌ 
[*>_ɭɪ>0[ 
 Á«O1ʐ 1.6.2.ʖA!<ĥʽƧDzcDʅ͖>Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜>D
̷ÖA:<ɹ˰0[ 
 4.<ʐ 1.6.3.ʖ=E4\5\DĥʽƧDzcDʅ͖>4DƯİ¤ʨ
˱Ȓ̜4.<4*=ɚY\<[¬š˫DÍDiq¥#Ȅ6.<[ȘʽA
:<ɹ˰0[ 
 
1.6.2. 可能性に関わるモダリティの種類と意味・統語構造 
1.6.2.1. Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜+>DìÍɪ@ÐɚţƲ  
 **=E**O=˚<$6¥yDǡ̱ɪ÷Ž>Ưİ˹ɪ@ʶŨDʦȄ_̰C
Ĩ^2 sb˱DǤȳÍʚA!<ĥʽƧA̷^[zc#?DX@
̖˱AX9<O64\5\?DX@Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜DǤAX9<˓.[D">
ɆA:<O>R<P[ 
 O1͉ɕţDzcDƯİ˓0ǤDƯİ¤ʨ˱Ȓ̜D8ţ̿AɚY
\[SDA:<ɹ˰.XéAƯİ¤ʨ˱Ȓ̜D÷͖_ː@96̿˹ɖɪAĥ
ʽ@ƯİȒ̜_Ů$ö.6#ͣcf. ʐ¸ʋʐ 5.4.ʖ ͤ¼ĺĢ͂.6¥yD÷Ž"
Y*\YD8ţ̿A?Dyd#?DʄƇɚY\["DƽǕ#ĥʽA@96 
 ǸS͒ƇǡD͝Ȓ̜Eydͣ ĥʽƧͤ =Ț=yd	ͣ ¬ĥʽƧͤ
#X&ɚY\[Ȓ̜=[*>#÷"96 
 4D¦Ǩ=ǮY"A@96*>EƯİ¤ʨ˱Ȓ̜AX9<E·ţªM>`?ɚ
Y\@ydS[>*>=[yd ͣĥʽƧDŋʅͤ>yd
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 ͣ¬ĥ̨Ƨͤ E4\˂Í͒Ƈ#Ë@"=S*\YDyd=ñɪĥʽƧ
D̖˱#ɚY\[o¥uE¼ĺD˸Ȇ=E¥y#ȏR<Ű@"ì&ƚY\
@"96O6*.6âīE˛ȖDŏ$p¥u_˸L<P<Sŋ^Y@
>*>#÷"96 
 S¦ǨD˪šDzcDŅĨA:<EĹ:DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜D8
yd	ÁŌDȒ̜=E˪šDzcDƯİ_˓0*>#=$[ 
 Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Dyd_łɀA.4\5\Dyd=?DzcDƯİ_
˓0*>#=$["_O>R[>«˓DXA@[«˓°EƑˮƓƌ#¦
šD͒Ƈ=ɚY\[*>_˓.EɚY\@"ɚY\6>.<SȏR
<͒Ƈǡ#Ë*>_ɻ0ͫ 
 
˓ 4-42ͫzcDʅ͖>Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜DÐɚţƲ  
	 
タイプ	 
モダリティの種類	 
評定のモダリティ	 
（мочь のみ）	 
非現実のモダリティ	 
内的可能性	 外的可能性	 
Ⅰ	    
Ⅱ	    
Ⅲ	    
Ⅳ	    
 
 ydA:<E˪šDzc>͉ɕţDzcDĠǨD
zcDƯİ_˓0*>#=$[ 
 ydS˪šDzc>͉ɕţDzcDĠǨDzc
DƯİ_˓0*>#=$[#¼ĺƚY\6¥yAXZ͉ɕţDzc#
˓,\[ŅĨAEñɪĥʽƧD̖˱#ɚY\[*>EȏR<ʃ=[*>#ǮY
"A@9<[ͣcf. ʐ 1.3.3.2.ʖ ͤ.6#9<ō&DŅĨ*DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜E
͉ɕţDzcDŅĨŌɪĥʽƧA:<DPɚY\[>*>A@
[ 
 yd	Eª=S˚6XAͣcf. ʐ 1.3.4.ʖʐ 1.4.3.3.ʖ ͤ*DƯİ¤ʨ˱Ȓ
̜=E˪šDzc_˓0*>E=$@.6#9<*DȒ̜E·ţª
͉ɕţDzc_˓0*>Aɑď,\<[Ȓ̜=[>ˡ9<X 
 yd
S¼ĺƚY\6¥yAXZñɪĥʽƧD̖˱#ɚY\[*>#ȏ
R<ʃ=[*>#ǮY"A@9<[ 
1.6.2.2. ÐɚţƲAơ/64\5\D̖˱DɑƝ¿(  
 ¼ĺD˸ȆAX9<[ɑšD̖˱E[ɑšDƯİ¤ʨ˱Ȓ̜=."ɚY
\@>ÐɚţƲ#ǮY"A@96 
 ̖˱+>A4\5\DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜Dyd=?DʄƇɚY\<["O
64D̿ʦĨ0[¬š˫DÍDƓƲ̧ƿA̷0[¥yDǡ̱ɪ÷Ž_O>R[>
«˓DXA@[ͫ 
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˓ 4-43̖ͫ˱+>D÷ŽͣbD[Č˫ͤ  
内的／外的	 
可能性	 
述語	 不定詞	 
の体	 
意味・統語構造のタイプ	 合計	 
Ⅰ	 Ⅱ	 Ⅲ	 Ⅳ	 
	 
	 
	 
内的可能性	 
уметь 完	 18 0 12 0 30 
不完	 52 2 30 0 84 
способен 完	 37 0 3 0 40 
不完	 31 0 3 0 34 
в состоянии 完	 5 0 18 0 23 
不完	 4 0 2 0 6 
в силах 完	 0 0 15 0 15 
不完	 0 0 1 0 1 
合計（内的可能性）	 147 2 84 0 233 
мочь 完	 831 16 424 22 1293 
不完	 258 12 81 18 369 
合計（мочь）	 1089 28 505 40 1662 
	 
	 
	 
外的可能性	 
можно 完	 861 2 4 1 868 
不完	 271 15 1 0 287 
нельзя 完	 0 0 141 19 160 
不完	 0 0 114 14 128 
возможно 完	 12 0 2 0 14 
不完	 2 0 1 0 3 
невозможно 完	 0 0 90 2 92 
不完	 0 0 7 0 7 
合計（外的可能性）	 1146 17 360 36 1559 
合計（全体）	 2382 47 949 76 3454 
 
 ñɪĥʽƧD̖˱"Y˚<&*>A.Xª=S˚6̚ZñɪĥʽƧEyd
ğHyd
>Ȓ̜=E˓,\@ 
 уметь E?DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜Dyd=ɚY\["AE̷^Z@&ʦĨ0[
¬š˫E¦̀.<¬ş´Í#ōǡ_ĘR[ 
 способенEyd	DȒ̜=ɚY\[*>Eʃ=·ţªyd=ɚY\
[*>#M>`?=[̘Aв силахEyd	=."ɚY\@O6
в состоянииğHв силахEyd	=ɚY\[ŅĨʦĨ0[¬š˫E
ş´Í#̧ƿ,\[ 
 ŌɪĥʽƧ_˓0̖˱A̷.<ˡ F͕ˍ@÷ŽDɑƝ_ɻ.<[DE
невозможно=Z*D̖˱>ʦĨ0[¬š˫Eş´Í#ōǡ_ĘR[ 
 Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Dyd>4\5\Dyd#˓.[zcDʅ͖ğH
4\_ţɕ0[4\5\D̖˱A:<O>R[>«˓DXA@[@!«˓
=E¼ĺD¥y=Ðɚ͒Ƈ#Ë>ûǦ.6̖˱ͣ͒Ƈǡ# 5ÑăƘDSDͤE
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̽<[ͫ 
 
˓ 4-44ͫ sb˱A!([ĥʽƧDzcDǤͣƯİ¤ʨ˱Ȓ̜>̖˱ͤ  
	 
	 
タイプ	 
モダリティの種類	 
評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
内的可能性	 外的可能性	 
Ⅰ	 мочь мочь, уметь,  
способен, в состоянии 
мочь, можно, возможно 
Ⅱ	 мочь  мочь, можно 
Ⅲ	  мочь, уметь, 
 в состоянии, в силах 
мочь, нельзя, невозможно 
Ⅳ	 мочь  мочь, нельзя 
 
1.6.3. 可能性に関わるモダリティにおける不定詞の体の形態の果たす機能 
1.6.3.1. zcDƯİ¬š˫D˱ƒɪƯİ>ÍDȘʽ  
 ĥʽƧA̷^[zcE͉ɕţDzc>˪šDzc>A
ŏ$&÷([*>#=$[#ǫAª=˚6XAͣcf. ʐ 1.4.4.1.ʖ ͤ4\5\D
zc#ũ˿>.<[ɒȲE4\5\·˿>Ĳ͔=[ 
 ·˿E̉ʔǳɆÁ̻Aɘ/[ɒȲDP_˓0DAũ.<Ĳ͔DŅĨA
E̉ʔǳɆ=ǫAɘ/<!Z̞ː.<[ɒȲ@?S˓.[6R4.6Ż
ɣSʶƴAë\6ª=¬š˫DÍDƓƲ#Ȅ60ȘʽA:<ʶ [Ɵ˙#[7
]Á«=E͉ɕţDzc>˪šDzcD4\5\A:<
¬š˫DÍDƓƲ#Ȅ6.<[ȘʽA:<ʶŨ0[ 
 O1͉ɕţDzc_˓0ǤA!([¬š˫DÍDƓƲA:<ʶ <P
X*DzcA!([¬š˫Dş´ÍEǽȂAɘ/[ɒȲA:<˓0
̿AɚY\[ͫ 
 
(4-58) Ваня может посмотреть [PFV-INF] телевизор сегодня вечером.òǑ 
¡¥E¼Ŏ_˚[D"S.\@ 
 
 *DǤEͣ *Dǳ̶@YťAƸ9<[D=ͤ¡¥E_˚[*>#=
$[[Eͣ đʷD˦ĥ_ƚ<[D=ͤ¡¥E_˚<X>
¸̚ZDˠ̯#ĥʽ=[1\SƑˮɒȲDŌɪĥʽƧ_ɻ.<[ 
 4\Aũ.<¬š˫D¬ş´ÍAX9<˓,\[DEƑˮɒȲDǆʪƧ[
EġƜƧͣğH4\Ał;6ʴƳƧ¦˅Ƨ@?ͤ>*>A@[ͫ 
 
(4-26) Она умела рассказывать [IPFV-INF] о своей поездке четыре часа подряд, и все 
четыре часа мы скучали.òǑ 
ƖŒE˂÷DǪːA:<Ĺǳ̶̚.=˭26#äYE4DĹǳ̶D̶19
>̗ų796 
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(4-71) Ваня может смотреть [IPFV-INF] телевизор без очков, даже издалека. 
¡¥E̥&"Y=Sɲ̴@.=_˚[*>#=$[ 
 
 *DŅĨ¬š˫_ş´Í=ɚ[*>E˦Ŧ,\@ͫ 
 
(4-71’) *Ваня может посмотреть [PFV-INF] телевизор без очков, даже издалека. 
 
 ş´Í#ɚY\[>ªÑͣ4-58ͤ=˚6ŌɪĥʽƧDˠ̯K>øZǷ^[*
>A@[6RªÑͣ4-71’ͤ=EǤʾAɊY0>˦Ŧ,\@>*>A@[ 
 O6ġƜɯͣ[EʴƳɯͤ_Ưİɪ@łɬ>.6ƑˮɒȲD¦˅Ƨ>
Ưİɪ@Ƨ̅S¬ş´ÍDƓƲAX9<˓,\[ͫ 
 
(1-4) В этом кинотеатре нельзя показывать [IPFV-INF] широкоэкранные фильмы.ò
Ǒ 
*DǱɞ͚=E¡dum¥¢DǱɞEªǱ0[*>#=$O2` 
 
 ȚA˪šDzc_˓0ǤA!([¬š˫DÍDƓƲA:<ʶ <PX
ª=Sɹ˰.6̚Zͣcf. ʐ 1.4.4.ʖ ͤ¬š˫D˱ƒɪƯİAơ/<4DȘʽE
ɣ@9<&[ª=EÁ«D¸ǤDȦ̑_ː@96ͫ 
 
(4-58) Ваня может посмотреть [PFV-INF] телевизор сегодня вечером.òǑ 
¡¥E¼Ŏ_˚[D"S.\@ 
 
(4-60) Ваня может смотреть [IPFV-INF] телевизор. òǑ 
¡¥E_˚<[D"S.\@ 
 
 ş´ÍDƓƲEͣ ͉ɕţDzcDŅĨ>ĩȓA ǽͤȂAɘ/[ɒȲ_ɻ0
DAũ.<¬ş´ÍEČ˫D˱ƒAơ/<Șʽ#ɣ@[ªÑͣ4-60ͤDXA
ƑˮɒȲ#̼ɟD[ vuͣ VendlerD÷͖A!([̣ƵDŅĨͤAŴ0
[ŅĨ¬ş´ÍE̉ʔǳɆ=̞ː.<[ČÏ_˓0"ġƜ0[ČÏ_˓0*
>#=$[ 
 4\Aũ.<ƑˮɒȲ#öȂ·ͣ VendlerD÷͖A!([þ̣DŅĨͤA
Ŵ0[ŅĨAEş´Í#ǽȂDɒȲ_ɻ.¬ş´ÍEġƜČÏ_ěā>.<˓0
#4.6ÑEţ̿AEʃ=[òƇ«Ñ_ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-65) Это может случиться [PFV-INF] в любую минуту, если мы наконец не обратим 
серьезного внимания на белорусский город Солигорск.  [UC]òǑ 
wqum>¥sD̬żAƶ#XXɱ͊ɭAȴƯ_ƺ
^@XA@\F*D*>E:=S̉$[7] 
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(4-65’) ?Это может случаться [IPFV-INF] в любую минуту, если мы наконец не 
обратим серьезного внимания на белорусский город Солигорск. 
 
 **=zcDʅ͖4\5\DzcDũ˿>@[ɒȲDĐ÷̉ʔ
ǳɆA!([ɒȲDɘ̉D̷ÖƑˮɒȲDƧ̅4.<4\Y_˓0ÍDƓƲ>
4D˓0bum@?D̷Ö_O>R[>«˓DXA@[ͫ 
 
˓ 4-45ͫzcDƯİ>ȓ@˙ʡD̷^ZĨ  
モダリティ	 対象となる	 
状況	 
起算時点と	 
状況生起の関係	 
状況の	 
性質	 
完了体	 不完了体	 
͉ɕţ ·˿ ̉ʔǳɆÁ̻ 
ɘ/[ɒȲ 
 vu ş´ɯ ǆʪɯͬġƜɯ 
öȂ· ş´ɯ ġƜɯ 
 
˪š 
 
Ĳ͔ 
̉ʔǳɆ= 
ɘ/<[ɒȲ 
 vu  ̞ːɯ 
öȂ·   
̉ʔǳɆÁ̻ 
ɘ/[ɒȲ 
 vu ş´ɯ ġƜɯ 
öȂ· ş´ɯ ġƜɯ 
 
1.6.3.2. ÍDʍĨDo¥u  
 ăʖ=˚6XAÍDƓƲ̧ƿAX9<ƯİDŻɣ#ǮɹAɕ\<&[o¥u#
[¦Ǩ=?8YDÍDƓƲ_ɚ<SǤƯ#ŋ^Y@o¥uS˟Ũ,\[
^V[ÍDʍĨDo¥u=[Ñ FÁ«DX@Ñ#ˮƑ0[ͣÑǤEì<
òǑͤͫ  
 
(4-3) Она умела внести [PFV-INF] в их застолье, в неторопливый обмен мыслями 
притягательную, хотя и нервную ноту, будоражущую игру.  [UC] òǑ 
ƖŒEƖYDɽǬD͘ĕA:OZȨƠ.\U*\UDƥʶDUZģZ
AYY.6˸ř=E[(\?S͞ćɪ@ƞ_Ǘ,J9<&\[̠
H_ǆ8̔Q*>#=$[»796 
 
(4-4) Так утверждается иной тип взаимовлияний характера и обстоятельств: не 
только обстоятельства влияют на личность, но и личность на обстоятельства, 
что, собственно, и составляет предмет исследования, фокусировку 
познавательных интересов метода: как человек способен влиять [IPFV-INF] на 
время, подчинять его себе, своей воле, своему сознанию.  [UC] òǑ 
*DXA±Ə,\<[DEƧȉ>ɗņDɯ¹ÏɚDüDyd=[
ÚƧAƔ͎_­ <[DEɗņDǨF"Z=E@&ÚƧDǨSɗņAƔ͎
_­ <[ţ̿*D*>#ɸʈũ˿ǨȳD˰˻A̷0[˃İAũ0[
ɈɆ>@9<[?DXA»Eǳ̶AƔ͎_­ ǳ̶_˂YA˂Y
DƯƥA˂YDƯ˻AƙŴ,2[*>#=$[D7]" 
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(4-5) Был поставлен вопрос о том, насколько композиционно-языковая 
вариативность отдельных текстов способна повлиять [PFV-INF] на стабилизацию 
достаточно крупных и структурно четко организованных вариантов 
(разновидностей) литературного языка.  [UC] òǑ 
4\5\DkuDȒ̜ªDŋČƧ>SD#ȕɀ˱DĒ÷A˛Ȗ#
ŏ$&Ȓ̜ɪAǮɹAǢ Y\<[£ab¢ͣʅ͖ͤDŞšďA?D
ʄƇƔ͎_­ [">*>A̷0[ĵ͔#Ǔ̉,\6 
 
(4-13) Тане в тревожные минуты не легко дается спокойствие. Мягкий и уступчивый 
человек, не умеет заботиться [IPFV-INF] о себе, отстаивать личные интересы.  
[UC] òǑ 
y¥E¬Ş@ǳAE@"@"Ȩǆ8#ˋ8ɳ"@D7æ.&<
»A˽[ƧȉD»=˂ ÷D*>_"O96Z˂ ÷Dýɫ_ŝ96Z0[*
>#=$@»@D=[ 
 
(4-15) Невозможно пройти [PFV-INF] мимо и такой страшной беды — ежегодно от 
голода умирают 400 миллионов человек, в том числе 17 миллионов детей. [UC] 
òǑ 
*DX@ƨ].¬ƅ_͡9<˚̢+0*>E=$@ȤƄřÒ 1700
¨»DřÒ_ĮQ4å»D»#͙ =º&@9<[D7 
 
(4-24) То, что сделала сборная Финляндии с допингом, конечно, мерзко. Но не 
может не вызывать [IPFV-INF] уважения их искреннее признание своей вины. 
[Ogonek, 2001Ƅ 12ħ: http://www.ogoniok.com/archive/2001/4687/12-50-51/]ò
Ǒ 
c¢¢DÀ˓{¥#¥¢n=.6*>ES8]`Ĕĉ@*>7
.".@#YƖY#˂YDʯD*>_˲ţAįɨ.6*>AEŬǠDƢ_ǀ
"-[_ƚ@ 
 
 4\5\DǤA!<«ʬ̫D¬š˫DÍDƓƲ_S¦ǨAë\Ƿ <SǤ
DƯİEŋ^Y@ 
 ɑA͉ɕţDzcͣ°=SñɪĥʽƧD̖˱>DʦĨͤDŅĨA*.6
Ñ#ō&ɹ˰=$6ͣªÑ 4-3, 4-4, 4-5, 4-13, 4-15@?ͤ#ª=˚6XAȓ@̖
˱Dȓ@Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜=*DʍĨDɕ˿E˚[*>#=$[ 
 *.6o¥u#Ű@"Y1ɹ˰=$6*>=¬š˫DÍDƓƲ#zc
DƯİ̖ͣ˱DƯİUƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DŻɣͤDƔ͎>Ë́\6>*]=̧ƿ,\<
[>*>Dà˩AS@Z[7].".@#Y¼ĺD˸Ȇ=E*Dʍ
ĨDɕ˿DţƲ˸Ȇ_±6[ɭɪ>.<@"966RǦɏɪ@Ƭń."ƚY\
<@¼Ƙƍ$ʪ$*DÍDʍĨDo¥uA:<Eü̙ǵ@[ȍ˩#ȫ
RY\[ 
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1.6.4. 可能性に関わるモダリティの種類と意味・統語構造、不定詞の体の形態 
 **O==ĥʽƧDƯİ_ĮQzcDʅ͖>Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜>D̷Ö
4.<4*=̖˱>ʦĨ0[¬š˫DÍDƓƲ>D̷ÖA:<˚<$6 
 ǫAª=ͣcf. ʐ 1.6.2.1.ʖ˓ 4-42 ͤzcDʅ͖>Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜DÐɚ
ţƲA:<EO>R6#4*A¬š˫DÍDƓƲA:<Dłɀ_Ĉ [>«
˓DXA@[«˓°EƑˮƓƌ#¦šÁªD͒Ƈ=ɚY\[*>_ɻ
.ũ.<EƑˮƓƌ#ɚY\@"ɚY\6>.<SȏR<ʃ=
[*>_ɻ0ͫ 
 
˓ 4-46ͫzcDʅ͖>Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜¬š˫DÍDƓƲ  
 
タイプ	 
不定詞の	 
体の別	 
モダリティの種類	 
評定のモダリティ 
（мочь のみ） 
非現実のモダリティ 
内的可能性	 外的可能性	 
Ⅰ	 
	 
完	    
不完	    
Ⅱ	 完	    
不完	    
Ⅲ	 完	    
不完	    
Ⅳ	 完	    
不完	    
 
 ydA̷.<ˡ F·ţªÍDƓƲAX9<zcDʅ͖_Đü.<
[>˚[*>S=$[O6yd	E͉ɕţDzc_˓0DAɑď,\
6Ȓ̜=[ 
 O64\5\DÍDƓƲD˓0ƯİA:<Eª=˚6˓ 4-45ͣcf. ʐ 1.6.3.1.
ʖͤA!<ɹ˰.6̚ZČ˫D˱ƒɪƯİAơ/<ɣ@[bumDƯİ_
˓.[ɑAydDȒ̜AX9<˪šDzcDƯİ_˓0̿AE¬
ş´Í#ɚY\[DEƑˮɒȲ#̼ɟD[ vuDŅĨ=[ 
 
2. 語彙的意味を基準にした分析の試み 
2.1. 本節の概要 
 ăʖO==¼ĺĢ͂.6¥yAł;$éːɸʈDˤ̖Dȍ˩_ː@96 
 ǿʖ=EƙȂDɸʈ>Eɣ@[˜Ɇ"Y÷ȃDũ˿_ǜR<˚ɮ.<P[*>
A0[ 
 Ñ F**O=˚<$6ÑǤD°=&:"DČ˫E4Döɕ0[Ưİ¤ʨ
˱Ȓ̜A̷^Z@&·ţªş´ÍDƓƲ=DPɕ\<$<[>SD#[
Á«DÑǤ=ɹ˰.<PXͫ 
 
第四章	 
言語現象の実態の検証、考察と解釈	 
 204 
(4-6) В этом смысле можно согласиться [PFV-INF] с академиком А.Д. Сахаровым, 
который считает, что более глубокие сокращения СНВ потребовали бы учета 
многих других условий, в том числе наличия систем ПРО.  [UC] òǑ 
*DƯİ=Er ėŉAĩƯ=$[ƖEƷɡïĸDXZ¦ŵDĂȼA
Erd̹˒suDśĿSĮR6¾DXZō&DȁÃ_ʶƴ0[Ɵ
˙#[7]>ʶ <[ 
 
(4-42) И Веня не мог согласиться [PFV-INF] с тем, что его нет. [UC] òǑ 
£f¥EƖ#S@>*>#ʜƚ=$@"96 
 
(4-20) Нельзя не согласиться [PFV-INF], например, с тем, что пришла пора создать 
координационный совет по Азовскому морю.  [UC] òǑ 
Ñ FbxȸA̷0[˸ǢD6RD˪˼Å_Ć˥0[ǳǼ#Ȃ<[>
*>AEĩƯ2-[_ƚ@ 
 
 *Dсоглашаться/согласитьсяͣĩƯ0[ ͤ>Č˫A̼9<ˡ F¼ĺĢ͂
.6¥y=Eş´ÍDƓƲ=ɚY\<[o¥u#ŪY=[ĩȓDâī_
˚2[Č˫E**=˚6соглашаться/согласитьсяD¾AS&:"śĿ0[
O64D¦Ǩ=MN¬ş´Í=."ɚY\@>Č˫SśĿ0[Ñ F
учитывать/учестьͣʶƴ0[ ͤ>Č˫DÑ_˚<PXͫ 
 
(4-72) Нельзя не учитывать [IPFV-INF] того, что Троцкий и троцкисты, как это в 
резкой форме обнаружилось после смерти В.И. Ленина, были противниками 
ленинской идеи построения социализма в СССР.  [UC] 
 ~k¥> ~ku68#¥¢DȞƘ*D*>#Ʀ̞ɪ@Ɠ=Ǯ
Y"A@96XAw̝̩A!([ɼÅ±ʳDƊ˥>¥¢DƥƮD
ġũʷ796>*>Eʶƴ.@^(AE"@ 
 
 *DÑ=ɚY\<[¬š˫_ş´ÍAë\Ƿ [>Á«DXA@[ͫ 
 
(4-72’) Нельзя не учесть [PFV-INF] того, что Троцкий и троцкисты, как это в резкой 
форме обнаружилось после смерти В.И. Ленина, были противниками ленинской 
идеи построения социализма в СССР. 
 
 *DXAÍDƓƲ_ë\Ƿ <SǤƯA̤Eɘ/@>4\AS""^
Y1ţ̿AƚY\[¥yE¬ş´Í#ŪY=[ 
 *DXAƯİɪʨ˱ɪɗņDɣĩA̷^Y1?8Y"¦ǨDÍDƓƲ=D
PɚY\[[E¦ǨDÍDƓƲ#̧ƿ,\[ąĨ#͝>âī_˚2[
Č˫#[ 
 ʐ¦ʋ=S̖L6̚ZƙȂDɸʈ=E¬š˫#ʦĨ0[ɯƹ>@[˱DƯİA
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:<Eȴɭ,\<!Z4\>ÍDƓƲ̧ƿD̶A[ɯ̷̷ÖA:<ˤ̖,\
<$6.".@#Y¬š˫4\˂ÍD˱ƒɪƯİ>ÍDƓƲ̧ƿD̷ÖA:
<EM>`?ȴɭ,\<*@"96*Dʖ=E*D¬š˫D˱ƒɪƯİ>
ĖÊAɭ_ī(4\>ÍDƓƲ̧ƿD̶AÎY"DƔ̷͎Ö#["?"A:
<÷ȃ_ˬP[ 
 @!Á«ǿʖ=Eũ˿>0[Č˫Dyd_ÍDb_ǆ:Č˫DPAʧ9
<˹_̞R[*\EƓƌ̧ƿDǤȳɪƟ˙Ƨ#ɘ/[DE*DydDČ˫=
[6RO1*DydDČ˫_æéɪAʶŨũ˿Aǋ [L$=]>DƯĽ
#["Y=[ 
 ȚʖÁ̻=EO1*D÷ȃ_ː@A6Z·ăAƟ˙@ÏȎA:<̖L[
4*=EČ˫ͣ¬š˫ ͤ>ĖÊ=ƚY\<[¥y_4D˱ƒɪƯİ_
łɀ>.6ĖÊ=O>R)[ÏȎ_ː@ 
 
2.2. 体のペアを持つ動詞：語彙的意味を基準とした単位への統合 
2.2.1. 語彙的意味を基準とした単位への統合 
 ǿʖ=D÷ȃ_ː@Aéʊ8ÍDb_ǆ:Č˫D¥yA¦šDõɖ_Ĉ 
[ 
 0@^8ÍDb_Ƶ.<[>ʶ Y\[ş´ÍČ˫>¬ş´ÍČ˫A:
<4\5\üDČ˫>.<**O=Eƻ^\<$6¸:DČ˫_4D˱ƒɪƯ
İ_łɀ>.6ĖÊ=O>Rª)[ 
 ðÍÑ=ʶ <PXÑ Fоткрывать>¬ş´ÍČ˫>открыть
>ş´ÍČ˫E̵([>˱ƒɪƯİ_îǺ.<!ZÍDb_Ƶ.<
[>˚@2[ͣcf. ʐ¸ʋʐ 2.6.1.ʖ ͤ*D¸:DČ˫_G>:DČ˫D¸Ɠ
Ʋ>˚@.<открывать/открыть>ĖÊAO>R[*DĖÊAX9<ɞš
.6ƘÁ«Dʋ=4Dǉ[˄A:<˟Ũ_ː@19 
 @!*D˱ƒɪƯİ_łɀ>.6ĖÊAO>R)[̿A[Č˫DÍDƓƲ
ɪũʊ#¬Ǯɵ@ŅĨAE÷ȃDũ˿"YEěā>.<̽Ō0[Á«DX@Ņ
Ĩ#4\AˮƑ0[ͫ 
 
 [Č˫#ÍDb>.<˘ǡDČ˫>Dũơ#Ʈš,\[ŅĨ 
b [¬ş´ÍČ˫#˘ǡDş´ÍČ˫Db>.<Șʽ.[ŅĨ 
d [ş´ÍČ˫#˘ǡD¬ş´ÍČ˫Db>.<Șʽ.[ŅĨ 
 
 [Č˫#^V[ÍD di_ƓƵ0[X@ŅĨ 
                                                
19 *Dƻ"YS÷"[XA**=EČ˫DÍDiq¥>SD_˱Ɠŋďɪiq
¥ͣсловоизменительная категория ͤ>.<Ƒƈƻ*>A0[*DÍ>Ǥȳɪiq¥
_ͣ Ñ FǡDiq¥DX@ ͤ˱Ɠŋďɪiq¥>˚@0D"[E ͣƧ
Diq¥DX@ ͤ˱÷͖ɪiq¥ͣсловоклассифицирующая категория ͤ>˚@0D">
ɆA:<S*\O=ō&D˼˹#Ƶ,\<$<[#*\SÍDiq¥_Ź[˺ĵ͔
D°=ǽ7Ǹʣɪ@ʦ˹Aþ̣.<@SDD¦:=[*Dĵ͔Dȑ˙A:<EШмелев и 
Зализнякͣ2000ͤ@?_ĞɊ 
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 Á«Dʖ=ªˤD4\5\A:<ɹ˰0[ 
 
2.2.2. 特殊なケース 
2.2.2.1. ÍDb>.<˘ǡDČ˫>Dũơ#Ʈš,\[ŅĨ  
 O1[Č˫AƮš,\[ÍDb>.<˘ǡDČ˫>ũơ̷Ö#Ʈš,\[
X@ŅĨͣªˤͤ_ʶ <PX 
 *\AE¸:Do¥u#[ 
 ʐ¦Do¥uE¬ş´ÍČ˫#,O-O@ş´ÍČ˫DÍDb>.<Șʽ.
[ŅĨ=[ͣÑ F играть, меняться, мириться, пасть, разворачивать, резать, 
стирать, темнеть, учиться@? ͤ*DŅĨAE¦ũ¦DÍDũơ̷Ö_ɞš0[*
>#ļͅ@*>"Y*\YD¬ş´ÍČ˫!XH4\>b_Ƶ.[ş´ÍČ
˫îAĖÍČ˫>.<ƻũ˿"Y̽Ō.6ĩȓDɖɛ=возвращатьсяͣcf. 
вернуться, возвратиться ͤценитьͣcf. оценить, оцениватьͤSũ˿"Y̽Ō.<[ 
 ʐ¸Do¥uE*\>E̘DŅĨ=[раскладывать / разложить, разлагать / 
разложить DX@ĩ/ƓƲDş´ÍČ˫#ɣ@[¬ş´ÍČ˫>ũA@9<ɚ
Y\[>Ʈš,\[ŅĨSũ˿"Y̽Ō.<[ 
2.2.2.2. ^V[ÍD di_ƓƵ0[ŅĨ  
 ȚA^V[ÍD di_ƓƵ0[X@ŅĨͣªˤͤ_ɹ˰.<!*
 
 ÍD diͣвидовая тройка ͤ>EÁ«DX@ɑƝ_ǆ:©:DČ˫D̷
Ö_Ǉ.<ɚ[ˑ˱=[20ͫ 
 
 Ǐ͑̒D@¬ş´ÍČ˫ͣÑͫесть, питьͤ 
 ªDAǏ͑̒_¿Ĉ.<ƓƵ,\6ş´ÍČ˫ͣÑͫсъесть, выпитьͤ 
 ªDAǏ̒_¿Ĉ.<ƓƵ,\6¬ş´ÍČ˫ͣ Ñ сͫъедать, выпивать  ͤ
 
 **=ȷɘç>@[łǿɪ@Č˫21ͣªˤͤ_?DXAƻ">Ɇ#ĵ
͔>@9<&[*\YDČ˫Eȓ@ş´ÍČ˫D¬ş´Í>.<Șʽ0[ŅĨ
#["Y=[Ñ FªÑ пить>łǿɪ@Č˫ͣªˤͤE4\AǏ̒
_¿Ĉ.<ƓƵ,\6выпить>96ş´ÍČ˫Db>.<SȘʽ.[¦Ǩ
=ş´ÍČ˫ выпитьAE*DČ˫"Yȷɘ.6¬ş´ÍČ˫ выпивать#b>
.<ɚƯ,\<[ 
                                                
20 *D*>E[Č˫D¬ş´Í>ş´Í>D¦ũ¦DʦH:$#,M?Ɛ&@Č˫#[*>
_ɻ.<[>Sˡ [O6ʕ˚AX\Fȷɘç>@9<[¬ş´ÍČ˫>ȷɘ.6ş´
Í"Y,YAȷɘ.6¬ş´ÍČ˫>D̶DǤȳɪːČD̤ͣ0@^8ɧ˭A!<ì&ĩ/X
AɚY\<[D"ɚ[*>#=$[D"@?ͤS¼ƘDɸʈũ˿>.<Ƞ,\<[*
Dĵ͔Eª=̖L6ÍDiq¥#?DX@Ǥȳɪiq¥@D">ĵ͔AS:@#
Z[ sb˱bum˹A!([ɖ˹ªDŏ$@ĵ͔Ɇ=[>ƥ^\[#ǽ7ˠȭ_˚<
@SDD8DG>:=[ 
21 производный глагол_Ǉ0#ȈȿČ˫>˧˱#è<Y\[*>S[ 
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 *DX@·Ƭ#[6Rȷɘç>@9<[¬ş´ÍČ˫ͣªˤͤ#[
ş´ÍČ˫ͣªˤͤ>¦ũ¦Dũơ̷Ö_ǆ96Č˫>.<ɞš0[*>Eļͅ
=[*.6Č˫DÑ>.<гладить, есть, играть, ковать, крутить, мазать, менять, 
меняться, мыть, пить, рвать, резать, учить, ценить, шить, шутить@?#¼ĺĢ͂.6
¥y"YEƚY\*\YE¬ş´ÍĖÍČ˫ƻ>.<[ 
 @!ªˤDğHA:<E4\5\#b_ǆ:Č˫=[>˚@.G
>:DČ˫>.<O>R6 
 
2.3. 体の形態的対立のスケール 
2.3.1. 概要：体の形態的対立のスケール 
 **=ÍDƓƲɪũʊDuo¥>ǧ6@Ǉȕ_ʶ <P[*DÍD
ƓƲɪũʊDuo¥>E[Č˫DÍDƓƲDöɕâī#ş´Í=ɕ\[ą
Ĩ#ōD"4\>S¬ş´Í=ɕ\[ąĨ#ōD"_ǡÜ=˓ɻ0[Ǉȕ=
[ 
ª=˚6XA¼ĺĢ͂.6ĥʽƧDzc>î̉0[¬š˫E&
:"DSDA:<E4DÍDƓƲDɚY\ǨA̷.<¦šDÝZ#[*
DÝīɪɑƝ>SD_[ʄƇǡÜď.<Ǌ [6RAĢ͂.6¥y"Y
ƚY\6ǡÜAũ.<ʘĖ@ǚÏ_ː@*DǚÏAX9<ƑˮČ˫#ɚY\
[ŅĨDÍDƓƲDɕ\ǨA:<?\&Y?8Y"¦ǨDÍAÝ9<̧ƿ,\
<[D"[EÝ9<@D">*>_ͣ [ʄƇO=ͤǡÜď.<˓
ɻ0[*>#=$[S8]`ǿȂ=\FXZĜŧ@ʨˢɪõɖ_ː@Ɵ˙#
[D7]#**=EŏO"@ɭŞ>.<DǡÜ_ƚ[*>#±@ɭɪ@D=
+&ʘĖ@ǚÏDPAɠR[ 
ÍDƓƲɪũʊDuo¥22EȚDX@Ǩȳ=ʔö0[ 
O1ƑˮČ˫Dş´Í>¬ş´ÍD4\5\Döɕǡ_ʫöɕǡͣƑˮ˱ƒ
Dş´Í>¬ş´Í_Ĩ^26SDͤ=ąZʫöɕǡA!<¯ʷDĘR[Ȧɔ_
ȫR[ 
 **=ÕŢªăʷDǡÜͣʫöɕǡA!([ş´ÍDąĨͤ"YƘʷͣʫöɕ
ǡA!([¬ş´ÍDąĨͤ_ƍ$,YA4\A 10_²/[ 
 *\YDǚÏ_O>R[>ȚDX@ǡƌ=˓^0*>#=$[ 
 
 
ǡƌ 4-1ͫÍDƓƲɪũʊDuo¥Dˢʔƌ  
  
（完了体の出現数）－（不完了体の出現数）	 	 
――――――――――――――――――――――――――	 ×10	 
（当該動詞の合計出現数）	 	 
 
                                                
22 Á«=EÍDƓƲɪũʊDuo¥>ıʁD¾AĖAũʊDuo¥[Eu
o¥>ıJ*>#[ 
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 *DˢʔAXZ10"Yͥ10O=DǡÜ#ʔö,\[ 
 ş´Í=ɕ\[Ȧɔ#͝ͣ0@^8ş´ÍDƓƲ#̧ƿ,\[ƐÝīɪɑ
Ɲ#˚Y\[ͤSDE10A̕ǡÜ_ɻ0̘A¬ş´ÍDƓƲ#ɚY\[Ȧ
ɔ#͝SDEͥ10A̕ǡÜ_ɻ0 
 
 
Ľ 4-1ͫÍDũʊDuo¥  
10 ¤¤¤ş´Í=DPɕ\<&[ 
  
0 ¤¤¤ĠǨDÍDƓƲ=Ⱦ̡@&ɕ\<&[ 
  
-10 ¤¤¤¬ş´Í=DPɕ\<&[ 
 
 
2.3.2. 体の形態的対立のスケール（今回のデータから） 
 ªDˢʔƌ_¼ĺƚY\6¥yAũ.<̦ɚ.6ʦȄ#«˓=[uo¥
DǡÜD͝SD"Y͐AǓɻ.<[ 
 @!**=EČ˫Döɕʫǡ# 10ÁªDSDA̼9<uo¥DÜ_ʔö.6
23ͫ 
 
˓ 4-47ͫÍDũʊDuo¥ͣĥʽƧDƯİ_˓0̖˱>ʦĨ0[¬š˫DŅĨͤ  
動詞 総数	 不完了体	 完了体	 スケール	 
помогать / помочь 21 0 21 10 
оказываться / оказаться 18 0 18 10 
представлять себе / представить себе 17 0 17 10 
случаться / случиться 16 0 16 10 
позволять себе / позволить себе 14 0 14 10 
заставлять / заставить 13 0 13 10 
казаться / показаться 13 0 13 10 
относить / отнести 13 0 13 10 
покупать / купить 12 0 12 10 
восстанавливать / восстановить 11 0 11 10 
заменять / заменить 10 0 10 10 
становиться / стать 42 1 41 9.52 
объяснять / объяснить 28 1 27 9.29 
соглашаться / согласиться 20 1 19 9.05 
вспоминать / вспомнить 21 1 20 9 
                                                
23 *Duo¥ñDǡÜA:<Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜+>D÷ŽSɻ.6SD_˖̋̃ǥ>.<Ǿ
ŲAȺ¿.6D=ĞɊ,\6 
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отвечать / ответить 16 1 15 8.75 
принимать / принять 16 1 15 8.75 
называть / назвать 42 3 39 8.57 
определять / определить 24 2 22 8.33 
изменять / изменить 12 1 11 8.33 
приводить / привести 35 3 32 8.29 
обеспечивать / обеспечить 19 2 17 7.89 
представлять / представить 37 4 33 7.84 
решать / решить 31 4 27 7.42 
вызывать / вызвать 21 3 18 7.14 
давать / дать 40 6 34 7 
находить / найти 34 5 29 7.06 
понимать / понять 64 10 54 6.88 
обходиться / обойтись 18 3 15 6.67 
говорить / сказать 189 35 154 6.3 
возникать / возникнуть 16 3 13 6.25 
замечать / заметить 16 3 13 6.25 
допускать / допустить 15 3 12 6 
брать / взять 14 3 11 5.71 
ставить / поставить 14 3 11 5.71 
делать / сделать 70 16 54 5.43 
получать / получить 45 12 33 4.67 
начинать / начать 15 4 11 4.67 
забывать / забыть 25 8 17 3.6 
предполагать / предположить 21 9 12 1.43 
думать / подумать 39 20 19 ͥ0.26 
создавать / создать 25 13 12 ͥ0.4 
видеть / увидеть 35 20 15 ͥ1.43 
служить / послужить 27 24 3 ͥ7.78 
считать / счесть 31 30 1 ͥ9.35 
動詞 総数	 不完了体	 完了体	 スケール	 
 
 &:"DČ˫E͕ˍ@ɑƝ_ɻ.<[ȚʖÁ̻=*DǇȕDƯİ0[*
>A:<ʶ <PX 
 
2.3.3. こうした傾向は何を意味するのか 
 =Eª=ǓȊ.6ÍDũʊDuo¥>ǡÜDɻ0ƯİA:<ʶ <P
X 
 ũʊDuo¥D¯ʌͣǡÜ=E 10[Eͥ10ͤA̕SDM?Č˫D˱ƒ
ɪƯİÁŌD˙ʡͣÑ FzcƓƌD̤ƑˮǤDǳÿ±ÍD»ʁ@?ͤ
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>Eɓʊ.<¦šDÍDƓƲ#̧ƿ,\[âīA[>*>A@[ 
 *D˭ʷDÍḐƿA!([ÝīƧ>DE*DČ˫#ɻ0ƑˮɒȲͣČ
ÏͤDƽǕD½Ǩ#˭ʷ[E4D¾DǤʾǤDƯİ¤ʨ˱Ȓ̜@?A""^
Z@&MN¦š=[*>_ɻ.<[>ʶ Y\[ 
 ¦ǨũʊDuo¥#0 A̕Č˫M?ȓ@ÍDƓƲ=ɚY\[>
*>A@[*\Eª=̖L6X@˱ƒɪƯİÁŌD˙ʡDƔ͎@?_Ĥ(U
0*>_Ưİ.<[>ʶ Y\[ĩȓAƑˮǤ_ɧ0[˭ʷ#*DČÏͣ ɒ
Ȳͤ_?Ǌ <["ͣ[E?ʹ$ƹAǓɻ.<[" ͤ>*>#˺
DȁÃAơ/<ŦǯAŋď.[>*>=S[ 
 *DXAʶ <&[>b_ǆ:ydDČ˫=S¸̚ZDyd_Ʈš0
[*>#=$4=[uo¥DǡÜ# 10A̕SDEş´Í#ŪYɚY\
[Č˫=[*\_ʐʲ>0[¦Ǩuo¥DǡÜ#ͥ10A̕SDE
¬ş´Í#ŪYɚY\[Č˫=[*8Y_ʐʲ>0[ 
 **=ĖÍČ˫SʶƴAë\<PXǡÜ#ƁA 10A@[DEş´ÍĖÍČ
˫DŅĨ=[ũ.<¬ş´ÍĖÍČ˫DŅĨAEƁAͥ10A@[*D¸:
Dn¥Euo¥D¯ʌA̭ʰ0[*>A@[D=ƟɉɪAb_ǆ:Č˫
ͣʐʲʐʲͤE*D¯ʷD̶A̭ʰ,\[*>A@[ 
 *\Y_O>R[>«ĽDXA@[ͫ 
 
Ľ 4-2ͫũʊDuo¥>Č˫DydD̷Ö  
スケール 
の数値 
動詞の 
タイプ 
用いられる体の形態	 
 
10 
 
↑ 
 
 
 
 
↓ 
 
-10 
 
単体 
 
ş´Í 
 
 
 
 
ペア 
（ʐⅡ群） 
 
ş´Í 
 
¬ş´Í 
 
 
ペア 
（ʐⅠ群） 
 
ş´Í 
 
¬ş´Í 
 
 
単体 
 
 
 
¬ş´Í 
 
 
 ªDĽ°ĦÞA[ş´Í¬ş´ÍDüE4\5\DČ˫Dyd#
˓,\[ÍDƓƲ_ɻ.<[ 
 Á«=Eb_ǆ:Č˫Dʐʲ>ʐʲA:<4\5\˚<&*>A.
X 
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2.4. 特徴的な振る舞いを見せる動詞 
2.4.1. ペアを持つ動詞（第Ⅱ群） 
2.4.1.1. Č˫ʲ  
 ͐ɢ#ăƘ0[#*Dʖ=EO1b_ǆ:Č˫Dʐʲ"Y˚<&*>A
0[*\YDČ˫E¬š˫=ɚY\[ŅĨAŪYş´ÍDƓƲ=ɕ\<&[
Č˫=[ 
 *DČ˫ʲAEпомогать / помочьͣ ƹÆĊ([ ͤоказываться / оказатьсяͣ ˚
:"[ͬ=[*>#÷"[ ͤпредставлять себе / представить себеͣ Ʈã0[ƥ
 ͤслучаться / случитьсяͣ ̉*[ɘ/[ ͤзаставлять / заставитьͣ Ɛÿ0[ ͤотносить 
/ отнестиͣ ̷̝;([ ͤпозволять себе / позволить себеͣ  <0[ ͤпоказываться 
/ показатьсяͣ >ƥ^\[ ͤпокупать / купитьͣ ̂ ͤвосстанавливать / восстановить
ͣƜ˃,2[ ͤзаменять / заменитьͣģZǷ [ ͤстановиться / статьͣA@[ ͤ
объяснять / объяснитьͣ ˴Ǯ0[ ͤсоглашаться / согласитьсяͣ ĩƯ0[ ͤвспоминать 
/ вспомнитьͣƥö0 ͤотвечать / ответитьͣơ [ ͤпринимать / принятьͣĤ(Ŧ
\[ ͤназывать / назватьͣĪ¿([ ͤопределять / определитьͣšR[ ͤизменять / 
изменитьͣ ŋ [ ͤприводить / привестиͣ ţǩ0[ ͤобеспечивать / обеспечитьͣ ×
̀0[ ͤпредставлять / представитьͣǓɻ0[ͤ@?#ĮO\[ 
 ðÍÑ_ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-73) Только десять процентов больных в сильной степени наркоманов в результате 
лечения могут стать [PFV-INF] полноценными людьми.  [UC] 
̰ƇD͠ˎ°ȥƫʷD8696D 10 ¥v¢7(#ȰɦDʦȄɱ
»̶>@\[D=[ 
 
(4-74) Нельзя изобрести "вечный" двигатель, нельзя стать [PFV-INF] физически 
бессмертным, нельзя сделаться "сильнее" природы. Можно лишь погибнуть 
вместе с нею. И таких непреодолимых ограничений десятки.  [UC] 
Ñ FȪ̥AČ&g¢t¢_ĆZö0*>E=$@.¬ʵ¬ȞDÍ
_ƹAë\[*>S=$@˂ɉXZSƐ&@[*>S=$@˂ɉ
>îAȞ`=&XZ@D=[4.6êǻ0[*>D=$@ÿ̼
EÎĒ>[ 
 
(4-75) Это поистине удивительное явление можно объяснить [PFV-INF] наличием 
фонетического кода — объективных составляющих речи, которые легко 
выявляются слуховым аппаратом человека.  [UC] 
*DǿƑA͜&L$ɕ˿_˴Ǯ=$[DE͍Ŋp¥0@^8»Dʺ˝
ĸŠAX9<ŦǯAǮY"A@[ˡˌDŤ˟ɪ@ȒƵ˙ʡ#śĿ0[*>A
X9<DP=[ 
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2.4.1.2. ¬ş´Í#ɚY\[ŅĨ  
 *\YDČ˫#¬ş´Í=ɕ\<&[ŅĨAE?DX@Ưİ_˓.<[>ʶ 
Y\[7]"ðÍÑ_˚<PXͫ 
 
(4-76) А могут ли и дальше схемы становиться [IPFV-INF] все более компактными?  
[UC] 
4\"YéS*DĽƌE¦ŵ19>p¢m@SDA@Z[D=0"ͮ 
 
 *DÑEȦ̑ʟD˓ɕвсе более компактными#[*>"YɁȚɪ@ŋď
#Ƣ͑Aʰ"\<!Z¬ş´Í#̧ƿ,\<[>ʶ Y\[ 
 üDČ˫#ɚY\<[Ñ_ɹ˰.Xͫ 
 
(4-77) Искра умела объяснять [IPFV-INF], а Зиночка ― слушать.  [UC] 
d¥umE˴Ǯ_0[*>#=$<t¥{iDǨE4\Aʸ_â([*
>#=$6 
 
 *\EƘŐɪĥʽƧDƯİ#Ƣ͑Aʰ"\<[D=ġƜɯ_ɻ0¬ş´Í#
̧ƿ,\<[>ʶ Y\[ 
 
(4-78) Именно так только и способна отвечать [IPFV-INF] машина, действующая по 
принципу ― прошел или не прошел электрический импульс, оперирующая 
набором единиц и нулей, из бесчисленности которых и создаются некие 
сложные выражения, как из сочетаний точек и пробелов на газетном листе 
получаются тональные оттиски фотографий.  [UC] 
*DXA.<úR<͆ȨØħ#̚9<["@">ěāAƙ9<
ČÏ.ͧ>ͦDʤPĨ^2_ǚÏ0[Șȋ#ơʓ=$[D=0*Dͧ>ͦ
Dɇ̼DʤPĨ^2"Y˘̓@˓ɕ#ĆZö,\[D=04\EɆ>ʉ
ɨDʤPĨ^2"YǧʹʞªA¥¢D[ĀZ#öȂª#[D>ĩ/X
@SD=0 
 
(4-79) В детских играх можно смещать [IPFV-INF] значение слов, называть [IPFV-INF] 
песочек ― пищей, серое ― красным и так далее.  [UC] 
řÒD̠H=E˱DƯİ_ŋ <ɷ_͘Lɐ>Ī¿(6ZɃˆDSD_
̇SD@?>Ī¿(6Z=$[D=0 
 
 *\YDÑE1\SġƜƧ_˓.<[SD>ʶ Y\[.".¦Ǩ=Á«
DX@ÑS˚Y\[ͫ 
 
(4-80) Не знаю, до сих пор не знаю, чем так помогла жене Мария Тихоновна. Да и 
могла ли она вообще помочь [PFV-INF], если говорить начистоту?  [UC] 
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ɶZO2`¼D¼O=¥¤{¥£#ŗD*>_ƹÆ9<6*
>EɶZO2`=.6."Sˡ9<.O FD»E4S4S!ƹÆ
@`<=$6D=.W"ͮ 
 
(4-81) Завод по извлечению урана из морской воды должен был бы перерабатывать за 
год один кубический километр воды, извлекая 3-4 тонны металла. Это значит, 
что за минуту установки завода должны пропускать около двух миллионов 
литров воды. В лаборатории можно заставить [PFV-INF] выпасть в осадок уран, 
содержащийся в воде в форме комплексного соединения с карбонатными ионами, 
добавив к воде определенные химикаты.  [UC] 
ȸȩ"Ye¢_ǂö0[źŅ=E¦Ƅ=ͩͪ¢D̲Ŵ_ǂö.<
ͧk ʊǨ¥y¥Dȩ_ʙ˗.@(\F(@=.W*D*>Eź
ŅD˥á#ͧ÷=ʛͨͦͦ¨}Dȩ_õɖ.@(\F(@>
*>_Ưİ.O0=EȩA¦š̱DďŜˎĴ_Ĉ <Ʌ̮dh¢>
D̳ÍDƓ=ȩAĮO\<[e¢_ȮȢȔAˋ>0*>#=$O0 
 
(4-82) Лучше думайте о том, скольким можно помочь [PFV-INF] через социальные 
медиа и какие проблемы решить [PFV-INF], а не о «промышленном шпионаже». 
[RNC: Андрей Семенов. 10 шагов некоммерческой организации к влиянию в 
Интернете (2011) // publicity.ru, 2010] 
əȎudD*>=E@&<w¥scb_̚/<?\7(D»
_Ċ([*>#=$["?`@ĵ͔_ˠȭ=$["A:<ʶ 6Ǩ#
=.W 
 
(4-83) Пеночка-весничка так мала, что ее можно иногда принять [PFV-INF] за 
большого жука.  [UC] 
kylsmdE͉ƁAů,D=ǳƾŏ$@ɜˏ>˚O+*>#
[ 
 
 *\YDÑA!<Sǒô,\<[ɒȲEġƜƧ_ǆ9<[SD>ˠ
̯0[*>#=$4=[ͣɑAªÑ 4-83 EġƜƧ_ɻ0ɒȲ˱ иногда _Ç9<
[ ͤ.".*DX@ɒȲ_˓0ŅĨ=9<S*\YDČ˫DŅĨAE
ţ̿Dkuñ=Eͣ ǼƗ,\[¬ş´Í=E@& şͤ´Í_ɚ<˓ɕ0[Ǩ#
XZœO\<[>*>A@[ 
 ˬPAªÑͣ4-80ͤD¬š˫DÍ_ë\Ƿ [>Á«DXA@[ͫ 
 
(4-80’) Не знаю, до сих пор не знаю, чем так помогла жене Мария Тихоновна. Да и 
могла ли она вообще помогать [IPFV-INF], если говорить начистоту? 
 
 *DŅĨŗAũ.<.<)Y\[ì˅ɪ@*>>ǤʾA@[DAũ.<
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ş´ÍDŅĨAEŗAũ.<.<)[L$ðÍɪ=ɑü@Î"_0[ʽć_ǆ9
<["?">ǤʾA@[> 
 [EĩȓAªÑͣ4-82ͤA!([¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ 6«ÑE?D
XA@[7]"ͫ 
 
(4-82’) ?Лучше думайте о том, скольким можно помогать [IPFV-INF] через социальные 
медиа и какие проблемы решать [IPFV-INF], а не о «промышленном шпионаже». 
 
 Ñͣ4-82ͤDǤʾ=EĊ(6Zˠȭ.6Z0[>ʦȄ#Ƣ͑Aʰ"
\<[6RAş´Í#̧ƿ,\<[¬ş´Í_ɚ[ŅĨAEĊ(X>.
6Zˠȭ.X>.6Z> vu_˓0*>A@Z*DǤʾ=E
¬˂ɉA͎&> 
 [EªÑͣ4-83ͤDŅĨAE¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ 6«ÑE˦Ŧ,
\@ͫ 
 
(4-83’) *Пеночка-весничка так мала, что ее можно иногда принимать [IPFV-INF] за 
большого жука. 
 
 **=˚6Č˫EƑˮɒȲͣČÏͤ#ş´.6ƘDʦȄAɈɆ#Ƒ<Y\<
[>Ɇ=1\Sî̚.6ƯİɑƝ_Ǻ.<[XASƥ^\[#ÚD
Č˫AXZǉ[˄#ɣ@[*>SƮš,\[6Rü̙*D˟Ɇ"YDȍ˩ÏȎ#
ȫRY\<&[7] 
 
2.4.2. ペアを持つ動詞（第Ⅰ群） 
2.4.2.1. Č˫ʲ  
 ȚAʐʲA:<˚<* 
 *8YDČ˫E¬š˫=ɚY\[ŅĨAŪY¬ş´ÍDƓƲ=ɕ\<&[Č˫
=[*DČ˫ʲ=Eслужить / послужитьͣƕAʊ: ͤсчитать / счестьͣ˚
@0ʶ [ ͤ@?#4DɑƝ_ǸS͕ˍA˓0SD=[ 
 Á«=&:"ðÍÑ_ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-84) Примером может служить [IPFV-INF] комплекс научно-технических 
мероприятий по проблеме мониторинга окружающей среды.  [UC] 
Ñ>@Z[DEɗņy¢nDĵ͔A̷0[&:"DŜˑ̷̝d
¢=[ 
 
(4-85) Таким образом, ядерная энергетика с реакторами на тепловых нейтронах при 
указанных ресурсах топлива в принципе не может служить [IPFV-INF] 
крупномасштабным источником энергии...  [UC] 
*DX@^(=**Aɻ.6Ɍǥ̃ȿ_ǆ96̛͝°ƧřAł;&ěř
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Ʉ_á 6ěřć˥á=SěāɪAEŏ˛Ȗ@gl¥ȿ>E@Zƚ@
 
 
(4-86) На нынешнем этапе, пожалуй, одним из самых важных направлений работы по 
охране малых рек можно считать [IPFV-INF] создание водоохранных зон на 
берегах рек и водоемов.  [UC] 
ɕȡ̾=EƨY&ů,@ȯŷ_ŝ[ÏȎA̷0[ǸS̰˙@ǨīƧD¦
:>ʶ [*>#=$[DEȯŷÚȩȬDŶňAȩ̅×ìx¥¢_˥([
*>=[ 
 
(4-87) Если пытаться увеличить мощность "ветряков", то возникают новые, более 
сложные конструктивные и экономические проблемы, и пока их нельзя считать 
[IPFV-INF] решенными.  [UC] 
͗ćɧ͆ȘDöć_ŏ$&.X>.6>.<Sǧ6@XZ˘̓@Ȓ
̜ɪ®:ʥȻɪĵ͔#ǆ8ª#[7].Ż.Ƒ6Z4\YDĵ͔Eˠȭ
,\<[SD7>Eʶ Y\@ 
 
 *\YE?\Sǆʪɯ24_˓.<[>ʶ <X7]0@^8¬ş´
Í>ƓƌE**=E¦Țɪbumͣcf. ʐ¸ʋʐ 2.4.2.ʖͤ_˓ɻ0[6
RAɚY\<[>*>A@[ 
2.4.2.2. ş´Í#ɚY\[ŅĨ  
 4\=E*\YDČ˫#ş´Í=ɕ\<&[ŅĨAE?DX@Ưİ_˓.
<[>ʶ Y\[7]"ðÍÑ_˚<PX 
 
(4-88) Многообразие факторов, влияющих на движения речных и морских животных, 
сильно затрудняет создание аналогичных технических устройств, однако даже 
имитация колебаний может послужить [PFV-INF] основой при конструировании 
некоторых типов экономичных инерционных насосов.  [UC] 
ȩȌČɐDČÏAƔ͎_ǆ9<[˙Ļ#ōȓ=[6R͖ÉDȘȋ_ĆZ
ö0*>#ȏR<ļͅA@9<[.".@#YǉČ_ȖÛ0[*>7(
=Sɰgl¥@ydDƳƧ¢D˥ˢA̿.<Dłɺ>@[*>#
=$[ 
 
(4-89) Иначе этот позорный случай с Тосей Лубковой может послужить [PFV-INF] 
дурным примером.  [UC] 
4=@(\F¥s¤p¥¡>D*Dƪ̓ɪ@öȂ·EG?Ñ
A@Z[ 
 
(4-90) Итак, адвокату предстоит борьба. Он анализирует добытые следствием факты, 
                                                
24 ͈Ʋ_ĮQʐ¸ʋʐ 2.4.2.3.ʖĞɊ 
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берет на заметку все просчеты обвинения, все, что только может послужить 
[PFV-INF] интересам подзащитного. 
*DXAƋ˾ŉ_Ɨ8Ĥ(<[DE̸=[Ƌ˾ŉEģZ˸L"
YƚY\6·ţ_÷ȃ.̉˨ɒDYV[̶̤67˔į»DýɫA@Z
[*>ì<_AǶ$ɠR[D=[ 
 
 *\YDÑǤ=ɚY\<[¬š˫Dş´ÍE¬ş´Í>ʰ$ǔ [*>#ĥ
ʽ=Z¯ʷDŻ̤EƱ/Y\@*\E^V[ÍDʍĨ=[>ʶ 
<X7] 
 S.?8YDƓƲSĩ/Ưİ_ʒ.&˓0D=\Fş´Í#ɚY\<[Ñ
#S9>ɕ\<SE17#ţ̿AEş´Í#̧ƿ,\[o¥uEªD̚Z
ȏR<ʃ=¬ş´ÍḐƿ#XZō&œO\<[>âī#¥y"YEǮY
"A@9<[ 
 S¦ǨDČ˫ͣсчитать / счестьͤA:<Sɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-91) А молчание даже могут счесть [PFV-INF] за серьезность характера.  [UC] 
Ȯ͡DǨEƧȉDɱ͊ɭ,>Ǌ Y\[*>, Zƚ[ 
 
 *DǤA:<E¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ 6ŅĨġƜƧDƯİ>.<ˠ
̯0[*>Sĥʽ=[>25 
 *DʲAŴ0[Č˫DŅĨŏ̫÷_ĘR[¬ş´ÍDƓƲEłǿɪAǆʪɯ
_ɻ0SD>ˠ̯=$[.6#9<ÍDƓƲ#Ȅ6.<[ȘʽA:<ˡ F
¦ȚɪbumDƯİ_˓ɕ0[Șʽ_ǃ9<[>ʶ Y\[ũơDƓƲ>,
\[ş´ÍEţ̅ɪAɚY\@"ɚY\<SǤìÍDˠ̯AƔ͎_­ [
ȘʽEȄ6.<@>ʶ Y\[ 
 
2.5. 本節のまとめと今後の課題 
 ǿʖ=EƙȂDɸʈ>Eɣ@[˜Ɇ"YʶŨ_ː@96ƙȂDɸʈ=E̖˱
>¬š˫D˱ʦĨ_ƻA69<̖˱DƯİDƔ͎_°ƞA˚<$6SD#ō"
96**=EˬPAČ˫D˱ƒɪƯİAɳɭ.4\A.6#96ʶŨ_ˬP6 
 î̚D˱ƒɪƯİ_ǆ:b_ǆ:Č˫_ş´Í>¬ş´Í>=O>R)<
4\_G>:DĖÊ>.ÍDƓƲɪũʊDuo¥>Ǉȕ_Ůë.4\A
ƙ9<¬š˫DÍDƓƲDǤȳɪ@ǉ[˄A:<D÷ȃ_ˬP6 
 *Duo¥>Eĩ¦DČ˫Dş´Í¬ş´Í4\5\DƓƲ#?D
ʄƇDąĨ=ɚY\<["_ǡÜď0[SD=[ǡÜ# 10A̕¿(F̕¿&
                                                
25 .".0'AġƜDǤʾ=ɖˠ0[>*>E.;Y&¬ş´Í_ɚ6ŅĨD̤ĳƱEŏ
$X=[ĩȓDƯİ_˓0принять#ɚY\<[Ñͣ4-83ͤDŅĨAE¬ş´Í#
˦Ŧ,\@"96*>"Y*D˱ƒɪƯİDŅĨEş´ÍDƓƲ=DPɚY\[*>#µƮ,\
[#¼Ƙ¦ŵ˯.&˸L[Ɵ˙E[7]*DXAČ˫>ĖÊ"YǵAōʳɪ@Č
˫DŅĨAE?D˱ʳ=ɚY\<[D">ɆO=ǍZ«)<÷ȃA"(<&ÏȎ#Ɵ˙
>@9<&[#*\E¼ƘģZʤ`=&L$˷͔D8D¦:=[ 
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M?4DČ˫Eş´Í=ɕ\<&[ąĨ#͝&@Z̘A10 A̕¿(F̕¿&M
?4DČ˫E¬ş´Í=ɕ\<&[ąĨ#͝&@[ 
 *Duo¥Dɻ0ǡÜAƙ9<b_ǆ:Č˫_ŏ$&¸:Dn¥ͣ ʐ
ʲ>ʐʲͤA÷([*>#=$[ 
 ĥʽƧDƯİ_ǆ:̖˱>˱ʦĨ_ƓƵ0[̿AEŪYş´Í#ɕ\<&[
Č˫EʐʲAŴ0[Č˫>.64\Aũ.<ŪY¬ş´Í#ɕ\<&[Č˫
_ʐʲAŴ0[Č˫>.6 
 *\YD÷͖Aƙ9<ðÍÑ_˚[>4\5\Dn¥AŴ0[Č˫DÍD
ƓƲDȄ60Ưİɪ@ƕąSˇƃɣ@9<[*>#È [ 
 ʐʲAŴ0[Č˫DÍDƓƲEɒȲͣČÏ ͤ_öȂ·>.<Ǌ [âī
#Ɛ.6#9<ş´ÍDȦɔ#͝&ĩǳAbumDƓƌS¸Țɪbu
mAŋď.<[4D6R¬ş´Í#ɚY\[>UEZ¸Țɪ@bum
DƯİ=[ġƜƧ_ɻ0âī#Ɛ&@[ 
 4\Aũ.<ʐʲAŴ0[Č˫DŅĨAEɒȲͣČÏ ͤ#ǆʪɪ@Ƨ̅
_×ǆ.<[*>_ɻ.<[ŅĨ#ō.6#9<bumDƓƌE¦
Țɪbum_˓0ƕą_×9<[*DʐʲDČ˫DŅĨş´ÍDƓƲE
ţ̅ɪAɚY\@"[EɚY\<SÍDũʊE°ĳ.<.O9<[*
>#ō 
 *\Y_O>R[>Á«DX@Ľ=O>R[*>#=$[ͫ 
 
Ľ 4-3ͫũʊDuo¥>¸ʅ͖Dũʊ  
スケール 
の数値 
動詞の	 
タイプ	 
用いられる体の形態	 アスペクトの	 
意味的対立の種類	 
 
10 
 
↑ 
 
 
 
 
↓ 
 
-10 
 
	 
単体	 

ş´Í



	 
	 
ペア（第Ⅱ群）	 

ş´ÍͣöȂ·ͤ

¬ş´ÍͣġƜɯͤ


¸Țɪ
	 
ペア（第Ⅰ群）	 

ş´Í


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第五章 
補足的考察：述語派生抽象名詞と不定詞の語結合のケース1 
0. 本章の概要 
	 前章までで、「可能性」の意味を持つ述語と不定詞の語結合のケースについて、その
言語使用の実態の把握と、不定詞の体の形態の文法的な振る舞いについて考察した。
また、ペアを持つ動詞の中でも体の形態選択に一定の傾向を見せるものがあることに
ついても確認した。 
	 本章では、従来の研究では十分に注意を向けられてこなかったと思われる、「述語派
生抽象名詞」（後述）と不定詞が成す語結合という問題について、新たに問題を設定し
た上で分析を試みる。 
	 まず、次の第 1 節において、「述語派生抽象名詞」と不定詞の語結合という具体例を
確認しつつ、新たな問題の提起と課題の設定を行なう。それを踏まえた上で、ここで
の分析対象を定める。 
	 第 2 節では、本章での調査に際してのサンプルの収集方法、及びそこから抽出した
データの性質について確認する。また、それに伴って本章で行なう分析の対象の制限
についても触れる。 
	 第 3 節で、今回収集したデータから読み取れる、言語使用の実態についてまとめる。
述語と不定詞の語結合のケースと、述語派生抽象名詞と不定詞の語結合のケースにつ
いて、その体の形態選択の実態について比較を行ない、この語結合における不定詞の
見せる文法的行動について、主にデータの数量的分布の比較を通じて読み取れること
について確認する。 
 
1. 異なる視点からの分析の試み 
1.1. 問題提起 
	 従来の研究は、モダリティの意味を含む述語と不定詞との語結合について扱ったも
のが中心であり、前章までに行なった考察もそれに沿うものであった。したがって、
「述語」と「動詞（不定詞）」の語結合という、「語」のレベルにおいては、両者の間
にある相関関係について、ある程度の記述がされてきていると考えてよいだろう。で
は果たして、こうした相関関係、あるいは意味の上での影響関係は、ロシア語という
言語体系内において、普遍的に存在していると考えられるだろうか。 
	 もう少し具体的に考えてみよう。例えば、これまで扱ってきたモダリティの意味を
持つ述語から派生した名詞（本章ではこれを便宜的に『述語派生抽象名詞』と呼ぶ）
と、不定詞の語結合の場合、体の形態選択には、述語との語結合の場合と同様の相関
                                                
1 本章の内容は、阿出川（2009）及び阿出川（2010）の内容に、加筆及び修正を行なった上で再構成し
たものである。 
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関係が保持されているのだろうか。もし、この述語派生抽象名詞と不定詞から成る語
結合の場合でも、モダリティの意味と体の形態の顕れ方の間に見られる相関関係が保
持されているのであれば、「可能性」という意味カテゴリー2と、「アスペクト」の意味
カテゴリーとの間にある相関関係について、より抽象度の高いレベルで論じることが
できるのではないだろうか。 
	 例えば、述語 уметь と、それから派生した名詞 умение の例を取り上げてみよう。
上でも確認したように（cf. 第四章、第 1 節など）、この述語の場合には、通常結合す
る不定詞は、不完了体で現れる。下の例を参照： 
 
(5-1) Бедой исследований Соколова было отсутствие датировок отложений, 
свидетельствующих о наступлениях и отступлениях моря — четвертичный 
период велик — около 1 млн. лет, но тогда определять [IPFV-INF] время 
образования таких отложений геологи еще не умели. [UC] 
ソコロフの研究の災難となっていたのは、海の接近と後退を裏付ける、地層
の年代決定が欠如していることであった。第四紀は非常に長く、約 100 万年
である。しかし、当時そうした地層の形成に要する時間を確定することは出
来なかった。 
 
	 では、この述語から派生した名詞との結合の場合にはどうだろうか。下の例を見て
みよう： 
 
(5-2) Самое сложное, что есть в человеческой жизни, — умение определить 
[PFV-INF] грань между тем, что такое хорошо, что такое плохо. [UC] 
人生において存在する最も複雑なことは、何が良くて何が悪いかという、そ
の間に境界線を引く能力である。 
 
	 уметь と умение は派生関係にあるため、それぞれ共通した「内的可能性」という共
通の意味カテゴリーを有していると考えられる。したがって、これらの語と結合する
不定詞は、述語との結合の場合と、述語派生抽象名詞との結合の場合とで、それぞれ
同様の振る舞いを見せると期待される。 
	 管見によれば、このような、述語から派生した名詞と不定詞の語結合のケースを取
り上げている先行研究は極めて少なく、このケースについて言及しているのは、
Рассудова（1982）と Forsyth（1970）のみである。まず、Рассудова（1982）では、完
了体の「例示的意味（cf. 第二章、第 2.5.3.2.節）」が現れる例としてごく数行を費やし
て触れられている（Рассудова 1982: 115）。また、Forsyth（1970）でも、述語に関する
記述と関連した事項として極々簡単に言及されているのみである（Forsyth 1970: 237）。
ここでは Forsyth（1970）の挙げている例を確認しておこう： 
 
                                                
2 「意味カテゴリー」及び「機能・意味的場」といった一連の概念については、第二章の第 3.5.1.節を
参照されたい。 
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(5-3) Ну, а теперь мне представляется возможность самому увидеть [PFV-INF], 
понюхать [PFV-INF] и попробовать [PFV-INF] на вкусе. 
さあ、今や実際に自分で見て、嗅いで、試してみる機会が訪れたようだ。 
 
	 Forsyth（1970）は、これらの名詞と結合する不定詞は、完了体をとる傾向を示すと
指摘している（Forsyth 1970: 237）。 
	 しかしながら、どちらの研究でも、それ以上の調査、あるいは考察はされておらず、
事実上ほとんど注意を払われていないと言ってもいいほどの扱いしか受けていない。 
	 実際には上の例のように、同じ動詞でも、異なる体の形態が用いられることがあり、
これは述語の場合と同様であるようにも思われる。しかし、実際にどちらの体の形態
が、どの程度の割合で用いられているのかという点について、その実態は明らかにな
っていない。 
 
1.2. 本章で試みる分析の目的とその対象 
	 このような、品詞を超えた考察はこれまで試みられていないため、ロシア語の文法
体系内において、モダリティの意味と体の形態選択において観察される相関関係が、
普遍的に見られる傾向であるかどうかは不明瞭なままである。 
	 つまり、こうした相関関係が、言語体系のどのレベルにまで、どの程度普遍的に保
持されているのかという点について、従来の研究では事実上考慮に入れられていない
のである。ある特定の意味カテゴリーが、言語形式の選択に何らかの影響を与えてい
ると考えられるのであれば（本稿での一連の議論に当てはめてみると、「可能性」の意
味が、不定詞の体の形態選択に影響を与えていると考えられるのであれば）、その意味
カテゴリーを共通して持っている他の言語形式（他の品詞）の場合においても、同様
の傾向が観察されるのではないかと予想される。あるいは逆に、ある特定のモダリテ
ィの意味と、話者による体の形態選択の傾向が、強い影響関係にあると主張するため
には、語のレベルよりも更に抽象度を高め、意味カテゴリーのレベルからの考察が求
められてくるだろう。 
	 こうした問題意識を出発点として、ここでは、同じ「可能性」の意味カテゴリーを
共有すると考えられる、возможность、умение、способность を対象として取り上げ、
これらと不定詞が結合するケースについて考えてみることにする。これらの名詞は、
ここまでで扱ってきた述語と形態論的に派生関係にあると考えられ、「可能性」という
意味的な共通性も保持しているため、意味カテゴリーを共有している（つまり、同じ
機能・意味的場に属している）と考えてよいだろう。 
	 ここで、これらの名詞と、上述のモダリティの意味を持つ述語との形態論的な派生
関係について確認しておこう。まず、способность と умение については、それぞれ、
形容詞及び動詞から名詞を形成する際の一般的な語形成法に準じているので、これら
がそれぞれ、способный と уметь に対して派生的関係にあることは明らかだろう（cf. 
способн-ость < способн-ый, умен-ие < уме-ть）。一方、возможность については、どの
述語と派生関係あるいは対応関係にあるかというのは一義的には決しがたい3が、мочь、
                                                
3 直接派生関係にあるのは、возможно ということになるだろうが、上でも見た通り（cf. 第四章、第 1
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можно、あるいは возможно と共通の語根を含んでいることは判断できる（cf. 
воз-можн-ость）4。また、мочь から直接派生し、且つ同様の意味を担っていると考え
られる名詞では、多く用いられるものが他に存在しない5ことからも、возможность が
これらの述語と意味的な共通基盤を持っている名詞であると考えてよいだろう。 
	 ここで見た、述語派生抽象名詞と派生元の述語との対応関係は下表のようにまとめ
られる： 
 
表 5-1：「可能性」の意味カテゴリーを共有する述語と名詞  
派生元の述語	 述語派生抽象名詞	 
мочь, можно, возможно возможность 
уметь умение 
способен способность 
 
	 また、これらの名詞は、不定詞と語結合を形成することができるという、統語論的
特徴をも共有している。 
ここで派生元となっている、мочь, можно, возможно, уметь, способен といった述語
は、上に見たように、それぞれ内的可能性と外的可能性の両方、あるいはどちらか一
方を表す述語として機能するものである。そのため、これらの述語から派生した名詞
と不定詞の結合のケースを調査、分析することにより、「可能性」のモダリティの意味
を含む名詞と語結合を成す不定詞のかなりの部分をサンプルとして含めることが可能
になる。これらを対象として取り上げることで、「可能性」のモダリティの意味を持つ
述語と結合する、不定詞の体の選択の間に見られる相関関係が、どの程度保持されて
いるのかということに関する調査の出発点とすることができる。 
	 第四章までで扱ってきた述語から派生したこれらの名詞は、不定詞と語結合を形成
する場合、その体のカテゴリーは、述語との結合の場合と同じような文法的行動を共
通して見せるのだろうか。これらの、意味的、また統語的特性を共有している、派生
関係にある語も対象に含めた上で、同様の考察を行なえば、更に抽象的なレベルにお
ける、意味同士の相互作用について何らかの示唆が得られるはずである。その上で改
めて、モダリティの意味と体の形態選択についての何らかの定式化を試みることがで
きるだろう。そうした議論の足がかりを作ることが、本章での試みの目的のうちの一
つである。 
	 また、これらの名詞は、「可能性」の意味を表す名詞としても頻度が高いものであり、
これらと結合する不定詞がどのように体の選択が成されているかという点についての
記述それ自体も過去に存在していないため、その点でも、ここでこれらの名詞と不定
詞の語結合について扱うことは一定の意義を持っていると考えられる。 
 
                                                                                                                                                       
節）、この語は述語としては使用頻度がむしろ低い部類に入る。 
4 なお、動詞 мочь は現在時制（非過去時制）で、могу, можешь, может（それぞれ一人称、二人称、三
人称単数）；можем, можете, могут（同複数）と変化する。 
5 先に述べた通り、動詞と同一の形態が名詞となった мочь という語は存在するが、使用頻度も極端に
低く、「可能性」という意味で一般的に用いられる語ではないと言える。 
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2. 収集したデータに関する情報 
2.1. 検索にかける文字列 
	 本研究の分析対象となるデータは、ウプサラ・コーパス（cf. 第三章、第 1.2.2.節）
と、テュービンゲン大学で提供されているオンラインコーパス（cf. 第三章、第 1.2.3.
節）の Огонек のコーパスから収集したサンプルから抽出したものである。 
	 サンプルの収集と取捨選択、及びデータの採用の基準に関しては、先に述語を対象
とした際の方法（cf. 第三章、第 2 節〜第 3 節）と同様であるが、以下に手順を示す
ことにする。 
	 まず、述語派生抽象名詞の諸変化形の文字列を含んだサンプルを収集する。述語が
含まれている文のサンプル収集における場合と同様に、まず「 возможность」
「невозможность」、「умение」、「неумение」、「способность」、「неспособность」の名詞
を対象として文字列検索を行なった。 
	 それぞれ、大文字で始まる場合と小文字で始まる場合との、合計 84 パターンの検索
を行なうことになる（下表）： 
 
表 5-2：検索にかける文字列（述語派生抽象名詞）  
述語派生抽象名詞 検索にかける文字列	 
возможность возможность, возможности, возможностью, возможностей, 
возможностям, возможностями, возможностях 
невозможность невозможность, невозможности, невозможностью, 
невозможностей, невозможностям, невозможностями, 
невозможностях 
умение умение, умения, умении, умением, 
умениям, умениями, умениях 
неумение неумение, неумения, неумении, неумением, неумениям, 
неумениями, неумениях 
способность способность, способности, способностью, способностей, 
способностям, способностями, способностях 
неспособность неспособность, неспособности, неспособностью, 
неспособностей, неспособностям, неспособностями, 
неспособностях 
 
2.2. サンプルの分類及び制限事項 
	 サンプルの収集、分類及び取捨選択の手順については、原則として、上で分析した
述語と不定詞の語結合の場合と同様である（cf. 第三章）。大まかに手順を確認すると
以下のようになる： 
 
① 当該文字列を含む文の抽出 
② 不定詞との語結合か否かに応じたフィルタリング 
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③ 不定詞のタイプに応じたフィルタリング 
 
	 まず、上述のコーパスに対して上表文字列を検索にかけ、当該文字列を含む文を抽
出した上で（上記①）、その文に「述語派生抽象名詞＋不定詞」という語結合が含まれ
ているかどうかを確認し、含まれていなければ除外する（上記②）。そして、名詞と結
合している不定詞を、その動詞のタイプ（cf. 第二章、第 2.6.節；第三章、第 3.3.節）
に応じて分類を行なう（上記③）。 
	 ただ、今回のサンプルの収集に際しては、いくつかの制限事項があるため、ここで
確認しておく。 
	 ウプサラ・コーパスからは、これらの名詞の諸変化形を全て検索にかけ、サンプル
を収集した。一方、Огонек のコーパスからは、時間的な制約のため、当該名詞の直格
形（主格形及び同一の形態である対格形）のみを検索にかけてサンプルを収集し、そ
の一部6を最終的にデータベースに加えてある。そのため、データの全体的な整合性と
いう観点から見る場合、サンプル収集に際して、Огонек のコーパス中での当該名詞の
全ての形態が対象として含められていないという難点があるものの、数量的には十分
な数が得られるため、本稿ではこれらのサンプルからデータを採用し、観察を行なう
こととした。この不備を補う作業については、今後の課題のひとつとしたい。 
	 これらのデータに基づき、述語派生抽象名詞と語結合を成している不定詞の振る舞
いを観察するという手順を踏むことになる。 
	 なお、以下では、分析の対象とする動詞のタイプを、体のペアを持つ動詞に限り、
論を進める。 
 
2.3. データの総数 
	 上で行なった文字列による検索の結果得られたサンプルから、最終的にデータとし
て採用されるのは全 1077 例である。それぞれの内訳は以下の通りとなっている： 
 
表 5-3：述語派生抽象名詞（「可能性」）と不定詞の語結合  
述語派生抽象名詞 合計	 
возможность 731 
умение 181 
способность 165 
総数 1077 
 
	 また、「不可能性」を表す名詞は、得られたデータ数は極めて少なく、実際のテキス
ト内での使用頻度はかなり低い（そしてこのことは直観に照らしてみても違和感が無
いだろう）。そのため、ここでは参考程度の扱いに留めることとする。ここでは、数量
的情報について確認しておこう。以下のような内訳になっている： 
                                                
6 невозможность, умение, неумение, способность, неспособность については、検索の結果得られたサン
プルを全てデータベースに加えたが、возможность については、検索結果の先頭から順にサンプルの処
理を開始し、最終的に 921 例をデータベースに加えた。 
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表 5-4：「不可能性」の述語派生抽象名詞と不定詞の語結合  
述語派生抽象名詞	 合計	 
невозможность 36 
неумение 28 
неспособность 20 
総数	 84 
 
	 次節で、それぞれの名詞と結合する不定詞の体の形態の数量的分布について確認す
る。 
 
3. 言語使用の実態と考察 
3.1. 概要 
	 上で行なった文字列による検索で得られたサンプルから、最終的にデータとして採
用されるのは、全 1077 例となる。また、不定詞の体の形態の内訳は以下のようになっ
ている： 
 
表 5-5：述語派生抽象名詞（「可能性」）と不定詞の語結合 
述語派生抽象名詞 完了体	 不完了体	 合計	 
возможность 484 (66.21%) 247 (33.79%) 731 
умение 55 (30.39%) 126 (69.61%) 181 
способность 24 (14.55%) 141 (85.45%) 165 
総数 563 (52.27%) 514 (47.73%) 1077 
 
	 まず、возможность と不定詞の語結合について見てみよう。この語それ自体では、
内的可能性とも外的可能性とも示すことはできないと考えられる7ので、その意味的性
質から考えると、派生元の述語のうち мочь と類似していると考えられる8。そのため、
不定詞の体の形態については、双方の形態が一定の割合で結合しうることが予想され
るが、そうした傾向についても確認することができた9。また、上でも見たように、
Forsyth（1970）では、具体的なデータの数量的分布は示されていないものの、「これ
らから派生した名詞もまた、完了体の不定詞を支配する傾向を示す」と指摘されてお
り（1970: 237）、この指摘の正当性も、ある程度はこのデータによって裏付けられた
と言ってよいだろう。 
次に、内的可能性（後天的可能性）を示す述語 уметь から派生したと考えられる
                                                
7 「内的可能性」、「外的可能性」のそれぞれを表す場合には、それぞれ対応する形容詞を付して
「внутренняя возможность」、「внешняя возможность」となる。 
8 ただ、上でも見た通り、мочь の場合には、非現実のモダリティと評定のモダリティの双方を表すこ
とができるということは勘案する必要がある。名詞 возможность の場合には、非現実のモダリティの
みが表され、評定のモダリティを表す場合には、вероятность が用いられると考えられる。 
9 述語との結合の場合との比較については、下の第 3.2.節にて詳しく見るため、そちらを参照されたい。 
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умение について、既に先の章で見たように、後天的可能性を表す уметь と結合する不
定詞は、不完了体の形態で用いられることが多いため、そこから派生した名詞である
умение と不定詞の結合の場合も、不完了体の形態が多くなるものと予想される。実際
のデータを見てみると、やはり不定詞の体の形態は、不完了体の使用が多数を占めて
いる。 
	 次に、述語 способен から派生した名詞 способность と不定詞の語結合について見て
みると、こちらもまた不完了体が多数を占めるという結果になっている。 
	 不可能性を表す名詞は、今回は対象とは含めないが、参考として体の形態の分布に
ついて確認しておこう： 
 
表 5-6：述語派生抽象名詞（「不可能性」）と不定詞の語結合 
述語派生抽象名詞	 完了体	 不完了体	 合計	 
невозможность 28 (77.78%) 8 (22.22%) 36 
неумение 19 (67.86%) 9 (32.14%) 28 
неспособность 8 (40%) 12 (60%) 20 
総数	 55 (65.48%) 29 (34.52%) 84 
 
	 次節では、ここで見た、述語派生抽象名詞との結合の場合と、述語との結合の場合
との、不定詞の体の形態の選択の実態についての比較を試みる。 
 
3.2. 統語環境に応じた不定詞の振る舞いの比較 
	 ここまでで、不定詞が述語と結合している場合と、述語派生抽象名詞と結合してい
る場合という、異なる統語環境における不定詞の体の形態選択の実態についてのデー
タが揃ったということになる。ここでは、それぞれのデータの比較を試みる。 
	 述語との結合、及び名詞との結合、それぞれのケースをまとめると下表のようにな
る： 
表 5-7：述語と結合している場合、名詞と結合している場合  
述語／名詞	 可能性の種類	 可能性の意味を含む語	 完了体	 不完了体	 合計	 
	 
	 
	 
	 
述語	 
— мочь 
 
1293 
(77.80%) 
369 
(22.20%) 
1662 
内的（後天的） уметь 
 
30 
(26.32%) 
84 
(73.68%) 
114 
内的（先天的） способен 
 
40 
(54.05%) 
34 
(45.95%) 
74 
外的 можно 
 
868 
(75.15%) 
287 
(24.85%) 
1155 
外的 возможно 
 
14 
(82.35%) 
3 
(17.65%) 
17 
合計	 
（述語）	 
  2245 
(74.29%) 
777 
(25.71%) 
3022 
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述語派生	 
抽象名詞	 
— возможность 
 
484 
(66.21%) 
247 
(33.79%) 
731 
内的（後天的） умение 
 
55 
(30.39%) 
126 
(69.61%) 
181 
内的（先天的） способность 
 
24 
(14.55%) 
141 
(85.45%) 
165 
合計	 
（名詞）	 
  563 
(52.27%) 
514 
(47.73%) 
1077 
合計	 
（全体）	 
  2808 
(68.50%) 
1291 
(31.50%) 
4099 
 
	 まず、全体的な傾向について確認しておこう。述語と不定詞の語結合の場合、述語
派生抽象名詞と不定詞の語結合の場合、共に不定詞が完了体の形態で用いられる割合
が多いという傾向には変化はないが、それぞれの占める割合は統語環境に応じて大き
く異なっていることがわかる。述語との結合の場合には、完了体が選択される割合は
約 74%であるのに対して、名詞との結合との場合には約 52%というように 20 ポイン
トほど、その割合が下がっている。 
	 次に、それぞれのモダリティの意味ごとに見てみよう。便宜上、まず、「内的可能性」
のケースから確認する。 
	 「内的可能性」のうち、「後天的可能性」を表す述語 уметь と、名詞 умение との結
合のケースそれぞれについて見てみると、名詞と不定詞の結合の場合においても、不
完了体がより多く選択されるという全体的な傾向はやはり変わっていない。しかしな
がら、名詞との結合の場合には、完了体の形態の占める割合が若干増えている。述語
との結合に際しては、不定詞の形態は、完了体が約 26%だったのに対して、名詞との
結合の場合には約 30%と、その割合が若干増えている。 
	 また、同じ「内的可能性」であっても、「先天的可能性」の場合については、「後天
的可能性」とはその傾向が大きく異なっている。述語 способен と不定詞の結合のケー
スでは、完了体が一定の割合（約 54%）で選択されていたのに対して、その述語から
派生した名詞である способность と不定詞の結合のケースでは、完了体が選択される
割合が非常に小さくなっている（約 15%）という傾向が見られた。 
	 最後の、述語派生抽象名詞 возможность については、やはり完了体が多数を占めて
いるというのは、全体の傾向から逸れるものではない。この名詞の表す可能性の意味
は、上でも見た通り、それ単独では内的可能性とも外的可能性とも判断できず、その
双方を包含しているものと考えられる。したがって、この名詞と不定詞の語結合のケ
ースでは、そのデータの数量的分布は、мочь を除いた10全ての述語と不定詞の語結合
のケースの分布に近いものになることが想定される。試みに、мочь を除く述語と不定
詞の語結合のケースと、возможность と不定詞の語結合のケースについて、それぞれ
のペアを持つ動詞の数量的分布を確認してみよう： 
                                                
10 前にも見た通り、述語 мочь は評定のモダリティと非現実のモダリティの双方を表すことができるた
め。 
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表 5-8：述語（мочь 以外）との結合と名詞との結合の場合の比較  
述語／名詞	 可能性の種類	 可能性の意味を含む語	 完了体	 不完了体	 合計	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
述語	 
内的	 
（後天的） 
уметь 30 
(26.32%) 
84 
(73.68%) 
114 
	 
内的	 
（先天的） 
способен 40 
(54.05%) 
34 
(45.95%) 
74 
в состоянии 23 
(79.31%) 
6 
(20.69%) 
29 
в силах 15 
(93.75%) 
1 
(6.25%) 
16 
	 
	 
	 
外的 
можно 
 
868 
(75.15%) 
287 
(24.85%) 
1155 
нельзя 160 
(55.56%) 
128 
(44.44%) 
288 
возможно 
 
14 
(82.35%) 
3 
(17.65%) 
17 
невозможно 92 
(92.93%) 
7 
(7.07%) 
99 
合計	 
（述語）	 
  1242 
(69.31%) 
550 
(30.69%) 
1792 
合計	 
（名詞）	 
— возможность 484 
(66.21%) 
247 
(33.79%) 
731 
 
	 上の想定通り、両者のデータの分布は非常に似通ったものとなっている。述語との
結合の場合の方が、完了体の不定詞が使用されている割合が３ポイントほど高いが（述
語との結合の場合の約 69%に対して、名詞との結合では 66%）、極めて類似した分布
であると考えてよいだろう。 
 
3.3. 動詞ごとの振る舞いの違い 
3.3.1. 概要 
	 前節では、述語との語結合の場合と、述語派生抽象名詞との語結合の場合という、
異なる統語環境に応じた、体の形態の選択の実態について確認した。本節では、動詞
ごとの振る舞いの違いに着目して考察を加えてみる。 
	 まず、今回のデータで得られた不定詞を、第二章で行なったように、語彙的意味を
基準にしてまとめ、対立のスケールを算出する（cf. 第二章、第 2 節）。 
	 次に、スケールの変化から、統語環境に応じて振る舞いの変わる動詞と変わらない
動詞とに分類を行なう。 
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3.3.2. 動詞ごとの振る舞い 
3.3.2.1. 述語派生抽象名詞  
	 では、述語派生抽象名詞と結合する不定詞の振る舞いについて考察しよう。ここで
は、出現頻度の高かった動詞（頻度数が 5 以上）を取り上げ、先に見た対立のスケー
ル（cf. 第四章、第 2 節）を算出した。その数値に応じて順番を並べて整理したもの
が、下表である： 
 
表 5-9：体の対立のスケール（述語派生抽象名詞との結合の場合）  
動詞 総数	 不完了体	 完了体	 スケール	 
становиться / стать 9 0 9 10.00 
начинать / начать 6 0 6 10.00 
ставить / поставить 6 0 6 10.00 
играть / сыграть 5 0 5 10.00 
обеспечивать / обеспечить 5 0 5 10.00 
получать / получить 26 4 22 6.92 
показывать / показать 6 1 5 6.67 
отвечать / ответить 5 1 4 6.00 
узнавать / узнать 5 1 4 6.00 
брать / взять 5 1 4 6.00 
сравнивать / сравнить 5 1 4 6.00 
находить / найти 9 2 7 5.56 
решать / решить 9 2 7 5.56 
сохранять / сохранить 9 2 7 5.56 
создавать / создать 7 2 5 4.29 
покупать / купить 10 3 7 4.00 
зарабатывать / заработать 13 4 9 3.85 
помогать / помочь 6 2 4 3.33 
выступать / выступить 8 3 5 2.50 
уходить / уйти 5 2 3 2.00 
защищать / защитить 5 2 3 2.00 
поступать / поступить 5 2 3 2.00 
понимать / понять 17 7 10 1.76 
строить / построить 17 8 9 0.59 
делать / сделать 19 9 10 0.53 
проводить / провести 8 4 4 0.00 
думать / подумать 8 4 4 0.00 
смотреть / посмотреть 15 8 7 -0.67 
ценить, оценивать / оценить 9 5 4 -1.11 
видеть / увидеть 25 14 11 -1.20 
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продолжать / продолжить 5 3 2 -2.00 
снимать / снять 5 3 2 -2.00 
собирать / собрать 5 3 2 -2.00 
продавать / продать 5 3 2 -2.00 
добиваться / добиться 8 5 3 -2.50 
выбирать / выбрать 13 9 4 -3.85 
говорить / сказать 17 12 5 -4.12 
распоряжаться / распорядиться 7 5 2 -4.29 
чувствовать / почувствовать 7 5 2 -4.29 
принимать / принять 12 9 3 -5.00 
считать / счесть, сосчитать, посчитать 5 4 1 -6.00 
заниматься / заняться 11 9 2 -6.36 
выполнять / выполнить 7 5 2 -4.29 
влиять / повлиять 7 7 0 -10.00 
писать / написать 7 7 0 -10.00 
контролировать / проконтролировать 7 7 0 -10.00 
пользоваться / воспользоваться 6 6 0 -10.00 
動詞 総数	 不完了体	 完了体	 スケール	 
 
3.3.2.2. 述語との語結合の場合との比較  
	 一定の頻度数で、双方の統語環境において共通して現れる動詞は、今回のデータで
は 18 組あった。これらを抜き出し、それぞれの数量的分布及びスケールを示したもの
が、下表である： 
 
表 5-10：双方の統語環境に共通して現れる動詞  
 ＋述語 ＋名詞	 
動詞	 総数	 不完	 完	 Scale	 総数	 不完	 完	 Scale	 
помогать / помочь 22 0 22 10.00 6 2 4 3.33 
покупать / купить 12 0 12 10.00 10 3 7 4.00 
становиться / стать 42 1 41 9.52 9 0 9 10.00 
отвечать / ответить 17 1 16 8.82 5 1 4 6.00 
принимать / принять 16 1 15 8.75 12 9 3 -5.00 
решать / решить 31 4 27 7.42 9 2 7 5.56 
находить / найти 34 5 29 7.06 9 2 7 5.56 
понимать / понять 64 10 54 6.86 17 7 10 1.76 
говорить / сказать 185 31 154 6.65 17 12 5 -4.12 
брать / взять 14 3 11 5.71 5 1 4 6.00 
ставить / поставить 14 3 11 5.71 6 0 6 10.00 
делать / сделать 71 17 54 5.21 19 9 10 0.53 
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получать / получить 45 12 33 4.67 26 4 22 6.92 
начинать / начать 15 4 11 4.67 6 0 6 10.00 
думать / подумать 39 20 19 －0.26 8 4 4 0.00 
создавать / создать 25 13 12 －0.4 7 2 5 4.29 
видеть / увидеть 35 20 15 －1.43 25 14 11 -1.20 
считать / счесть 31 30 1 －9.35 5 4 1 -6.00 
 
	 それぞれの動詞の統語環境ごとのスケールを比較したのが、下表である。ここでは、
述語との語結合の場合のスケールを「P」、述語派生抽象名詞との語結合の場合のスケ
ールを「N」とし、その差を求めたものを加えると下表のようになる： 
 
表 5-11：統語環境によるスケールの変化  
動詞	 Scale	 
(述語＝P)	 
Scale	 
(名詞＝N)	 
Scale の差	 
（P-N）	 
помогать / помочь 10.00 3.33 6.67 
покупать / купить 10.00 4.00 6 
становиться / стать 9.52 10.00 -0.48 
отвечать / ответить 8.82 6.00 2.82 
принимать / принять 8.75 -5.00 13.75 
решать / решить 7.42 5.56 1.86 
находить / найти 7.06 5.56 1.5 
понимать / понять 6.86 1.76 5.1 
говорить / сказать 6.65 -4.12 10.77 
брать / взять 5.71 6.00 -0.29 
ставить / поставить 5.71 10.00 -4.29 
делать / сделать 5.21 0.53 4.68 
получать / получить 4.67 6.92 -2.25 
начинать / начать 4.67 10.00 -5.33 
думать / подумать －0.26 0.00 -0.26 
создавать / создать －0.4 4.29 -4.69 
видеть / увидеть －1.43 -1.20 -0.23 
считать / счесть －9.35 -6.00 -3.35 
 
	 ここで算出した「スケールの差」を元に、それぞれの動詞（不定詞）が、統語環境
に応じてどのような振る舞いを見せているかの把握が可能になる。 
	 スケールの差が 0 に近ければ、不定詞が用いられる統語環境の影響を受けずに、そ
の動詞の体の選択に際しての振る舞いが一定であるということになる。逆に、数値が
大きく変化していれば、それは体の選択が統語環境に何らかの影響を受けていると考
えられる。 
	 この「スケールの差」の大小に応じて、動詞を以下のように分類することが可能で
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ある： 
 
① 統語環境に応じて振る舞いが変わらない動詞 
② 統語環境に応じて振る舞いが変わる動詞 
(ア) 名詞との語結合でスケールの数値が増えるもの 
（＝名詞との語結合の場合には完了体の使用が増える） 
(イ) 名詞との語結合でスケールの数値が減じるもの 
（＝名詞との語結合の場合には不完了体の使用が増える） 
 
	 以下で、上のそれぞれの主なものを取り上げて考察してみよう。 
 
3.3.3. 統語環境に応じて振る舞いが変わらない動詞 
	 述語との語結合の場合でも、述語派生抽象名詞との語結合の場合でも、体の形態選
択に際して、その振る舞いが大きく変化しない動詞がある。具体的には、становиться 
/ стать（述語との結合の場合のスケール 9.52 対  名詞との結合の場合のスケール
10.00）、видеть / увидеть（同-1.43 対 -1.20）、думать / подумать（同-0.26 対 0.00）な
どである。また、一方のデータ数が少ないため扱いに注意を要するものの、брать / взять
（同 5.71 対 6.00）なども同様の傾向を示している。 
	 これらの動詞については、「可能性」の意味を含む語（述語及び述語派生抽象名詞）
と語結合を成す場合、結合する相手の品詞や、あるいは意味構造などに関わりなく、
選択に際しての傾向が一定であると考えていいだろう。 
	 特に顕著なのは、становиться / стать の例であろう。この動詞については、どちらの
統語環境においても、完了体が圧倒的に選択されている： 
 
(5-4) Им надо дать возможность работать, стать [PFV-INF] богатыми, глядишь, и 
остальные за ними потянутся. [Ogonek] 
彼らには、働き、裕福になる可能性を与えてあげないといけない。そうすれば、
他の者は彼らに続くだろう。 
 
(5-4’) Им надо дать возможность работать, становиться [IPFV-INF] богатыми, 
глядишь, и остальные за ними потянутся. 
 
	 ここで、例（5-4’）のように、体の形態を入れ替えることも可能であり、その場合
この文脈では、当該状況の漸次的な変化、つまり「限界のあるプロセス」が表される
ことになる。 
	 このように、これらの動詞でも不完了体の形態を用いて、相応のアスペクトの意味
を表示することも可能ではあるものの、実際の使用では、完了体が選択されるケース
が圧倒的に多数を占めている。この、特定の動詞の見せる偏向的な選択傾向というも
のは、不定詞が現れる統語環境、あるいは前の章で見た、意味・統語構造とは関わり
がなく、一定して観察されるものである。こうした偏向性が生じる要因としては、何
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か別のものを想定しなければならず、これについては今後の課題となる。 
 
3.3.4. 統語環境に応じて振る舞いが変わる動詞 
	 次に、統語環境に応じて振る舞いを異にする動詞について見ていくことにしよう。
この動詞の場合には、以下の二つのケースがある： 
 
(ア) 名詞との語結合でスケールの数値が増えるもの 
（＝名詞との語結合の場合には完了体の使用が増える） 
(イ) 名詞との語結合でスケールの数値が減じるもの 
（＝名詞との語結合の場合には不完了体の使用が増える） 
 
	 上記（ア）のケースに当てはまるのは、создавать / создать（述語との結合の場合の
スケール-0.4 対 名詞との結合の場合のスケール 4.29）、начинать / начать（同 4.67 対 
10.00）、ставить / поставить（同 5.71 対 10.00）などである。最も顕著な例は、начинать 
/ начать（始める）の例だろう： 
 
(5-5) Он был одним из первых обычных людей, сделанных в СССР, который открыл 
эту способность преодолеть [PFV-INF] все впитанное, начать [PFV-INF] жить 
иначе и сумел сообщать эту способность окружающим. [Ogonek] 
彼は、ソ連邦において作られた、最初の普通の人のうちの一人だった。彼はあ
らゆる学び取ったものを乗り越え、違った風に暮らし始めるというこの能力を
発見し、その能力を周囲の人に触れ回ることすらできたのだ。 
 
	 不定詞の体の形態を入れ替えると下例のようになる： 
 
(5-5’) Он был одним из первых обычных людей, сделанных в СССР, который открыл 
эту способность преодолевать [IPFV-INF] все впитанное, начинать [IPFV-INF] жить 
иначе и сумел сообщать эту способность окружающим. 
 
	 不完了体が顕れている後者の例（5-5’）では、当該状況の反復性が積極的に表現さ
れる。対して完了体が用いられている例では、そうした反復性を持っている解釈も排
除されないものの、そのことは積極的には示すことはない。 
	 これに対して、上記（イ）のケースに当てはまるのは、делать / сделать（述語との
結合の場合のスケール 5.21 対 名詞との結合の場合のスケール 0.53）、говорить / 
сказать（同 6.65 対 -4.12）、понимать / понять（同 6.86 対 1.76）、принимать / принять
（同 8.75 対 -5.00）、покупать / купить（同 8.75 対 -5.00）、помогать / помочь（同 10.00 
対 4.00）といった動詞である。 
	 ここでは「помогать / помочь」の例を確認しておこう： 
 
(5-6) Не только благодарность греет, распрямляет сама возможность помочь 
[PFV-INF] человеку. [Ogonek] 
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感謝の気持ちのおかげで心が温まるばかりでなく、人のことを助けるという可
能性それ自体がまっすぐにしてくれるのである。 
 
	 ここで不定詞の体の形態を入れ替えると下例のようになる： 
 
(5-6’) Не только благодарность греет, распрямляет сама возможность помогать 
[IPFV-INF] человеку. 
 
	 この場合には、体の形態の差異によって文意に差は生じない、競合のケースである。 
	 一方で下例のようなケースもある： 
 
(5-7) У меня появилась возможность помогать [IPFV-INF] им материально. [Ogonek] 
私には彼らを物質的に援助する可能性が出てきた。 
 
	 ここで不定詞の体の形態を入れ替えると、下例のようになる： 
 
(5-7’) У меня появилась возможность помочь [PFV-INF] им материально. 
 
	 この場合には、不完了体が顕れている例（5-7）の場合には、継続的に援助を行なう
ことが表され、対して完了体が顕れている（5-7’）の方は、一度きりの援助を表すこ
とになるという。したがって、この文脈では、二次的アスペクトの意味に応じて体の
選択が成されているということになる。 
 
4. 第五章のまとめ 
	 本章では、モダリティの意味と体の形態選択の間にある相関関係に関する、補足的
な考察を行なった。 
	 第四章までで、可能性のモダリティの意味を含む述語と結合する不定詞の体の形態
選択についての観察を行ない、一定の傾向があることが確認された。しかしながら、
ここで見られた傾向が、意味カテゴリーという、品詞の枠を超えた、より抽象的なレ
ベルにおいても、同様の傾向が観察されるかどうかについては、先行研究では何も述
べられていない。 
	 そこで、本章では試みに、умение, способность, возможность といった、述語から直
接派生した抽象名詞（述語派生抽象名詞）との結合における不定詞の体の形態選択の
実態を調べた。そして、述語との結合の場合と、述語派生抽象名詞との結合の場合と
に見せる、不定詞の体の振る舞いの傾向の違いについて、主にデータの数量的分布の
観察に重点を置き比較を行なった。 
	 全体の傾向としては、述語との語結合の場合と同様、不定詞の体の形態選択は完了
体が優勢であった。 
	 しかしながら、モダリティの意味に応じて見ていくと、述語との語結合の場合と、
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名詞との語結合の場合とで、選択傾向に変化があるものも見られた。 
	 後天的可能性の意味を表す述語 уметь と結合する不定詞は、不完了体の形態で顕れ
ることが大多数であった。ところが、そこから派生した、умение と不定詞が結合する
場合には、完了体が選択される割合が増える。 
	 また、先天的可能性の意味を表す述語 способен と結合する不定詞は、完了体と不完
了体の形態の割合はほぼ半々であったが、そこから派生した抽象名詞である
способность との結合の場合には、不完了体が多数を占めており、大きくその選択傾
向が変化している。 
	 動詞ごとに、その統語環境に応じてどのように振る舞いが変化しているかを観察す
るために、第四章で導入した「スケール」の概念を用いて、その変化に応じて個々の
動詞の特徴付けを試みた。それによれば、述語との語結合の場合と、名詞との語結合
の場合とで、その体の形態選択の傾向について変化を見せない動詞と見せる動詞とが
あることが分かった。 
	 前者に分類されるのは、становиться / стать、видеть / увидеть、думать / подумать な
どである。 
	 後者は、その変化の仕方に応じて、二種類に分類される。ひとつは、名詞との語結
合の場合に完了体の使用が増えるタイプの動詞（создавать / создать、начинать / начать、
ставить / поставить）であり、もうひとつは、逆に、名詞との語結合の場合に不完了体
の使用が増えるタイプの動詞（делать / сделать、говорить / сказать、понимать / понять、
принимать / принять、покупать / купить、помогать / помочь）である。 
 
	 しかしながら、ここでの調査は、規模、質ともに非常に限られたものとなっており、
今後一層の調査が必要となってくる。いくつか今後の課題について指摘しておく必要
があるだろう。 
	 まず、サンプル収集に際して、サンプル収集における不均衡があるため、限られた
データにしたがったものとなっているため、より網羅的にデータを収集した上で、改
めて対象にあたる必要があるだろう。 
	 また、умение と不定詞の結合の場合に、述語との結合の場合と比べて、完了体が用
いられるケースが増加したこと、あるいは逆に способность の場合には不完了体が用
いられるケースが大幅に増えたことについては、ここでは十分に検討を加えられてい
ない。このことは、今後の課題として分析を行なう予定である。 
	 このような、述語との結合の場合と名詞との結合の場合との、選択傾向の変化とい
う現象はどのような解釈が可能だろうか。述語が名詞化する途上で起きる最も大きな
文法上の変化は、時制のカテゴリーの喪失である。このことによって、当該状況が生
起する可能性というものが、具体的なものではなく、時間軸上に位置を置くことので
きない、一般的・抽象的なものと変化するという可能性がある。このため、当該状況
の具体的なイメージを提示する完了体の使用は、相対的に頻度が下がるという傾向に
つながっていると考えられる。 
	 今回の調査の結果を踏まえ、これを出発点とした上で、上記の不備な点については
補いつつ、今後も引き続き調査を行なっていこうと考えている。 
 
第六章 
本稿における結論 
0. はじめに 
	 本章では、本研究で行なってきた一連の分析、考察の結果についてまとめる形で結
論に代えることにする。 
	 本稿で試みた一連の分析、及び考察の目的は、「可能性」のモダリティの意味と、そ
こで用いられる不定詞の「体」の形態選択をめぐる問題を再検討することにあった。 
	 ロシア語において、動詞の形態論的カテゴリーである「体」のカテゴリーは、「アス
ペクト」のカテゴリーを表す主要な手段であるが、従来からモダリティの意味と体の
形態選択における一定の相関関係については指摘されてきており、本稿はそうした記
述の不備な点を補い、より体系的に分析を行なうことを目的としている。 
	 第一章において、この問題を扱っている Рассудова（1982）及び Forsyth（1970）と
いった先行研究を再検討した結果、その記述に共通している問題点として、１）実際
のテキストにおいてどのように用いられているかに関する十分な実態の記述がされて
いないか、あるいは不十分である、２）「可能性」の意味についての分類が十分に成さ
れていない、３）不定詞の語彙的意味に関する考察も十分ではなく、体系的な記述と
なっていない、などがあった。 
	 上記の問題点を踏まえた上で、分析の対象としたのは、уметь, способен, в состоянии, 
в силах; мочь; можно, нельзя, возможно, невозможно といった、一連の「可能性」の意
味を表す主要な述語と、不定詞が成す語結合である。これらの語結合が、実際のテキ
スト内ではどのように用いられているのかという実態の把握、そしてそこでは不定詞
の体が一体どのような振る舞いを見せており、そうした振る舞いは一体どのような要
因に依っているのかを明らかにすることが、本稿の主要な目的である。 
	 上記を踏まえた上で、本稿では以下のような課題を設定した（cf. 第一章、第 5 節）： 
 
① 言語使用の実態の記述 
② 「可能性」の意味の明確化とその分類 
③ モダリティの意味を含む語と結合する不定詞の語彙的意味の考察 
 
	 具体的な考察に先んじて、本稿で取り上げる対象が、ロシア語という言語体系内に
おいてどのような位置を占めているかを捉えるために、各種の概念について概観した
（cf. 第二章）。 
	 まず最初に、Vendler（1967）の研究などに代表される、いわゆる「状況の性質」の
分類について確認した（cf. 第二章、第 1 節）。我々の意識において概念化（そして言
語化）される「状況」は、まずその「動態性」、「漸次的変化」、「限界点」の有無によ
って大きく分類され、「静態」や「プロセス」、「限界のあるプロセス」などに分けられ
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る。 
	 次に、一般言語学的な視座に立ち、「アスペクト」のカテゴリーについて確認を行な
った（cf. 第二章、第 2.4.節）。Плунгян（2011, 2012）では、「アスペクト」の意味を、
「一次的アスペクト」と「二次的アスペクト」に分類している。 
	 「一次的アスペクト（線状的アスペクト）」は、「状況の構造モデル」（cf. 第二章、
第 2.4.2.1.節）において示された、それぞれの部分（「状況の断片」）を表すものである。
この「一次的アスペクト」では、「状況」をミクロな視点で捉えるものである。 
	 それに対して「二次的アスペクト（数量的アスペクト）」は、一次的アスペクトが持
つ本来の機能から変化したものであり、主に「状況」の回数性（数量性）を述べる際
に用いるアスペクトである。この「二次的アスペクト」では「状況」をマクロな視点
から捉えているものと考えられる。 
	 次に、ロシア語の「体」のカテゴリーについて確認した（cf. 第二章、第 2.5.節）。
「体」のカテゴリーの表す意味について、文法形式の表す「個別的意味」と「一般的
意味」という両者について、その概念をまず確認した後、ロシア語の体の個別的意味
について、Forsyth（1970）と Рассудова（1982）の両研究に基づいて、個別的意味の
リストを確認した。そして、ロシア語のアスペクト論における独特の概念である「体
のペア」という概念について確認し、動詞のタイプ（ペアを成す動詞、単体動詞、両
体動詞など）について確認した（cf. 第二章、第 2.6.節）。そして、先に見た「一次的
アスペクト」と「二次的アスペクト」が、ロシア語という言語体系内ではどのように
表現されているかについて考察した。体のカテゴリーの個別的意味として挙げられて
いる意味は、その多くが二次的アスペクトの意味であるという特殊性についても指摘
した。 
	 また、本節では、もう一方の大きな対象である「モダリティ」のカテゴリーについ
て、その理論的枠組みを確認した（cf. 第二章、第 3 節）。モダリティの意味には、大
きく分けて、「評定のモダリティ」と、「非現実のモダリティ」とがある。前者は、命
題的部分に対する話者の態度に関するモダリティで、後者は、当該状況が現実世界に
対してどのように位置付けられているかを扱うモダリティである。 
	 「可能性」の意味の分類については、Palmer（2001）における枠組みと、Плунгян
（2011）における枠組みとを援用し、まず「評定のモダリティ」（Palmer の枠組みで
は「命題的モダリティ」に対応する）と「非現実のモダリティ」（同「事象的モダリテ
ィ」）とに大きく分類した。更に、「非現実のモダリティ」は、ТФГ（1990）で提案さ
れている枠組みを援用し、「内的可能性」と「外的可能性」とに大きく分類した。 
	 「内的可能性」は、「当該状況を引き起こす要因となるものが、当該状況の主体その
もの、主体の内的特徴であるもの」であり、更に「後天的可能性」と「先天的可能性」
とに下位分類が可能である。 
	 それに対して、「外的可能性」は、当該状況の生起を決定する要因が、主体以外、例
えば、恒常的あるいは一時的な外的状況、社会的法則、自然の法則などによって条件
付けられているものであり、更に「非義務的可能性」と「義務的可能性」とに下位分
類が可能である。 
	 また、ロシア語の不定詞について、その形態論的特徴と統語論的な性質について確
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認した（cf. 第二章、第 4 節）。不定詞の統語論的性質は、「接語的用法」と「非接語
的用法」との二つに分類することが可能である。前者は、従属する語との結びつきが
緊密であるのに対して、後者はそうした緊密さがなく、文脈に依存する程度も大きい。
本稿の対象である、述語と語結合を成す不定詞の用法は、前者の接語的用法と位置付
けることができる。 
	 以下で、上記①〜③のそれぞれの課題に対して、本稿で試みた考察から得られた結
論を確認していこう。 
 
1. 「可能性」の意味の明確化と意味・統語構造への分類 
	 上で挙げた、三つの課題のうち、二点目の、「可能性」の意味の明確化と分類という
課題を踏まえ、本稿では、モダリティの意味を含む文の、意味・統語構造の分類を行
ない、それに従う形で分析を試みた（cf. 第二章、第 3.5.節；同、第 5 節）。 
	 「内的可能性」を表す述語は、уметь, способен, в состоянии, в силах が該当する。「外
的可能性」を表す述語は、можно, нельзя, возможно, невозможно が該当する。 
	 最も使用頻度の高い述語である мочь については、その表す意味の多様性から、「評
定のモダリティ」あるいは「非現実のモダリティ」（内的可能性、外的可能性）のいず
れもそれ自身は積極的には表示しないという特殊な述語として位置付けた。 
	 これらの分類を踏まえた上で、「可能性」に関わるモダリティの意味を含む文を、そ
の意味・統語構造に応じて分類することを試みた（cf. 第二章、第 5 節）。 
	 「可能性」に関わるモダリティの意味を含む文は、１）述語（モダリティの意味）、
２）不定詞（あるいは不定詞句；「状況」の提示）、３）否定辞（否定の意味）という、
その意味・統語的要素の組み合わせに応じて以下の四つのタイプ（Ⅰ〜Ⅳ）に分類が
可能である： 
 
表 2-46：論理的に可能な意味・統語構造【再掲】  
	 タイプ	 意味・統語的要素とその結合	 要素の結合＋可能性の下位分類	 
	 
肯定構造	 
Ⅰ M – Inf   M: INT – Inf 
  M: EXT – Inf 
Ⅱ [M – (Neg – Inf)]   [M: INT – (Neg – Inf)] 
  [M: EXT – (Neg – Inf)] 
	 
否定構造	 
Ⅲ [(Neg – M) – Inf]   [(Neg – M: INT) – Inf] 
  [(Neg – M: EXT) – Inf] 
Ⅳ [(Neg – M) – (Neg – Inf)]   [(Neg – M: INT) – (Neg – Inf)] 
  [(Neg – M: EXT) – (Neg – Inf)] 
 
	 タイプⅠは、「可能性」のモダリティの意味を表す最も基本的なタイプである。 
	 タイプⅡは、不定詞に否定辞が直接結合しているタイプで、「可能性」のモダリティ
の変種と位置付けることができる。 
	 タイプⅢは、「不可能性」のモダリティの意味を表すタイプである。 
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 タイプⅣは、いわゆる二重否定により「不可避性」の意味を表すタイプである。 
 
2. 言語使用の実態の記述 
	 本稿で設定した第一の課題である、言語使用の実態の記述の一環として、コーパス
から収集したサンプルをデータとして利用し、実際のテキストではどのように使用さ
れているのかを、具体的な数量データと共に示すという点がある。 
	 具体的な分析に先立ち、第三章では、本稿で採用したデータの収集方法について確
認した。 
	 まず、ロシア語を対象とするコーパスについて概観した。本研究では、対象とする
ロシア語の年代的側面と、データの安定性から、ウプサラ・コーパスをその中心的な
コーパスとして採用した。 
	 述語と不定詞から成る語結合のデータを得るために、まずそれぞれの述語と同形の
各種文字列によって、コーパスからサンプルを収集することから開始した。この時点
で得られたサンプルには、最終的なデータとすることができないものが含まれている
ので、以下に述べる二つのフィルターを設定してサンプルより取捨選択を行なった。 
	 当該文字列が述語として機能しているかどうかなどの基準により、モダリティの述
語に関して最初にフィルタリングを行なった上で、次に、動詞のタイプ（ペアを成す
動詞、単体動詞、両体動詞など）によりフィルタリングを行ない、最終的にデータと
して採用するサンプルを絞り込んだ。これらのフィルタリング作業によって、最終的
に分析の対象となるデータは、4565 例（うち中心的な対象となる「ペアを成す動詞」
は 3454 例）となった。 
	 こうして得られたデータに基づき、本稿で設定した課題の解決を試みた（cf. 第四
章）。 
	 第四章は、大きく分けて二つの内容から成っている。まずひとつは、第三章で得ら
れたデータから、先行研究における記述の妥当性について再検証を行なうという試み
である。第三章で得られたデータに基づいて、まず先行研究における記述がどの程度
言語使用の実態を把握し、記述されているかについての再検証を行なった。 
	 今回収集したデータから、全体的な傾向として、「可能性」の意味を含む述語と不定
詞が結合する場合には、不完了体よりも完了体がより多く選択されていることが明ら
かになった。 
	 上で、意味・統語構造を四つのタイプに分類した。その意味・統語構造と、述語の
別にしたがって、今回のデータを整理すると、論理的には想定しうるものの、実際に
はほとんど用いられない意味・統語構造があることが明らかになった。すなわち、タ
イプⅡ（「可能性」の変種）及びタイプⅣ（「不可避性」）の構造については、そもそも
頻度が低いが、とりわけこれらのタイプで、「内的可能性」の述語が用いられるケース
は、今回の調査ではデータが極めて少ないか、事実上観察されず、これは我々の言語
的直感を裏付けるものとなった。 
	 「非現実のモダリティ」を表す一連の述語（уметь, способен, в состоянии, в силах; 
можно, нельзя, возможно, невозможно）について、どの意味・統語構造において、結
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合する不定詞の体の形態選択がどのように成されているかについて検証した。まず、
内的可能性の意味を表す述語（уметь, способен, в состоянии, в силах）のうち、уметь
との結合の場合には、意味・統語構造に関わらず、不定詞は一貫して不完了体の形態
が選択されることが多い。これは先行研究での指摘をデータの面からも裏付けられた
ということになる。しかし、同じ内的可能性でも、способен の場合には、異なる傾向
を見せる。この述語と結合する不定詞は、уметь との結合の場合と比較すると、完了
体が選択される割合が増える。外的可能性の意味を表す述語（можно, нельзя, возможно, 
невозможно）に関して言えば、最も顕著な特徴を見せるのは невозможно である。こ
の述語と結合する不定詞は、完了体の形態が選択されることが専らである。 
	 上でも述べた通り、述語 мочь は、「非現実のモダリティ」と「評定のモダリティ」
の双方を表すことができるため、別途検証した。まず、それぞれの意味・統語構造に
おいて表されるモダリティの種類について検証した。タイプⅠは、双方のモダリティ
の意味を表すことができる。タイプⅡも、双方のモダリティの意味を表すことができ
るが、その場合、結合する不定詞の体の形態に応じて、実質的にモダリティの意味が
変化する。「評定のモダリティ」が表される場合には完了体が選択され、「非現実のモ
ダリティ」が表される場合には不完了体が選択されるという傾向を示す。タイプⅢは、
「非現実のモダリティ」を表すのに特化された構造であることが明らかになった。タ
イプⅣは、双方のモダリティの意味を表すことができる。 
	 また、Forsyth（1970）や Рассудова（1982）による先行研究で指摘されていた、「不
可能性」の述語と完了体の結びつきについて、データの分布という観点から検証する
ため、мочь 以外の述語との語結合の場合と、мочь との語結合の場合とのそれぞれに
ついて、意味・統語構造のタイプⅠとタイプⅢにおけるデータの数量的分布の比較を
試みた（cf. 第四章、第 1.5.節）。 
	 мочь 以外の述語の場合には、タイプⅠでは 74.06%、タイプⅢでは 74.71%というそ
れぞれの割合で、完了体の形態が選択されている。述語 мочь について言えば、この
タイプⅢでは完了体の比率が、タイプⅠに比して若干高くなってはいる（83.96%が完
了体で用いられている；タイプⅠでは 76.31%）。 
	 このように、今回のデータの数量的な分布を見る限りでは、意味・統語構造のうち
タイプⅢの場合に限って完了体の比率が際立って高くなるというわけでは必ずしもな
い。共起する確率という観点からすると、「不可能性」の意味と不定詞の体の形態の選
択の間には、特に強い相関関係があるとは思われない。 
	 タイプⅢの構造の場合に、完了体の比率が高くなる傾向が認められるのは、ある特
定の述語に限ってのみである（最も顕著な傾向を示したのは、в состоянии 及び
невозможно であった）。それ以外の述語の場合には、タイプⅠの場合とほぼ同様の分
布の傾向を示しており、これは単に可能性のモダリティの述語と不定詞が結合する場
合に観察される、全般的な傾向に沿ったものとなっている。 
	 また、今回得たデータから、実際の使用実態に沿って、それぞれの述語の特徴付け
も行なった（cf. 第四章、第 1.6.2.2.節）。уметь は、どの意味・統語構造のタイプで用
いられるかには関わりなく、結合する不定詞は一貫して不完了体が多数を占める。ま
た、способен は、タイプⅢの構造で用いられることは稀で、事実上タイプⅠで用いら
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れることがほとんどである。逆に、「в силах」は、タイプⅢでしか用いられない。「в 
состоянии」及び「в силах」は、タイプⅢで用いられる場合、結合する不定詞は、完
了体が選択される。外的可能性を表す述語に関して言えば、顕著な分布の特徴を示し
ているのは、невозможно であり、この述語と結合する不定詞は完了体が多数を占める。
こうした特徴に従って、モダリティの種類、意味・統語構造に応じて、どの述語が用
いられるかという分布を表したのが下表である： 
 
表 4-44：ロシア語における可能性のモダリティの文（意味・統語構造と述語）【再掲】  
	 
	 
タイプ	 
モダリティの種類	 
評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
内的可能性	 外的可能性	 
Ⅰ	 мочь мочь, уметь,  
способен, в состоянии 
мочь, можно, возможно 
Ⅱ	 мочь ― мочь, можно 
Ⅲ	 ― мочь, уметь, 
 в состоянии, в силах 
мочь, нельзя, невозможно 
Ⅳ	 мочь ― мочь, нельзя 
 
	 ここまでの観察から、「可能性」のモダリティの述語と語結合を成す不定詞の、体の
カテゴリーの形態選択に関する振る舞いについては傾向が把握できたことになる。 
	 「可能性」のモダリティの意味を含む述語と結合する不定詞の体の形態選択には、
どのような要因を想定すればよいだろうか。今回得られたデータの観察によると、多
くの場合完了体の形態は、「非現実のモダリティ」と「評定のモダリティ」の別に関わ
らず、当該状況が起算時点以降に生起する（しうる）ことを表す。 
	 不完了体の形態の表す内容は、「評定のモダリティ」の場合、当該状況の性質が、「限
界のあるプロセス」であるか、あるいは「出来事」の場合かに応じて体の形態が表し
うる意味内容も異なってくる。当該状況が「限界のあるプロセス」の場合、起算時点
で進行している状況を不完了体の形態によって表すことが可能である。また、不完了
体の形態は、当該状況の反復性、あるいはそれを基盤とした習慣性や一般性といった
特徴をも表すことができる。それに対して、「出来事」の場合には、不完了体の形態は、
進行相の意味を表せないため、多く当該状況の反復性を表すという機能を果たしてい
る。しかし、実際の言語使用では、この「出来事」の性質を持つ動詞の不完了体の形
態はほとんど現れてこず、また仮に用いたとしても不自然な文であると感じられてし
まうことも多い。 
 
3. モダリティの意味を含む語と結合する不定詞の語彙的意味の考察 
	 前述の通り、第四章は、大きく分けて二つの内容から成っている。まずひとつは、
前節で見た通り、第三章で得たデータに基づいて、先行研究における記述の妥当性に
ついて再検証を行なうという試みであった。そして二つ目の内容は、データから読み
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取れる分析対象の示す傾向に基づき、新たな基準を設定した上で対象を分析するとい
う試みである。 
	 ここまで確認してきた通り、「可能性」の意味を含む語と結合する不定詞の見せる文
法的な振る舞いについて、全体的な傾向を把握することができた。その一方で、いく
つかの動詞語彙に限っては、どちらか一方の体の形態でのみ用いられるという文法的
行動を見せるものもあった。 
	 動詞語彙の見せる、このような形態選択における「偏向性」を、数値とともに把握
するために、新たな基準として、本稿では「体の形態的対立のスケール」（以下単に「ス
ケール」とする）という指標を導入した（cf. 第四章、第 2.3.節）。これは、完了体と
不完了体でペアを成す動詞において、この「可能性」の述語と語結合を成す場合に、
どちらの体が選択される割合が多いかを示す指標である。この数値が 10 に近ければ近
いほど、完了体が選択される割合が高く、−10 に近ければ近いほど、不完了体が選択
される割合が高いことを示す。 
	 この「スケール」を利用することにより、体のペアを持つ動詞は、その選択傾向に
応じて、「第Ⅱ群」及び「第Ⅰ群」の二つのグループに分類することが可能である。 
	 「第Ⅱ群」に属する動詞は、専ら完了体のみが現れる動詞である。помогать / помочь
（手伝う、助ける）、оказываться / оказаться（見つかる；〜であることが分かる）、
представлять себе / представить себе（想像する、思う）、случаться / случиться（起こ
る、生じる）、заставлять / заставить（強制する）、относить / отнести（関連づける）、
позволять себе / позволить себе（あえて〜する）、показываться / показаться（〜と思わ
れる）、покупать / купить（買う）、восстанавливать / восстановить（復興させる）、заменять 
/ заменить（取り替える）、становиться / стать（〜になる）、объяснять / объяснить（説
明する）、соглашаться / согласиться（同意する）、вспоминать / вспомнить（思い出す）、
отвечать / ответить（応える）、принимать / принять（受け容れる）、называть / назвать
（名付ける）、определять / определить（定める）、изменять / изменить（変える）、
приводить / привести（実施する）、обеспечивать / обеспечить（保障する）、представлять 
/ представить（提示する）などが含まれる。 
	 「第Ⅰ群」に属する動詞は、служить / послужить（役に立つ）、считать / счесть（見
なす、考える）などが、その特徴を最も顕著に表すものである。これらは、専ら不完
了体で用いられる動詞である。 
	 また、それぞれの「群」に属する動詞は、その体の形式の表すアスペクトの意味に
も違いがあることが分かった。 
	 「第Ⅱ群」に属する動詞の場合には、体の形式は主に二次的アスペクトを表す機能
を果たしていると考えられる。すなわち、完了体は「出来事」として「状況」を提示
し、対応する不完了体は、当該状況の反復性を主に示す役割を果たしており、この「群」
に属するペアは、主に二次的アスペクトの意味において対立していると考えられる。 
	 それに対して、「第Ⅰ群」に属する動詞の場合には、体の形式は主に一次的アスペク
トを表す機能を果たしていると考えられる。すなわち、不完了体の形態は当該状況の
持続的性質を表している。対応する完了体は、事実上用いられないか、あるいは用い
られても、そこでは体の対立は中和してしまっている（いわゆる「体の競合」の現象）。 
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4. 述語派生抽象名詞と不定詞の結合のケース 
	 本稿では、ここまで見てきた、述語と不定詞の語結合における相関関係に関する考
察に加えて、これらの述語から派生した抽象名詞（述語派生抽象名詞）と不定詞の語
結合のケースについて補足的考察を行なった（cf. 第五章）。これは、ここまでで見ら
れた両者（述語と不定詞の体の形態選択）の相関関係（あるいは影響関係）が、語の
レベルよりも更に抽象的なレベルである、意味カテゴリーのレベルにおいても共通し
て観察されるものなのかどうかを検証するための試みである。 
	 умение, способность, возможность といった、述語から派生した抽象名詞との結合に
おける不定詞の体の形態選択の実態を調べた。そして、述語との結合の場合と、述語
派生抽象名詞との結合の場合とに見せる、不定詞の体の振る舞いの傾向の違いについ
て、主にデータの数量的分布の観察に重点を置き比較を行なった。 
	 全体の傾向としては、述語との語結合の場合と同様、不定詞の体の形態選択は完了
体が優勢であった。しかし、モダリティの意味に応じて見ていくと、述語との語結合
の場合と、名詞との語結合の場合とで、選択傾向に変化があるものも見られた。 
	 後天的可能性の意味を表す述語 уметь と結合する不定詞は、不完了体の形態で顕れ
ることが大多数であったのに対して、умение と不定詞が結合する場合には、完了体が
選択される割合が増加する。 
	 また、先天的可能性の意味を表す述語 способен と結合する不定詞は、完了体と不完
了体の形態の割合はほぼ半々であったが、способность との結合の場合には、不完了
体が大多数を占めており、大きくその選択傾向が変化している。 
	 さらに、ここでデータとして得られた動詞ごとに、その統語環境に応じてどのよう
に振る舞いが変化しているかを観察するために、第四章で導入したスケールの概念を
用いて、その変化に応じて個々の動詞の特徴付けを試みた。それによれば、述語との
語結合の場合と、名詞との語結合の場合とで、その体の形態選択の傾向について変化
しない動詞と何らかの変化を見せる動詞とがあることが分かった。 
	 前者に分類されるのは、становиться / стать、видеть / увидеть、думать / подумать な
どである。 
	 後者は、その変化の仕方に応じて、二種類に分類される。ひとつは、名詞との語結
合の場合に完了体の使用が増えるタイプの動詞（создавать / создать、начинать / начать、
ставить / поставить）であり、もうひとつは、逆に、名詞との語結合の場合に不完了体
の使用が増えるタイプの動詞（делать / сделать、говорить / сказать、понимать / понять、
принимать / принять、покупать / купить、помогать / помочь）である。 
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0. 本章の概要 
 µƏ<..ÅƧē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 ¸ƽ/3ĥHƪ2Ǫ#HÏǷ 
 &33ÅƧē3ėÍLƭ#ƭŲĝś/&3ûƬżŵ2Ǫ#HÏǷ 
 
 ~.42IF3ŪLč2ĉ3ǄǷ2,-ħ+-	 
 
1. 動詞ごとの振る舞いに関する問題 
1.1. 「体の形態的対立のスケール」について 
 ƑÐƏƑ 2Ɩ.īŋ!(3ĆĘżôƎ3ZVys/ĤŒ&3@3ÏǷ
Lġ-H/4ǁ? HLċ1	 
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 Ñ3ǅŊ.3ĆĘǡĠ2Ǭ!-zìƉý3£GLư%H¸ƽ2,-
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HƉý3ưĄLċH/4.(3.ĉ43İ¢Lžê/!-HƉý¸ƽ
LƞGǓM)}.ő
1ƲŪF3ļ1HǅŊLƬ1/ÅƧ21H)J	 
 
1.2. その他の特徴的な動詞 
 .4&32ŰČż1ĥHƪLư%-H¸ƽL,ÃG}-=H	 
 ¸ƽ забывать-забыть Lư-=E	3¸ƽ4Ñ3ôǉ3ÅƧē3ėÍ
Lģ,ǔǂ/ǂƝÇLĚ#ÚÇõFëǡĠIHȁ 
 
(7-1) Нам и в голову не приходило, что мы когда-либо можем забыть [PFV-INF] 
двери его квартиры.  [UC] 
ě
4Ʃ±(*Ĉ3jq`d3eNLďIH/J10/4đ@
ðF1+(	 
 
 3¸ƽë3ĆĘ.ŵFIH34ėÍxƟǂŐǘ3]PkǻÅƧ
ēǼ3Ļ3=, нельзя/3ǂƝÇ3ÚÇõF.Hȁ 
 
(7-2) Нельзя забывать [IPFV-INF], что марксисты никогда не рассматривали 
внутрипартийную демократию как самоцель.  [UC] 
msUZƣĮģƥ(*4¨­3ŞƣLƩúžż/ư1!(/4zý
@ū+(//LďI-41F1	 
 
 ÑÂǮ!(cy].43¸ƽë.ŵFIH34нельзя/3ǂƝ
Ç3=.+(3ÅƧē3ėÍLģ,ǔǂ/3ƝÇ.ëŲIHÚÇ
ǻ~Ǽ@fYpfsxWyiZ10.4ư,H/.Hȁ 
 
(7-3) —Прости. — Забудем, — очень твердо сказала она. — Давай забудем. Пока 
еще можем забывать [IPFV-INF].  [RNC: Сергей Лукьяненко. Ночной дозор 
(1998) ] 
?M1	ďI<!D	Ĉá4+6G/Ƶ+(	ďI<!D	
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 !!3E14ŏ?-÷İ/1+-Hǻ193=Ǽ	 
 ŕ2¸ƽ учитывать-учесть 2,-ư-=E	3¸ƽ4ÅƧē3ėÍ
Lģ,ǔǂ/3ǂƝÇ3ÚÇë.!ŵFI$ėÍxƟǂŐǘ3ćǳ4
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(7-4) Нельзя не учитывать [IPFV-INF] и общей сложной ситуации в энергетике.  
[UC] 
QhsTyįƓ2HƢ"-Ʈǯ1űšLƤę!1K241	 
 
(7-5) И депутатская подготовительная комиссия по здравоохранению, физкультуре 
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и социальному обеспечению, рассматривая показатели плана и бюджета на 1988 
год, ход выполнения плана в этом году, не могла не учитывать [IPFV-INF] думы и 
настроения миллионов людей.  [UC] 
1988üý3ƶŷ/Ɣ3ĤŒü3ƶŷíķ3ǚĦLư-¤ƦÀ8ƅ
ǭ2Ǫ#Hǈŧ¥äÎ@ǈ/İŻ|3
3ŔǛLƤę2©I
1K241+(	 
 
(7-6) Я могла бы не учитывать [IPFV-INF] мнения Марьи Ефремовны, но мне надо 
исправить оценку в четверти.  [UC] 
Ƈ1FmyroxQjtynwf3ėưLƤę!1/@.H)J
èł3ƼLŗ!1I51F1	 
 
 ńı.@ư(ǗG3ÚÇ3ìƽ33ĆĘ4©IĽ-@ıėÜKH
/41KCHƐÇ3ŲǉưFIHȁ 
 
(4-72) Нельзя не учитывать [IPFV-INF] того, что Троцкий и троцкисты, как это в 
резкой форме обнаружилось после смерти В.И. Ленина, были противниками 
ленинской идеи построения социализма в СССР.  [UC]®ĩ 
duaSy/duaSZd(*tygv3řĉ3/Ēǚż1Ć.ĺ
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(4-72’) Нельзя не учесть [PFV-INF] того, что Троцкий и троцкисты, как это в резкой 
форме обнаружилось после смерти В.И. Ленина, были противниками ленинской 
идеи построения социализма в СССР. 
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(7-7) Совсем неплохой результат, если учесть [PFV-INF], что на острове не хватает 
дизельного топлива.  [UC] 
ø24cOy[sŮĲǎ!-H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第七章	 
おわりに：今後の課題	 
 250 
ZVys3¢10@¿ŭ!1Fļ2F3±ǹ3Ø2!-ÃG}H¸ƽL
ƞGǓM)}.ÃGƜM.ĎƯH)J	 
 
1.3. 「体の競合」をめぐる問題 
 <(KCH3ƐÇ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2. 「可能性」を表すその他の表現手段とその平行的使用に関する問題 
2.1. 概要：可能性の意味を表すその他の表現手段 
 ƑƏ.@ư(ǗGǻcf. ƑƏƑ 3.5.1.ƖǼÅƧē3ėÍ3ÚǻėÍRb
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1 &I2ô!-ăôƎ/IH34~3ôƎ.Hȁ 
 
 ¬żí3ėÍǻëǼ/¬żǜƉ3ėÍǻëǼ 
 ¬żí3ėÍǻëǼ/´ǫ31ÞÑē3ėÍǻëǼ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 ĆĘżĝśȁſǃŢ2HxĻ´ĆĘìŢ2H3ĆĘ 
 ǂążĝśȁn^rbO3ėÍLģ,¸ƽÀ8ǔǂ 
 ƟǂżĝśȁËìL+(ìƽŐǘ 
 
&I'I~3E1ıôĐ#Hǻĳæ.Ƅ!(ǂǀĄ#HƭŲĝśǼȁ 
 
(7-8) Ребенок уже ходит. 
&3å4@Ř<#	 
(7-9) Он умеет плавать. 
Ĉ4Ť<#	 
(7-10) Тебе этого не понять! 
M(1M2&I4ųƴ.1KǺ 
 
 Ñńƌ.ôǉ/!-Ğ+(34}Ƹ3*3ǂążĝś2EHƭŲĝś
3ÚÇ2ŵFIHǔǂH4&FŦŴ!(Éƽ/ǂƝÇLĆĚ#Hìƽ
33ĆĀǡĠ3ÏǷ2,-=-(	 
 uYNǂ3ıŢƘ­.43ǂążĝś2EHƭŲĝś2¶-¸ƽ3
xĻ´ĆĘ2EHƭŲĝśǻÈǼ&!-ìŢı2EHƭŲǻÈǼ3&I'I
&I'I9,GÇ/1«ç!-H//21H	&I'I3ƭ
Ųĝś3Ƙ­.3Ō=±03E21+-H3//4ĉ
3ß1ǄǷ/1+-H)J	 
 zĶ}Ƹ3xĻ´ĆĘ2EHƭŲĝś2,-z03E1ėÍ}3Ņ
Ī+-I5ÅƧēLƭ#ėÍ/1GH3/Ū2,-4±Ň
ĎƯ)J	I4Ɵż1NZlUdǆ2-4Űì33 ³żėÍ
5ë3ũÕż¸3ėÍǻcf. ƑƏƑ 2.5.3.2.ƖǼë3ũÕ
żxēǋż¸3ėÍǻcf. ƑƏƑ 2.5.3.3.ƖǼ03E1ıƨ2-íŲ#
H/ÏǷ/!-īǌIH@3.H	 
 <(3KCHìŢı3ÚÇ2@B4G3Őı.ŵFIH¸ƽ
3ǂążėÍÏǷ/1+-H)J	 
 &!-3ÏǷ4ŕƖ.ĞIF3ı3ûƬē3ÏǷ:/,1+-
H	 
 
2.2. 様々な表現手段の平行的使用に関する問題 
 µƖ3ÏǷ/ñĨ2ǪK+-HÏǷ/!-IF3Ʈİ3ƭŲĝś3ǩ2H
ûƬēǻH4ǹƣēǼ2,-3ÏǷ@ĉÃGƜ>;ǄǷ3*3z,.
H	 
 5~3ÐƊǹ3ıLŝǒ!-=Eȁ 
 
 ¸ƽ3Ǳǜ¾Ļ´ 
Ты этого не поймешь! / Ты не избежишь объяснения! 
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 ǂążĝśǻǿǼ 
Ты этого не можешь понять! / Ты не можешь избежать объяснения! 
 
 ǂążĝśǻȀǼ 
*Тебе этого нельзя понять! / ?Тебе нельзя избежать объяснения! 
 
 ìŢı 
Тебе этого не понять! / Тебе не избежать объяснения! 
 
 IF4µƖ.ư(ÅƧē3ėÍLƭ#ƭŲĝś/&I'IôĐ!-G
ìƽ2E+-ƭIHűš2,-Ŵǌ3ÅƧēLƭ!-H	 
 H7/,3ƭŲF3ƭŲĆĀLŦŴ%H/ÚÇ2E+-4}Ƹ3E
2Ǳı/ư1I-!<@3°-ņ-!<2	!(+-IF4ÅƧ
ē/«Ǘ3ėÍRbXryLģ+--@&I'I3é¥ƗÓŹ1+-
H//H	 
 3E1ėÍ3}.3ûƬēLĞ+(42@ư,H/.H	
5ūƈı/ƈı3ÚÇLƤ-=E	Шелякинǻ1993Ǽ2EI5ŕ3
E1n^rbO3ėÍLģ,ǔǂ4ƈı/ūƈıûƬż2ŵIH/
ǻcf. Шелякин 1993: 252-253Ǽȁ 
 
ƭ 7-1ȁûƬż2ŵIHǔǂ  
モダリティの意味	 文の種類	 述語	 例	 
ÅƧēǾÅƧē 
ǻвозможностьǾ 
невозможностьǼ 
ƈı мочь 
 
Я могу идти? 
ūƈı можно Мне можно идти? 
ǸŁǾǱǸŁ 
ǻжелательностьǾ 
нежелательностьǼ 
ƈı хотеть 
 
Я хочу спать. 
ūƈı хотеться Мне хочется спать. 
ƣ¹ 
ǻобязанностьǼ 
ƈı должен 
 
Наша команда должна поехать на 
соревнования. 
ūƈı необходимо, следует, 
надо, нужно 
Нашей команде необходимо поехать на 
соревнования. 
ƆŖ 
ǻзапрещениеǼ 
ƈı не должен 
 
Ты не должен рисковать своим здоровьем. 
ūƈı не следует Тебе не следует рисковать своим 
здоровьем. 
                                                
2 .3ǔǂ нельзяLŵ(ı¸ƽ понять/ƀïI1ųŶ4нельзя/ǔǂÝż
ƯÒ2EHĄǀűšŴǌ3ÅƧēLƭ#@3.H32ô!-понять/¸ƽ2E+-ƭI
Hűš43­żƯÒ2E+-Ŵǌ#H@3)F.H	 
 253 
Ɲň3ǝĚ 
ǻдостижение 
результатаǼ 
ƈı суметь 
 
Этот спортсмен сумел добиться победы. 
ūƈı удасться Этому спортсмену удалось добиться 
победы. 
 
 !!ńƖ¯ǵ3Ð3ŝǒF÷1/@ÅƧē3ÚÇ24ª-3
ÚÇ2-ûƬż2ŵFIHƺ.41//4ĸ2ĺF.H	!(
+-IF4ň(!-ûƬż2ŵFIHH403ƉýûƬż2ŵ
FIH/Ƶ+-E3/ŪFĵ(2ÏǷLƹì!ſ!(}.Ƥò#HĎƯ
H)J	 
 ƕư2EI5IF3ı3ǩ24~3E1ùŹH/ƤFIHȁ 
 
P ėÍǆżƳŪF3ùŹ 
u ǂŵǆżƳŪF3ùŹ 
 
 <$PǼ3ėÍǆżƳŪF3ùŹ2,-4}3.@ư(ǗG.H	ǔ
ǂÈÛ3ǩH4&I'I3ƭŲĆĀ3ǩ24ėÍż1ùŹH3.&I
FL<$ĺF2#HĎƯJ	ńƌ.@ư(ǗGǔǂ3ǩ2-@H
@34ÝżÅƧēLƭ!³3@34­żÅƧēLƭ#/ǞH	<(&
I2Đ"-ìƽ3ǂążėÍ/3Ɲ8,3ÅƧē@Ƥę#HĎƯŴ"-H	 
 ƕư2EI53E1ǔǂLŵ(ǂążĝś¸ƽ3Ǳǜ¾ĆLŵHĝ
ś&!-ìŢı/3ǩ2HėÍż1ùŹ/@32,-ĊņŝǒBōƷ
Lƾ=(Ƃƍ/@34çÕ!-1	 
 zĶ.ƈı/ūƈı3ŵŢ3ǞLǂŵǆżƳŪFŰČH/@0
BFÅƧ.Hǻ}ƸuǼ	5}ƭ¯ǵ3ÅƧēǾÅƧē3ÚÇ24
ƈıLŵHĶEG{ó)/ƻƵ@H	!!ǸŁǾǱǸŁ3ÚÇ
24ūƈıLŵHĶâ<!/ǃĺIH/H	3E1ƭŲ
ĝś/&3ǂŵǆż·ň3ǩ2HƵ+-=I5zǊē3ū3E1@34
03E2ǃĺ#I5)Jȃ 
 H45~3E1Lư-=E	Ɵǂǆż±ǹ/!-4ǻ7-11Ǽ
4ƈıǻ7-12Ǽ4ūƈıǻìŢıǼ//21Hȁ 
 
(7-11) Ствол двумя руками не охватишь. 
(7-12) Ствол—двумя руками не охватить. 
 
 HŜǂƿƥ32EI53ƥ4ǹƣż.H/	IF4ĸ2ÅƧē
3ŀū2,-ǔ;-H3.41&3ƭŲLǗ"-.ƿǷ21+-H
ôǉ3ƱœBß10LHı.H/	!(+-IF3ı2ô!
-Почему?ǻ1M.ȃǼ/E1ÏLź#H34ŨƋ1/21+-!<	 
                                                
3 HuYNǂƂƍĜƂƍÎ2EHƻƵ3Ưƙǻ2012ü 3Ŀ 13ĹƇǼ	 
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 IFLǐ<(}.Ĺńǂ3ƺLƤ-=H/&3ŉ4ĝ"A,?1
ǻFàǼM)FǺ/+(/JǠĄ1ƺ21H)J	 
 3ı4«2Őı&IƩǍĻǩēǻcf. ńƌƑƏƑ 3.4.2.Ɩţ 78Ǽ
Lƭ#/ŰČLŀ!-H(?3E1ėÍ3ÜºŴ"H//.
H/ƤFIH	 
 H4ŕ3E1ıL2/+-=Eȁ 
 
(7-13) До метро не дойдешь за 10 минут. 
(7-14) Ты не дойдешь до метро за 10 минут. 
(7-15) Ты не можешь дойти до метро за 10 минут. 
(7-16) Тебе нельзя дойти до метро за 10 минут. 
(7-17) До метро не дойти за 10 минут. 
 
 ǻ7-13Ǽ/ǻ7-14Ǽ4ƈÉƽ3ŀū)Ź1+-H	ƈÉƽ3
ūǻ7-13Ǽ3Ķ4§3ǻ7-11Ǽ/Èő2ǍĻǩż1űšLƭ#3.10
±.4Ɓ1ǻFǟǼ//Lƭ#	&3(?ìŢı.Hǻ7-17Ǽ
/ǹƣż//21H	 
 zĶǻ7-14Ǽ3Ķ4ƈÉƽL+-H(?űš4¬ż1űš/
/21H	!(+-34ǻ7-16Ǽ/ǹƣż//21H	 
 IF33ÚÇ24&I'I3ı2ǧBǏǰ3ØŧŪ/1HƭŲ&
Fļ2Ǒ"-Ļǩżǧ3ØŧŪ/1HƭŲÌ<I-H/@ǥƯ1Ưƚ
/1H)J	 
 !(ı3ėÍ3ľƛż1ƴǤ2ćǳLģ,ıƨ}3ƯÒL7/,7/,ť
°!-Ŏĉş?FI-H)J	 
 ƒƥ4ĸ2IF3ÏǷŪ2Ǫ!-Ĵůż2ǅŊLǨã!-G.Ƅ!(E
1,3ŀŽ1ĕÙLċH/.-H	ĉ@āơ3ÆƭŲĝ
ś3ûƬżŵ/ÏǷ24ÃGƜM.(/Ƥ-H	 
 
 
補足資料：体の形態的対立のスケール（詳細） 
	 本論第四章第 2 節で見た、体の形態的対立のスケールの、それぞれの動詞の分布を
より詳細に示したものを下表の形にした。主な留意事項を下に記す。 
 
イ)	 下表中①の欄は、スケールの数値（−10〜10）を示してある。 
ロ)	 同②の欄は、意味・統語構造のタイプ（Ⅰ〜Ⅳ）を示してある。 
ハ)	 述語内訳の欄には、それぞれの形態がどのような述語と結合しているかを示
してある。括弧内に頻度数を示した。 
ニ)	 不完了体と完了体の双方が分布している場合には、最初に不完了体と結合す
る述語を提示し、セミコロンの後に完了体と結合する述語を提示してある。 
 
表：体の形態的スケール（詳細）  
① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 
10 помогать / 
 помочь 
 
（手伝う、助ける） 
Ⅰ	 0 15 15 в состоянии (1), можно (3), мочь (11) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 16 16 в состоянии (1), мочь (4), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 21 21 - 
10 оказываться / 
 оказаться 
 
（見つかる、〜である
と分かる） 
Ⅰ	 0 17 17 мочь (17) 
Ⅱ	 0 1 1 мочь (1) 
Ⅲ	 0 0 0 - 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 18 18 - 
10 представлять себе / 
 представить себе 
 
（想像する） 
Ⅰ	 0 10 10 можно (7), мочь (2), способен (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 7 7 мочь (7) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 17 17 - 
10 случаться / 
 случиться 
 
（起こる、生じる） 
Ⅰ	 0 14 14 мочь (14) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 2 2 мочь (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 16 16 - 
10 позволять себе / 
 позволить себе 
 
（あえて〜する） 
Ⅰ	 0 8 8 мочь (8) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 6 6 мочь (5), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 14 14 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 
10 заставлять / 
 заставить 
 
（強制する） 
Ⅰ	 0 9 9 можно (5), мочь (3), уметь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 мочь (1), невозможно (1), нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 13 13 - 
10 казаться / 
 показаться 
 
（〜と思われる） 
Ⅰ	 0 13 13 мочь (13) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 0 0 - 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 13 13 - 
10 относить / 
 отнести 
 
（関連づける） 
Ⅰ	 0 10 10 можно (10) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 3 3 нельзя (3) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 13 13 - 
10 покупать / 
 купить 
 
（買う） 
Ⅰ	 0 8 8 можно (7), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 невозможно (2), нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 12 12 - 
10 восстанавливать / 
 восстановить 
 
（復興させる） 
Ⅰ	 0 5 5 возможно (1), можно (1), мочь (3) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 6 6 мочь (2), невозможно (2), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 11 11 - 
10 заменять / 
 заменить 
 
（取り替える） 
Ⅰ	 0 5 5 можно (1), мочь (4) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 5 5 мочь (4), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 10 10 - 
9.52 становиться / 
 стать 
 
（〜になる） 
Ⅰ	 1 35 36 мочь (1); 
можно (2), мочь (33) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 6 6 мочь (4), невозможно (1), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 1 41 42 - 
  	     
  	     
 257 
① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 
9.29 объяснять / 
 объяснить 
 
（説明する） 
Ⅰ	 1 14 15 уметь (1); можно (12), мочь (1), уметь 
(1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 13 13 мочь (6), невозможно (2), нельзя (4), 
уметь (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 1 27 28 - 
9.05 соглашаться / 
 согласиться 
 
（同意する） 
Ⅰ	 0 5 5 можно (2), мочь (3) 
Ⅱ	 1 1 2 мочь (1); можно (1) 
Ⅲ	 0 7 7 можно (1), мочь (6) 
Ⅳ	 0 6 6 можно (1), мочь (1), нельзя (4) 
総数 1 19 20 - 
9 вспоминать / 
 вспомнить 
 
（思い出す） 
Ⅰ	 1 3 4 мочь (1); можно (2), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 13 13 в состоянии (1), мочь (10), 
невозможно (1), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 4 4 мочь (3), нельзя (1) 
総数 1 20 21 - 
8.75 отвечать / 
 ответить 
 
（答える） 
Ⅰ	 1 4 5 способен (1); мочь (4) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 11 11 в состоянии (1), можно (1), мочь (9) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 1 15 16 - 
8.75 принимать / 
 принять 
 
（受け容れる） 
Ⅰ	 1 11 12 мочь (1); можно (8), мочь (2), 
способен (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 мочь (2), нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 1 15 16 - 
8.57 называть / 
 назвать 
 
（名付ける） 
Ⅰ	 3 34 37 можно (2), мочь (1); можно (33), мочь 
(1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 5 5 мочь (2), нельзя (3) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 39 42 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 
8.33 определять / 
 определить 
 
（定める） 
Ⅰ	 1 17 18 можно (1); можно (12), мочь (5) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 1 5 6 уметь (1), невозможно (4), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 2 22 24 - 
8.33 изменять / 
 изменить 
 
（変える） 
Ⅰ	 1 7 8 можно (1); можно (2), мочь (5) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 мочь (1), невозможно (1), нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 1 11 12 - 
8.29 приводить / 
 привести 
 
（実施する） 
Ⅰ	 3 30 33 можно (1), можно (2); можно (10), 
мочь (20) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 1 1 мочь (1) 
Ⅳ	 0 1 2 мочь (1) 
総数 3 32 35 - 
7.89 обеспечивать / 
 обеспечить 
 
（保障する） 
Ⅰ	 2 13 15 можно (1), мочь (1); можно (4), мочь 
(9) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 в состоянии (2), мочь (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 2 17 19 - 
7.84 представлять / 
 представить 
 
（提示する） 
Ⅰ	 4 19 23 можно (1), мочь (2), способен (1); 
можно (12), мочь (6), способен (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 13 13 в силах (1), мочь (5), невозможно (4), 
нельзя (3) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 4 33 37 - 
7.42 решать / 
 решить 
 
（決める） 
Ⅰ	 1 16 17 уметь (1); в состоянии (1), можно 
(10), мочь (5) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 3 11 14 в состоянии (1), мочь (1), нельзя (1); в 
силах (1), мочь (3), невозможно (5), 
нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 4 27 31 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 
7.14 вызывать / 
 вызвать 
 
（ひきおこす） 
Ⅰ	 0 13 13 мочь (12), способен (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 2 2 мочь (2) 
Ⅳ	 3 3 6 мочь (3); мочь (3) 
総数 3 18 21 - 
7 давать / 
 дать 
 
（与える） 
Ⅰ	 6 26 32 можно (3), мочь (2), уметь (1); можно 
(3), мочь (18), способен (5) 
Ⅱ	 0 1 1 мочь (1) 
Ⅲ	 0 7 7 мочь (5), нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 6 34 40 - 
7.06 находить / найти 
 
（見つける） 
Ⅰ	 5 22 0 можно (1), уметь (4); возможно (1), 
можно (13), мочь (8) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 7 0 мочь (6), невозможно (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 5 29 34 - 
6.88 понимать / 
 понять 
 
（理解する） 
Ⅰ	 4 24 0 можно (3), мочь (1); можно (21), мочь 
(2), споосбен (1) 
Ⅱ	 1 0 0 мочь (1) 
Ⅲ	 5 30 0 мочь (4), нельзя (1); мочь (22), 
невозможно (8) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 10 54 64 - 
6.67 обходиться / 
 обойтись 
 
（〜なしですます） 
Ⅰ	 3 7 10 можно (2), мочь (1); можно (4), мочь 
(3) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 8 8 мочь (6), нельзя (1), невозможно (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 15 18 - 
6.3 говорить / 
 сказать 
 
（言う、話す） 
Ⅰ	 24 126 150 можно (22), возможно (1), мочь (1); 
возможно (1), можно (97), мочь (28)  
Ⅱ	 1 1 2 мочь (1); мочь (1) 
Ⅲ	 10 18 28 в силах (1), мочь (2), уметь (4), нельзя 
(3); в состоянии (1), мочь (9), нельзя 
(8) 
Ⅳ	 0 9 9 мочь (2), нельзя (7) 
総数 35 154 189 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 
6.25 возникать / 
 возникнуть 
 
（生じる） 
Ⅰ	 3 11 14 мочь (2), уметь (1); мочь (11) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 2 2 мочь (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 13 16 - 
6.25 замечать / 
 заметить 
 
（見つける） 
Ⅰ	 1 3 4 можно (1); можно (2), мочь (1) 
Ⅱ	 2 0 2 можно (1), мочь (1) 
Ⅲ	 0 3 3 мочь (2), невозможно (1) 
Ⅳ	 0 7 7 мочь (3), невозможно (1), нельзя (3) 
総数 3 13 16 - 
6 допускать / 
 допустить 
 
（許容する） 
Ⅰ	 0 3 3 можно (2), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 3 9 12 нельзя (3); мочь (5), нельзя (4) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 12 15 - 
5.71 брать / 
 взять 
 
（取る） 
Ⅰ	 2 8 10 можно (2); можно (3), мочь (5) 
Ⅱ	 0 1 1 мочь (1) 
Ⅲ	 1 2 3 нельзя (1); нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 11 14 - 
5.71 ставить / 
 поставить 
 
（置く） 
Ⅰ	 0 7 7 можно (6), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 3 4 7 мочь (2), нельзя (1); мочь (1), нельзя 
(3) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 11 14 - 
5.43 делать / 
 сделать 
 
（する、行なう） 
Ⅰ	 11 40 51 можно (4), мочь (4), способен (1), 
уметь (2); возможно (2), можно (26), 
мочь (12) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 5 14 19 мочь (2), нельзя (2), уметь (1); мочь 
(7), невозможно (2), нельзя (5) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 16 54 70 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 
4.67 получать / 
 получить 
 
（受け取る） 
Ⅰ	 12 27 39 можно (8), мочь (4); можно (21), мочь 
(5), способен (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 6 6 мочь (4), невозможно (1), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 12 33 45 - 
4.67 начинать / 
 начать 
 
（始める） 
Ⅰ	 4 7 11 можно (4); можно (6), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 мочь (2), невозможно (1), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 4 11 15 - 
3.6 забывать / 
 забыть 
 
（忘れる） 
Ⅰ	 0 6 6 можно (3), мочь (3) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 8 11 19 нельзя (8); мочь (10), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 8 17 25 - 
1.43 предполагать / 
 предположить 
 
（思う） 
Ⅰ	 6 10 16 можно (5), мочь (1); можно (8), мочь 
(2) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 3 2 5 мочь (3); мочь (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 9 12 21 - 
－0.26 думать / 
 подумать 
 
（考える、思う） 
Ⅰ	 7 18 25 можно (4), мочь (3); можно (14), мочь 
(4) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 11 1 12 мочь (8), нельзя (1), способен (1), 
уметь (1); невозможно (1) 
Ⅳ	 2 0 2 мочь (1), нельзя (1) 
総数 20 19 39 - 
－0.4 создавать / 
 создать 
 
（創り出す） 
Ⅰ	 9 8 17 можно (5), мочь (3), способен (1); 
возможно (2), можно (5), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 4 4 8 мочь (1), нельзя (3); в состоянии (1), 
мочь (1), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 13 12 25 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 
－1.43 видеть / 
 увидеть 
 
（見て取る） 
Ⅰ	 9 14 23 в состоянии (1), можно (3), мочь (5); 
можно (12), мочь (2) 
Ⅱ	 1 0 1 мочь (1) 
Ⅲ	 5 1 6 мочь (3), невозможно (1), нельзя (1); 
мочь (1) 
Ⅳ	 5 0 5 нельзя (5) 
総数 20 15 35 - 
－7.78 служить / 
 послужить 
 
（役に立つ） 
Ⅰ	 23 3 26 мочь (3); мочь (23) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 1 0 1 мочь (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 24 3 27 - 
－9.35 считать / 
 счесть 
 
（見なす） 
Ⅰ	 22 1 23 можно (18), мочь (3), уметь (1); мочь 
(1) 
Ⅱ	 1 0 1 можно (1) 
Ⅲ	 7 0 7 можно (1), нельзя (6) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 30 1 31 - 
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http://ushdict.narod.ru/  【СУ（オンライン版）】 
http://www-senate.ucsd.edu/assembly/memorial_resolutions/vendlerzeno.pdf  【Z. Vendler
の略歴など】 
http://www.antlab.sci.waseda.ac.jp/software.html  【コンコーダンサーAntConc の配布ペ
ージ】 
http://www.aot.ru/index.html  【AOT】 
http://www.eva.mpg.de/lingua/resources/glossing-rules.php  【Leipzig Glossing Rules】 
http://www.gramota.ru/slovari/info/bts/  【БТС（オンライン版）】 
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http://www.lib.ru  【Lib.ru】 
http://www.loc.gov/catdir/cpso/romanization/russian.pdf  【米国議会図書館方式ロシア文
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http://www.loc.gov/catdir/cpso/romanization/russian.pdf  【米国議会図書館】 
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http://www.ogoniok.com/archive/  【Огонекのウェブページ（記事アーカイヴ）】 
http://www.ruscorpora.ru  【ロシア・ナショナル・コーパス】 
http://www.ruscorpora.ru/corpora-sem.html  【ロシア・ナショナル・コーパスの意味論
的情報に関する記述】 
http://www.ruscorpora.ru/instruction-main.pdf  【ロシア・ナショナル・コーパスの利用
法に関するドキュメント】 
http://www.sfb441.uni-tuebingen.de/b1/en/korpora.html  【テュービンゲン大学のコーパ
ス（2013 年 8 月時点ではウェブページが表示されない）】 
http://www.yandex.ru  【Яндекс（検索エンジン）】 
 
 
 
